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］V調査結果Ergebn童sse　der　UR重ersuchungen

植生単位Vegetationseinheiten

　〔1〕　自　　然　　植　　生　　Na棚rHche　Vegetation

　植生と，その人為的干渉とのかかわりあいを時間的に考察するとき，様々な栢生は植物社会学

的に以下の植生概念にまとめて理解することができる。

　1）原植生（または原始植生）　Ursprhngliclle　Vegetation

　全く人間が植生やその立地に影響を与えていない，または影響を与える直前の植生を，その立

地の原植生と呼ばれる。日本列島にはもとより，すでに地球的に見ても現存している原植生は今

日ではきわめて限られた極地，高山の一部，熱帯などに小面積で残存しているにすぎない。

　2）　自　然　　植　生　　Natnrhche　Vegetation

　原植生と同義語にきわめて限定して使われる場合が生態学的にはふつうである。しかし時には

二次的に再生した人間の影響下の二次林などの二次植生まで含めて，非常に広く解釈される場合

まで，解釈に巾がある。ここでは原植生または，その立地の潜在自然生に種組成（群落構成の種

の組み合わせ）が本質的に等しい場合に限って，自然植生と規定している。

　3）現存植生Reale（vorhandene）Vegetation

　現在生育しており，実際に限で見，触れることのできる植生をいう。富山県下の大部分のヤブ

ツバキクラス域，ブナクラス域の植生の様に長い間にわたって人間が定住していた文化景観域の

現存植生は，様々な人為的影響下に立地固有の原植生あるいは，現在の自然植生が変形させられ

た，あるいはおき代えられた代償植生である。

　4）代償植生ErsatzgeseHscllaften

　長い時間的経過の過程において様々な人為的干渉下に，立地本来の自然植生が変えられた植生

をいう。定期的な耕作と対応して畑地，水田雑草群落として持続している畑地雑草群落（カラス

ビシャクーニシキソウ群集），水田雑草群落（ウリカワーコナギ群集）などは代償植生の中でも

持続群落Dauergesellschaftと呼ばれる。

　5）　潜在自然植生　Potentielle　nat養rliche　Vegetation

　富山県下の大部分の地域の様に長い間人間が定住している地域の現存植生の大部分は，様々な

人為的干渉とつりあって存続している代償植生である。丁甑en，　R（1956）が第三の植生概念とし
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て提唱した潜在自然植生とは，様々な人間の干渉下に各種の代償植生が発達している文化景観域

で，もし今一切の人為的干渉を停止したら，その立地が現時点でどのような自然植生を支え得る

潜在能力を持っているかという，理論的に考え得る現在のその：立地の潜在自然植生支持力をいう。

　潜在自然植生は，それぞれの立地の生物託生薩能力の質的な把握や，産業立地，都市部に積極

的に環境保全：林を形成するための基礎植生概念として，現在国際的に広く用いられている。

　以上の1）～5）の各植生概念を考察しても明かなように，現在各地に残され，あるいは護られ

てきた残存自然植生こそ，それぞれの立地の潜在自然植生能力の顕在化されたものである。また

自然環境の保全，復元，さらに積極的に緑豊かな環境を創造する場合に，各立地の潜：在能力を顕

在化されている鏡の役割を果たす。植生調査や植生図化に際して，まず自然植生を探し，徹底的

に調査，考察する理由も，そこにある。

　幸いに富山県下には，高山，山岳部はもとより，ヤブツバキクラス域の海岸部や低地部にも自

然植生が～部残され，あるいは復元されている。以下に県下の自然植生から考察されている。

A．　ヤブツバキクラス域（丘陵，低地帯）

　　Camellietea　japonicae・Gebiet（KloHineundplanareStufe）

　ヤブツバキクラス域の森林は，一名常緑広葉樹林とも呼ばれる。タブノキ，シイ類，カシ類な

どの常緑広葉樹が主体をなす森林で，ほとんどの森林にヤブツバキが亜高木層または低木層にク

ラス標徴種として出現している。高木層から草本層まで主に常緑植物からなり立っている。

　ヤブツバキクラス域は日本列島の海岸ぞいには，太平洋岸では岩手県釜石市の北部の山田村ま

で，日本海側では秋田県本庄市までのびている。富山県下では，富山湾に面した海岸部から海抜

350～400mまでの丘陵，【．［麓部までが潜在的にはヤブッバキクラス林を成立させ得る地域，す

なわち，ヤブツバキクラス域に含まれる。

　富山県下の主なヤブツバキクラス林には，海岸部から風衝地のマサキートベラ群集，沖積地の

イノデータブ群集，土壌の浅い海岸沿いや丘陵南面部のヤブコウジースダジイ群集，内陸部のヒ

メアオキーウラジロガシ群集あるいは漢谷ぞいのケンポナシーケヤキ群集などが含まれる。

　ヤブツバキ林が主な生育域であるヤブッバキクラス域は，かつて日本民族が牽くから定住し，

現在に至るまで，圃有の文化を発展させてきた主要域である。そこでは長い間，水田，畑などの

農耕地，ススキ草原などの採草地やクヌギーコナラ林の薪炭林，スギ，アカマツの植林などの潜

在自然植生の許容する代償植生とつりあって，固有の田園景観を形成し，安定した土地利用形態

がとられてきた。ところが最近の都市の発達，港湾施設や産業立地づくりに見られるように大規

模な都市化，新産業地域化しているのもやブツバキクラス域である。したがって，局地的には冬

でも緑の郷土の自然林で象徴されるよう自然環境の急速な変化・荒廃，同時に誕生物的な構築材

料による画一的な人工環境化が進行している。

　富山県下でも，これからさらに都市化，新産業立地化がもっとも進行する可能性のあるヤブッ
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バキクラス域の自然環境の保全や，間違いの少ない自然利用に際しては，まずヤブツバキクラス

域の各自然植生とその潜在的配分ならびに残有：植生について十分な生態学的知見を基礎として地

域計画がねられることが，きわめて重要な前提となる。

1．　常緑森林群落　Immerg盃ne　Laubw畿lder

1）　ヤブ：コウジースダジイ群集

　　Ardisio－Castanops量etums藍eboldiiSuz．一Tok．etHachiya　1951（Legende36，Tab・2）

　富山県北西部の海岸部や北東部，新潟県との境界部には山地帯からつづく丘陵地が長：くはりだ

して海岸にせまっている。このような低山地斜面や尾根部には神社林として高木層に葉の裏が褐
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　　　Phot．24下新川郡朝EI町宮i　雛巨島のヤブコウジースダジイ群集。

　Ardisio。Castanopsietしlmsleboldii　desshintolst1schen　Tempelwaldes
in　Miyazaki－Kashima（75～1001n）．
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色で，丸い樹冠を広げるスダジイの優占した林分が点在している。

　高木第1層にスダジイが被度2～5と優点した林分の遠景は，春季には黄緑色の新芽でおおわ

れ明かるい黄金色の樹冠を形成しているのが特徴的である。夏季から秋季には深く色が沈み淡い

濃緑色の林分を形成している。富山県では樹高12～20mと比較的低いが，幌内にはピサカキ，ヤ

ブッバキ，テイカカズラ，タブノキなど亜高木層から草本層まで常緑広葉樹や常緑植物が40％前

後も占めている。このような林分は，ベニシダ，シロダモ，ヤブコウジ，イタビカズラ，ジャノ

ヒゲ，キヅタ，ツルグミなどの屋久島付近を境界に九州・本州・四国に広く分布する常緑広葉樹

林に共通して生育しているヤブコウジースダジイ群団の種群を標品種および区分種としたやブコ

ウジースダジイ群集にまとめられる。

　ヤブコウジースダジイ群集は関東地方および北陸地方の平地にその典型的植分の分布をみるこ

とができる。鈴木時夫により1952年房総半島で報告されたが太平洋岸では福島県双葉郡久の浜町

（現在では伐採されたり或いは社寺林で不完全な形態として残されている）に北限がみとめられ

る（吉岡1954）。さらに富岡町波江においてもスダジイ優占林分がみられるが種組成的にはシキ

ミーモミ群集に含まれる（宮脇・藤原・原田1975）。日本海側では新潟県佐渡ケ島椎泊が北限と

される（Yoshioka　1962）。新潟県では西山町御島石部神社，粕崎市宮川神社がヤブコウジース

ダジイ群集の北限とされる（岡田！967，相沢1968，宮脇・藤原：1975）。日本海岸では福井県で

若狭湾沿岸に比較的多く残されている。石用県では能登半島を中心に，富山県では海岸にはりだ

した小丘陵地に見られる。しかし新潟県ではやブコウジースダジイ群集の北限地であることも加

わりきわめて生育が隈られている。

　ヤブコウジースダジイ群集は一般にアカガシ，ウラジロガシ，ヒイラギ，ジュズネノキなどで

下位区分されるアカガシ亜群集と，特別な区分種をもたない典型亜群集に下位区分される。アカ

ガシ亜群集はスダジイ林からカシ林への移行帯，あるいはモミ林やブナ林などへの移行帯で区分

される。時にスダジイの被度は低いがウラジロガシ，アカガシなどカシ類の被度が高くなること

も多い。海抜高度では比較的高い地域，あるいは内陸地に生育しやすい。典型亜群集は，スタジ

イ萌芽林も含めて乾燥しやすい立地にみられる。古謡丘上や母岩露出地などに生育している。ま

たやや湿地性立地でも同様な種組成となる。

　富山県のヤブコウジースダジイ群集は，モチノキ，ヒメァオキ，ヤブラン，ユズリハ，ツタウ

ルシ，ケヤキ，トラノオシダで区分されるモチノキ亜群集と，アカガシ，キッコウハグマ，コシ

ノカンアオイ，アズキナシ，イワガラミ，コハウチワカエデ，サワフタギなどブナ林構成種を多

く区分種にもつアカガシ亜群集に下位区分される。

　モチノキ亜群集は富山県北西部の小丘陵地の神社林で多くみられた。また小杉神社，小堺浜，

今蔵神社などでも調査された。広く一般に区分される典型亜群集に相当し，ヤブコウジースダジ

イ群集の典型的植分の一型といえる。

　アカガシ亜群集は，新潟県に近い越中宮崎の城山でみられる海抜75～100mの地域に社叢林と
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　　　　　　　　　　　　Phot。25　宮崎鹿島灘叢林内。

高木層にスダジイ，アカガシが優馨し，低木層にヒメアオキ，シロダモが優疑している。

　　　　　　　　Physiognom1e　des　Tempelwaldes　Kashima。Mlyazaki．

　　In　der　hδheren　BaUmSCI玉iCht　dOmlnler亡In三亡Cα∫♂ご〃’0♪∫1∫α‘功～‘た’‘τVaL　5〆660♂（畜’

Q～躍1℃μ5αα‘’α，　in　der　Strauchschicht　A’κ～‘～2αノαカ。ノ～ガαz　var．∂01でαZ’∫und　l醜。♂ご彦∫θα∫6ズ～c8α．

して残されている。ブナ林に移行する地域では，海岸にせまっているが常緑広葉樹林から夏緑広

葉樹林が凝縮された形で配分されている地域である。アカガシ亜群集ぱ日本海岸側では越中宮崎

が水平的には北限とされる。隣接県では石川県能登半島にみられる（福島！973）。

　富山漿におけるヤブコウジースダジイ群集は現存残存林分は比較的少ない。しかし，ヤブコウ

ジースダジイ群集を潜在自然植生とする立地は富山湾ぞいに広く海岸部一帯をしめていると考え

られる。したがって次項のイノデータブ群集とともに郷土の森の代表としてだけではなく，今後

の環境保全林形成のためのモデルケースとしても重要な保全策が望まれる。
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　2）　イノデータブ群集

　　　Polysticho－MachHetuR夏もhunbergii　Suz．一Tok．　etWada1949（Legende37，

　　　饗ab．3）

　春季に赤い新芽を樹冠いっぱいに広げるタブノキは適湿地において優占した高木林を形成す

る。富山県の海岸ぞいの沖積地及び，越中宮崎や富山県北西部の低い丘陵地の斜面下部にはタブ

ノキ，ケヤキが高木層を占める植民がみられる。窟山県ではタブノキが被度2～4と比較的低い

が，関東地方から新潟県，山形県，秋田県まで海岸沿いに北上している。すなわち，北陸地方か

らさらに常緑広葉樹林の北限地域近くまで生育している。ヤブコウジースダジイ群集と圃様に特

別な標即今をもたず，ヤブコウジースダジイ群団主部の構成種からなる。ヤブコウジースダジイ

群集とはケヤキ，イノデ，アスカイノデをもつことで区分されるが，北陸地方や東海地方などで

はイノデを欠くタブ林も多い。

　このように高木層にタブノキが優目する適湿地の二分ぱイノデ，タブノキを凹凸種としてイノ

データブ群集にまとめられている（鈴木・蜂屋1951）。東海地方のイノデを欠いた植分をヤブラ

ンータブ群集（鈴木1950），ジャノヒゲータブ群集（南川！974）として区分されることもある

が立地や種組成に大きな相違はみとめられない。したがってイノデータブ群集としてまとめられ

ると考えられる。出現種数はヤブコウジースダジイ群集が24～46種と立地条件に応じて出現種牛

のばらつきがあるのに対し，イノデータブ群集は32～41種と比較的安定している。高木町ユ層に

タブノキが優即し林内を暗くおおうため，陰樹のヒメアオキが低木層に優燃したり，ヤブッバキ，

シロダモなど常緑広葉樹が比較的三内に優占している。林内の常緑植物は優占度が高い。

　富山県におけるイノデータブ群集はヤブニッケイ，ツルグミで区分される植分すなわちヤブニ

ッケイ変群集とミズキ，サイハィラン，ハイイヌガヤ，カラタチバナで区分される選分すなわち

ミズキ変群集，さらに特別な区分種をもたない典型変群集に区分される。

　氷見市，小境海岸で樹高15～18mと比較的樹高の高い林分で海風を直接うけない風背地の東側

にみられる二分ではやブニッケイ，ツルグミで区分される。阿尾城趾では土壌堆積カミ良好で適湿

地でミズキ，サイハイラン，ハイイヌガヤ，カラタチバナで区分されるタブ林がみられる。沖積

地の勝興寺では樹高24mと高くケヤキが被度5を占めた林分が調査された。

　イノデータブ群集は太平洋岸では岩手県山田町小谷島部落付近，釜石湾の三貫島にイタヤカエ

デと結びつき，イノデを欠く植分が北限とされている。日本海半側では青森県岩崎町にブナ林へ

の移行帯としてのタブ林がある。この林分では高木層にタブノキが優属し，林内にイワガラミ，

ゴトウヅル，ミズナラなどブナ林構成種が多いが，タブ林の最北限林分としてみられる。群落的

には秋田県象潟町，金浦町，仁賀保町にタブノキの優占の常緑広葉樹を多くもった丁丁が残され

ている。富山県，石川県，福井県では多くはないが土壌堆積のよい適湿地にみられる。

　イノデータブ群集は沖積地や丘陵地斜面の下部など水分や士壌条件に恵まれている立地で旺盛

に生育し，密生した多層群落を形成する。潮風，暴風などの災害に対する抵抗力が強く，火災に
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　　　Phot．26　富lil湾に面した沿岸地域に分布するイノデータブ群集。

　　　　　　　　林床の種類組成は比較的単純である。

　Poユvst｝cho－Machiletum　thunbergli，　das　an　der　KUste　derToyama－

Bucht　verbre呈tet　ist．　D圭e　Bodenschicht　ist　verhaltn三snlaBig　artenarrn（Kozakai　KUste）．

対しては防火壁となる。また吸音，吸じん，大気の浄化などの多様な環境保全機能も果す。

　したがって，沿岸部低地，斜面や丘陵地下部における工場，交通施設，住宅，各種公共施設ぞ

いの防災林，環境保全林形成，あるいは郷±の自然林の，低地帯丘陵地を代表する植生単位とし

て完全な保全及び積極的なイノデータブ群集の復元が望まれる。

3）　マサキートベラ群集

　　Euonylno．pittosporetum　tobirae　Miyawaki　eta1．1971（Legende38）

富山県では完全な植生調査資料は得られなかったが，虻ケ島付近の海からの風衝を直接うける
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断崖地にはトベラが岩壁にはりついた形で生育している。ときにヤブツバキやマルバシャリンパ

イが優占する低木林となる。このような林分は日本海沿岸や太平洋沿岸部の汀線に沿った海岸断

崖地に細く帯状にみることができる。多くはマサキ，トベラなど常緑低木を下層に，クロマツを

上層にもつ三層群落を形成している。このような海岸ぞいの風衝低木群落はマサキートベラ群集

としてまとめられる。

　海岸断崖地は浅い土壌，強い風衝，潮風，直射β光と水分の湖限などきわめてきびしい環境条

件下にある。したがって植物は厚いクチクラ層をもち蒸散作用をおさえ，直射屡光に対しても対

応できる植物が生きのびる。種組成もきわめて簡単でマルバシャリンバイ，トベラ，マサキ，ヤ

ブツバキなどの常緑低木に限られる。

　日本海沿岸ではマサキートベラ群集の典型的形態を示す植分は比較的少ない。とくにマルバシ

ャリンバイは山形県を北限とし，それ以北ではやブソバキの低木林で海岸風衝地植生を形成して

いる。種組成としてはマサキートベラ群集と比較的類似しているが，他の群落として区分される

かどうかは今後の課題とされる。

　マサキートベラ群集は海岸断崖地だけではなく古い砂丘地帯にもみられる。したがって断崖地

のとくに風衝が強いところや，土壌が浅い不安定地ではススキ草原が隣接している。やや安定し

た風素地にマルバシャリンバイ，ヤブッバキ・，トベラ，マサキなどの常緑低木群落が生育し，さ

らに土壌が発達した陽性の安定した立地ではやブコウジースダジイ群集が生育する。したがって

マサキートベラ群集は機能的にはヤブコウジースダジイ群集の海ぞいの林縁部を占めており，マ

ント群落的役割をはたしている。　　　　　　　　　（藤原一絵）

　4）　ヒメアオキーウラジロガシ群集

　　　A賑cuho・Cycloba玉aRopsieもum　ste譲ophyilae　Sasaki1958（Legeude　35，

　　　Taわ．4）

　富山平野に接した，海抜20～30mから海抜400mの間に発達する台地や丘陵地の一部に，社寺

林や屋敷林として小面積に残存するウラジロガシ林をみることができる。一般的に，これらのウ

ラジロガシ林に隣接する植物群落は，相観的にコナラ，アカマツなどのこ次林やスギ植林などの

代償群落におきかえられている。しかしこれらの代償群落の林床には，しばしばウラジロガシの

低木の生育をみることから，寓山県の海抜50～300mの範囲の台地や丘陵地に分布する主要な潜

在自然植生として，このウラジロガシ林が考えられる。

　すでに佐々木（1958）は日本海沿岸に分布する裏β本型ウラジロガシ林をヒメアオキーウラジ

ロガシ群集としてまとめている。佐々木が鳥取県三徳山で記録したヒメアオキーウラジロガシ

群集は，高木層にウラジロガシ，アカガシ，低木層に日本海側要素の常緑低木であるヒメアオ

キ，チャボガヤ，ハイイヌガヤ，草本層にホソバカンスゲをともなうことによって特徴づけられ

た。
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Phot．27　内陸の台地や丘陵地に小面積に残存するヒメァオキーウラジロガシ群集。

　DasAucubo．Cyclobalanops三etum　stenophyllae　ist　aufdenHochebene
oder　Plateau　ste韮enweise　noch　kleillraumig　erhalten　（】．50m）．

　今回，寓山県で調査されたウラジロガシ林は，低木層にユキツバキをともなう林分と，草本層

に優占するスゲ類がヒメカンスゲで，ホソバカンスゲは一部の露分に限られているなど多少の相

違が認められた。三徳山で記録されたヒメアオキーウラジロガシ群集にユキツバキがみられなか

った理由として，ユキツバキの分布が鳥取県をその分布の西限としているものこと，三徳山のウ

ラジPガシ林は袈日本型ウラジロガシ林の主部からはなれた西縁地域にあたるなどに起因すると

考えられる。

　このように両地域におけるウラジPガシ林の種組成に多少の地理的変異が認められたが，林床

にヤブコウジ，ベニシダ，ジャノヒゲなどヤブツバキクラス域を特徴づける常緑草本植物が優占

していること，また全体的な種組成に類似がみられるなど，共通点も多く，同一のヒメアオキー
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ウラジロガシ群集として認められた。

　富山県で記録されたヒメアオキーウラジロガシ群集ぱウラジロガシ，ヒメアオキ，ユキツバ

キ，ホソバカンスゲなどの区分種によって特徴づけられる。このヒメァオキーウラジロガシ群集

には，乾性な褐色森林土壌の発達する台地や丘陵地の尾根部や凸状斜面などに生育する智歯と，

漢谷ぞいの岩角地など土壌の浅い斜面に生育する植分とがみられたが，これらの植分は種組成的

に弛群集レベルで下位区分された。

　ヒロハスゲ亜群集はヒロハスゲ，ハイシキミ，アカガシによって識別された図法で，台地や丘

陵地の平坦部や緩斜面部などの土壌の深い，土壌水分条件も中性的な立地にみられた。

　典型亜群集は台地や丘陵地の尾根部や急斜面など，土壌の乾性傾向の強い立地にみられたもの

で，草本層にシュンラン，イワウチワ，イチヤクソウなど乾性的な立地を指標する，いわゆる生

態種群も優占的に生育している。

　チャボガや亜群集は，谷に接する台地や丘陵地，そして河州ぞいの空中湿度の高い漢谷部に発

達した植立で，チャボガヤ，ハイイヌガヤなどの裏日本型常緑低木，ケヤキ，アワブキなどの漢

谷林構成要素やコシノホンモンジスゲ，トキワイカジソウなどによって識別される。このチャボ

ガや範群集の生育地は，佐々木が三徳山で記載したヒメアオキーウラジロガシ群集の生育域とほ

ぼ一致すると考えられる。

　富山県に限って言えば，ウラジロガシは単木的には，海抜20～30mから300～400mの台地や丘

陵地に広く分布しており，また河川に沿ってかなり内陸部まで分布域を拡げている。群量的には

海抜50～300mの範囲に，その主要な発達域を示している。一方，ヒメァオキーウラジロガシ群

集の主要な区分種であるヒメァオキ，ユキツバキ，チャボガヤ，ハイイヌガヤなどの主要な分布

域は海抜200～！000mの範躍にある。すなわちこれらの種群はヤブッバキクラス域からブナクラ

ス域にまたがって分布している。

　裏日本気候区において，ヤブツバキクラス域とブナクラス域とは直接接することが知られてい

るが，富1」一【県では，その境界が海抜300～400m前後にあると考えられる。この境界領域に生育域

をもつヒメアオキーウラジロガシ群集の区分種であるヒメアオキ，ユキツバキ，ハイイヌガヤな

どがヒメアオキーブナ群集（宮脇他！968）の区分種でもあることから，このヒメアオキーウラジ

ロガシ群集をブナ林への推移帯に位置する種組成的に特徴の少ない群集とみなすこともできる。

しかし相観的にウラジロガシが優謝すること，種組成的にもヤブコウジ，ベニシダなどのヤブコ

ウジースダジイ群団の軍港種を多くともなっているなど，裏日本気候区のヤブツバキクラス域の

上部に確立した位置を占める独立性の高い群集として認めたい。

　富山県に限らず，裏日本型ウラジロガシ林としてのヒメアオキーウラジロガシ群集は，太平洋

岸地域に発達するコカンスゲーウラジロガシ群集（Suganuma　1965）に対比されるもので，日本

海ぞいに，本州西部の中国地方から北部の北陸地方の台地，丘陵地そして低山地に発達するヤブ

ツバキクラス域上部に位置する常緑広葉樹林とみなされる。
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2．　低地落葉広葉森林群落　Sommerg面ne　Lauhw銭lder

　5）　シロダモーケヤキ群落

　　　エVθo髭，8θα8θrjcθα一ZθZたooα　sθrrαfα騨Gesellschaft，（I」egende　39，　Tab．5）

　沖積平野よりやや高い立地で，地下水位面の高い地点や，沖積地に接する台地斜面下部および

丘陵地の谷下のテラスなどの湿潤な土壌水分状態の所には，半自然生林としてのシロダモーケヤ

キ群落が断片的にみられる。富山湾ぞいの海洋性的な温暖地で同様な土壌水分状態の地域はイノ

データブ群集の生育域にあたる。内陸部のウラジロガシ四域の同様な立地にはイノデータブ群集

は生育できず，土地的に同位の群落であるシロダモーケヤキ群落が発達する。

　一般にシロダモーケヤキ群落が生育する立地は，土地的に富養で，排水良好な適湿地を占めて

いる。したがって生産性が高いことから，多くの場合，スギ植林あるいは水田，畑地に利用され

ており，十分発達した森林群落は皆無であった。今回得られた資料の多くは，社寺林，屋敷林な

どで，林床は人為的な影響などにより掩乱されており，各植字ごとの群落の種類組成の相違が目

立っていた。

　シロダモーク：ヤキ群落は高木層にケヤキ，エノキなどの落葉高木が，低木層にシロダモ，アオ

キ，ピサカキなどの常緑低木が，そして草本層にジャノヒゲ，ヤブラン，キヅタなどの多年生草

本植物が優幸した二次林的色彩の強い群落である。またシロダモーケヤキ群落には隣接群落であ

るキタコブシーハンノキ群落と生育立地を接していることから，キタコブシーハンノキ群落の主

要構成種であるハンノキ，キタコブシなどの混生が認められる。

　このようにシロダモーケヤキ群落は，キタコブシーハンノキ群落の構成要素とヤブツバキクラ

ス域の主要構成要素とが混在し，定義づけられた群集として位置づけるには特徴的な種類組成の

みられない不：明確な群落といえよう。

　関東地方など太平洋岸で，ハンノキ林が成立するには地下水位面が低く，しかもイノデータブ

群集あるいはシラカシ群集ケヤキ亜群集が成立するには地下水位面が高い地域の潜在自然植生

としてハンノキークヌギ群落（宮脇他1966）あるいはコクサギーケヤキ群落（宮脇他1967）が

考えられている。このシロダモーケヤキ群落は，表日本のヤブツバキクラス域のハンノキーク

ヌギ群落およびコクサギーケヤキ群落に対応した裏日本の低地湿性森林群落とみなすことがで

きる。

　富山県において，シロダモーケヤキ群落の成立しうる潜在立地は，局地的に散在しているが，

面積的には広く，ヤブツバキクラス域の潜在自然植生としてのシロダモーケヤキ群落の植物社会

学的あるいは生態学的な位置づけは重要でありかつ今後さらに検討する必要がある。

　シロダモーケヤキ群落と同様に，潜在自然植生を考えた場合，無視できない群落として，黒部

川扇状地の末端部の湧水地に沿って局地的に発達している半自然性のスギ林がある。このスギ林

は，通称サワスギと呼ばれている。
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　　　　　Phot．28沖積平野に接した湿潤な谷地に断片的な状態で生育するシ

　　　　　　　　　　ロダモーケヤキ群落。

　　D玉eNθo臨∫θα∫o厚68α・Z8及。ηα∫θフ㌃z’α・Gese互1schaft　kommt　in　die　entlang　feuchten　Talern

am　Rand　der　Alluvial．Ebene　fragmentarisch　vor．

　富山湾の沖合には，各所に海岸線の沈降に起因した埋没林の存在が知られており，かつて富山

平野に発達していた自然林の状態を知る手がかりを提供している。この埋没林の大部分がスギで

あることから，扇状地形の発達した富山平野には，かつてサワスギ林のスギ林が広く分布してい

たと考えることができる。しかしサワスギの生育地は，土壌が砂礫質であるため，乾湿の差がは

げしく，湿潤な粘土質土壌の沖積地に一般的に発達するハンノキ林が成立しにくいこと，サワス

ギのスギ自体の生育状態が不良であること，そしてサワスギ状のスギ林が黒部川扇状地以外に認

められないことなどから，このスギ林は土地的に生育立地が限られた特異な群落として取扱うべ

きであろう。
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　埋没林を構成する樹種の研究から，その大部分がスギであるが，他にケヤキ，ハンノキなどの

混生した三型混交林であったことが示された。このことは，このような種類組成により近似なシ

ロダモーケヤキ群落が，富山平野にその潜在的な生育域を広げていたことを示すものとして興味

深い。

　6）　ケンポナシーケヤキ群集

　　Hovenia　dulcis－Zelkova　serrata－Ass．　ass．　nov．（Legende34，　Tab・6）

　ヤブツバキクラス域の台地および丘陵地の凹状斜面下部には，局地的に葡行土，崩積土などの

岩礫状の崩積テラス状地形が発達している。この土壌は一般に塩基類に比較的富んでおり，また

土壌水分に富むことから生産力も高い。このようなところは，三三が動き易く，立地的に不安定

なこともあるが，常緑広葉樹二二であるにもかかわらず，自然生の落葉広葉樹林が形成されてい

る。富山県のヤブツバキクラス域における土地的極相林と考えられるこのような落葉広葉樹林は

ケンポナシーケヤキ群集として認められた。

　ケンポナシーケヤキ群集は高木層のケヤキ，イタヤカエデ，エゾエノキ，ケンポナシなどの落

葉高木，低木層のヤマブキ，ヤマグワ，ハナイカダ，コマユミ，サンショウなどの落葉低木そし

て草本層のコシノホンモソジスゲ，オクマワラビ，ヤブソテツなどによって特徴づけられる。

　ヤブツバキクラス域にその主要な生育領域を示すにかかわらず，ケンポナシーケヤキ群集を構

成する植物はブナクラス域にその主要分布域をもつ種群が多いことが特微的である。とくにジュ

ウモンジシダーサワグルミ群集の区分種であるウリノキ，チドリノキ，バイカウツギ，ジュウモ

ンジシダなどが高頻度に出現している。また日本海要素の常緑低木であるヒメアオキ，チャボガ

ヤ，ハイイヌガヤなども高い常在度で生育する。

　ケンポナシーケヤキ群集は海抜高度の違い，生育地の地理的変化によってさらに亜群集に下位

区分された。ヤブツバキ亜群集はケンポナシーケヤキ群集の生育域の下部に分布する植分でヤブ

ツバキ，ピサカキなどヤブッバキクラスの主要構成種によって識別される。またヤブツバキ亜群

集はケンポナシーケヤキ群集の群団レベルの区分種であるウリノキが欠如している。またこのヤ

ブツバキ亜群集は，日本海沿岸の海岸風衝地に発達するケヤキ林と群落構造や種組成が非常に類

似している。

　正宗（1965）は能登半島において，下部夏緑広葉樹林に属する群落として，風衝的な海岸に成

立する自然性のケヤキ林を認めている。また岡田（！969）は，佐渡ケ島の低地自然林の研究にお

いて，日本海沿岸地帯の季節風の影響をうけた特異な群落としてイタヤカエデーケヤキ群落を認

めている。：隔嶋（1972）は日本海沿岸の風衝的なケヤキ林を独立性の高い群落としてケヤキーエ

ゾイタや群集（仮称）を提唱した。

　これらの群落とケンポナシーケヤキ群集のヤブツバキ亜群集との種類組成を比較してみると，

地域的に多少の変動は認められるが，相互の主要な区分種群の類似性は高い。このことからヤブ
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ツバキ亜群集に日本海沿岸の風臨地のケヤキ林を含めて考えることができる。しかし海岸風衝地

という立地特性を考慮すれば，将来このケンポナシーケヤキ群集とは別の群集として独立させ得

る可能性もある。

　典型亜群集はヤブツバキ亜群集よりは内陸的な海抜200～300mの範鵬に分布している。この典

型並群集に属する植分には，ケンポナシーケヤキ群集の区分種であるナニグルミが優占的に生育

している。河岸段丘などの斜面には，しばしば人為的な影響によって成立したオニグルミの純林

が発達しているが，このような立地は，潜在的な植生として，ケンポナシーケヤキ群集の典型亜

群集の生育域と考えることができる。

憲

嘘黛繋
　　　1蝿嚢、

　幾欝気黙へ　・

灘嚢

　　　Phot．29　台地や低しU地の適潤な砂礫質あるいは角礫質の崩積斜面に

　　　　　　　　生育するケンポナシーヶヤキ群集。

　熱ovenia　duIcis－Zelkova　serrata－Ass．，　auf　maβigenSturzhangen

（Yao－cho）．
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　ユキツバキ弛群集は海抜200～400mの範囲の台地，丘陵地およびi」一1地下部の漢谷ぞいの下等質

の崩積土の発達した斜面に見られるもので，ユキツバキ，ダンコウバイ，バイカウツギなどによ

って識別される。ユキツバキ亜群集の生育域が，ヤブツバキクラス域上部からブナクラス域下部

にまでおよんでいることから，ブナクラス域における隣接群落のミズナラ林やサワシバ林の区分

種が多数このユキツバキ亜群集に生育しているのが特徴的である。

　ケンポナシーーケヤキ群集のおもな分布域は，日本海型気候区のヤブツパキクラス域内に限られ

るが，一部の植分はブナクラス域に達している。ケンポナシーケヤキ群集は相観的にも，また種

組成的にも明らかなように，ヤブツバキクラスに属する群落とするよりは，ブナクラスに属する

群落として考えられる。

　ケンポナシーケヤキ群集は太平洋側のヤブツバキクラス域のイロハモミジーケヤキ群集と群落

組成的に密接な関連が認められる。またブナクラス域において，ケンポナシーケヤキ群集の生育

地と同質な立地には，きわめて近似な種類組成を示すサワシバ林やケヤキ林が発達している。鈴

木（！966）は日本のいわゆる中間温帯の植物群落として，ヤブツバキクラスやブナクラスに属さ

ないクラス外オーダーとしてツガオーダーを提唱している。この説をとるとすれば，ケンポナシ

ーケヤキ群集の植物社会的体系の位置づけは，ヤブツバキクラスからブナクラス域にまたがって

分布する漢谷落葉広葉樹林をまとめた群団あるいはオーダーレベルの植物群落の存在が考えられ

る。すなわち，ケンポナシーケヤキ群集はイタヤカエデ，ミツデ寸胴デなどのカエデ類，サワシ

バ，クマシデなどのシデ類，そしてケヤキー，エノキなどによって特微づけられるケヤキ群団（仮

称）に属する群集であると考えられる。

　ケンポナシーケヤキ群集の生育域は上部のブナクラス域に分布するチャボガヤーケヤキ群集に

連続している。

3，湿生林Auenw銭1d£r　und　Que11禰lder

　7）　キタコブシーハンノキ群落

　　　伽9πoZεαん。δ配8　var．　bo｝’θα〃s一・4Z’曜sノαpoπεcα一Gesellschaft（Legende　40，「fab．7）

　富山平野の大部分は扇状地形から成っている。この扇状地の末端部には，しばしば湧水湿地が

発達しており，そこには湧水沼沢地特有のハンノキを主体とする森林群落が生育している。しか

し沖積’地のほとんどが水田化され，かつては，広く発達していたと考えられるこれらの林分の多

くは消失している。水田の糊辺の畦に，しばしばハンノキやヤチダモなどの畦木が散在している

が，この地域の潜在立地を指標する植物として重要である。

　残存的なハンノキ群落は早月川によって形成された扇状地末端の湧水地に，まとまった林分が

見られた。今回調査されたハンノキの林分は，而積的に十分な広さを持つとは言えなかったが，

高木層にハンノキが優占し，これにオノエヤナギ，タチヤナギなどのヤナギ類が混生した状態が

みられ，典型的な沼沢地林の形態を示している。
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　　　　　　Phot．30　扇状地末端の湧水湿地に残存的に生育するハンノキ群落。

　　　　五♂ノ～～‘∫ブ妙。／zf6α．Gesellschaftjm　Que11－Gebiet　an　der　Spitze　des　Schwemmkegels

　　　　（Namerikawa－Shi）・

林床の流水ぞいにはカサスゲ，サヤヌカグサ，ヨシなどヨシクラスの種群が豊富に出現してお

り，複合群落的な状態を示している。

　これらのハンノキ林はハンノキ，キタコブシなどを識別種とするキタコブシーハンノキ群落と

されたが，裏日本沖積低地の湿性林を特微づける群落に位置づけられる。　（大　野　啓　一）

8）　スギ群落（サワスギ群落）

　　　α〃pfoη昭rεαノμpo痂。α一Geselユschafも（Na撮r難che　Nade玉holz－Gese茎lschaft　im　Sumpf）

　　　（Lege慕de　40，7ab・8）

　黒部川の旧河川流域にある柳原地区は洪水時に流出，堆積したと考えられる直径！m前後の巨

石が点在している。さらに人頭大の石の闘に砂礫が埋り，その下を伏流水が流れ，所々で露出し
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て小流となって流れている。

　このような乾湿の差の極端な一面的できびしい立地条件下では海岸近くで本来常緑広葉樹のタ

ブ霊域でありながら，競争力は強いがきびしい環境には耐え得ないタブノキ，ヤブニッケイ，ヤ

ブツバキ，シロダモなどは生育できにくい。

　したがって柳原のような多湿沢状地では，いわゆるサワスギと呼ばれ，立山の中腹地域に生育

しているタテヤマスギが下降して生育している。

　黒部川沿いの沖積地や扇状地は現在大部分がテラス化して水田として利用されている。たまた

ま柳原地区では樹高10mまでの自然生のスギ林が被度・群度3．4～4．4で生育している。

　現地における植生調査結果で示されているように木本層（B層）にシロダモ，ピサカキなどの

常緑広葉樹の他にムラサキシキブ，エゴノキ，ノリウツギなどが共存している。低木層にはアオ

キ，マサキ，シロダモ，ピサカキなどの常緑広葉樹の他に多数の落葉広葉樹を混生している。同

様に低木層もヤブコウジ，ベニシダ，イノデなどのヤブッバキクラス林（常緑広葉樹林）の構成

種の他に25～35種の構成種が見られた。

　このような地形，水分関係の複雑な立地条件を反映した多彩な生物社会とその生存環境とが一

体として残されているサワスギ林は現在海岸近くの低地ではきわめて数少い。

　柳原のサワスギ林はしたがって，かつて黒部川の流域周辺の空涙の堆積したきびしい立地条件

下に生育していたと考えられる自然生スギ林群落の重要な遺存生地と判定される。

　サワスギ（タテヤマスギ）の低地に生育しているまとまった最後の自然林とそのまとまった生

育地として柳原のサワスギ林が，その周辺群落と共に保護されることが生態学的，植物社会学的

見地からも強くのぞまれる。　　　　　　　　　　（宮脇　昭）

4。ヤナギ林Weiden－Auengehblze

　河辺の冠水域やその周辺は，河水の季節的な増水や突発的な洪水などの影響を受けるきわめ

て不安定な，しかも変化に富んだ地域である。そこには冠水の機械的な破壊作用の強弱に対応し

た自然の植物群落による，規則的な植生配分がみられる。

　ヤナギ林は河床の流水辺などの不安定地には生じないがその後方の土砂が堆積した半安定地か

ら安定地にかけて生育し，しかも，流水方向に平行に細長く帯状に分布するのが一般的である。

ヤナギ林には低木性のヤナギを主とするものと群落高が101nをこす高木林を形成するものとがあ

る。前者は機械的な破壊作用をより強く受ける流水側に分布し，その背後に位置する高木林のマ

ント群落の形態を示す。

　河川の上流から下流にかけての河川流域の地形的な変化に対応して，各種のヤナギ群落の分布

が見られる。上流部は一般に峡谷で河床の発達が悪いが，中流部では扇状地的な地形となり，砂

礫地生のヤナギ群落が生育するようになる。このような立地にはドロノキ，オナバヤナギ，オノ

エヤナギなどが広く各地に生育する。また下流部から土砂の堆積が行われ，肥沃な粘質土壌が形
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Phot．31河川の中洲に発達したヤナギ林の相観。上流から中流にかけてはオオバ

　　　　　ヤナギ，オノエヤナギが主に生育する。

　Physiognomle　der　We1den．Gesellschaft　mit　To∫∫，‘∫μ～‘’カα廊ノ～αund　5α傭∫αc乃α〃脚5～∫，

an　der　Ufem　des　Ober－Lmd　M三t士ellaufes　der　Fl廿sse（Haya加kl・gawa）．

成される。ここには粘質土壌上のヤナギ群落，たとえばカワヤナギ，ジャヤナギ，タチヤナギが

ヨシクラスやヒルムシロクラスの群落とともに沖積地難生を構成している。

　富山県の地勢からみると，上流から中流にかけてはいわゆるB本海霧多雪地帯であるため，流

水量がきわめて多く，河川敷がひかくてき発達している。しかし，流水は季節的変動がはげし

く，河川敷は不安定な礫質土壌でおおわれ，河畔林はむしろ発達しにくい。下流域は海岸に接近

して急に勾配がゆるやかになり，川は放射状に分流し，扇状地を形成している。したがって，粘

質土壌を主とした沖積低地は海岸付近，とくに富山湾に面する半月形の低地に限られている。

　9）　シロヤナギ群集

　　　Salicetum　jessoensis　Ohbalg73（Legende41，　Tal｝．　g）

　河畔の自然環境は，年暦を通して変動する水量の影響を受け，常に破壊と再生をくり返してい

る。とくに我が国のように雨量が多く，しかも，梅雨や台風などによる季節的に突発的な増水

は，河畔の植生の種類，存続に対して決定的な役割を果している。

　富山県の海抜500～1500mの範囲内の山地はブナ林域に含められる。山地の自然植生はおもに

ブナ林であるが，富山県内の山地地形は壮年期にあるため，一般に急傾斜地が多く，谷はV字状
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の峡谷となっている。したがって河畔のはんらん原の規模はあまり大きくはなく，春の雪どけ水

や台風時の増水の影響で，土砂の運搬と堆積がくり返され，きわめて不安定である。

　表流水の影響を受ける谷ぞいの自然林としてはジュウモンジシダーサワグルミ群集があるが，

この群集の河川に諭したより不安定立地には数種のヤナギによる河畔林が成立している。シPヤ

ナギ群集は，群落高が10～15m内外に達し，高木層にシロヤナギの優伍する河畔林の一つであ

る。高木層には河辺に広域的に分布するヤマハンノキやオニグルミが共存している。林床には広

葉の高茎草本植物が多数生育しているがその主な種類にはアカソ，テンニンソウ，ヒヨドリバ

ナ，ツリフネソウ，キツリフネ，ヤマブキショウマ，オニシモツケ，オナヨモギ，オオイタド

リ，イヌショウマなどがあげられる。さらに，ジュウモンジシダ，リヨウメンシダ，ハイイヌガ

ヤ，ミヤマカンスゲなどの森林生の植物（ジュウモンジシダーサワグルミ群集の構成種）も生育

していることから，この職分はヤナギ群落としてはひかくてき安定期にあるものと言える。

　シロヤナギぱ，一般に裏日本から東北地方にかけて分布しており，表日本に分布するコゴメヤ

ナギとすみわけ現象を示している。両者はブナクラスにおける高木のヤナギとして，共通の特徴

をそなえている。大場（1973）によれば，これらはシロヤナギーコゴメヤナギ群団（Salicion

lessoensis－serissaefoliae）を形成するものとしている。

　シロヤナギ群集の±壌は，大れきと砂土の混合した，乾湿のはげしい性質をもっているが，群

落形成の初期には礫が多く，遷移が進んだ誌面ではひかくてき多量の粘土質を堆積させる。

　10）ネムノキーオノエヤナギ群落：

　　　∠1必εzεαノ罵屍brεssfπ一Sα麗κsαc九α廃πθπsε8。Gesellschaf乞（Legende　41，　Tab．10）

　融乳i県の素破寺刀「ド流の河辺は粗い礫や粗砂でおおわれている。立山連峰を水源にもち，富山

湾にひかくてき急勾配で流下するため，河口付近まで底質が礫でおおわれている。礫定心±を主

とし，乾燥しやすい河原には一般にアキグミの低木群落が生育するが，これに接してやや安定な

岸側には高さ6m内外のオノエヤナギ林が生育している。共存するヤナギ類にはカワヤナギがあ

り，低木層にネムノキ，ドクウツギ，アキグミなどの低木類が低い被度でみられる。草本層は貧

弱でメドハギ，オトコヨモギ，ススキ，スギナなどの多年生草本植物を主としている。

　オノエヤナギはわが国の河川に広く分布するが，その生態的な中心生育域は，ブナクラス域の

河床露地の粗い砂地にある。流水の影響に対する抵抗力が強く，不安定地にも低木林を形成する

ことがあるが，安定地では10m内外にまで伸長することが可能である。

　裏日本におけるこのような開放的な裸地には河床から沖積低地の安定立地に向って，カワラバ

ハコ群落，アキグミ群落，オノエヤナギ林，シ・ヤナギ群集，サワグルミ林の順序で配分するも

のと考’えられる。
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　　Tab．10　ネムノキーオノエヤナギ群落

五あ詑どαブ～4Z必ノー∫∬カz．3α♂㍑∫αoゐα砺zθη∫ご5．Gesellschaft

難讐艦1驚（㎡・・

H6he　d．　Strauchschicht（m）：

Deckung　d，　Strauchschicht（％）：

H6he　d．　K：rautschicht（m）：

Deckung　d．　Krautsch量cht（％）＝

Artenzah1：

1灘liみ
　　　　　　　　　　　£

低木層の高さ

低木層植被率

草本履の高さ

草本層植被率

眠現種数

3

80

70

30

17

2　　　3　　　4
64　　　15　　　64
’72　　　　　’72　　　　　’72

6　　　6　　　6
13　　　13　　　13

3．5　　　　1．0　　　　3．0

80　　20　　70
120　　　40　　　1．5

30　　　30　　　15

15　　　20　　　24

Tre頁narten　d．　Gesellschaft：

　藩医工5αoんα〃ノz6／z5～5

　3αzゼ躍gf忽ゴαπα

Beglei才er；

　・4zゐ詑’αノ2‘z診1弓ゴ∬∫ノ～

　五8砂84薦αα〃z6α孟α

　Eプ忽θノ’0π5κ〃～戯ノ’8ノ蔦f∫

　Aア’‘θ〃捻5ガαノ妙。／z1‘α

　魚84θ，ゴα　∫6α〃4θノZ∫var．刀」α∫プ6∠

　ハ4∫36α〃〃LZ∬∫ゴπ8／z5f5

　E♂α8囎πz63　z〃ノめ6z♂α’α

　E9μ∫58’～〃παプη6／Z5θ

　孟ノー孟8ノπお如♪万ノZCψ∫

　Rなyノκん05fααα〃ノめ～α渉ケb盈乙

　丁プ加々」〃πプψ6π∫

　Aπ8〃3ゴ5ガαご妙沼αプ∫5

　五9ノ‘0∫’f∫磁ηα‘αvar．7zz‘たαみO

　I〃ψ8・』α‘α娚∫ノ泌加var．た0ε刀∫9舜

　Coブfαr’αブ妙。／zガ6α

　Pノ〃㎎’〃3露65coノπ〃zz‘π∫5

　1（π〃〃π8ノー0てU∫α5’1一ゴα’α

出現1回の種

群落区分種
　オノエヤナギ

　カワヤナギ

随伴種

　ネムノキ

　メドハギ

　オオアレチノギク

　オトコヨモギ

　ヘクソカズラ

　ススキ

　アキグミ

　スギナ

　ヨモギ

　トキリマメ

　シロツメクサ

　カワラヨモギ

　ヌカボ

　チガヤ

　ドクウツギ

　ヨシ

　ヤハズソウ
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AuBerdem　je　einmahn　Aufnahme　Nr．1：W∫56θ1‘ぬ．πo’『めz‘2z磁フジS－1・2，　K一十，五目∫α7～α1Lz〃海〃∫ヤブ

タビラコK一十，A〃ψθ侮）5∫∫み紹び4）θ4μノzα‘Zα如ノブドウK一十，　Eプな’81’oπ！漉πα46功痂α‘5ハルジオンK一牽，

C伽z砂04∫z〃π那f678αノ～疏z〃ノzイヌトウバナK一十，　Gノ・αノπ∫π戯θsp．イネ科の一種K一十；in2：08〃。擁8／u∫孟7ゼ。如

マツヨイグサKl一十，加功β4薦α6z’8’8’6ノ‘∫キハギS一十，＆めz4∫ραノ僧τ．ぴb～加∫ナワシロイチゴS一十・2；in　3：

Pんノ曾α9〃z話θ∫ブ4ρoπど‘α　ツルヨシ　K一十，Cα♂α〃z㎎1闇05‘おρ∫召～‘4（～助πzg7ππ85ホツスガヤ　K－1・2，ゐ‘π6z‘5

顔4∫z’5var．48cψ劾z5イグサK一十・2，3αoαloZ〔拠5カz読ごαvar，　oぴ之θ伽・z‘ηLヌメリグサK一十・2，5㎎9切α

ノ妙0加侃ツメクサK一十，Eg～協86Z〃μフρα1π0∫ゴ∬f槻〃πvar．ノ妙0／zf6πη3イヌドクサK一十，」ぬ躍∫勘ZZ‘f5ク

サイK－2，5∫Zθπ8αrη381嘩∫αムシトリナデシコK一＋，E1』∫981’oπαπ2zε‘z‘5ヒメジョオンK一＋；in　4：WF8’9θZα

ん。ノ≠θ7z5∫∫タニウツギS一十，　A♂ππ∫ブ妙。η∫oαハンノキS一十，　Cθ♂’∫∫ブ6∬oo／z∫f∫エゾエノキS一十，ハ石5‘αノz疏z∬

∫‘z6ごhαrザ707樫z‘∫オ’ギ］1（一1・2，ムy∫∫〃zαoん∫αcZ砿1〃停。ガ48∫オカトラノオK一十，〆1プα々α60r4α’αウドK一十．

調査地　Fundort：∫6ganli－gawa
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、が鋤ポ、重昭

欝響難灘

鷲簸，

　Phot．32　河川の中流域の不安定立地に見られるネムノキーオノエヤナギ群落。
　Physiognomie　deし‘Vゐ’之～αノ～己〃∂’・∫∬～〃一5α♂揺∫α611α〃ノzβ〃5∠∫．Gesellschaft　am　Unterlauf

der　F玉usses（」6ganli・gawa）．

　iDジャヤナギ群落

　　　SαZεκerεocαrpα一Gesellschafも（Legende　41，　Tab・11）

　河川の下流域では堆積作用によって上流からの細砂や粘土が運まれて堆積した肥沃地が形成さ

れる。しかも下流域で勾配がゆるいため，川は大きくだ行し，分流して，三角州ができる。流域

の低湿地の多くは現在水田として利用されているがかつてハンノキ林が生育していたものと考え

られる。

　このような，栄養塩類に富んだ肥沃な沖積低地の河辺にはジャヤナギ，カワヤナギ，アカメヤ

ナギ，タチヤナギなどが生育する。カワヤナギをのぞく他の種群は，いままでのべられた砂質土

一生のヤナギ類とは対照的に，安定した職質土壌に分布の中心がある。

　富山県下では，小矢部川の河辺に，ジャヤナギの林分がみられた。また庵谷ダムの河辺にもヤ

ナギの一種による群落が見られた。ジャヤナギ林は，林床にウシハコベ，クサヨシ，ツユクサ，

ヨモギ，アシボソ，セリ，ミゾソバ，ヤエムグラ，ツボスミレなどの，好窒素性1年生～多年生

草本植物がひかくてき高い難度で密生している。したがって，ヤナギ林の中ではジャヤナギ群落

は，もっとも富栄養な，しかも河川の増水などによる機械的作用をあまり受けない安定地に分布

している。

　ジャヤナギ林の報告はいままでのところ皆無であるが，一般に，ハンノキ林によく似た立地を
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Nr。　d．　Aufn．＝

Datum　d．　Aufn．：

Grδ8e　d．　Probeflache（m2）：

H6he　d．　Vegαatlon（m）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzah1：

Tab．12アキグミ群落
　EZα80g／z螂τ‘〃めθμα孟α，Gese1豆schaft

　　　　　調査番号　　　i　1
　　　　　調　査　年　，ヨ　　日　　　　　　　…　　，72

　　　　　　　　　　　　　　　　　　7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　26

　　　　　調査面積　 …15
　　　　　植生高　……2・5
　　　　　植　被　率　　　i60
　　　　　出現種数　　　…　！2
　　　　　　　　　　　　　　　　｝

2　　3　　4　　5　　6　　7
，72　　’72　　’72　　’72　　，72　　’72

7　　7　　7

26　26　26

16　20　25
2　　3　2．5

70　65　30

16　11　13

7　　7　　7

26　26　26
！2　15　40

2　1．2　1

35　4Q　40

15　18　13

Trennart　d．　Gesel互schaft；

　E∠α8‘碧ノ～～‘5z‘〃め8μα’α

Trennarten　d．　Untereinheiten：

E1’ガ9（星1’0〃∫♂‘〃～α‘’でノZ∫ガ5

B∫4θ〃∫ノラ’0〃4∂5α

Agノ．’（1ゑyノ層。κ魏4んz‘3痂8π3θvarjノ’απ5～6／z∫カモジグサ

・4ノ’68ノ癖∫忽ρ1帽翻6ゆ∫　　　　　　　　　ヨモギ

乃Z読9’⑳ノ層α♪∫αゼゐ・劾Z‘彦0痒α　　　　　コマツナギ

α加ψ・4f・・〃z・励zθz　56　var．ρα測解・ノWπクノレマバナ

　Ro∫αノπZ‘」ム耀0ノ’α

　50Z漁90τカ：9α一αz‘1僧8αvar．α∫∫α‘～ぐα

Begleiter：

　CO〃〃π8々ηαご0〃〃ノ診邸ηガ∫

　（）ωZO’ん8ゾαうど8ノ～πガ∫

　んβ礁，ゴα56αノ～48π5var．〃，α～プ8ガ

　Aノ‘彦ω亙5∫αc曜）f〃αノρ∫∫

　λ4乞5cαノ～‘ノ㍑‘∫5どノz8／z∫ゴ5

　CβZα5彦1一，‘∫01・ゐ～α‘Zα‘㍑∫

　！18γ・∫薦ぬ”α’αvar．πz‘々面・

　Zのノ5忽ブ0ρ01Z∫ごα

群難　i、．、
下位単．位区分種

　オオアレチノギク　　　i十・2

　アメリカセンダングサ…i十

　　　　　　　　　　　　　ほ・2

　　　　　　　　　　　　　　●

　ノイバラ

　ァキリンソウ

随伴種

　ツユクサ

　アレチマツヨイグサ

　ヘクソカズラ

　カワラヨモギ

　ススキ

　ツルウメモドキ

　ヌカボ

　シノミ

A／z曜）んα”∫”zαノ9αノ甲∫去ごzごθαvar・ツ8面6π葺∫カワラバハコ

・47rα飯59如∂1’α　　　　　　　　　　　ハタザオ

5α♂舵蔀∠8厩ηα　　　　　　　　　　　カワヤナギ

4・4　4・4　　1・2　　2・2　2・3　　3。4

●

　　　　　o
　　　　…÷・2

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

・　　　：1・2

・　　・　i十

・　　　　　　　　o　　　　　　　　●

● ● ◎ ●

1●2i　・　　　。　　　…

＋i

●

3・3　2・2

十・2十・2

●

十

〇

●

●

o

●

o

●

十

〇

o

●

o

●

1・2

●

1。2

十

●

●

十

！。2

十

●

●

●

●

●　　　　　　　　o　　　　　　　　●　　　　　　　　●

十　　3。3　十・2　2・2i

牽●2　3。3　2。2　　1・2i

・　十　　・　十・2…

・　　・　　十　2・2…

十　　十　　十　　。1

十

！。2

●

1・2

十

●

●

÷

十

●

●

十・2

十

十

●

o

o

十

●

●

1・2

●

十

十・2

十・2

十

〇

　o

十・2

十

　●

十。2

　●

十

●

●

2。3

●

●

●

●

1。2

出現1回の種

Au8erdem　le　einmal　in　Aufnahme　Nr．1：L’‘9麗ααψ薦孟α　スズメノヤジ　十，　C4y∫孟¢g’忽50／4詑ノzo！Zα

ハマヒルガオ3・3，五加α痒αブ4ρo／1∫cαウンラン1・2，五αo甜6α加4∫cαアキノノゲシ十，∫561zα8〃耀〃Lα〃孟1z曜）一

1LO1’o’485ケカモノハシ十；in　2：R／3‘ψ1zαηZ∬∫α〃びz‘5　var．1LOr‘61z∫おハマダイコン1・2，584z‘1μゐ’‘Zろ旅rz‘〃z

コモチマンネングサ十・2，ん惚ノ厩5如η～o～z’αノzαオオヨモギ　1・2，GαZ∫‘‘ηL’乙’6／wπ　var．α∫∫α‘∫ごμ〃3カ

ワラマツバ十・2，C／Lε〃砂。ゴ々〃π‘z♂∂♂‘ノπvar．　c61zケ01’融ノ’z侃アカザ十，　C61u漉z‘〃3ん。ご。∫’801漉∫ηαノρ．

1認Z認5α〃砲∫8ミミナグサ十，五ψ4々〃πη耽g加どα〃πマメグソバイナズナ　十，Rz〃π薦ノ妙。加α‘∫ギシギ

シ十；in　3：1）μ6ノ¶α々α♂o∂α‘αクズ十，ル勧妙♂8誠5ブ砂。加。αガガイモ十；in　4：βoε／1〃38々α’1’ガα‘砂∫∫ア

カソ÷，5冨駕ガπ紹gγαイヌコリヤナギ十，Rん曜。〃漉1’々‘〃zごαノzβ5c飢∫1・2；in　5：Z〃～♪εr曜αのノ♂助訪廊α

var．々06〃ゼg∠∫チガヤ十・2，　R♂‘〃L（燃α‘6’o∫αスイバ十，Poψβ鷹”αcんカエ碗∫おカワラサイコ十，五π‘ノzゴ加dZZα

励4如トダシバ2・2，A7再’8’π∫∫～αプ妙。厩。αオトコヨモギ十；in　6；＆z♂鉱5z‘げ｝‘αg’”3タチヤナギ十，Po砂g’o／zz．‘η3

魏蹴6ε磐だミゾソバ十，乃』忽θノ『oηcαπαゐ〃∫おヒメムカシヨモギ十，Egぬ∫醗〃π妙6ノ澱房トクサ十，Rτ〃π召露
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α08’o∫θ”αヒメスイバ十，in　7：R’めz6∫1ウαノ¶η加♂∫’‘∫ナワシロイチゴ5・4，五〇〃ガ。8’uノ曜＞o／z～oαスイカズラ

2・2，五fg～6∫彦1一～‘〃zoゐ‘z‘5ぴb々z‘〃zイボタ1・2，5α♂謡g1πo読5砂♂αネコヤナギ＋・2．

調査地Fund・rt：Klurobe－gawa．

しめている。

　12）アキゲミ群落

　　　EZαθασπz己s配配bθ’‘αオα一Gesellschaft（Legende　41，　Tab，12）

　河辺の氾らん原の範囲内で洪水や増水の影響の少ないひかくてき安定立地には，アキグミ，ド

クウツギ，タニウツギなどの低木類が数種のヤナギ類とともに先駆的な低木林を形成する。とく

にアキグミは被度常在度とも高く，高さが2～3mに達し，枝葉全体が緑白色をおびるため，遠

方からでもそれと確認できる。林床にはツユクサ，アレチマツヨイグサ，ヨモギなどの好窒素性

植物が中程度の被度で生育している。

　このような種組成をもつ低木群落はアキグミを区分種としてアキグミ群落にまとめられた。ア

キグミは根茎に根粒菌を共生し，貧養立地にもよく先駆植物として生育する性質をもっている。

河辺の不安定な環境にもよく耐えて生育する一方，火入れの多いススキ草原などにも残存して生

育する落忌が観察される。

　富山県におけるアキグミ群落は二つの下位単位に区分される。河川沿いに見られる群落はヨモ

ギ，コマツナギ，クルマバナなどによって区分される。河口付近に位置し，海風の影響を受け，

立地が砂丘状になっている場所の植分はオオアレチノギク，アメリカセンダングサなどによって

区分された。後者にはハマヒルガオ，ウンラン，ハマダイコンなどの砂丘生植物が生育してい

る。

　アキグミ群落は今回の調査資料では出現しないが，タチヤナギ，イヌコリヤナギなどが共存す

ることで，ヤナギ低木群落と同系列の植生単位と考えられる。同質の群落は東北地方から関東地

方，中部地方にかけて分布している。

5．河辺草原FluBauen　Gesellschaf重en

　13）オ　ギ　群　集

　　　班iscanthetum　sacchariflori　MiyawakieもOkuda1972（Legende42，　Tab・13）

　富山県内の河川はすべて，急流河川に属するため，下流域でも河川敷は一般に礫質土におおわ

れている。しかし，平野部を流れる部分では局所的に，上流からの運搬・堆積した砂土で厚くお

おわれている。このような，砂土を主体とし，わずかに歯質土を含む河辺の堆積地はオギが生育

する草原となっている。

　オギは高さ150～200cmに達する粗大な多年生草本植物である。根茎が横走し，密生した河辺

草原を形成する。とくに洪水や増水によって常に砂礫の移動のある冠水域には，強い根茎と土砂
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におおわれても発芽能力のある茎をもつオギはよく適応して生育している。

　オギ群集は，初め多摩川および利根川の河辺域における四分について記録された。オギは冠水

域では生育範囲が広く，強く流水の影響を受ける水辺から，ヤナギ林の代償植生としてひかくて

き乾燥立地にまで分布している。典型的には多かれ少なかれヨシが共存し，さらに，ノウルシ，

ハナヤスリなどの春植物が季節的なすみわけをしている。群落システムではヨシクラスに位置さ

れている。

　富山県常願寺川の河川敷で得られたオギの優賀する植分は，植生調査資料からみると，現在の

ところオギ群集に含められると考えられる。オギの被度は高く，常にヨシを伴なっている。地表

に接しヤエムグラ，スギナ，ゲンノショウコなどが見られる。つる植物がひかくてき優勢で，フ

ジ，ノブドウなどの森林生の植物が侵入している。このことから，このオギ群集は，ヤナギ類を

主とする河辺林の代償植生とも考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　Tab．13　オ　　　ギ　　群　　　集

　　　　　　　　　　　　　Miscanthetum　sacchariflori

Nr，　d．　Aufn．：　　　　　　　　調査番号
Gr6Be　d．　Probeflache（m2）：　　　　　　　　　　調　査　i面　積

H6he　d．　K：rautschicht－1（cm）：　　　　　　　草本第王層の高さ

Deckung　d．　Krautschic1ユt－1（％）：　　　　　　　　草本第1層植：被率

H6he　d．　Krautschicht－2（cm）：　　　　　　　草本第2層の高さ

Deckullg　d．　Krautschicht－2（％）：　　　　　　草本帯2層植被率

Ar～enzahl＝　　　　　　　　　出現種数

　　1　　2　　　3

　　9　　15　　15
i200150170
　　90　　70　　90

　　50　　30　　50

　　30　　70　　20

！　4　　12　　15

Kennart　d．　ASs，＝

　Mガ∫ごα11’ゐμ3∫αc‘ゐ‘」ザヴZo’マ‘5

Klennart　d．　h6herell　Einheiten：

　Pゐ1’49’〃磁。∫ご。〃〃2zπη～∫

昼叫φ鰹1．、

　W「麟。ノρ～α∫あ’鳥∫∂z〃zご♂α

　んノψ8z砂∫∫∫う1『8びψ8（zππα‘z碗α

　E卿ど∫顔〃ノ3α’辺6π∫θ

　Gα♂∫Z〃〃吻ρ－伽‘var沼ご伽岬0・フ〃0／Z

　Co〃切屑Zゼπαco〃〃ノ’z〃zf∫

　G61πノzゴz〃π彦ノ即zゐ81窟が

出現！隣の種

群集標三種

　オギ

上級単位の標徴種

　ヨシ

随伴種

　フジ

　ノブドウ

　スギナ

　ヤエムグラ

　ツユクサ

　ゲンノショウコ

5・5　　4・4　　5●4

1・2　　！●2　　2。2

十・2

十

●

●

●

●

2・2

十

3・4

2・2

十

十

十・2

●

1。2

十

十・2

1・2

AuBerdem　je　einmal　in　Aufnahme　Nr．2：Rz‘翫‘5ραブびゲbZ∫z‘3ナワシロイチゴ2・2，　Pαθ48ノ’脇5cαπ♂8刀∫

v．〃～α”θ∫ヘクソカズラ1・2，刃ガgo1ηη侃’zz‘z‘5ヒメジョオン＋，　Po4ygo〃’‘ηz　Zoπg’5破〃πイヌタデ＋；in

3；A1≠θ1厩∫～αゴ曜）o〃∫6αオトコヨモギ十・2，　C♂f／z妙04∫〃π〃π‘Z彦たαz‘Zcヤマトウバナ十，五8』r∫〃zoノ～fαρf♂03α

キンミズヒキ十，エ≧y5ゴ〃雄。痂αゴ曜）oπf6αv．躍∂58∬漉5コナスビ十，・乙功64薦αα胡8鷹αメドハギ十，

Eガ98roηρ飯ぬ48砂1漉郡ハルジオン十，　Cα如5診¢9如1昭4θ昭。θαコヒルガオ十，ん吻ノπ～∫如ρノ’～〃αや5ヨモ

ギ十．

調i査地　Fundort：」6ganji－gawa．

調査年凋臼　Datum　d．　Aufn．：14，　VI　1972．
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　哲）ツルヨシ群集

　　　Phragmitetum　japonicae　MiRamikawa　1963（1」egende　42，　Tab．14）

　ツルヨシ群集はV字漢谷や峡谷などの急流河川の冠水辺に生育する多年生草本植物群落である。

ツルヨシは高さ80～100cmに達し，ヨシに似た茎葉を広げ，砂礫地をおおう。根茎はとくに発

達し，長く粘土上をほふくして節より新誌を伸長させる。

　ツルヨシ群集はツルヨシを標微種としている。一般にツルヨシが優占するが共存する種類には

スギナ・アカソ，ススキ，ノコンギクなどの礫地生の多年生草本植物がまばらに生育している。

流水の影響の強い阿分では一年生雑草のしめる割合が高くなる。

　ツルヨシは強固なほふく枝で土壌の移動を押える。したがって流水沿いの不安定な河辺環境の

保全にはきわめて重要な役割を果たしている。

　富1」」県内では北又小屋の河原で調査されたが，その植物は県内の諸河川で海抜100～！500mの

範囲にしば．しば観察される。

　ツルヨシ群集の分布は東洋に限られ，わが国における河辺植生の大きな特徴となっている。

Nr．　d．　Aufn．：

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）；

H6he（1．　Vegetation（c11D＝

Deckung　d，　Vegetation（％）；

Artenzahl：

Tab．！4ツルヨシ群集
Phragmitetum　japonicae

　　　　　　　調査　番号
　　　　　　　調　査面　積

　　　　　　　植　　生　　高

　　　　　　　植　　被　　率

　　　　　　　出　現種　数

1　　　2　　　3

10　　10　　5

100　　80　　100

90　　80　　70

7　　9　　13

Kennart　d．　Ass．：

　Pんug〃読85ブαρo〃ガ‘α

壌gl賦艦一一

　α7下加μη∫”07～∫α‘〃’

　Egz‘β6孟z〃παノ・u8〃58

　孟4π8〃Z～51α〃～0ノ～如ノ～α

　Bo疏〃z8がα’1層∫α‘功お

　ハ盃5α切〃z24∫証π6η5∫∫

出現1闘の種

群集標徴種

　ツルヨシ

随伴種

　ナンプアザミ

　スギナ

　オオヨモギ

　アカソ

　ススキ

5・4　　5。4　　4・4

十

÷

■

■

十

十

十

レ2

●

十

十

十

十

AuBerdem　je　e乱nlnal　in　Aufnahme　Nr．！：A〃ψ4砂5’5拐でびψβ4‘〃zα‘Zα’α　ノブドウ　1・2，　PoZ）｛90’π‘〃‘

∫α01zαZ∫ノz8／z5∠5オオイタドリ1・2，　A々8翫α9～爵1α孟αアケビ十，孟諾θ”α96ノーα如ご4θ5　v．　oてノα々‘∫ノコンギク十；

in　2：／lgノ伽～02z’αが10∫αキンミズヒキ十，亀〃ψ♂oco∫01z碗8π∫f5　v，　Zα｛co6御♪αf．μZo5αサワフタギ十，

α8〃～厩’∫妙雄bZ∫αボタンヅル十，ノ1’≠8〃zガ∫∫α〃♂o〃の）11ツZZαヒトツバヨモギ十；in　3；1）∫c万∫1Lfθノrσ‘fo∫ゴ8∫v．

g彪ゐ昭∫6θ〃∫コウゾリナ十，〆1／zg81’6αspec．シシウド属の一種十，・∫o♂∫6αgo窃ア8π一α宏〃r飢v．α∫ぬ距侃アキノ

キリンソウ十，∬∫oゴ。π孟7層’61zocα1プ）z‘∫クロバナヒキオコシ十，　Cα耀必舘θノ～o∫如ご1～ッ5ニシノホンモソジスゲ十，

PZαノ雄αgOα豆α百Cα一一ノミコ　十，　E1α’0誕8η～ごτZ〃ノめ8♂Zα孟πノπV．規6Zノπ∫ウワノミミソウ　十，　Cα♂αアπαg7て）∫あ5

♂0π窺5e匁ヒデノガリヤス十．

調査地　FundOrt；Kitamata・zaWa。

調査i年凋日　Datum　d．　Aufn．＝14．　VI　1972．
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　15）ウキヤガラーマコモ群集

　　　Scirpo　f蓋uv隻atil童s－Zizanietum　Iaもifo蓋圭ae　M量yawak圭etORuda1972

　　　（Legende　42，　Taも．15）

　海に近い湖や潟の岸辺にはしばしばマコモの優占する草本群落が岸にそって帯状に分布してい

る。水深は30～60cmの範囲にあり，常に冠水している。マコモの他にはヨシ，ウキヤガラなど

が生育するが，水深が浅いほどウキヤガラが多く，深くなるに従ってマコモの優占度が高く，水

深70cm内外ではマコモの単純群落となる。種組成は常にきわめて単純で1～5種で構成される。

群落の上級単位はヨシクラスに含められる。

　土壌はやわらかい粘質で黒色を呈している。水深は通年変化が少ない。また水流や波の影響を

あまり受けない。

　富山県内では十二町潟付近でこの群集の断片が得られた。ウキヤガラーマコモ群集は日本全顛

の低地の過窒素化した湖沼の岸辺に広く分布している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　＿懇懇

灘難蕊誌灘鍮藤

　　　　　Phot．33　ゆるく流れる牛刀1の岸に生育するマコモ

Zが寒α脚Zα乙朔∫α．Bestand　am　langsamflie8enden　Wasser．Rand（Juniclユ。－kata）．

　16）ヨ　シ　群　落

　　　」pゐrαg配配ε8　coη包配己επεs－Gese茎蓋schaft（1」ege装de　42，「fa1｝・16）

　大形の湖沼の岸辺にはヨシの草原が広く見られる。ヨシは高さ150cm内外に達し，密生した

草原を形成する。しかし，過窒素化した水辺では草丈が2～3mに達することもある。
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　　　Tab．15　ウキヤガラーマコモ群集

Scirpo　fluviatilis．Zizanietum　Iatifoliae
Nr．　d．　Aufn．：

GrdBe　d．　Probef1装che（m2）：

Hbhe　d、　Krautschicht－1（m）：

Deckung　d．　Krautschicht－1　（％）：

H6he　d．　Krautschicht－2（m）：

Deckung　d，　Krautschichト2（％）：

Artenzah｝：

調査番号
調査面積
草本第1層の高さ

草本第1層の植被率

草本第2層の高さ

草本第2層の植被率

出現回数

1　　2　　3

1　　6　　4

1・5　1・4　1・5

70　90　80
一　 一　〇．3

20　10　5
3　　4　　5

Kennarten　d．　Ass．：

　z詑αηガαzαだ角♂如

　＆∫ψμ∫ノZ初∫認f〃∫

Art　d．　Phragmitetea：

Pんブα9ナ疏cs　coη切L翻∫

Begleiter：

　Tプ妙αブ砂。π∫oα

　夏y♂2ηご1zα7噌ガ34z‘腕α

　B認8〃5！〉η7z諺05α

　Po乏ygo／zz〃πオ加ノz∂θノ9だ

調査地　Fundort；Junicho．kata．

調査年月日

群集の標徴種

　’マコモ

　ウキヤガラ

ヨシクラスの種

　ヨシ

随伴種

　ヒシ

　トチカガミ

　アメリカセソタソグサ

　ミゾソバ

Datum　d．　Aufnahme：14，　VI．1972

Schicht

　K－1

　K－1

K－1

K－2

K－2

K：一2

K－2

4。4　　5・4　　1。2

・　十・24。4

十　　・　十・2

十・2十・2

・　　十

●　　　　　　　o

■

●

十

十

Nr．　d．　Aufn．：

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）：

H6he　d．　Vegetation（m）＝

Deckung　d．　VegetatiQn（％）：

Artenzahl：

Tab。16　ヨ　　　シ　　群　　　落

1）ん規g〃漉8∫60〃〃ノ呂z〃zガ5．Gesellschaft

調査番・号

調査面積
植　生　高
植　被　率

出現種数

1　　　2

45　　　8
1．4　　1．4

95　　　95

4　　　5

Trennart　d．　Gesellschaft：

　1「1z1π9〃漉6∫ご。刀〃ノ3z〃zf5

Begleiter：

　Po砂go／zz‘ημ13z‘πゐ8ノニ9ガ

　Rz‘η昭エノ＠o／z∫α‘∫

　PO4ygO／ZZ〃πご0π功∫ご3‘Z4〃3

　M40〃漉αブ妙。／z16α

調査地　Fundort：Junicho－kata．

調査年月日　Datum　d．　Aufnahme：14．　VI　1972

群落の区分種

　ヨシ

随伴種

　ミソソノ・

　ギシギシ

　サクラタァ

　スズメウリ

5・5　　5・5

2・2　　2・3

十　　　十

十・2　　　十

・　　　十

　ヨシ群落はヨシとともにいくつかの挺水多年生草本で構成されるのが一般的である。しかし，

ヨシが優占する場所ではしばしばヨシの単純群落となる場合が多い。

富山県十二町潟の湖岸に分布するヨシ群落は，ミゾソ・㍉ギシギシ，サクラタデなどの好窒素
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性草本植物が侵入している。これはおそらく，ヨシの刈取りと湖水の富栄養化という人為的な影

響に起因するものと考えられる。

　ヨシの優題する露分は，湖岸のみに限らず水田放棄地や河辺の後背湿地にも点在し遷移途上の

いくつかの相が見られる。

　17）カワラヨモギ一襲ワラハハコ群落

　　　減rfαπε8iαcαP沼αrεs・孟πα擁αZεs　7παrg姻加eθαvar．〃θdoθπsε8・Gese夏玉schaf

　　　（Legende　42，　t密ab．17）

　急流河川の氾らん原は大礫から粗砂までのきわめて有機質土壌のとぼしい荒原状を示している。

たび重なる増水や洪水による流水の破壊的作用を受ける。洪水で堆積した土砂に保水力がないた

め，減水期の夏季には日射を強く受けて高温となり強く乾燥する。

　このような立地には河辺特有のいくつかの植物群落が見られる。ひかくてき礫の小さい多少と

も粘質土が含まれる平地にはカワラバハコが難度2～3の割合で生育している。同時にカワラヨ

モギ，ヨモギ，オトコヨモギなどのヨモギ属植物が特微的に生育する。これらの種群はいずれも

多年生草本であり，根茎はよく発達し，冠水にたえる。さらに有毛の細い葉は夏季の乾燥期に耐

憲

醗無‘
索麺露

恥幾

c嘉．惇

鷺灘欝諏鍵編灘
蝦纏
話毒’

蔦霧隻、

r蝿i

彦　w

i幽騒

雛纏

揃融

Phot．34　富山平野を流れる河川の中流および下流域の面面に発達するカワラヨモ

　　　　　ギーカワラバハコ群落。

　！1プ孟θ〃3∫5ガαo曜）〃αノゴ∫．んz砂1雄た∫ノπαノgαノ鹿α68αvar．　yθ40βπ5ガ＆Gesellschaft　auf　kiesigen

Ufern　des　Mittel－und　Unterlaufes　der　Fl銭sse　im　Toyama，Flachland（Kurobe．gawa）．



86

　　　　　　　T．ab．17　カワラヨモギーカワラバハコ群落

Aノ’孟e”L∫∫ゴαo妙”αノ’∠∫一∠二1η妙1zα”∫〃zαノ＝gαノ口髭α68αv．ッθ40召1z∫乞5．Gesellschaft

Nr．　d．　Aufn．：

Datum　d。　Aufn．：

Gr6Be　d．　Probeflahe（m2）：

H6he　d．　Vegetation（m）：

Deckung　d，　Vegetation（％）

Artenzahl：

調　査　番号

調査年月日

調　査　面　積

植生の高さ
植生の植被率

出　全種　数

1　　2

’72　’72

9　　9

30　30

40　100

50　40

40　40

21　20

3

’72

6

13

30

40

35

12

4　　5
’72　’72

6　　7

13　26

20　12
80　　0

30　50
12　　14

Kenn－u．　Trennar亡en　d．　Verbandes：

　A1’孟8〃亙∫∫αご晩ρμzαノ層’∫

　A刀・ψ1～αZ～3ノ～’αノ9αノ曜’孟αC飢var．　y84・8／Z5ガ∫

　06〃。孟ん8，一α∂∫8πη’∫

Trennarten　d．　Untere1nheiten；

　Eアゾ96rOノ～ごα1～α48／Z∫’∫

　5α躍8〃ω・’α∫ケ∫91♂105α

　1〃ψ0ノ「α如⇔・♂∫ノ～41璽～CαV．た0θノZ∫9～ガ

　A8γo∫”∫ご／αηα’αvar．ノz～‘たα∂0

　ゐ85♪θ4㏄αα‘ノ～8α‘α

　Zのノ5∫αブ砺ρ0／Z／6α

　！＞z読9（舜’π♪∫α‘40・孟f〃σo’ゴα

　ゐ0’～‘∫ωプ〃ガα‘Z鷹’‘3V㌦ノαρ01～～α’∫

　R）彦θ1諾～ZZαごノ拡ノ」6〃5～∫

Kennarten　d．　h6heren　Einheitenl

　．Aノ”6ノ〃～ぶ∫αノ）ノゴノ～c｛ψ∫

　A1躍孟θ〃亙∫ガαブ砂0ノ～∫C‘Z

Begleiter：

　ハ4～56απ〃μ‘∫∫～π6ノ～∫お

　測〃¶α9〃パ詑∫ω〃～〃’～〃Z／5

　5・Z油90ηど～：9σ一αz〃’8αvar．α∫認～cα

　E♂αeα9〃μ5～．〃〃〃6z1α孟α

　Rんζπ0〃’彦1一～Z‘〃’（｝αノZθ∫68〃5

　凶47・Z‘ノZ4か涯ぜ♂α1琵1≠α

　CαZα〃β㎎”05オf5ρ58z‘4（ψ1Lブα9〃’鉱8∫

　Eg～‘お8’♂〃μα1¶刀β〃56

群団の標徴種および区分種

　カワラヨモギ

　カワラバハコ

　アレチマツヨイグサ

下位群落区分種

　ヒメムカシヨモギ

　ナミキソウ

　チガヤ

　ヌカボ

　メドハギ

　シノミ

　コマツナギ

　　ミヤコグサ

　カワラサイコ

上級単位標微種

　ヨモギ

　オトコヨモギ
li遭伴種

　ススキ

　ヨシ

　アキノキリンソウ

　アキグミ

　スナゴケ

　　トダシバ

　ホッスガヤ

　スギナ

十　　十。2　十・2　　十　　1・2

3・3　2。2　　1●1　　・　　　十

十　　！・1　十　　・　　十

÷

十

■

●

●

十

●

●

●

1。！

十

●

●

●

●

●

●

●

o G

　o　　　　　　　　　　●

十・2　1・2

3・3　十。2

　十　　十

　●　　　　　　　　　　●

o

●

●

●

●

●

1●2　　十　　十●2　　十

十　　　・　　・　　十

1・2

十

十

十

十・2

十

　●

1・2

十

十

十。2

十

十

十

十

十

●

●

十

●

●

●

●

　●

十・2

　・

o

●

●

1・2

1・2

●

●

●

●

3・3

1。2

！・2

十

●

十

●

十

●

1。2

・

●

出現1回の種

AuBerdem　je　einmal　in　Aufn．　NL　1：Pど9加1”αα45‘ω～46〃5メヒシバ　＋・2，　A5‘87’㎎6ノ’碗。ピ48∫var，

oひα”‘∫ノコンギク十，％’1層加∫αu”05αオトコエシ十，Kα♂f〃昭”おッ。ノ〃61～αヨメナ十，五α演α‘α6　sp，シソ

科の一種十，A翫駝如ブ‘読伽∬∫ノzネムノキ十，Rμ∂螂ρωへひ施盈βナワシロイチゴ十；in　2：5αZ飽ゴ8∬oθ1‘51∫

シロヤナギ十，Pα海α〃πみ蝕ぬω’〃μヌカキビ十，3β妙噂如ノaδθrどアキノエノコログサ十，五ψ∫4詔〃’．

u∫11ψz∫CZ〃μマメグンバイナズナ十，　Eg～4∫砿π〃〃御πo∫∫∬ガη耀’πvar．ブ妙ω置fα〃μイヌドクサ1・2，　q｝ソ＞6”～‘5

〃’ガ。／80カ’如カヤツリグサ十；ln　3：A8’”⑳ッノ’oノ～6∫Zfσノ’8　var．〃z∫’π’5アオカモジグサ十，1乃ガb♂～’〃〃．ノ’ψo〃∫

シロツメナクサ1・2，qy少6’『κ∫ノ’o如ノzdκ5ハマスゲ十；in　4：3α♂揺∫α61zα々ノz6〃∫∫∫オノエヤナギ1・1，5αZ～ユ⊃

gゴZ9妨zαカワヤナギ十，＆z66foZ〔ψお加4∫雌var．砿y溜診01翼〃3ヌメリグサ1・2，　in　5＝施鍛κ¢〃～ッz‘ノβo∫ナギ
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ナタガヤ＋，五加〃〃舘θ〃8’一〇認θ5マツバニンジン＋，5》カ㍑〃齢6∫∫加碗5ご5ネジバナ十，0ノηゐα刀。傭‘oθr副

85‘8〃5ハマウツボ幸．

調査地

Fundorte（Nr．　d．　Aufn．）：Hayatsuki－gawa（1，2）；Tokiwabashi（3，4）；KurQbe－gawa（5）．

えることができる。地表にはコケ植物が密着して生育している。

　カワラバハコの生育する範囲にはTab．17．に示すように種の結びつきによる，いくつかの群

落単位が見られる。もっとも不安定立地にはヒメムカシヨモギ下位単位が生育し，やや安定した

埴質土の多い場所にはチガヤ下位単位：がみられる。最も鼎立した砂礫地にはシバ下位単位が配分

する。これらはいずれも独立した群落単位であるが資料が不足のため今回は群落複合体としてカ

ワラヨモギーカワラバハコ群落にまとめられた。

　カワラヨモギーカワラバハコ群落に相当する植生単位は我国の河川の氾らん原に広く分布して

いる。現在のところこれらの植生は，カワラバハコーヨモギ群団Anaphalio－Artemison（上級

単位はススキクラス）に位置づけられるものと考えられる。河川を上流に逆のぼるに従って立地

が貧栄養状態となりススキ，アキノキリンソウ，トダシバなどススキクラスの植物が多く生育す

る。

6．　水生植物群落　Wasserpflanzen－Gesellschaften

　18）ヒ　シ　群　落

　　　TrαPαゴ疏ρoπεcα一Gesellscllaft（Legende　43，　Tab．18）

　水深1mを越える湖では湖底の泥土に生物の遺体が堆積腐敗し，きわめて酸素にとぼしい状態

になる。このような場所に浮葉および沈水の植物群落が成立している。

　翻⊥心内では平野部に大小の潟や湖沼が散在しているが，その中で十二［町潟の水生植物群落が

調査された。潟の水深0．4～1mの範囲内にはヒシ，ヒメビシなどの浮葉植物がひかくてき高い

急度で水面に葉を広げている。さらにヒツジグサがわずかながら，全面に分布している。水深1

m内外の場所には水中にエビモ，マツモ，クロモなどの沈水植物も生育し二層群落を形成してい

る。これらの植物はやや粛粛的な種を欠き出現種数はきわめて少ない。これらの種組成をもつ群

落を一応ヒシ群落としてまとめておく。

　ヒシ群落内にはトチカガミ，アオウキクサなどの浮遊植物が一時的に生育している。これらは

湖岸付近に集まり，水質が過窒素にかたよるにつれてその被度をましている。

　浮葉および沈水植物群落の植物社会学的な調査はわが国ではまだあまり行おれていない。した

がって，群落体系も不明の部分が多いが，沈水植物の分布は世界的であるため，ヨーロッパのヒ

ルムシロクラスPotamogetoneteaに位置されるべきものである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（奥　田　重　俊）
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Nr．　d．　Aufn．：

Wassertief（Cln）：

Gr6Be　d，　Probeflまche（rn2）l

Deckung　d．　Vegetation（％）

Artenzahl：

Tab．18ヒシ群落
　　丁プ砂αノ妙。／z∫6α一Gesellschaft

讐…繰
　　　　　　出現騒騒　　…3　3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

無1
4　　4　　5

6

100

1

80

6

7

6

50

7

Trennarten　d，　Gesellschaft＝

　壇〃ψんα8α鋤－α9・〃αvar．α・zg’‘5’α

　Tπψαブ＠・ノ～κα

　ア7閣曜）αガノ～6ガ∫α

Trennarten　d．　Untereinheiten＝

　PO’α〃～ρ98ωノZα睡蓮）Z’5

　C81閣α診（ψ1り声♂Z～’〃β漉ノ2昭1・∫2〃μ

　理ソ訪’沼α78’痂～〃α’α

Begleite．r：

　琢4プ06乃．αプ∫∫ぬ傭

　L6〃3〃αραz爾。・∫鰯α

　暴威ゴα5〃亙ノZOノ’

調1査三ま・池　　】Fundort＝Jurユicho－kata．

調査年月日　Datum　d．　Aufnahme：

群落の区分種

　　ヒツジグサ

　　ヒシ

　ヒメビシ

下位単位の区分種

　エビモ

　マツモ

　クロモ

随軽種

　　トチカガミ

　アオウキクサ

　　トリゲモ

14．VI。！972

十　　十

1・2　1。2

3・3　2・3

D

o

o

o

o

o

●

●

o

o

o

o

十　　十　　十　　十

4・4　2・3　594　　4・4

　0　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　o

o

，

●

●

●

●

十　　2・2

十　　／・2

。　　十

一ト・2　一｝一●2　十。2　十・2

十　　4・4　　・　　・

　●　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　O　　　　　　　　　　o

÷

　●

2．3

2。2

÷

十

　・

2・3

十・2

雛．

　　　　　Phot，35　湖面をおおって生育するヒシ．群落の外観。

Physiognomie　der　Tプ妙αゴ妙01zfoα．Gesellschaft（Jun1cho．kata）。
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7．　海岸砂丘植生　Sp養1sau職一URd　D漉neR－GeseUschaf重en

　19）ハマヒルガオーオカヒジキ群集

　　　Caiystegio　soldanellae・Salsolet疑m　ko憩arov1隻Ohba，M：iyawakiet　T腿xe装

　　　1973（Legende　44，　Tab．19）

　ハマヒルカオーオカヒシキ群集は本州中部以北から北梅道の西部にかけて分布している。ハマ

ヒルカナーオカヒシキ群集の生育立地は砂丘海岸の最前線の飛沫粥にある。浜に打ち上げられた

海藻などの有機物の堆積したところて，一時的に窒素分の豊富な状態がもたらされる立地に特異

的に結びついた持続群落を形成する。この群集は，しばしばオカヒンキたけの純群落てあること

が多いが，時にハマヒルガオなどが多少混生してくる。またコウボウムギ群落と隣接することが

多い。

　同質の群落については，すでにオカヒシキー・・マアカサ群集（Lohmeyer　u　MlyawakU962）

やハマアカサーオカヒシキ群集（宮脇！967）なとが報告されている。ハマヒルカオーオカヒン

キ群集は，上記の2群集に比較して一般に群落の種類組成が単純である。

Phot．36富山湾に面した砂丘海岸の飛沫帯にはオカヒシキを主体とした持続群落

　　　　　が発達している。

　　Auf　Kusten－Spulsaum　wachst　5α為oZαゐ。ノπα’o刀〃als　Plonler　des　Ca王ysteglo

soldanellae　Salsoletur旦komarov11（ShlmaoKluste）
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　　　　　　　　　　　　Tab．19　ハマヒルガオーーオカヒジキ群集

　　　　　　　　Calystegio　soldanellae・Salsoletum　komarovii

Nr．（L　Aufn．：　　　　　　　　　調査番号　　　　．1　2　3
Gr6Be　d．　Probeflache（ln2）：　　　　　調査面　　　　　：1　1　1
H6h・d．　V・g・t・ti・n（・m）・　　　　　　1｛護1生　高　　　　：101010

Deckung・・V・g・・・…n（％）・　　　　植被率　　　…・・3・4・
合三1塑hl：．．．…．．＿＿．…．………轡．．墾．璽．処……＿＿⊥凱…立⊥

Kennart（1．　Ass．　u．　d，　h6heren　Einheiten：

　5α♂∫0♂αた0〃，αノー0加1

Trennart　d．　Ass．＝

　Cαら，∫’〔9～α50’面η8〃‘‘

Begleiter：

　1鰐’”57¶砂8ノ～∫

調査地　Fundort：Shimao．

調査年月日　Datum　d．　Aufn．：13　VI！972

群集および上級単位の標徴種

　オカヒジキ

群集の区分種

　ハマヒルガオ

随伴種

　ハマニガナ

3・3　2。3　 3。3

1・2　1・2　十。2

・　÷・2　2・2

20）ハマゲルマーコウボウムギ群集

　　Wede蚕io－Caricet謎m　kobomugi（Och11951）Ohba，MiyawakietT髄xen1973

　　（Legende　44，　Tab．　20）

感鐸難．姦・
　　　　　鰹〆

　　　　　　　　臨醤．馬己〉．

謎欝蕎・
　　　　　　　　鵡ゴ．．諦’．．

1．．

閧沿ﾆ．． 矯『類鯵
緯

詩

ノ
・、♪覆

　　Phot．37　海岸砂丘の最前線に，飛砂をあびながら存続しているハマグルマーコウ

　　　　　　　ボウムギ群集。

Wedelio．Caricetumkobonlugi　aufder　DUnen－KUstenan　derToyama－Bucht（ShimaoK菰ste）．



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9！

　ハマグルマーコウボウムギ群集はオカヒジキ群落に隣接して，砂丘最前部の砂の移動の激しい

立地に成立する群集で，コウボウムギ，ハマグルマによって特徴づけられる。

　砂がたえず移動するようなところでは，しばしばコウボウムギだけからなる先駆的な純群落を

形成する。また砂の移動の弱まった所ではハマヒルガオ，ケカモノハシ，ウンランなど多くの砂

丘生植物が侵入してくる。

　ハマグルマーコウボウムギ群集に生育する植物は，深い根系を有するものが多く，飛砂による

風成砂丘形成の要因ともなっている。

　今回，記録されたハマグルマーコウボウムギ群集には，群集の標徴種であるハマグルマが欠如

しているが，これはハマグルマの自然分布の地域的な北限にあたることによる。ハマグルマーコ

ウボウムギ群集は中部本州以南の四国および九州の砂丘海岸に広く分布しているが富山県におけ

るハマグルマーコウボウムギ群集は，群集分布域の三筆に位置するもので，いわゆる周辺効果に

よる群落の種類組成の貧化あるいは退化がみられる。

　2のハマニンニクーオニシバ群集

　　　Elymo　moll圭s－Zoysietum　macrostachyae　Ohわa，殖iyawakietT漉xen1973

　　　（Legende　44，　Tab．21）

　ハマゴウの生育分布域以北で，ハマニンニクの生育分布域における砂丘海岸の砂の移動の少な

い安定した古砂丘地には，オニシバ，ハマニンニク，ハマナスなどを標徴種および区分種とする

Tab．21　ハマニンニクーオニシバ群集

　　　　　　　　　　Elymo　mol

Nr．　d．　Aufn．：

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）：

H6he　d．　Vegetation（cm）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzahl；

ls・Zoysietum　macrostachyae

　　　　　調　査　番　号

　　　　　調　査　面　積

　　　　　植　　生　　高

　　　　　植　　被　　率

　　　　　　出　現種　数

ユ

20

40

50

5

2

60

50

6Q

5

Kenn．　u．　Trennar宅en　d．　Ass．：

　E4γ〃耀5〃’o疏5

　Zoy舘α〃’αcズ。∫’α碗yα

王（ennarten　d．　h6heren　Einheiten：

　（；IZ81L7Zゴαあ翻01rαZゴ5

　Cαらノ∫超9’α50Z4碗8ZZα

　1∬13α8〃L‘〃π侃診1zゆ1Lorof4θ∫

Begleiter＝

　な8ノゾ∫プ砂8ノ～5

　Cα紹必μ‘〃’加

　Lf加プどαブ妙。πfcα

調査地　FundQrt：Shimao．

調査年月臼　Datum　d．　Aufn．＝13．　VI　1972

群集の標三種および区分種

　ハマニンニク

　オニシバ

上級単位の標二種

　ハマボウフウ

　ハマヒルガオ’

　ケカモノハン

随伴種

　ハマニガナ

　コウボウシバ

　ウンラン

3・4

十

÷

十

2・2

3・4

十

十

2・2

十・2
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ヘノ
ﾐ，

セ繍

・’ E．’「

　レ勘　

　　．誤薄
1’薪叢．．

2＼ミ

・かF魂

　Phot．38　富山県西部島尾海岸の砂丘に生育するハマニンニクーオニシバ群集。

　Elymo　mollis－Zoysietum　macrostachyae　aufdenK偵stenDUnen〔ler
Shimao　K茸ste（Toyama　Bucht）．

ハマニンニクーオニシバ群集が生育している。

　ハマニンニクーオニシバ群集は本州中部から九州にかけての安定した後背砂丘地に発達するハ

マグルマーオニシバ群集の同位群集である。

　ハマニンニクーオニシバ群集は，地域群集的な群落として本州北部と北海道の一部において記

載された群落で，今回調査された地域は，むしろ地理的にはハマグルマーオニシバ群集の分布域

の北限近くに位置している。このことはハマグルマーコウボウムギ群集の場合と同様である。

　富山県の砂丘植生は，その種類組成からみて，北：方響の植物と南方系の植物とが共存する中間

的な群落形態を示しているものが多い。しかし一部の砂丘海岸にはハマニンニク，ハマナスなど

北方系の植物が優薄した植分がみられるなど，全般的には北方系要素の強い群落形態とみること

ができる。このようなことから，富山県におけるハマニンニクーナニシバ群集は，この群集の分

布南限近くに位置する群集の断片と考えられる。

22）チガヤ群落
　　1’πPθrα’αc〃Zεπdrεcαvar．ん。θπε9εε・Gesellschaft（Legende　44，　Tab．22）

後背砂丘地で，風雨などによる浸食や人為的なかく乱などにより植生が破壊された跡地には，
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Nr．　d．　Aufn。：

Gτ6Be　d．　Probeflache（m）：

H6he　d．　Vegetation（cm）：

　　　Tab．22　チ　ガ　ヤ　群　落

Zηψ8ノ窺α解f7z謝ごαvar．寿。召ノzガ9π・Gesellschaft

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzah1：

調　査　番　一鶴・

調　査　藤

縄　　生　　高

植　　被　　率

出　現　種　数

！　1　　2　　3

　　25　25　　6

　　30　30　100

　　80　80　70

　　6　　6　　8

Trennarten　d．　Gesellschaft：

1刀ψ81¶α孟α釧痂z謝。αvar．ん0β～Z∫9舜

Begleiter：

　ゐ’ノZαプ如．ノ妙0ノ厚6α

　な61”5ブ曜）81z∫

　エ）∫απ統z‘∫∫ゆ6ノ加∫var．　ZO／z9磁砂C加‘5

　Aプ診。〃琵∫ゴαc妙ガ”α7’お

　GZ6んπガαδ彦診0ノη〃∫

出現1隣の種

群落の区分種

　チガヤ

随イ半種

　ウンラン

　ハマニガナ

　カワラナデシコ

　カワラヨモギ

　ハマボウフウ

3●4　3。4　3●4

十。2÷・2

十。2十・2

十　　十

十　　十

　・　　十

■

●

■

●

1・2

AuBerdem　le　elnmahn　Aufnahme　Nr．1：A85‘妙πo刀～召1～8∫〃‘／∠侃クサネム十；in　3；1．硯如7‘z‘∫ブ妙。ノ～fα‘5

ハマエンドウ十・2，B1’～2α〃’α観〃3αコバンソウ÷・2，　R砂1エαノz～‘∫∫α’加z‘∫var．ん。’8彦8〃∫f5ハマダイコン十，

E万g6rOπ5♂〃照々層8〃5おオオアレチノギク十，環yノ｝μ∬〃Lo脇5ハマニンニク十，飛騰καノ’塀‘プ0∫ナギナ

タガヤ　十．

調査地　Fundort＝Shimao．

調査年月日　Datum　d．　Auf11．＝！3－！4．　VI　1972

　　　　　　　　　　　轟醗．

?．．．．、．

雛…… 鑓鑛籔最

Phot，39人為的に破壊された後背砂丘上にぱ，しばしば先駆的なチガヤ群落が発達する。

　　　　　Auf　den　von　Menschen　vernichte老en　hlnteren　DUnen　entwickelt　sich　oft　als　Pionier

　　　I〃ψ8ノ窃αり肋泌層’cαvar．ん08／z匁距（Shimao　KUste＞
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しばしばチガヤを優占種とする先駆的なチガヤ群落が発達する。

　チガヤ群落は，砂丘地以外でも，砂礫質の河辺にも生育するのがみられる。チガヤ群落が発達

する海岸砂丘や河辺の砂礫地は，立地的に同質なものとみることができる。種類組成的にみて

も，チガヤ群落にはウンラン，ハマニガナ，ハマボウフウなど本来の砂丘植生の構成種にまじっ

て，カワラナデシコやカワラヨモギなど主に河辺に分布する植物も多くみられる。

　海岸砂丘地のチガヤ群落には，コウボウムギ群団域に生育するものと，ケカモノハシーハマゴ

ウ群団域に属する群落とが考えられるが，今回得られたチガヤ群落は，種組成的にコウボウムギ

群団域の群落と判定される。

　23）ウンランーハマ＝ゴウ群集

　　　1．inario．Vitecetum　rot疑ndifoHae　Ohba，MiyawakietT廿xen1973

　　　（Legende　44，　Tal）．23）

　砂丘草本群落の後背砂丘には，しばしばハマゴウを優占種とする砂丘低木群落が帯状に発達し

ている。

　本州の南西部および，九州をのぞく本州，四国の砂丘海岸には，本州南部に分布の中心をもつ

チガヤーハマゴウ群集の類縁群落であるウンランーハマゴウ群集が分布している。

　ウンランーハマゴウ群集はウンラン，カワラヨモギによって特微づけられた群落であるが，今

　　　　　　　　　　　　　　Tab．23　ウンランーハマゴウ群集

　　　　　　　　　　　　Linario．Vitecetum　rotundifoliae

Nr．　d　Aufn．＝　　　　　　　調査番号　　　1　2　3　4　5　6
Gr6Be　d．　Probeflache（m2）：　　　調査面積　　　50354　8　6　6
H6he　d．　Vegetation（cm）：　　植生高　　505020201020
Deckung（1．　Vegetation（％）；　　植被率　　608060707080
Artenzahl：　　　　　　　出現種数　　　6　4　2　5　4　6
Trennart　d．　Ass．＝

　㍑πα1’如ブ＠oπ∫6α

Trennarten　d，　Subass：

　鷺θノ’ガ5プ（ψ8／z5

　GZ81L2～如Z露‘0’η々∫

Trennart　d．　Verbandes＝

　15c1～α8〃呂～〃παπ孟1z（ψ1zo’η’48∫

Kennart　d・Ordnug　u・．Klas§eL

群集の区分種

　ウンラン

亜群集の区分種

　ノ、マニガナ

　ハマボウフウ

群団の区分種

　ケカモノハシ

オーダーとクラスの標罪種i

　ハマゴウ

随伴種

　ノ、マヒルガオ

十・2　1・2　　・　　　十　　2・2　　一←

　　　・　　　。　　十・2　2●2　十．2

　　　…　　　　　　　　十　　十

・　十・2　1。2　1・1　　。　　÷

　V髭8灘アρo’～〃z♂∫痴”α　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4。4　　4・3　　3・4　　4。4　4。4　　5。4

Begleiter＝

　Cα♂ッ5オ㎎ゼα50Zζ♂αη8ZJα　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　　2。3　　・　　十・2　　。　　　十

出現1回の種
AuBerde職le　elnmal　ill　Aufnahme　Nr．1：乃～読9（施’uρ5θκ40一オ加ご’01”αコマツナギ1・2，　Pごノzz‘3〃zz〃～68／9’∫

クロマツ十，L～’之πZαごαが頗臨スズメノヤリ1・2，　Cα∬如2zω〃α〃～8カワラケツメイ十・2．

調査地　Fundort（Nr．　d．　Aufn．）：Sonokeyama（2，4，5，6）；Shimao（3）．

調査年月日　DatUm　d．　Aufn．：13．　VI　lg72
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回得られた植分にはカワラヨモギが欠如していた。

　寓山県の海岸砂丘植生をみるとハマヒルガオーオカヒジキ群集やハマニンニクーオニシバ群集

など砂丘生草本植物群落では群落牟薄成種に北方系の色彩が強くあらわれているが，ウンランーハ

マゴウ群集やハマゴウーハイネズ群集など砂丘低木群落には，地理的に南方系と北方系との中闘

地域に分化した群集がみられることは富山県の地理的位置を考えてみると興味深い。

　24）ハマ：ゴウーハイネズ群集

　　　V宝teci　rot疑ndifo蓋圭ae－Jml圭peretum　confertae（Yaれ01962）Ohba，

　　　M宝yawaki　et　lf養xen　1973（LegeRde　44，　Tab．24）

　ウンランーハマゴウ群集と同様に本州中部にはハマゴウーハイネズ群集が分布している。本州

北部では，同位立地を占めるハマナス群落におきかわっている。

　ハイネズは密生した団塊状の群落を形成するため，先駆的な群落では種類組成は単純である。

またハイネズは，しばしばクロマツ林の離縁や林床に群落を形成する。

　ハイネズ群落の組成的に興味深い点は，クロマツ林の林床に多くみられるスズメノヤリやマン

テマが，ハイネズ群落にも多数生育していることである。このことはクロマツ，ハイネズなどの

針葉樹類の土壌立地に対する共通した作用機構が考えられる。

　　　Phot・40砂丘海岸のクロマツ林の林縁部に生育するハイネズ群落。
　諏ノzψ8rz‘5　coノ乖’≠α・Gesellscha蓋t，　die　mantelartig　am　Rande　der　P加‘5哲んz〃z68／lgfゴ．

Forsten　auf　den　K銭sten・D苞nen　wachst（Shimao　KUste）．
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　　　　　　　　　　　　　Tab．24　ハマゴウーハイネズ群集

　　　　　　　　Viteci　rotundifoliae－Juniperetum　confertae

Nr．　d。　Aufn．：　　　　　　　調査番号　　　1　2　3
Gr6Be　d．　Probeflache（m2）：　　　調査面積　　　9　420
H6he　d．　Vegetation（C飛1）：　　植生高　　303020
Deckung　d．　Vegetation（％）：　　　　　　　　植　　　被　　　率　　　　　　　　90　90　90

Ar亡enzahl＝　　　　　　　　　　　　　　　　　出　現　種　数　　　　　　　　5　　5　　5

4　　5　　6

2Q　　9　　16

20　30　40
90　90　90
4　　5　　9

Kenn－u．　Trennarten　d．　Ass．：

　」㌦〃zψ8ノ書z6∫　co／2海ノー♂α

　∫501Lα8〃3z〃πα漉ゐ（ψ1zolroガ485

　Cαプ6エ∂1閣8η’1α4〃’ガ3var．ノγ∂ノ’〃・∫α

Beg互eiter：

　五z4堵z4αoψπα彦α

　五ご照ブ’αノ妙。〃∫‘，α

　3だ8π89α〃如va二9♂‘初9π6ロぬ81U

　GZ61〃zぎαあ＃oノ・αZお

　五α彦妙’鞠μ5ブ妙。ηガα‘∫

出現1日目種

群集の標徴種および区分種［

　ハイネズ

　ケカモノハシ

　ハマアオスゲ

随伴種

　スズメノヤリ

　ウンラン

　マンテマ

　ハマボウフウ

　ハマエンドウ

5・5　5・5　5・5　5・5

・　　十　　十　　・

・　　・　十・2　。

2・2　　1●2　　1・2

・　　・　2・2

0　　　　　　　　●　　　　　　　　　o

・　　十　　・

十・2十・2　・

5・4

十

●

4・4

2・3

●

。　　。　十・2

十・2　・　　十

十　　十　十。2

・　十・2　・

・　　　　　　　　　●　　　　　　　　　●

AuBerdem　le　einmal　in　Aufnahlne　Nr．1：R∠〃ノ昭露ノ妙ωzfcz‘∫ギシギシ　十，　Zoツ∫’αノ〃αcプ05頗ご11グα　オニ

シバ十；in　4：Cα砂5契g∫α∫o♂4α〃”αハマヒルガオ　十；in　5：EZ：y〃躍∫〃～oZZ∫5ハマニンニク　十；in　6：

！18γ（ぬy7”0π孟∫Z‘ん～651Z’槻5θV．〃鴇〃5諭～∫カモジグサ　十，　COη〃μ6”2ZαCO〃〃ノ’～〃～∫∫ツユクサ　十，30”4αgO

ηカ：gα一α濯でαV．α5∫α孟詫αアキノキリンソウ十，COOα‘伽5々ゴ0ろZ‘5アオツヅラフジ十．

調査地　Fundort：Shimao．

調査i年月日　Datum　d．　Aufn．：13－14　VI　1972．

　中部本州に分布の中心を占めるハマゴウーハイネズ群集は，ウンランーハマゴウ群集とともに

ヶヵモノハシ一世マゴウ群団にまとめられる。　　　　　　　　　　　（大　野　啓　一）

B　ブナクラス域（山地帯）　Fagetea　crenatae－Gebiet（MontaneStufe）

　ブナクラス林は夏緑広葉樹林とも呼ばれ，夏は緑で，冬は落葉するブナ，ミズナラなどの落葉

広葉樹を中心とした温帯森林群落を代表するものである。富山県下ではヒメアオキーブナ群集，

マルバマンサクーブナ群集，ホツツジークマシデ群集などの夏緑広葉樹林や湿生林のジュウモン

ジシダーサワグルミ群集，ハルニレ群落など多彩なブナクラス林が見られる。

　代表的な種をとって，植物社会学的な上位単位としてブナクラス林（Fagetea　crenatae－

W註1der）またはヨーロッパのヨーロッパミズナラーヨーロッパブナクラスに対応させて，ミズ

ナラーブナクラス林（Querco－Fagetea　crenatae）と呼ばれるブナクラス林が広域を

潜在的に占める地域はブナクラス域と呼ばれる。

　富山県下では海抜400～1200m前後の間がブナクラス域にあたる。日本のブナクラス域の植生

は近代まで比較的自然に近い状態で存続してきた（宮脇1967）。しかし，最近100年闘くらいの

間に人間の生活圏や産業圏がブナクラス域に入りこんできた。とくに第二次大戦後の有用針葉樹
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林造成のための夏緑広葉樹林の広域皆伐は新しい伐採，搬出技術の発達と共に残された自然域ま

で急速に進んでいる。

　富山県土は西から東への中央山地，山麓地帯の大部分がブナクラス域に入る。しかも庄川，黒

部漢谷沿いなどの中，上流部に見られるように地形が急峻なところでは，夏緑広葉樹林帯であり

ながらサイコクミツバツツジーツが群集，アカミノイヌッゲークロベ群集のように針葉樹林が生

育しているところも少くない。この様な人間の干渉に敏感で，森林復元の困難なところも多いブ

ナクラス域の現存植生，とくに自然植生の配分には自然環境の保全，植生保護の立場からはもと

より，自然の間違いの少い利用法を考え，計画する際にも十分注目する必要があろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（宮　脇　　　昭）

1．落葉広葉樹林So漁凱erg撤ne　Laubw註1der

　25）ヒメアオキーブナ群集

　　　Aucubo・Fageもum　crenatae　M：iyawakiet　aL　1968（LegeRae　22，　Tab．25）

　ヒメアオキーブナ群集はブナクラス域にあたる低海抜地の雪崩や季節風に保護された土壌の厚

い山腹斜面下部の崖錐地や河岸段丘上に発達する。ヒメアオキーブナ群集は低木層に生育するヒ

メアオキ，コマユミ，ハイイヌガヤなどの標徴種および識別種によって特微づけられる。

　鈴木（1954，1956）は日本海事に発達するブナ林をブナーチシマザサ群集としていたが，宮脇

らは高草郷地にまたは土壌の浅い貧養立地に分布するマルパマンサクーブナ群集と低地あるいは

土壌の厚い安定した立地に発達するヒメアオキーブナ群集とに区：分し，これらの群集をチシマザ

サーブナ群団にまとめた（宮脇他1968）。佐々木はブナーチシマザサ群集を新たに規定しなおし

ブナーオオバクロモジ群集を認めた。ヒメアオキーブナ群集は，ブナーオオバクロモジ群集のユ

キツバキ亜群集に相当するとの考え方もなり立つ。以上のように日本海側多雪地のブナ林につい

ては，植生単位的に種々の見解があり，今後さらに検討されることが期待される。ヒメァオキー

ブナ群集は，マルバマンサクーブナ群集に比較して，日本海側の南部，とくに多雪地にその分布

の中心をもつ，明らかに分布域の制限された群落と考えられる。

　ヒメアオキーブナ群集は，高木層に20飢前後に発達したブナが優淫するほか，ミズナラ，ハウ

チワカエデ，イタヤカエデなどの落葉広葉樹によって構成されている。群落の階層構造は朋瞭に

発達しており，低木層はハイイヌガヤ，ヒメモチ，エゾユズリハ，ヒメァオキなどの日本海要素

としての葡翻型の常緑低木によって特徴づけられる。草本層は土壌水分条件が湿性的であること

からミヤマカンスゲが優占している。またヤブッバキクラスに属するヤブコウジが多数混生して

いる。マルバマンサクーブナ群集に比較して，林床は明るくないことから，チシマザサの優面す

る林分は少ない。

　ヒメアオキーブナ群集はさらに典型亜群集とユキツバキ亜群集とに下位区分された。
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　Phot．4！湿性な河岸段丘斜面に発達したヒメアオキーブナ群集の林内相観。林

　　　　　　床には，ヒメアオキ，ユキツバキなどの常緑低木が優讃している。

　　DerBestanddes　Aucubo－Fagetum　crenatae，　dasauffr三schem　Hang　des
FIUsses　Oguchlgawa．　Im　Wald　dominierten　A，‘c～加ノ妙。ノ～∫ごαvar．δoノ認∫∫，　Cの〃〃ノα

プμ∫薦ω～αu．a．　immergrUne　Straucher（Arimine）．

　典型亜群集ぱ，土壌水分条件の適潤な山腹斜面中部から下部に分布する林分で，林床の低木層

に，しばしばクマイザサが優占する。典型亜群集は，さらにバクウンボク変群集とユキザサ変群

集とに区分された。

　ユキツバキ亜群集は，ユキツバキ，ツノハシバミ，コアジサイによって識別される林分であ

る。ユキツバキ亜群集の生育立地は典型亜群集のそれに比較して湿性傾向が強い。群集および亜

群集の区分種であるユキツバキは獲麟の湿性な立地に群生することが多い。

　ヒメアオキーブナ群集は，下部でヤブッバキクラス域に属するヒメアオキーウラジロガシ群集

に，またはより湿性傾向の強い谷部に分布するジュウモンジシダーサワグルミ群集に隣接してい

る。富山県内では，ヒメアオキーブナ群集は，海抜300～800mまでの人為的影響の強い山麓地帯

に発達することから，多くの林分は，すでに伐採されミズナラ林やスギ植林におきかえられてい
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る。しかし一部は自然状態で植林の防雪林として残されている。

　26）マルバマンサクーブナ群集

　　　Halnamelo－Fagetum　crenatae　Miyawakietal．1968（Lege丑de21，　TaL26）

　マルバマンサクーブナ群集は，ムラサキヤシオ，ナナカマド，コミネカエデ，ツクバネソウ，

ノリウツギ，マイズルソウなどの標微種および識別種によって特徴づけられる。マルバマンサク

ーブナ群集はブナクラス域中部からブナ林の上限付近に到るまでの比較的乾性な立地や土壌の浅

い立地で，広範囲に分布している。

Phot．42　マルバマンサクーブナ群集はブナクラス域中部からブナ林の上限付近に

　　　　　到る広範囲に分布している。

　　DasHamamelo．Fagetum　crenatae　istvonderMittebiszuoberen
Fagus．Stufe　Weit　rebreitet，（16zen　939m）

　マルバマソサクーブナ群集は，佐々木の認めたブナーオオバクμモジ群集の典型亜群集あるい

はホソバカンスゲ唖群集にほぼ相当するとも考えられる。

　マルバマンサクーブナ群集は，山腹斜面中部から尾根部の比較的土壌の乾性的な立地に，発達

したブナ林を形成するが，山頂部や稜線部では，風衝作用によって群落高が7～6mと低い林分

が形成される。マルバマンサクーブナ群集の林床は，一般に明るく，チシマザサの優占したササ

型の林床型をしめすことが多い。

　マルバマンサクーブナ群集は，さらに典型亜群集とツバメオモト亜群集とに下位区分された。
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　典型亜群集は，山地帯中部の山腹から尾根部にかけて発達する林分で，低木層にアカミノイヌ

ツゲ，ハナヒリノキが，草本層にイワウチワが高被度で生育している。典型亜群集はさらに，典

型変群集と，より乾性的な尾根部や急斜面に生育するホツッジ変群集とに区分された。早月尾根

や美女平のブナ坂では，ホツッジ変群集の分布域に，スギの優犯した林分が認められた。

　ツバメオモト亜群集は，タケシマラン，ミネカエデ，ツバメオモトなど，海抜的に上部で隣接

するコケモモートウヒクラスに属する種群によって区分される。すなわちツバメオモト亜群集は

ブナ帯上部のブナ林上限付近に発達した林分と言える。ツバメオモト亜群集の林床は，とくに明

るいことなどから，チシマザサが優耀している。ツバメオモト亜群集は，さらに典型変群集と，

相観的にオオシラビソの混生したオオシラビソ変群集とに区分された。黒部平や，太郎山ではオ

オシラビソ変群集は，上部に分布するオオシラビソ群集に接しているのがみられた。

　27）ボツツジークマシデ群集

　　　Tr玉Petale呈a　pan茎。秘茎ata“Carp呈轟us　japonica－Ass．　ass．　nov．（I」egeRde26，

　　　7ab．27）

　富山県東部の黒部川中流域，常願寺川中流域の砂防用軌道沿や支流の和田川の上流域，さらに

神通川支流の長棟川などの漢谷沿の傾斜の±壌の浅い岩角地には，サワシバ，クマシデ，アカシ

デなどのシデ類を主体とする自然生の漢谷林が発達している。この漢谷林の生育地は一般に土壌

は浅く乾性傾向が強く示されているが，日陰でありまた空中温度が高いことなどから，このよう

なシデ類が優馴した特異な植物群落が発達したと考えられる。

　ホツツジークマシデ群集はクマシデ，ホッツジ，ホソバカンスゲ，ヒメシャガ，イワウチワ

（トクワカソウ）によって特徴づけられた。ホツッジークマシデ群集の種組成的な特徴は，立地

的に隣接する植物群落であるケンポナシーケヤキ群集やチャボガヤーケヤキ群集の構成種の多く

を伴っていることである。

　また，ホツツジークマシデ群集は，新潟県清津峡で記載されたホツツジーミズナラ群集（大場

1973）と群落構造および種類組成が類似している。しかしホツッジーミズナラ群集には，高木層

にクマシデ，サワシバを欠き，各植分の出現種類も20種前後少ないこと，また生育立地は園地性

の傾向をもつなど，ホツツジークマシデ群集とは別の群集と考えられる。またホツツジークマシ

デ群集と同質な植物群落と考えられるものとして，九州や北部の低山地帯に分布するクマシデー

コガクウツギ群集（古田　1965）が認められている。鈴木（1966）はクマシデーコガクウツギ群

集をツガ群団，ツガオーダーに含めて考えているが，クマシデーコガクウツギ群集の主部にはツ

ガをはじめとする，常緑針葉樹が認められないこと，この群集を構成する種群が，ホツツジーク

マシデ群集に類似していることなどからブナクラス域下部の自然，半自然あるいは二次的な丈六

落葉広葉樹林をまとめたコナラーミズナラオーダーに含めた方が妥当と考えられる。

　同様な意味においてホツツジークマシデ群集は，ヤブツバキクラス域からブナクラス域にわた
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　　Phot．43漢谷地の安定した山腹斜面に発達するホツツジークマシデ群集。

　　Physiognomiedes　Tripetaleia　paniculata－Carpinus　japonica．Ass．，
die　auf　den　Berghangen　an　Bergschluchten　entwiclくelt　ist，　die　einigermaBen　stabilisiert

ist．（Wadagawa）．

って分布し，空中湿度の高い漢讃沿いに特異的に発達したコナラーミズナラオーダーに属する森

林群落と考え，られる。

　ホツツジークマシデ群集は海抜高度および地域的な変動によってさらに下位区分された。

　ヒメァオキ亜群集はヒメアオキ，ハイイヌガヤ，ユキツバキなど裏日本型常緑低木によって典

型亜群集から区別される。また典型亜群集が海抜700～1000mの範囲に分布するのに対し，ヒメ

アオキ亜群集は海抜300～700mの範囲にあり垂直分布的な住み分けが認められる。

　ヒメアオキ亜群集はさらに地域的な変群集であるウラジロガシ変群集が下位区分された。ウラ

ジロガシ変群集ぱホッッジークマシデ群集では最も低海抜地に分布する植分で，本来ヤブッバキ

クラス域の群落構成植物である，ウラジロガシ，ヤブコウジ，ベニシダなどが高頻度に出現して

いる。
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　28）チャボガヤーケヤキ群集

　　　Torreyo　radica皿s－Zelkovetum　serratae　ass，　nov．（1・egende27，　Tab．28）

　海抜300～800mにかけての丘陵地および1⊥i地帯下部の1」一1腹斜面や圏谷沿いの臼陰な空中湿度の

高い，岩礫状の強行土，崩積土が堆積した斜而には，ヤブッバキクラス域のケンポナシーケヤキ

群集に連続したブナクラス域のケヤキ林が局地的に生育している。このケヤキ林の生育地は，凸

状の岩角斜面部に生育するサワシバ林，ミズナラ林，ブナ林と接しており，さらに土壌水分の高

い谷沿いのテラス状地に生育するサワグルミ林にも隣接している。

　この種のケヤキ林はサワシバ，バクウンボク，ヒトリシズカ，メグスリノキ，チャボガヤ，ハ

ルユキノシタによって区分されるチャボガヤーケヤキ群集として認められた。チャボガヤーケヤ

キ群集の群団レベル以上の上級単位の区分種の多くは，ケンポナシーケヤキ群集の区分種と，ほ

ぼ一致する。またヒメァオキ，チャボガヤ，ハイイヌガヤなどの日本海要素の常緑低木が高頻度

で出現していることなども共通している。しかし，とくにチャボガヤーケヤキ群集を特徴づけて

いるのはサワシバ，クマシデ，バクウンボク，ミヤマハハソ，アワブキなど，山地帯下部の渓谷

林全般に生育する種群で，チャボガヤーケヤキ群集には高頻度で出現している。

　チャボガヤーケヤキ群集は地形および土．壌水分条件などの生態的環境勾配によって，さらに亜

群集以下の下位区分がなされた。

　アカシデ姻洋集は尾根状の岩角地に生育するアカシデ林やマ・レバマンサクーブナ群集に移行す

る地域にみられた植分で，マ・レバマンサク，アカシデ，ヒメシャガによって識別された。アカ

藤、

・：：脚

継1

．謎撫 饗覇

　Phot．44空気湿度の高い漢谷地の斜面部に発達するチャボガヤーケヤキ群集。

　Torreyo　radicans－Zelkovetum　serratae，　dasaufHangenanBergsc。
hluchten　entwickelt　ist，　wo　die　Luft　feucht　genug　ist（Arimine＞
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シデ亜群集にはウリノキ，サカゲイノデ，リョウメンシダなどの湿性地指標植物が欠如してい

る。

　典型亜群集はチャボガヤーーケヤキ群集の主部をなすもので，一般に土壌水分は旧姓から湿性な

傾向にあるが，石灰岩質の崩積土からなるところでは，林床は乾性な状態を示す。

　フサザクラ亜群集は斜面下部のジュウモンジシダーサワグルミ群集に移行する地域にみられ

た植分で，フサザクラ，タマアジサイによって識別された。フサザクラ亜群集の生育立地は，ジ

ュウモンジシダーサワグルミ群集の生欝地に比較してそれほど湿潤ではない。

　中部ヨーロッパでぱ，この種の漢谷林は，Tilio－Acerionにまとめられている（KnapP

197！）。このTilio－Acerionは，漢谷沿いの急斜面な日陰の空中湿度の高い山腹や礫状斜面

に発達するもので，A6θノηρ∫甜4砂肝故ノ耀∫・A6傑力Z磁α7Z加48∫，　F7α説ノ躍38κ6Z6豆α博’ひZ”瑠5g伽ろプα

などによって特徴づけられているが，亜高木層や低木層にTα露螂∂αC砿躍一Rfろ8∫αφ伽〃2Z，

R伽5酬α∬砂α草本層にPlz翅癖∫5ωZoρ例47『珈ノπなどが昌二1現するなど，富山県でみられたケ

ヤキ林と群落構造および種組成的にも近似していることは興味深い。

　チャボガヤーケヤキ群集はブナクラス域のケヤキ林として認められたが，すでにケソポナシー

ケヤキ群集のところで考察されたように，このチャボガヤーケヤキ群集はヤブッバキクラス域か

らブナクラス域にわたって分布する漢谷地落葉広葉樹林としてのケヤキ群団（仮称）にまとめら

れると考えられる。

　29）ヤグルマソウーウダイカンバ群落

　　　1～odgθr8εαpo〔～0」Pん〃πα一β就πZα7πακε灘ozσεc2εαπα一Gesel玉scha貴（Lege駐de　27，　Tab・29）

　ブナクラス域の削腹斜面で湿性岩回状の糊行土や崩積土が発達したところには，ブナは生育不

良で，ときとしてウダイカンバの優占する特異な相観を示したウダイカンバ林が発達する。ウダ

イカンバはヨグソミネバリなどと同様に，ブナ林域において，自然的な土壌の崩壊や流佳1によっ

て生じた立地空間にブナ林の自然的代償森林群落あるいは，先駆的なウダイカンバの一斉林を形

成することが多い。乾性な斜面や尾根部では，土壌の発達にともなってブナ林に移行してゆくも

のと考えられるが，山腹斜面下部の湿下弓礫土壌が維持されるような，立地の不安定なところに

は，持続群落としてのウダイカンバ林が認められる。この種のウダイカンバ林はブナ林の代償植

生としての持続群落であり，限られた土地的条件と結びついて成立した特異な森林群落とみなす

ことができる。

　富山県の常願寺川上流域の海抜！000～1200mの立LL【温泉周辺や樺平で得られたこの種のウダイ

カンバ林は，ヤグルマソウーウダイカンバ群落とされた。裏日本気候区に含まれる長野漿北部に

も，ヤグルマソウーウダィカンバ群落と同質な植分をみることができる。

　ヤグルマソウーウダイカンバ群落は湿姓岩礫地に発達した土地的および局地的な森林群落で，

高木層のウダイカンバと草本層のテンニンソウ，ヤグルマソウ，バクサンカメバヒキオコシなど
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　　　　　　　　　　　Phot．45　特徴的な樹皮を示すウダイカンバ

　　　　Bθ’z‘∠α〃，α灘〃〃。測fc癖α〃αmit　ihrer　charakteristischen　Borke（Tateyama．Onsen）．

の山地湿性砂礫地に主な生育域をもつ高茎広葉草本植物との結びつきによって特微づけられる。

種類組成的には，特徴の少ない，中間的な位置が認められた。

　ヤグルマソウーウダイカソバ群落の生育地は多くの場合，ジョウモソジシダーサワグルミ群集

と隣接することから林床にはジュウモンジシダ，サカゲイノデ，リョウメンシダなどが高被度，

高頻度に生育している。このジュウモンジシダーサワグルミ群集の主要構成要素をともなった林

分は，サワグルミ，ヒロハイヌワラビ，バイカウツギなどによってバイカウツギ下位群落として

区分された。バイカウツギ下位群落はジュウモンジシダーサワグルミ群集との移行部を示す植分

とも考えられる。

　エゾユズリハ下位群落は斜面中部から上部にかけてのやや乾性な立地において認められた林分

で，エゾユズリハ，ウワミズザクラ，ハリギリ，ツノハシバミ，シシガシラによって区分され

た。エゾユズリハ下位群落には，ミズキやヨグソミネバリの高木が混生しており，この植分が二
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次的色彩の強い群落であることを示めしている。

　ヤグルマソウーウダイカンバ群落は，チシマザサーブナ群団およびササーブナ画一ダーの標徴

種や識別種を多数ともなっていることから，サワグルミ群団に属するものあるいは，そこから派

生した断片的な群落とみなすよりは，チシマザサーブナ群願に属する群落と考えたい。とくに，

ヤグルマソウーウダイカンバ群落の生育立地は，より低海抜地に生育するケヤキ群落と類似性が

認められることなどから，種類組成的にもケヤキ群落やホツッジークマシデ群集などと比較する

と多くの共通種が認められる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大　野　啓　一）

2．　湿　　生 林A秘enw搬der

　30）ジュウモンジシダーサワグルミ群集

　　　Po蓋ysticho・Pterocaryetum　Suz・・Tok・e毛aL　1956（Legende　24，　Tab。30）

　山地帯に広く発達するブナ群落は急峻な傾斜地，痩せ尾根，漢谷では生育できず，代って常緑

針葉樹林や夏緑広葉樹の漢谷林が見られる。冬季に雪のふきだまり場所になる漢谷は，春の雪解

けが遅れるとともに融雪期には多量の流水により物理的な破壊を受けるため湿潤で不安定な立地

を形成している。谷部の周辺から流入する湖沢末端にあたる小鵬状地や崖錐状扇状地にはサワグ

ルミやトチノキを主体とした夏特性の漢谷湿生林が線状や小群状に生育している。この山地帯漢

谷林はサワグルミ，オヒョウ，ケナシヤブデマリ，ミヤマベニシダ，サカゲイノデ，ミヤマイラ

クサ，ムカゴイラクサなどの種群を洋学種や区分種としてジュウモンジシダーサワグルミ群集に

まとめられた（鈴木他1956）。

　ジュウモンジシダーサワグルミ群集は高木第1層にサワグルミ，トチノキが優暫し，安定した

立地ではブナ，イタヤカエデ，ミズキが混生している。サワグルミは卵状球形の樹冠を形成し，

直立した樹幹は他の樹種をとびぬけて生育している。また，地下水位の浅い立地に生育するハル

ニレ，オヒョウ，カツラなどと共に樹皮は縦に裂目が入り，湿生林の特徴を示している。高木第

1層の植被率は60～90％であるが80％以上の林分が大部分を占めている。発達したサワグルミ林

では樹高25～27m，胸高直径50～60　cmの大木が林立している。低木層には高木層を形成する樹

種の若樹やブナ林の構成種であるオオバクロモジ，ハイイヌガヤ，ヤマモミジ，ヒメアオキ等の

木本植物が植被率20～40％で生育している。立地の乾燥化に伴いブナ林構成種が多くなり，さら

にチシマザサが侵入している。低木層に対して草本層の発達は著しく，ジュウモソジシダ，リョ

ウメンシダ，ミヤマベニシダ，サカゲイノデ，オシダ等の羊歯植物と，ミヤマイラクサ，アカ

ソ，ヤグルマソウなど大形草本植物が林床を一面におおっている。草本層のフロラは豊富で山地

帯の湿生地に生育する多彩な種類が認められる。バクサソカメバヒキオコシなど地域的に特徴の

ある種も見られる。

　今回調査されたジュウモンジシダーサワグルミ群集は種組成的に3つの亜群集に区分された。

ヤマモミジ亜群集におけるサワグルミは良好な発達を示し樹高22～27mに達している。崩壊性の
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Phot，46　山地帯の漢谷沿の湿潤な砂礫地にはジュウモンジシダーサワグルミ群集

　　　　　が発達する。

　　Polysticho－Pterocarye亡um，　das　auffeuchten　sandigen　und　kiesiegen

Standorten　entlang　dner　niedr三gen　Bergschlucht　entwickelt　ist（Babadani）．

礫の上に土壌が堆積し，流水による物理的な破壊作用を直接受けない安定した立地に認められ

る。調査番号3の林分は立地の安定化，乾燥化が著しくブナ林への移行相を示している。この林

分は高木第2層にヤマモミジとイタヤカエデが被度3で，低木層にはチシマザサが優占している。

また，草本層はリョウメンシダによっておおわれている。特定の種が階層別に優占し，安定した

林分を形成していることから，群落構成種は他の下位単位の林分に比較して多い。

　バクサンカメバヒキオコシ巫群集はいくぶん不安定な礫質堆積地に認められる。これは基盤と

なる礫が洪水時に移動し林床植物を掩乱するからである。崖錐状扇状地の不安定立地にはフサザ

クラが高木層に高被度で出現する。腐植が堆積したところにはサイハイラン，オオレイジンソウ

が認められる。
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　典型亜群集は標高330～420mの低海抜地に見られ，構i成種は32～37種でバクサソカメバヒキオ

コシ亜群集に比較して著しく少ない。樹冠はサワグルミによってうっ閉されている。

　黒部川流域の鐘釣山北西斜面をはじめとして雪崩を受けやすい立地にぱ樹高4～6mのサワグ

ルミ林が認められた。林冠は三曲化したサワグルミとテッカエデによって占められている。出現

種数は15種と著しく減少している。雪崩のため低木化したジュウモンジシダーサワグルミ群集は

四海抜紋ではやハズハンノキ林やカツラ（ヒロバカツラ）林に概きかわっている。

　今回の調査で得られたジュウモンジシダーサワグルミ群集の資料は少なく，また，隣接地域と

の比較検討が十分なされていないので資料の集積を待って，さらに下位単位の位置づけが検討さ

れ，ることが望まれる。

　ジュウモンジシダーサワグルミ群集の生育領域は礫質の凹状斜面や扇状地形のところである

が，斜面中腹部でも湧水が見られる凹地にも生育している。ここは停滞水ではなく絶えず流動す

る新鮮な地下水によってうるおされている。さらにこのような立地は山間の漢谷や沢地に位置し

ているため受光量の少ない陰湿地となっている。

　融雪時や増水時にぱ上流からの流失土砂が堆積し，それに伴い有機物の流入により富養とな

る。したがって，好窒素性の大形草本植物の生育をうながしている。立地の安定化とともに土壌

堆積が進みトチノキ優占群落からブナ林へと遷移する林分も認められた。（原　田　　　洋）

　31）ハルニレ群落

　　　σ‘7π猷8♂αoε4εαπα一GeseHschaft（Legende　25）

　ハルニレ林は，富山県では有峰地方にのみ分布するだけで，その生育地も有峰ダムの建設によ

ってさらにせばめられた。現在のハルニレ林の生育地は有峰湖に流れこむ小河川の湿潤な砂礫段

平堤地に，断片’的な状態でしかとらえることができない。

　今回，ハルニレ林の群落組成については十分検討されなかったが，大后（1971）の調査資料に

よれは1，高木層にハルニレが優占し，低木層にエゾツリバナ，ミヤマイボタ，コマユミ，ヤブデ

マリが，草本層はダイコンソウ，コチャルメルソウ，オシダ，ミヤマカンスゲなどからなってい

る。有峰で認められたハルニレ林は，本州中部以北で認められているハルニレ群集（鈴木1954）

と比較しても，種類組成的に貧弱であり，二三的な種群を欠いている。これは，人為的な影響な

どによる林床の破壊などの作用が考えられることから富山県におけるハレニレ林の植物社会学的

な位置づけは保留して，一応ハルニレ群落としておきたい。しかしハルニレ群落の潜在立地は有

峰湖周辺に広く冤られることから，潜在自然植生としてのハルニレ群集域は認められる。
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3．針葉樹林群落Nadelholz・W註lder

　32）サイコクミツバツツジーツが群集

　　　Rhodoreも。－Tsugetum　sieboldii　YamazakieもNagai1960（Legende28，Tab・31）

　ツガは中部本州以南のおもに太平洋側の山地の尾根部や急傾斜地に分布しているが，日本海側

の裏日本気候区の多雪地域にはほとんど分布していない。富山県では，ツガは黒部川中流域の漢

谷沿いに限られて分布しており，海抜300～10001nの範開に生育している。900m前後より，よ

り高海抜地に分布するコメツガにおきかわってゆく。

　すでに黒部漢谷のッガ林については，表日本型のッガーコカンスゲ群集（鈴木　1949）やツガ

ークロソヨゴ群集（堀川・佐々木1959）に対応した裏日本型のッガ林として，サイコクミツバ

ツツジーツが群集が認められている（山崎・長井！960）。
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Phot．47　土壌の浅い急斜面な岩角地に発達するサイコクミツバツッジーッが群集。

　　Rhodoreto．Tsugetum　nudipedis、　steilenFelsen　m量twenlgBoden
　（Kurobe－Kyokoku）．
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　サイコクミッバツッジーツが群集は急傾斜で土壌の浅い岩角地に発達しており，しばしば同様

な立地に生育するアカミノイヌッゲークロベ群集と接するか，あるいは同一立地に混生する状態

がみられる。

　今回，黒部峡谷で調査されたサイコクミッバツツジーツが群集には，クロベ，キタゴヨウ，ア

カミノイヌツゲ，タムシバ，イワウチワ，アクシバ，イワナシなどアカミノイヌツゲークロベ群

集との多くの共通種が認められた。この事実は山崎・長井が認めたサイコクミツバツツジーツが

群集とは種組成的に明らかに異なっている。すなわち山崎らの記載したッガ林は海抜300～600m

の範囲に分布したものであり，アカミノイヌッゲークロベ群集の構成要素を欠き．，コナラ，ミズ

ナラ，アカシデなどが多くの落葉広葉樹をともなった群落である。一方，今回調査されたツガ林

は海抜500～900mの範囲に分布していたもので，高木層にはッガに混じってクロベやキタゴヨウ

が，低木層にはアカミノイヌツゲ，ホンシャクナゲ，エゾユズリハなどの常緑低木の優示した群

落を形成している。

　このように，サイコクミツバツツジーッが群集は，海抜高度によって，2つの明らかに種組成

的に異なる手分が認められる。低海抜地のツガ林は，大場が新潟県の清津漢谷で記録したホツツ

ジーミズナラ群集と種類組成的にも，また群落構造的にも類似している。また高海抜地のツガ林

はコケモモートウヒクラス域の構成端物を欠く点と，ツガ，ソヨゴ，アカモノによってアカミノ

イヌッゲークロベ群集から区別される群落であると考えられる。

　しかし，ここでは，サイコクミツバツツジーツが群集が多くの闇題点をもっていることを指摘

するだけにとどめ，これら2つの植分は，海抜高度によって分布を分けている亜群集レベルのも

のと考えたい。すなわち低海抜地の植分を興型亜群集とみなし，高海抜地の植分は，タカノツ

メ，ホンシャクナゲ，イワウチワ，オサシダを識別種とするホソシャクナゲ亜群集とし，これら

はッガ，ソヨゴを区：三種とするサイコクミッバッッジーッが群集にまとめられる。ホンシャクナ

ゲ亜群集はアカミノイヌッゲークロベ群集との移行部にあたる植分と考えられる。

　サイコクミツバツツジーッが群集はッガーコカンスゲ群集やッガーハイノキ群集などとともに

ツガ群団にまとめられている（鈴木1966）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大　野　啓　一）

　33）アカミノイヌツゲークロベ群集

　　　II圭。玉一Thuje重um　sもand玉sh呈i　YalRazaki　et　Nagai　1960αegende　23，　Tab．32）

　山地帯の夏緑広葉樹林域から亜高山帯針葉樹林域下部にわたり，痩せ尾根や母岩の露鴫してい

る急峻な傾斜地にはキタゴヨウ，クロベ，コメツガ，スギなどの針葉樹林が非帯状に発達してい

る。この針葉樹林は亜高山帯に広く生育するオオシラビソ林と類似した相観を形成している。す

なわち，黒々とした単調な樹林が生活形を異にする夏緑広落樹林の上部に広範に拡がり，画一的

な相観を構成している。
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　クロベ，キタゴヨウ，コメツガ等の常緑針葉樹が優占している群落はアカミノイヌッゲ，バク

サンシャクナゲ，ミヤマシグレ，イワナシ，イワウチワなどの種群を標微種や区分種としてアカ

ミノイヌツゲークロベ群集にまとめられる（山崎・長井1960）。アカミノイヌツゲークロベ群集

は高木層に上記の針葉樹の他にスギ，オオシラビソ，チョウセンゴヨウなどを伴っている。高木

第2層にはブナ，ミズナラ，ヤハズハンノキ，ヒトツバカエデなどの夏緑広葉樹が低常在度に出

現しているにすぎない。低木層の発達は著しく，岩隙や岩の割れ目までにも強固な根をはりめぐ

らしたアカミノイヌツゲ，バクサンシャクナゲ，ツクシシャクナゲ，ヤマダルマなどの貧養地生

の常緑広葉樹が繧曲化して生育している。また，ホッッジ，コヨウラクツッジ，ムラサキヤシ

オ，サィコクミツバツツジ，ミヤマホッッジ等の夏緑性のツツジ科植物が多いのも群落を特徴づ

けている。草本層の植被率は一般に低く，40％以下の林分が大部分である。主な構成種にはイワ

轡型
諺
煮

砿．購ご
、臨「．

藻

雛馨灘
Phot．48　山地帯の急峻な尾根部には，アカミノイヌツゲークロベ群集が特に発達

　　　　　している。

　　Auf　den　stellen　RUcken　der　Montan．Stufe　entwickelt　sich　besonders　das　I　l　i　c　i．

Thujetum　standishii（OtawaPa8）．



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　111

ナシ，イワウチワ，オオイワカガミ，シノブカグマ，ヤマソテツなどが挙げられる。

　富山県下で調査されたアカミノイヌッゲークロベ群集は優占する高木層の種類によリコメッが

型，クロベ型，キタゴヨウ型，スギ型に区分される。コメツガ型はクロベと混生することが多

く，独立した林分を形成することは少ない。また，コメツガは亜高山帯針葉樹林のオオシラビソ

林にまで尾根筋に沿って連続し，ときには森林限界付近まで上昇している。クロベ型の林分は比

較的高地に生育している。特に黒部湖周辺には広い面積にわたり見られる。クロベ（一名ネズコ）

は日本特産の常緑高木で樹幹は直立しているが岩角地では主幹が分岐していることがある。樹冠

は円錐形や鐘漏話を形成している（林1969）。クロベ型林分の特徴は草本層が貧弱で植被率は10

～30％にすぎないことである。キタゴヨウ型林分は北向きの痩せ尾根一五葉尾根と呼ばれる一に

多く一般に標高900m以下の低海抜地において優勢であった。キタゴヨウはサイコクミッバッッ

ジーッが群集の構成種でもある。散光線を受ける森林内で雅樹を生長させることはできるが，

同じマツ属（P撚∫属）のアカマツのように湿地に直接雅樹を生じることはほとんどない（林

1969）。スギ型林分は緩斜面に多いため草本層の発達が良好で，出二種数も他の林分に比較して

多くなっている。

　今回調査されたアカミノイヌッゲークロベ群集は種組成的に立山地区上ノ小平周辺に発達する

スギ型林分を構成するツクバネソウ亜群集と捲せ尾根や岩角貧養地に生育するホツッジ亜群集と

に下位区分された。

　ツクバネソウ亜群集はホソバノトウゲシバ，ミヤマホツツジ，ヒメカンアオイ，ツクバネソウ

などの種群によって区分され，海抜高1，000～！，750mの地域に広く生育している。優占樹種のス

ギ（タテヤマスギ）は樹高！8m以下の林分が大部分を占めているが，胸高直径は1～2mあるも

のが散在している。スギは枝葉が密生し，楕円状円錐形の樹冠を構成するが，生長の衰えたもの

は円形をなしている。本州における自然生のスギは不帰岳の海抜1，800m付近のものが最高地と

されている（林1969）。立山や黒部平でも標高1，750m付近がスギの上限になっている。ツクバ

ネソウ亜群集は緩斜面に生育しているため群落構成種も40～50種と夏緑広葉樹林と同様きわめて

多く出現している。また，ブナ，タムシバ，オオカメノキ，ハウチワカエデなどブナ林の構成種

が多く目：立つ。ツクバネソウ亜群集はさらにツルアジサイ，ホウノキ，イワガラミによって識別

されるツルアジサイ変群集と，それらの区分種をもたない典型変群集とに下位区分された。

　ホツッジ亜群集はホツッジ，コメツガ，ウスノキなどの乾生面養生の指標植物により区：分され

る。生育地は尾根筋の凸部で土壌は浅く貧養化している。これは降雨時に雨水が急速に流れ去り

有機物をもあらい流してしまうことと，地形が急峻なことなどが原因と考えられる。スギを混生

したホツッジ亜群集が早月尾根や南又谷に見られるが，ツクバネソウ亜群集と同様出現種数が多

くなっている。

　さらにホッツジ亜群集はシノブカグマ，タムシバ，チシマザサ，ヤマソテツなど12種の種群に

より識別されるタムシバ変群集と，ツクシシャクナゲ，ソヨゴ，タカノツメなどで区分される標
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高400～630mの低海抜地に生記するツクシシャクナゲ変群集およびそれらの区分種をもたない黒

部平の標高！，700m前後のもっとも高海抜地に生育する典型変群集とに下位区分された。

　アカミノイヌッゲークロベ群集は樹冠が常緑針葉樹によって占められるためオオシラビソ林と

同様に日光の透光性が弱く，林内ぱうす暗くなっている。また，林床に常緑針葉が堆積すると酸

性の粗腐植が形成されやすい。その結果，亜高山帯針葉樹林と類似した環境が形成され，コケモ

モートウヒクラスの構成種であるミツバオウレン，マイヅルソウ，ゴゼンタチバナなどが生育し

ている。しかし，宮脇ら（1968）は，アカミノイヌッゲークロベ群集の分布域および種組成を検

討した結果，この群集をシャクナゲークロベ群団に含め，そしてこれらをブナクラスの一員とし

て認めている。

　土壌の浅い急傾斜地のような乾燥立地に生育するアカミノイヌッゲークロベ群集の溝歯種であ

るクロベ，キタゴヨウ，コメツガ，スギなどの針葉樹やツツジ科の木本植物は生育域を同一にす

るブナ，ミズナラ，ヒメァオキ，オオバクロモジなどに対し競争力が弱いため，いわゆる第2等

の立地に追い出され生育している。したがって，山地帯以下に認められる針葉樹林および広葉樹

との混生林の立地はすべて環境条件一特に土地的制約を受けた一のきびしい所であることが

容易に判明される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（原　田　　　洋）

4、　山地落葉低木群落　Sommeτg孟ne　Gehδlzgesellschaf亡en

　34）ヤマブキショウマーヒメヤシャブシ群集

　　　Ar疑nco・A玉装etum　pendulae　ass．　Rov．（Syn．五’朋spθπ伽Zα一研吻εZα1zor孟θπ8ε8－

　　　Gesel叢schaf£Ok疑da　1969）（Legende　29，　Tab・33）

　山地帯崩壊地低木群落を形成するタニウツギやヒメヤシャブシは，日本海沿岸の多雪地域に広

く分布するもので，崩壊性の急斜面や谷浜に分布する。タニウツギ，ヒメヤシャブシが擾慌した

群落の生育地は，異なる二つの立地に区分される。すなわち山腹の崩壊地などには，山地帯の多

年生高山草本植物と結びついた持続的な低木群落を形成するものと，オノエヤナギなどヤナギ類

と結びついた湿性な谷沿や河床などに先駆的あるいは，遜移の途中相的な低木群落とがみられる。

　ヤマブキショウマーヒメヤシャブシ群集は，中性～湿性の土壌水分条件を忌めした砂礫質急斜

面崩壊地に生育する山地帯崩壊地低木群落である。多くの場合，安定した立地に生育するマルバ

マンサクーブナ群集と隣接する。

　ヤマブキショウマーヒメヤシャブシ群集は，林床に生育するヤマブキショウマ，トリアシショ

ウマ，ヨツバヒヨドリ，ヒトツバヨモギなどの山地帯高茎草本植物によって特徴づけられる。

　ヤマブキショウマーヒメヤシャブシ群集は普通受光量の少ない北東向の急斜面に発達するた

め，林床の草本層の植被率は20％前後と，かなり貧弱な状態が示めされることが多い。とくに土

壌の乾性傾向の強いイワウチワ亜群集や典型亜群集では林床の高茎草本植物の生育はまばらであ

る。これに対してジュウモンジシダ亜群集は湿性砂礫地に生じ，ジュウモンジシダ，リョウメン
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Phot．49　陽性な山地帯の崩壊斜面に発達したヤマブキショウマーヒメヤシャブシ群集。

　　Arunco－Alnetum　pendulae，　auf　einem　trockenen　Rutschhangder　Montan－Stule

（S◎gatake）．

シダなどの湿性地指標植物が高頻度に繊現するとともにアカソ，クロバナヒキオコシなどの好窒

素性の高茎草本植物によって特徴づけられた指分である。草本層の面面率も70％前後と高い。

　タニウツギやヒメヤシャブシ群落の群団以上の位置づけについては，まだ十分明らかにされて

いない。群団レベルでは，河床に生育するヤナギ林と結びつけて上級単位を決定する考え方もあ

るが，このヤマブキショウマーヒメヤシャブシ群集は，むしろ表日本のニシキウツギやヤシャブ

シに対応した立地に生育する日本海側多雪地域の落葉低木群落をまとめたタニウツギ群罰に含ま

れるものと考えたい。

　富山県においてタニウツギ群団はヤマヨモ選一オオイタドリ群騒とともに山地帯の谷沿に広く

分布しており，海抜1500～！600m付近で上部に生育するダケカンバーミヤマキンポウゲクラスに

おきかわってゆく。

　35）ウワバミソウーミヤマカワラハンノキ群集

　　　E蓋atostemeも。・A夏neもum　faurまei韮Suz．一Tok．1955（Legende29，要ab．34）

　ヤマブキショウマーヒメヤシャブシ群集の生育地と同質の立地には，低木層の優占種がヒメヤ

シャブシからミヤマカワラハンノキにおきかわったミヤマカワラハンノキーウワバミソウ群集が

発達している。このミヤマカワラハンノキーウワバミソウ群集は，ヒメヤシャブシ群落と同様に

沢ぞいの湿性砂礫質崩壊地に生育する崩壊地落葉低木群落である。

　ヒメヤシャブシがミヤマカワラハンノキにおきかわったことをのぞければ，群落の．種類組成お
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織呼応・藩

灘、

避

難無題

Phot．50　山地帯の湿性な崩壊斜面に発達したミヤマカワラハンノキの一斉低木林。

　Rein．Bestand　der．4Zπδ‘5ノ泣～‘痒θご，　auf　einem　feuchten　Rutschhang（Kuronagigawa）．

よび構造は，ほぼ一致している。しかし生育地の土壌水分条件はミヤマカワラハンノキーウワバ

ミソウ群集の方が湿潤な傾向にあり，草本層のアカソ，オオヨモギ，ヤマブキショウマ，トリァ

シショウマなどの山地帯高議草本植物の生育は良好で植被率は80％前後と高い。

　ミヤマカワラバソノキーウワバミソウ群集はヤマブキショウマーヒメヤシャブシ群集と同様に

タニウツギ群団にまとめられるものか，またはミヤマカワラハンノキ，ヒメヤシャブシ，タニウ

ツギ，イヌコリヤナギ，オノエヤナギなどの低木類によって他の地域のヤナギ群落と一つのまと

まった別の群団を構成するものかは，今後の検討にまちたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大　野　啓　一　）



115

Nr．　d．　Aufn．：

Datum　d．　Aufn．：

Tab．34．　ウワバミソウーミヤマカワラバソノキ群集
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K　　　1。2　　1・2　十・2　4・4　2。3

1（　　　2●2　3。3　2。2　　十　　2・2

K十・十十1・2
K
K
K
K
K
K
K
K
K
S

K
K
K

●

●

■

●

十

●

o

十・2　十

1・1　十

1・2　十・2

十　　十

●　　　　　　　　・

　　　十

　　　●

■

L2
2。2

●

●

P

・

●

十・2

0

十

1・2

十

十

●

・

十

十

十。2

十

，

1・2

0

●

十

十

十

麟

b

6

2・2

0

出現1回の種

AuBerdem　le　einmal　in　Aufnah恥e　Nr．1：AZπz’∫♪8／z4厩αヒメヤシャブシS－1・2，　Cαノ’θ£ゐノ層釦∫‘πZηL’∫
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アオスゲK畦，Aプ如π競α〃～伽（ψ1zッZ彪ヒトツバヨモギK：一十・2，　Cα泥の微ψ1溜嘘αψαショウジョウスゲ

K：一十，y‘z／oノ’～1απα∫Zα‘70ガ4∫∬∫〃～‘zツノレカノコソウK一十；in　2：5麦yプα忽。ゐα∬ノ∠zノ、タウンボクS一十，

翫〃雄〃8Zおノ妙。麗‘αv．　o∂餌5α如マルバマンサクS一十・2，8αヱぴ｝πgαノbノ≠μ〃6∫vj2zcご∫oZoゐα如ダイモン

ジソウK一十，£y／z～‘ノマ‘∫ρ～〃196〃5オヤマボクチK一十，Po砂go〃z〃ル。～‘5♪認α孟z‘〃βイタドリK一十，　Co4yプz‘3

518ゐoZ4fα7～αツノハシバミK一十，＆π8ご0〃8〃’0ノ’8ノ～∫’∫キオンK一十，丑5彦8ノ『αg8ノ’α彦画48∫V．0ロσ‘Z‘∫ノコン

ギクK一十，AC8r，♪Z侃O　V．‘rOη♪エ加εノZ∫ウラゲエソコウカエデK一十，　P8漉ごZ♂α，層おγθ5～4）加α如シオガマギク

K一十・2，・47‘αZ如6♂α’αタラノキK一十・2；in　3：勾）～〃L84’～〃π6ノ㍑〃～βz‘〃’キバナイカリソウK一÷，五6‘κ05‘（ψ一

〃麗ノμノ妙。〃～α〃μテンニンソウK－2・2，Ho5‘α〃ゐ01躍のzαオオノミギボウシK－！・2，5αノ～∫cz4αclz∫7z8ノ～3～5ウマ

ノミツバKl一十，・痘1～5η『～z〃μηψo〃ガ6～〃μイヌワラビK一十，3α々即∂π々た。バッコヤナギS一十，3α〃」じ∫ノz顔9ブα

イヌコリマナギK一十，・乙1∫’6ノ噂α9θノ’醜。～4θ∫v．1zαノ’α8　f．　Z8”‘αη〃～μ∫ヤマシロギクK－1・2，　PZ8ご‘競漉1躍∫

ブ曜＞o〃～c～‘5ヒキオコシK一÷，ひr々6αオ1π‘〃ムω召プαノ～αイラクサK一十，713α♂認η’〃z〃露～ノ～z‘∫v．1げρoZα4‘瑚‘

アキカラマツK一十；in　4：80々4α90窃’9α一αz〃孤v．α∫1α〃‘αアキノキリンソウ　K一十，　＆αぐ1ぴ㍑7・μ5

ρ7『α800エキブシS一十，Ezψ厩。ノ’∫～‘ノμごん～π8η5θv．5ασ1～αZ加8ノ～∫6ヨッバヒョドジK一十，　M∫日額8ZZαz，ノκZz41α’α

ッルァリドウシK一十，∫）o砂goηαた↓那声距α施規ナルコユリ　K一十，　W’お記痒αガ。痒b～級6αフジS一十，

Cα6α1如ノ丁々プ‘zα和Jfαv．∂z4あ嚢1uタマブキK一十，α〃’∫6・ゲを‘9α5～〃～ρ♂8ぼサラシナショウマK一十，　V～o♂α

∫8Zた∫焼海ミヤマスミレK一十；in　5：σ認α〃αgro∫‘’∫1z盈。ノ～8〃515ヒメノガリヤスK：一十。2，過Z〃～‘∫1Lカ’∫z‘‘α

v．5ゴ6∫プ∫6αヤマハンノキS一十，C酬4∫α〃4’‘αβZ如フ～ケb〃αクサァジサイK一十，　Po4y所61z砂5∫∫∫診αノκ名∫∫1z～∫

リョウメンシダK一十，Mお‘α〃〃zμ∫oZ忽05オ‘z‘1り・z6∫カリヤスモドキK一÷，　Po4y∫々ご1LZ〃〃1で〃η50プ》αZ8郡θ～〃π

サカゲイノデK一十，1）o砂goπ」‘〃げ刀ぴbrノπ8ミズヒキK：一十，αア孤θα8rμδ85c伽∫タニタデK一十，　Fμψ8π一

4Z‘ZαηZZ‘♂猷惣9αシモツケソウ1く一十，　Dめ∫oorθα5砂孟8〃3ZOゐαキクバドコロK一十，　PO砂90〃Z’〃L’117‘ノZ68㎎”∫

ミゾソバK一十，万9’～4α7’如プ｝15c1躍ノ’∫オタカラコウK一十，孟85c認z‘∫伽治加α’αトチノキS一十。

調査地

Fundorte（Nr．　d．　Aufn．）＝1δzen（1）；Daikanba（2，3）；Koito・toge（4）；Kitamata・dan三（5）．

　36）ミヤマカワラハンノキーイヌコリヤナギ群落

　　　∠4Zηπs　fα四．εθかSα麗κεπ置θg7α．Gesellschaft（Tab。35）

　ブナクラス域（夏緑広葉樹林域）のV字漢谷ぞいに発達した河辺には，しばしばハンノキ類や

ヤナギ類によって構成される河畔林が見られる。ブナクラス域には，裏日本多雪地という気候的

条件に対応した，多雪地型ブナ林（チシマザサーブナ群団Saso－Fagion　cre無atae）が

分化している。富山県の山地部のブナ群落はすべてこの群団に所属する。

　チシマザサーブナ群団域の山地斜面のなだれ地や，河辺の氾らん原にはこの地方特有のミヤマ

カワラハンノキが分布している。ミヤマカワラハンノキは5～8m内外の落葉性低木ないし亜高

木であるが，融雪期に起るなだれに対して抵抗力があり，不安定な斜面に生育可能で，低木林を

形成する。共存する種にはイヌコリヤナギ，オノエヤナギ，バッコヤナギなどのヤナギ属が見ら

れる。砂のたまった林床にはフキ，アカソ，ナンテンハギ，ナオヨモギ，ヤマブキショウマ，ゴ

マナなどのブナ林域に分布する高小草本でしめられている。

　ミヤマカワラハンノキを標徴種とする群落は，！956年目月1」」および越中朝日岳においてミヤマ

カワラハンノキーウワバミソウ群集が記録されている。これらの種組成を比較した結果，今回の

調査で記録されたミヤマカワラハンノキーイヌコリヤナギ群落は，構成種や被度に多少の差はあ
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Tab．35　ミヤマカワラハンノキーイヌコリヤナギ群落

　　　　ズVノπ‘5ノ皇z～〃廊’・5α♂’己τfノπ89プα一Gesellschaft

Nr．　d．　Aufnahme：

Gr6Be　d，　Probef1蓋che（m2）＝

H6he　d・Baumschicht（m）＝、

Deckung（1．　Baumsch1ch之（％）；

H6he　d．　Strauchschicht（皿）；

Deckung　d．　Strauchschicht（％）：

H6he　d．　K：rautschicht（m）；

Σ）eckung　d，　K二rautscht　（％）：

Artenzah1：

Trennart　d．　Gesellschaft：

　・4z7～ど‘3勲ε〃噂～81

調査番号
調査面積
木本層の高さ

木本鉢植被率

低木履の高さ

低木層植被率

草本層の高さ
草本屠の植被率

出現打数

1

24

5

85

0，8

30

29

2　　3

80　24
7　　8

60　20
4　　5

40　85
1　　1

50　30

36　42

Kenn．　u。　Trennarしen　d．　h6heren　Einhe1ten＝

　3七口加超97「α

群落区分種

　ミヤマカワラバソノキ　　S

　　　　　　　　　　　　K
上級単．位の標徴種および区分種

　イヌコリヤナギ

　オノエヤナギ

随伴三

十　1。2　1・2

十　　・　　・

　3αZ鋤∫α（ヲ～α♂1〃召ノ～∫お

Begleiter＝

　P8‘α∫π05ゴζψo〃～ぐα

　君。読〃酬’ぬ々’∫oμ功お

　A6∫α，Zz孟∫ご，〃一∂∠ノzα診α

　P8漉α面ノ』∫∫7で∫妙ノ7zα如

　y痂αz‘ノzψ‘9α

　α∫ノ砂・読z〃π9鷹∫♂8var．〃耀Z君16αz‘Z8

　CZ8ノ泥αが5∫如ノ～5

　A∫オ。”9♂81zπ々var．1zo〃408〃∫∫5

　五1一渉θ〃亙∫∫αη凄0ノπαアZα

　ハ盃∬α〃‘1LZ‘∫∫加8ノε5f∫

　W6屠8Zα1LOノ≠θ〃5ゼ∫

　L8z‘ω∫αψ’ノ旧z〃πブα♪oπ∫α〃μ

　5・鋸αgo励：9α一α3〃でαvar．α5～α‘磁

　／）oらノgo〃z〃πα‘砂∫4α‘μ〃’

　Cα♂α〃沼9ノη5孟お1zα々。π8／z5お

　3α々ヱわα々々‘，

Vガ0♂αんμ∫απ0α〃‘‘

且7・Z〃iα‘∫読ofα‘3

C∫プ∫忽ηz〃3α孟∫z〃ノ㍑‘7ηθ

1「α孟1・魏ゼα”ご〃05α

PゴCノー’∫1しぎ8・π6ガ0読∫var．9♂α∂ノで506／z5

ηLαz厩耀〃みα卿晦9ぴb盈〃μ

COノ・ノZZ己∫60π孟ノーOU81・5α

M罐召‘κ磁∫‘2’麗13ψμ8ノ書ガ∫

Aπ98砒αθ4～‘〃5

Coノ層ガα1ゴαブ妙。ηゼ6α

3測8ノ．・診如翫η沼α‘zα‘α

フキ

アカソ

トチノキ

シオガマギク

ナンテソハギ

ヤマトウバナ

クサボタン

ゴマナ

オオヨモギ

ススキ

タニウツギ

テンニンソウ

アキノキジソソウ

イタドジ

ヒメ　ノガリヤス

バツコヤナギ

オオタチツボスミレ

ヤマブキショウマ

ハクサソアザミ

オトコエシ

コウゾリナ

カラマツソウ

ミズキ

クサソテツ

アマニュウ

ドクウツギ

アケボノソウ

S5。52。34●4
S●2●22。2

　K

　K

　S＝

　K：

　K：：

　Ic　 ＋

　K　　十

　K　　十

　K　　 ・

　K：　・

　K…　・

　K：　　・

　K．　・

　K　　 ・

　K　　 ・

B－2　　・

　S　　・

K
K
K
K
K
K
I（

K
K
S

K

1。2　 2・2　 2・2

十　　十　→一・2

十　　十　　十

十　　十　　十

÷・2　一←・2　十・2

●

十

十

十

十

十

÷

十

〇

o

十　　十

十・2　十

十　　一ト

2・3　1・2

十・2十・2

十・2　十

十

十

十

十

4。4

十・2

十

十

十。2

十

十

十

÷

o

o

十

十

十

十

十・2

十

●

十

十。2

÷

o

÷

●

■

●

十

十

十

十
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A・砺・ぬ・〃・ゐ・1紗・・・…〃g・・‘・　　　　　トリアシシ・ウマ　　1く1＋＋　・

　殴〃g8々ごα1ウZめ850βη∫　　　　　　　　　　　　　　　シシウド　　　　　　　Kl　十　　・　十

出現1回の種

AuBerdeln　le　einmal　in　Aufn．　Nr．1：E～磁。∫’o〃～‘z　z‘〃め8〃α‘～〃〃var．〃3αブ♂‘∫ウワバミソウ十，　E9曜∫8孟z‘溺

α’労8〃5βスギナ十，P1～ノ4αg〃廓65　co〃〃ノ3z〃～おヨシ十・2，　Flqα瞬〃～’5♂α〃～’gガノzo∫α　アオダモ十，　C～〃漉ゲ≧49α

∫ガ〃ψ／薦サラシナショウマ＋，且48〃9ρ1真0’「α1で〃’0’”ZO1‘αソバナ＋，∫1ノ～8『6〃Cαρ0ら・〃30ノ診ノ～αシラネセン

キュウ！・2，且4～α〃々〃～3ρ64α甜ノμクジャクシダ十，A5’βrα9一ωu’o～ゴ6∫var，1～αrα8　f．♂α’oα〃オ1～z‘∫シロヨ

メナ十，Ro49813～α♪o‘♂砂1聖yZZαヤマグルマソウ十；in　2：E～4）鷹。ノ’々‘〃’c1L∫〃8〃∫8　vaL　5α訪召♂∫”6ノ～∫8ヨツ

バヒヨドリ十，P1認α‘1θφ1昭∫5漉∫～〃π’バイカウツギS一十，且r認如ωノ4α如ウド十，　Yα〃～9忽漉〃彦∫α’Zα’α

ヤクシソウ十，Pんご〃㍑〃〃z〃∫ブ曜）oノ～∠α‘5ヒキオコシ十，　M∫Z々‘〃a（プ翔5～‘〃’イブキヌカボ十；in　3：1エθ痒5

豆田磁αニガナ　十，躍∠ψ6π4記αゐαノ雇∫c1～磁～ごαオニシモツケ十，五。8ノ’！♪αZ〃～αオ～伽vaLノ｝～漉∫z”ノπ”㍑θヤ

マモミジS一十，Ho∫如〃。／zオαノzαオオバギボウシ十，1）1櫓’〃～z‘5て塒撹’〃z　4αカスミザクラS一十，　Cα：y♂z‘5

∫’飴01読α〃αツノハシバミS一十，＆αご1～」，～〃忽5ρ1rα8cozキブシS一十，〔ノ♂〃耀5～αご～〃∫α‘αオヒョウS一十，

Cθ’u～4ψノ～∠y〃～‘〃’ブ‘4）o／z’α‘〃’カツラS一十，P♂80〃π〃〃z～‘5々α〃zaうαカメバヒキオコシ十，　Cα’で滋ノb1∫05～55’〃’α

オクノカンスゲ十．ノ187ゴ規0〃如が♂0∫αキンミズヒキ十，Gα疏〃μブαρ0〃1α〃1’クルマムグラ十，　Hω撚盈’〃～

4配08オオハナウド＋，PO砂∫地1Z」〃πノ窃1’0∫0ヲ・認即Cα〃μサカゲイノデ＋。

調査地　Fundort：Karnimornose－gawa

調査年月日　Datum　d，　Aufn．：16．　VI　1972

るが，おそらく同群集に含められるものと考えられる。ミヤマカワラハンノキーイヌコリヤナギ

群落は，ウワバミソウーミヤマカワラバソノキ群集と同様にミヤマカワラハンノキ，ヒメヤシャ

ブシ，タニウツギ，イヌコリヤナギ，オノエヤナギなどの低木類によって他の地域のヤナギ群落

と一つのまとまった群団を構成するものと考えられる。　　　　　　　　（奥　田　重　俊）

　3ア）タマアジサイーフサザクラ群集

　　　Hydrangea　involucrata－Eupもe垂ea　polya皿dra－Ass．　Miyawaki　et　al．1964

　低山帯の回状地は融雪や洪水により定期的に上流からの流失土砂が堆積し，テラス状の平坦地

を形成している。また，本谷と合流する枝沢末端の小扇状沢地では岩礫や粒子のあらい砂から構

成されている立地が見られる。ここではフサザクラとヤマハンノキを主体とする樹高がそろった

一斉林や再生林が小群状に生育している。

　今回調査されたフサザクラ林は大山町亀谷の南向き斜面の林分で樹高11mのフサザクラが90％

の植被率で樹冠をうっ閉している。高木層にはフサザクラの他にクマシデ，サワシバのクマシデ

属（Cαゆ勿鰯属）とバッコヤナギが混生している。低木層にはタマアジサイ，バイカウツギ，

メグスリノキなど崩壊性湿生地に出現する種群と，ヒメアオキ，ユキツバキ，ハイイヌガヤなど

裏日本多雪地に特有な種群が生育している。草本層はリョウメンシダ，ジュウモンジシダ，サカ

ゲイノデ，オシダ，コタニワタリ等の山地帯漢谷に多く見られる羊歯植物が優勢である。草本層

の植被率はサワグルミ林に比較して著しく減少している。

　亀谷に生育しているフサザクラ林は崩壊性の河辺湿生林を代表するものでフサザクラ，タマァ
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ジサイ，バイカウツギ，ウワバミソウおよび上記の羊歯植物を標徴種や区分種としてタマァジサ

イーフサザクラ群集にまとめられた（宮脇・大場・村瀬1964）。タマアジサイーフサザクラ群集

は降雨時にしばしば林床が冠水し，それに伴い生じる砂礫の移動により物理的な破壊作用を受け

る。したがって，フサザクラによって樹冠はうっ閉されているが良好な透光性も加味され明るい

林内相観を形成している。

　タマァジサイーフサザクラ群集は増水や洪水という外的要因のきわめて強い影響下に存続する

持続群落である。したがって，斜面下部の凹状礫地の林分は立地の安定化に伴いミズキやシデ類

を主体とする群落に置きかわっている。調査対象となったフサザクラ林に隣接した地域にフサザ

クラを混生したミズキ林が認められた。種組成的にはタマァジサイーフサザクラ群集に類似して

いるが，高木層にはミズキが被度5で優占し，フサザクラ，サワシバ，イタヤカエデなどと共に

比較的明るい樹冠を形成している。林内にはヒメアオキ，ユキツバキ，オオバクロモジ，チャボ

ガヤ，ヤマモミジなどの木本植物が礫の間に堆積した腐植層上に生育している。また，周辺斜面

からの崩落や流水によって供給された有機質に富む富養地にはクロバナヒキオコシ，テンニンソ

ウ，トチバニンジンが鵬現している。さらに周辺群落や雄踏群落の構成種も侵入している。

　斜面上部からの崩落や中洲に位置するため砂礫が移動しやすい立地では高木林が成立できず，

低木群落へと退行遷移している。林床が年に数回あらわれる立地ではモミジイチゴ，ヤクシソ

ウ，フキなどが出現している。

　タマアジサイーフサザクラ群集は河辺や扇状地形の砂礫堆積地に生育している。そのため降雨

時には湿潤な環境を形成するが，減水時には逆に著しく乾燥する。ジュウモンジシダーサワグル

ミ群集の生育地に比較して水分が急速に排水され土壌保水力が弱いため大形の好窒素性の草本植

物が少ない。一方，低木木本植物の種類が増加している現象が見られる。　（原　田　　　洋）

5．湿性地低木林Moor　Geb旋sche

　38）ハイイヌツゲ群落

　　　∬ZθκcrθπαfαvaL　Pα置π40sα璽Gesellschaft　（Legende　29，饗ab．36）

　低層湿原や，ミズゴケ湿原などが，山地に接する部分や，湿地内に流入する小川の形成した微

高地などには低木類が湿原をふちどるように帯状の群落を形成する。この低木群落の構成種は，

おもに，落葉広葉低木が多いが，ハイイヌツゲのような常緑植物も生育している。

　富山県内での湿原調査における，低木群落はハイイヌツゲ群落としてまとめられる。ハイイヌ

ツゲ群落は高さが40cm内外で，きわめて群落高が低い。おもな群落構成種はハイイヌツゲ，ノ

リウツギ，ヤマドリゼンマイなどである。林床にはオオミズゴケが密生し，中間湿原生のミカズ

キグサなども見られる。

　イヌツゲは一般にきわめて耐湿性が強く，しかも，貧養立地に生育可能な種である。とくに裏

賃本多雪地に分布するハイイヌツゲは，地下水位の高いミズゴケ湿原の周辺部には常在的に生じ
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Nr．　d．　Aufn．；

Datum　d．　Aufnahme：

　Tab．36　ハイイヌツゲ署羊落

〃αuα脚z鷹‘zvar．ノ）α♂z’405α一Gesellschaft

　　　　　　　　　調査番．号
　　　　　　　　　調査年月日

Meeresh6he（m）＝

Gr68e　d．　Probeflache（m2）＝

H6he　d．　Vegetation（cm）：

Deckung　d．　Krautschicht（％）：

Deckung　d．　Moosschicht（％）＝

Artenzahl：

Trennarten　d．　Gesellschaft＝

　ZJαθでη伽var4・α♂ε44・∫α

　Hy47η〃9’8α♪のzブα4α孟α

　05〃，～4η（メαα∫～碗∠cα

Beg豆eiter＝

　助んα9／z～‘〃’ραz～醜ノ‘¢

　R伽ノ～c加ψoプα認∂α

　Cαノでぼ読功α♂α如

　7マプ如de〃κηり妙。／zfcz〃μ

　Eπ50孟ノ：y・ガ‘1召59プの，αηα

　五α∫々でα疏めμ6グ’5

調査地　Fundort：Momose．gawa

　海抜高度
　調　奮面積
　植　　生　　高

　草本層植皮率

　コケ履植被率

　出　現種数

群落区：分．種

　ハイイヌツゲ

　ノリウツギ

　ヤマドジーぜンマイ

随伴種

　オオミズゴケ

　ミカズキグサ

　カサスゲ

　ミズオトギリ

　ハナヒリノキ

　ヒメシタ

1　　2

’72　’72

6　　6

16　16

740　740

一　　1．2

40　40

50　30

98　90
5　　6

3　　4
’72　’72

6　　6

16　16
740　740

6　　6

40　40

40　30

95　95
6　　8

2・3　 1。2　 2・2

192　十・2　1．・2

2・2　2。2　 2・3

5。5　　5・5　　5・5

1・2　　・　　十

。　　十　　・

。　　・　　十

・　　十　　・

o　　　　　　　　　・　　　　　　　　●

2・2

十

十

5。5

1・2

十。2

＋・2

●

ている。

　ハイイヌツゲ群落は湿原と森林との境界に，林縁植生として位置しているが，群落高が低く，

むしろソデ群落としての機能を果している。また次にのべるミヤマイボターヤブデマリ群落の先

駆相とも考えられる。類似の植生単位にはズミーレンゲッッジ群集が報告されているが，この群

集に比較すると今回得られた植分では出現種数が少なく，群集標微種に欠けているため，単に群

落として記載するにとどめられている。

　39）ミヤマイボターヤブデマり群落

　　　Lεgπsか己ε7πf80hoπ08んεε．τzめ配rπ脚π．ρZεcαオ田πvar．　fo7πεπfo8，‘m．Geseilschaft（Tal）。56）

　ハイイヌツゲ群落よりさらに後方の林縁部には樹高2～31n内外の低木群落が位置している。

低木層はひかくてき密に生じ，ミヤマイボタ，ヤブデマリ，サワフタギ，ミヤマカワラハンノキ

などの落葉広葉低木が多数共存している。このうち主要優占種はミヤマイボターサワフタギであ

るがこれらはとくに小枝を密生させる。草本層にぱカサスゲ，コジュズスゲ，ゴマナ，ナソブァ

ザミなどが見られるが低木層が密生しているためいずれも生活力は弱い。隣接する群落は前面に

カサスゲ群落，高茎草本群落，ススキ草原などが位置し，背面にはジュウモンジシダーサワグル



！21

　　　　　　　Tab．37　ミヤマイボターヤブデマリ群落

㍑gμ∫孟ノ’z〃π’5ごん01～o∫た島V茄πη耀〃’メ）〃εα飲〃’var．’o〃～εノ～彦05z〃ルGesellschaft

Nr．　d．　Aufnahme：

Datum　d．　Aufnah組e：

Meeτeshδhe（m）：

Gr6Be　d．　Probefl益che（m2）：

H6he　d，　Strauchicht（m）：

Deckung　d．　Strauchschicht（％）：

Hδhe　d，　Krau亡schicht（m）；

Deckung　d．　Krautschicht（％）；

Artenzah1：

調　査　番　号

調査年月日

海抜　高　度
調　査　誤

謬本願の高さ

低木層植被率

草本層の高さ
望誕オ彰蕾の撫子被率

出　現　種　数

ユ　　2　　3

’72　　’72　　’72

6　　6　　6

！6　16　16
620　　62G　　620

9　　3　　4

2　　2　　1．4

20　90　90
0．5　0．6　0．6

70　20　40
工4　24　26

　4

’72

　6

16

1020

18

3

90

1

30

27

Tζ醗．塾興．ζ・塾．．．d，　G・・ell・ch・f圭．（Baume　u．　Straucher）・

五ガ9’～‘5冶η〃π孟∫CILOノω5んガf

W伽フ～τ‘〃ψZ～謝Z・〃占var」・〃呂8〃‘・5Z6ノ〃

IZα・ノ’θ〃α如var．μZ・ゐ∫α

AZπ～‘5漁1〃ゴ8∫

趣ノπμ・6・∫61L∫・・8〃∫f∫vaL♂ακ・cα脚f．μ♂・∫α

5ン〃ψZOご0∫ご0ノでα7～α

Ro∫α〃ZZ‘♂孟ヴZOノ層α

且ゐ‘ノ飯αgz‘fノ～α孟α

Ezωノろy〃呂Z‘∫0∬ンρ1～ツ〃π∫

，Aごθノ’η4ンノz8ノ’辺6

εα1ノ¢9ノ「【z‘7’々∫リノ1α

H／6ゴ94ごZん0ノ・オρ〃5ゴ5

Pブz‘ηz‘59プ破yαπα

50，・∂Z43ぐ0〃〃2Z～ごじ‘α

B8ノ℃h8〃3～αプαご8〃露05α

翫硯y〃κ‘紹～砿醐vaL砂妙κ∫
C｛ヲ♂α∫‘アーz‘∫02わかごπZα孟π5

五ごオ加’4∫ααノ9麗α

Hy42伽g8αノ’凄α61”（～ρ侮伽ηα・’．ノノ診（箸αぐα1ψα

CO1闇ノZ㍑560π‘1層OU8ノ停3α

3αZ∫露ゐαゐゐO

y拡ご5CO’91Zθ々αθ

3‘1L詑ρ〆Lノ’㎎イ〃3α妙47マZη9θ0’漉5

遅y諭‘απ9（姐ραノz！α‘♂α如

群落区分種（木本類）

ミヤマイボタ

ヤブデマリ

ハイイヌツゲ

ミヤマカワラハンノキ

サワフタギ

タンナサワフタギ

ノイバラ

アケビ

ツリバナ

ウリハダカエデ

ネコヤナギ

タニウツギ

ウワミズザクラ

ナナカマド

クマヤナギ

コマユ　こ
　　　　、

ツルウメモドキ

サルナシ

エゾアジサイ

ミズキ

パッコヤナギ

ヤマブドウ

イワガラミ

ノリウツギ

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

十

十

十。2

●

●

十

■

●

o

5・5　4・4

　・　2・2

1。2　2・2

÷・2十・2

　。　2・3

十。2十・2

・

十

十

2・2　　・

o

●

●

■

o

●

o

●

●

●

o

●

●

十

十

十

●

o

o

●

■

●

●

●

●

十

十

÷

●

●

o

●

o

●

十・2

十

。

●

●

o

■

o

●

十・2

十・2

●

十

4。4

■

●

●

十・2

十

●

●

●

o

●

G

●

十。2

工・2

十

十

十

十

十

Begleiter：

　Cαプ8欝読砂αZα孟α

　Cα鷹餌プ。耀・ノ躍αvar．η診α‘ブ（405∫α

　C力僧∫融ノππψ♪oπゼα払〃z

　A∫6θrgz（2んπ鉱

　恥∫ガc1～．∫ψz〃π‘αη多彦5c1｝α此召π∫8

　ゐゆ診092UηZ〃多αノノzoZZゴ∬∫ノπα

随伴種

　カサスゲ

　コジュズスゲ

　ナンプアザミ

　ゴマナ
　　　　　　　　　
　ミズバショウ
　　　サ　　　　　　　　　

　ミゾシタ

K
K
K
K
K
K

4・4

十

十

●

1。2

8

●

十・2

十

十

十・2

十

十

十

十

十

÷

1・2

●

●

十

●
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飾Zoηゴ砂5∫50ア‘∫6／z如♂f∫

5α姫αgzα∂ブ6566η5

A坂y1層ゴz〃πノ＠oηfα’η」

ハ415（「α1z〃～．～‘∫5〃z8／z5∫∫

．A納ツプガz〃ノ多う1弓。びψリノ～5

A5’励8ぬ‘7～∂8・：9ガvar．‘0／zgθ5’α

Cαプ8躍2πα∠むゼ〃30u此酵ガf

迎8ご’ノππ孟1zπ5んαηz6δα

ショウジョウバカマ

オオアキギリ

シケシタ

ススキ

メシダ

トリアシショウマ

ゴウソ

カメバヒキオコシ

K
K
K
K
K
K
K
K

・

●

十

●

●

●

十　　十

十　　十

十・2十・2

十

●

●

÷

÷

十・2

十・2

十

十

・

●

●

●

●

■

十

●

十

出現1回の種

AuBerdem　je　einmal　in　Aufn．　Nr．1：五α5‘r偲‘1z8砂μθノ”∫ヒメシダ2・3，　Hb～‘‘離y舷α607’4α‘α　ドクダミ

÷，Po砂go／z～〃π∫召η譲，o∫‘‘〃～．ママコノシリヌグイ十，　Cα紹露∫1z∫加ゐ8η∫おアズマナルコ十；in　2：

V∫o♂αツ8ノ¶8α‘η4αツボスミレ十，D嬉＞oノ‘！4〃a∫8∬11βホウチャクソウ十，　Cαノ¶8ζτ！bZ∫o∫ノ∬’〃～αオクノカン

スゲ十；in　3：国立α規。〃如ノ～αオオバギボウシ÷，ゐα5’1’8αg～48砂α6ズ’θη∫∫∫オオバショリマ十jn　4：

∫）oりgo肥〃’〃LZ〃め8179∫～ミゾソバ十・2，　Dノ：yg餌6r’∫ノ〃。η6だ0／αミヤマベニシダ1・2，0ぼα〃597闇撚訪ガ

ミヤマカタバミ十，D！功。ノ’κノμ∫ノμf如。∫ノzz〃πチゴユリ十，∫b砂5頁読砂∫お謡αノz漉5乃．f～リョウメンシダ十，

0∫〃zz〃～磁ノ曜）oノ～ノ6α一ビソマイ　十，　Poら，5〃c1耀〃1’2ψ’ω℃πジュウモンジシダ十，　E！ψα’oノ’々4〃a読初8π5ε

var，∫’〃ψ♂∫ごゲb♂fτ’〃♂ヒヨドリバナ十，ゐ。ゐθ”α56∬班1b”αサワギキョウ十，　V8ノ’o〃加♂αごrαヒヨクソウ

十。

調査地　Fundorte（Nr．　d．　Aufn．）：Hosoo・toge（1，2，3）；Nekoike（4）．

　　ら疑．．・

　　丁

継＿羅灘鐙 懇．・．．

　　　豪縫
蓬

　　　纏黒

山雛
　　　　　　　Phot，51沼沢地や湿原の周辺に発達したマント群落。
　　Mantelgesellschaft　der㍑g～45‘ノwノπ∫読。アzo∫んガ・y’ゐz‘ノ凋z‘ηψZかごαオ～‘〃z　var．ご。η蹴オ05～47ル

Gesellscha壬t（Nekoike　850m）．

ミ群集，キクバドコローヤマブドウ群集などである。

　ミヤマイボターヤブデマリ群落は，ブナクラス域の典型的なマント群落の一つであり，湿原地

域の生物相の豊富さと安定に欠くことができない。　　　　　　　　　　（奥　田　重　俊）
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6．山地草本群落Hochstaudenreiche　WieseR

　40）アカソーヤマヨモギ群集

　　　Boehmeτio－Arもem隻s量et“m　mo益ta聡ae　Miyawakiet　aL　1968（Legende30，　Tab．

　　　38）

　日本海側のブナクラス域に広がるアカソ，オオヨモギを主体とした高茎・広葉草原について

は，すでに越後・奥只見で宮脇他（1968）によって，また加賀白山で菅沼（1970）によって報告

されている。

　今回調査された地域は，奥只見と白山とのほぼ中間にあたる場所であることから，種類組成的

に，両地域でそれぞれ認められたアカソーヤマヨモギ群集とヤマヨモギークロバナヒキオコシ群

集との中間的な色彩の濃い草本群落が認められた。

　この草本群落には，ヤマヨモギークロバナヒキオコシ群集の標徴種であるバクサンアザミ，カ

リヤスを欠如するほかは，組成的に近似しているが，大場（1973）はやマヨモギーナオイタドリ

群団の総合常在度表により，テンニンソウ，ナンプアザミを群集の関学種とするアカソーヤマヨ

モギ群集に属するものとしている。

　富山県で認められたアカソーヤマヨモギ群集は，ミヤマシシウドーオオイタドリ群集と同様に

湿性な崩壊砂礫斜面下部や，人為的に形成された崖錐斜面などに発達している。代償群落として

道路沿いの斜面に拡がったアカソーヤマヨモギ群集には，フキ，ヤマニガナ，オオバコなど崩壊

地に先駆的に生育する植物や，踏跡地の主要構成種など，周辺群落からの混入層群が多くみられ

る。

　一方山腹斜面下部など，雪崩などのみられる不安定な立地には，自然性のアカソーヤマヨモギ

群集が発達しており，草本第1層はオオヨモギ，クロバナヒキオコシ，テンニンソウ，ナンブァ

ザミなどが優冷している。草本第2層にはウワバミソウ，ムカゴイラクサ，ツリフネソウなどが

生育するほか，やや安定した立地には，ジュウモンジシダ，リョウメンシダ，オクノカンスゲな

ど湿性林の林分を特徴づける植物が多くみられるようになる。

　アカソーヤマヨモギ群集はブナクラス域の高配・広葉草本群落をまとめたヤマヨモギーオオイ

タドリ群団に含められる。

　41）ミヤマシシウドー三島イタドリ群集

　　　Ange璽ico・Polygonetum　sacha玉i無ens童s　Suz．一Tok．eもaL　1956（Legende30，

　　　Tab．39）

　相観的にはオオイタドリが優占する高茎・広葉草本群落については，すでに吉岡（！948）や鈴

木（1956）によって報告されており，鈴木はこの冷温帯に生ずる大形多巡草原に対して，ミヤマ

シシウドーオオイタドリ群集と命名した。
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無．嗣

鍵灘

磯誤：磁藁

雛躍ン麟

　　　　　　Phot．52　アカソ，オオヨモギの優塗する山地帯高慮広葉草本群落。

　　　　Hochstaudellreiche　Wiese　mit　domin三erender　Bo81L〃～8廊翻α6吻∫undん初〃占副α

　　η匹。〃伽α（K量tamatadani）．

　同質の草本群落は富山県下においても認められた。これらのミヤマシシウドーオオィタドリ群

集は，湿潤な崩壊砂礫斜面下部や腐植土の少ない，やや無機質な岩蟹斜面に群生している。

　群落高が3m前後におよぶ草本第一層にはオオイタドリをはじめ，オオハナウド，オオヨモ

ギ，アカソ，ナンブァザミなどブナクラス域の高茎・広葉草原を特微づける種群によって90％前

後の植被に達している。繁茂する草本第1層によって，日陰の状態となっている草本第2層に

は，キツリフネ，ウワバミソウなど湿潤地に普通みられる植物が生育しているが，一般に個体数

は少ない。またサワグルミ林などの湿性林の林床にみられる，ジュウモンジシダ，サカゲイノ

デ，ミヤマベニシダ，バクモウイノデなどのシダ類も多くみられる。

　ミヤマシシウドーオオイタドリ群集は種組成的にも明らかなように，ブナクラス域の高茎，広

葉草原をまとめたヤマヨモギーオオイタドリ群団に属する草本群落である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大　野　啓　一）
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Nr．　d．　Aufn．：

Datum　d．　Aufn．：

Tab．39　ミヤマシシウドーオオイタドリ群集

Angelico－Polygonetum　sachahnensis

Meeresh6he（恥）：

Exposition：

Neigung　（。）：

Probef1註che（m2）：

H6he　d．　Vege亡atio且（組）：

Deckung　d．　Vegetatlon（％）l

Artenzah1：

調査番号
調査年月日

海抜高度
方　　　　位

傾　　　　斜

調査面
楠　　生　　高

植　　被　　率

出現種数

1　　2　　3　　4　　5
，72　　’72　　’72　　’72　　，72

7　　8　　7　　7　　8

25　　　1　　　25　　25　　26

960　！780　780　　780

SW　S
35　20　L　　L　　L
40　　100　　40　　28　　！4

2．5　2．5　　3　　2．5　　3

85　　90　　95　　80　　　95

！0　　21　　19　　3！　　25

Kenn－u．　Trennar匙e職d．　Ass．＝

　Poらgo／zz〃π5αoんαZ～ノz6／z50

　地ノーα（｝z〔3♂〃π漉‘♂α～

　A7zg8z加μ‘うθ∫o㈱vaLηz傭z〃πZ〃η6

Kennarten　d．　h6heren　Eillheiten：

　A7≠θ〃瓦5∫α刀ZO／Z’ζZπα

　Bo8んノπθ1’∫α〃’α乙功f∫

　Fだψθπ読4αんζz〃3孟56乃α彦～cα

　pzθo’ノーαπ’ん郡5たαノπθゐα

　C伽（や・♂々〃2z　g鷹∫Zθvar．273z幽・αz‘Z8

　Cαプ8灘η30Z〃α‘Zα

Begleiter：

　α1層5乞z‘ノππ4ψoπ∫‘z‘〃z

　Iηψα孟諭z32zoZf一彦αノz8写フ僧θ

EJα‘0∫‘81παz〃ノ368」♂α孟～‘ノπvar．ノπψ∫

　3αηめ～4α‘∫∫∫θゐ0♂4ガαπα

　五＠01”孟8α刀3αぐ1‘o∫如61リノα

　ノ17η〃α60プぬ孟α

　島’α∫ご’83ノ妙。／zガα65

　ゑ云1～くy7ゼπノηゑycπ050ノ僧z〃π

　＆‘o／zy〃π‘∫∫’8うoZ4ガαπz’∫

　Po4y5孟fcん乞〃3診’笠ψ如働。π

　ゐθ♂κ05αψオノ’z〃πノ妙。／zガα‘刀z

　A走θうfα〃一が南z∫α診α

　1）0砂∫彦ガ‘1ZZ〃πブ8‘1’0∫0一力αZθα6α〃π

　エ）’ツgρ孟81”37πoπ診∫ooZα

　Gyπo∫診θ〃zηzαρ8η孟砂1リノZZz‘ηz

　G8μノ｝zノ砂。／zゴα〃π

　CσκZ（ψ1聖y♂Zz〃π2ηみz‘5孟z〃π

　魏ゴ醐ωノ廊彦z〃πvar。8勧航

出現1回の種

群集の標微．種および区分種

　オオイタドリ

　オオハナウド

　ミヤマシシウド

上級単位の標二種

　オオヨモギ

　アカソ

　オニシモツケ

　カメノミヒキオコシ

　ミヤマトウバナ

　ヒメシラスゲ

随伴種

　ナンプアザミ

　キツリフネ

　ウワバミソウ

　ニワトコ

　ミヤマイラクサ

　ウド

　ブキ

　ミヤマシケシダ

　マユミ

　ジュウモンジシダ

　テンニンソウ

　ミツバアケビ

　サカゲイノデ

　ミヤマベニシダ

　アマチャヅル

　ダイコンソウ

　ルイヨウボタン

　オオウバユリ

4。4　5．5　5。5　4●4　　5・5

・　　　十　　　一1－　　1●2　十・2

。　1・2　・　　十　　・

2・3

2・3

十・22・2

・　3・4

・　1。2　　・

1・2　・　　。

！。2　十。2

十・2　十

2・2　十

● ●

。　　・　　十　　・　　・

。　　●　　・　1・2

÷

十

十

●

1・2

十

。

■

●

1・2

十

●

●

o

十

十

●

●

■　　　　　　　　9

o

●

●

●

●

●　　　　　　　　●

●

●

●

十

十

÷

●

●

1・2

十

十

1・2

十

1。2

十　　十

十・2　十

1・2　十

十　　十

十・2　十

・　　十

●　　　　　　　■

十・2

十

十

十

■

●

●

●

o

十・2十。2　・

●

●

●

●

o

2・2　十

率・2十・2

十　　十

十　　十

十　　十

AuBerdem　je　einmal　in　Aufnahme　Nr．1：3αZ耽力z躍g7rαイヌコジヤナギ÷；in　2＝八吻・θ’α5⑳58∬ガ♂∫∫

ミソガワソウ十，3α劣ゲ1・α9πル∫郎v．恵たz｛ゐz‘葱クロクモソウ2・3，A訪ツノゴz‘刀3μ8ノηノ帽α61zガ∫オオメシダ÷，
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Mカ73z‘Zz‘∫∫8∬f♂ケb♂如3オオバミゾホオズキ1・2，　Ro4g初巳∫～α♪04砂1～ッZZαヤグルマソウ十，　Poむ5‘ガ‘1zε‘〃z

7加げ06配α澱y∫カラクサイノデ÷，ゑノおα8〃雌フで∂μ∫如ノ〃ヒロバテンナンショウ十，0¢α〃5gγ据励ガミ

ヤマカタバミ十，5ノμ∫Zαc∫ノ～α1zoノ～406／z5～∫ナオバユキザサ十，　Tノ『〃加πオ∫01z．o／zo5始シロバナエンレイソ

ウ十，CILノ：y∫o》）Z8／z々〃μノ伽～び’6∠ホクリクネコノメソウ十3in　3：ノ13’躍わ6オ11πノ～ゐ8／gガv．ω〃g63∫αトリア

シショウマ十，σ漉。αぬ〃～わ8ノニg∫αノ～αイラクサ1・2，D～b∫‘oノ僧8α5〔ψ置β〃～♂o∂αキクバドコロ十・2，　C8如5‘7‘z’∫

oプ翻6z‘Zα6z‘5ツルウメモドキ十jn　4：D碑）01’～〃μ∫6∬∫Z8ホウチャクソウ十，ゐ忽～‘Zαノ・～α万∫01z8擁オタカ

ラコウ2・2，8081z〃38r∠απψo〃。／z～wαカラムシ1・2，　P∫♂8α1zα〃3αo’ミズ十・2，　Eg厩∫8甜〃多α測81z∫8スギナ

十・2，yガoJαgノ”068鵡∫タチツボスミレ十，聯oZαuαg！〃α如スミレサイシン十，　A血彦’α‘oご’α∫ケ～4’1z∫（！ρ一

彦or’5クサソテツ十，　Cαcα”α／3α5’α如v，　or～16〃如Zおヨブスマソウ十；in　5：Poち7go／zμ〃」C’‘砂∫4碗z〃πイタド

リ十・2，Po砂∫‘∫61z砂51∫5彦‘〃z41∫1zπリョウメンシダ十・2，　M881～α〃忽7〃≠～6ゲbZfαラショウモンカズラ2・2，

qy〃απ61μ〃πごα5‘4α伽πイケマ十，∠1彦／りη層ガτ〃μ〃ψ0ノ～’α〃πイヌワラビ十，　V∫oZα々Z‘∫αノ～α切αオオタチツ

ボスミレ十，3α疵α4αc1L加8π3おウマノミツバ＋，　CαZ伽疏6オブ1ぐαノ方～α如サルメンエビネ十，ノ1プど∫α8〃沼

αノz8’μ5如ごzρ〃v．ρ8～～加∫配α8コウライテンナンショウ十。

調査地　Fundorte（Nr．　d．　Aufn．）：Banbajima（1，3，4）；Sarukura（2）三Arimineko（5＞

、輿、

鰯灘

　Phot．53　登山道の野縁沿いに発達したミヤマシシウド一陽オイタドリ群集。

　　Bestanddes　Angelico．Polygonetum　sachahnensisaneinemWaldrand
des　Bergweges（S6gatake）．

　42）フジアザミーヤマ脚註ルブクロ群集

　　　C量τsi疑m　purpuratum－Campanula　ho皿doe箕sis－Ass．　Miyawaki　etal．

　　　1964（Legende　31，　Tab．40）

　火痢灰，粒子のあらい砂，小島などの畠物が風雨によって絶えず移動する崩壊地は，そこに生

育する植物にとってもっともきびしい立地条件となっている。植物の生活基盤である較物が絶え

ず移動する所ではいかなる植物の生育も認められないが，砂礫の動きが少なくなると裸地に接し

てフジアザミ，フキ，コウゾリナ，ヤクシソウなどのキク科植物が侵入し先駆植生を形成する。
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この先駆植生は定期的に砂礫移動が生じる不安定地では持続群落として生育するが，砂礫の移動

停止などによって一度礼物が安定するとヤシャブシ，ヤマハンノキ，タニウツギ等の木本植物が

侵入して低木群落へと移行する。

　富山県下の山地帯崩壊地には崩壊土砂の埋積に耐えることができるフジアザミ，ヤマホタルブ

クロ，ヤクシソウによって特徴づけられるフジアザミーヤマホタルブクロ群集が認められる。調

査されたフジァザミーヤマホタルブクロ群集は海抜750mと840mの地点で谷に面した傾斜角40

～50度の崖錐状崩壊地というきわめて不安定な立地に生育しているものであった。フジアザミは

日本におけるアザミ属（α競z〃7z属）の中では最大で，8～！0月頃に紫色の詞花を下向きにつけ

崩壊地を彩るが，調査時期が初夏であったため植生高が40cm以下と秋のものに比較して草丈の

講

蒸婦漏鍵』寵 繋鑑

三難霧

、i幾ヒ

灘

．簑

繕1

轟
藷藩

誕馨嚢饗”錘

　Phot．54砂礫移動の激しい崩壊斜面に，先駆的に発達したフジァザミーヤマホタ

　　　　　　ルブクロ群集。

　　Cirsium　purpuratum．Campanula　hondoensis．Assり　dieals　Pioniere－
Gesellschaft　auf　einem　Bergrutschhang　sich　entwickelt　hat，　wo　die　Bewebgung　von　Sand

und　Klies　stark　ist（Momosegawa）．
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　　　　　　　　　　Tab．40　フジアザミーヤマホタルブクロ群集

　　　　　　Cirsium　puτpuratum－Campanula　hondQensis－Ass．

Nr，　d．　Aufn．：　　　　　　　　調査番号　　 i1　2
Datum　d．　Aufn．：　　　　　　　　　調査年月日　　　　’72’72

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　　6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15　15
Meeresh6he（m）：

EXDos玉tion：
　ゐ
Neigung（。）：

Probeflache（m2）＝

H6he　d．　Vegetation（cm）＝

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzah1：

海抜高度
方　　　　位

傾　　　　糾

調査面積
植　生　　高

植　被　率

出現種牛

750　750

N　　N

50　50
6　　6

30　20

25　25
6　　8

3　　4　　5
’72　　’72　　，72

6　　6　　6

16　16　16
840　　940　　840

E　　E　　N

45　40　40
6　　8　　6

40　40　35
30　30　30
10　7　　6

Kenn．　u．　Trennarten　d．　Ass．：

　αプ5加μρz6ψππz孟z〃ノ3

　Pα渉アゴπfαηだ♂0∫α

Trerlnarten　d．　unteren　Einheite11：

　Bo61ηノτθズ如功ごビα如

　c／θ〃3α6∫3　5’απ5

　0αηψσπzζ♂α1呂01κ勧7z3～∫

Z∬8痒55‘oZoπ⑳ハz

　Bo8んノπθ擁α診ブどα個ρゴ∫

　yoz‘π9’α46／z批㍑Zα診α

Begleiter：

　1）β’α5．’云65ノ曜）o／z∫ごz‘5

　妬5cαノ～診んZ‘∫5ガπ6〃5ガ5

　Pκプ’51z∫β鷹ご。漉∫var．　gZαムノで5‘8／z　5

出現1園の種

群集の標目種および区分種i

　フジアザミ　　　　　　2・3

　オトコエシ　　　　　　　　十

下位単位の区分種

　コアカソ　　　　　　　　　十

　クサボタン　　　　　　　十

　ヤマホタルブクロ　　　　　十

　イワニガナ　　　　　　　　十

　アカソ　　　　　　　　　　　・

　ヤクシソウ　　　　　　　　●
随伴：種

　フキ　　　　　　　　　　　・

　ススキ　　　　　　　　　　・

　コウゾリナ　　　　　　　　・

1。1　2・2　2。3　2・3

。　　十　　十　　・

十

十

十

十

●

●

・　　　　　　　　●　　　　　　　　■

●　　　　　　　　●　　　　　　　　●

●　　　　　　　　●　　　　　　　　●

・　　　　　　　　●　　　　　　　　●

十・2　十・2　1●2

十　　・　1・2

1・1　十・2　1り2　十・2

1・1　十・2　1・2　一←・2

十　　十÷・2　十

AuBerdem　le　einlnal　in　Aufnahme　Nr・3：・47≠θ〃3∠∫’α♪ノ『～ノzαψ∫ヨモギ十，　CαZα17zα9’ノ℃読51zαた。／z812∫∫3

ヒメノガリヤス十，R～必z∬♪1zo伽’ooZα5！～‘∫エビガライチゴ十；in　4：50／zc1臨5α砂8’・オニノゲシ十。

調査地　Fundorte（Nr，　d・Aufn・）：Mlzunashl（1，2）；Higashilna亡adan三（3）l　Momose－gawa（4，5）．

低いまばらな群落を形成していた。

　フジァザミーヤマホタルブクロ群集はかつてはフォッサマグナ地域に限られて生育していたも

のと考えられるが，現在では本州中部地方の崩壊砂礫地や河川の流水によって破壊作用を受ける

立地に二次的に拡がっている（宮脇・大場・村瀬1964）。

　フジァザミーヤマホタルブクロ群集の他に山地帯の崩壊地には雪崩の末端にあたる枝沢が本谷

と合流するような肥沃な崖錐地にオオイタドリやオニシモツケを主体とする大形の高茎草原が認

められる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（原　田　　　洋）
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7．風衝低木群落Windexpo鳳ie罫te　Geh61zgesellschaft（Legende　32）

　43）タカネイバラーシモツケソウ群落

　　　RosααcεcπZαrε8　var．πε即。ηθπsεs－FεZεPθηdωZαη硯Z緩ノπ9α一Gesellschaf重（Lege凱de　32，　Tab．41）

　北アルプス北部の日本海にはりだした富山県東部山地の山頂や山稜付近には，冬季の季節風の

影響による風衝低木林や風衝草原が発達している。日本海側多雪地域のブナクラス域上部にみら

れるミヤマナラ群集は風衝の影響のきびしい立地に成立した風衝低木群落の一形態である。

　今回，僧ケ岳で認められた風衝低木林は群落高が70cm前後で，ミネカエデ，ナナカマド，キ

ャラボク，ミヤマホツツジなどからなっている。山頂部の仏ケ平には，これらの風衝低木林の聞

に，風衝草原が拡がっている。この風衝草原は，シモツケソウ，カラマツソウ，ニッコウキスゲ，

コメススキなどを主体とするもので，タカネイバラ，ミネヤナギなどの低灌木類がわずかに混生

譲…繋霧 欝綾羅畿

難鐵
　　　　　　　　　　鑛

　Phot．55僧ケ岳の［⊥順部に広く発達するタカネイバラーシモツケソウ群落。

　R・5αα‘∫α‘／αフゴ5var．ノ～吻・η8／z∫’∫一研ψ8π42廊耀‘切z馨α一Gesellschaft，　die　auf　dem

Gipfel　des　Berges　S6gadake　wei亡verbreite之ist（1，855m）．
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　　　　　　Tab．4！　タカネイバラーシモツケソウ群落

Ro∫αα6どα‘」αノおvar，ノz∫〃）o／z6／2∫’5」ヴ♂ψ8ノ～読‘Zαノ〃‘Z孟びz解．Gesellschaft

Nr．　d，　Aufn．：

Datum　d．　Aufn．：

Meeresh6he（m）：

Exposit量OI1；

Ne1gung　（。）＝

Probeflache（mり：

H6he　d．　Vege．tation（cm）：

Deckung　d．　Vegetation（％）；

Artenzahl：

調　査　番　号

調i査勾三月　日

下

方

傾

調

植

植

出

抜　高　度

　　　　位

　　　　斜

査　面　積

　生　　高

　被　　三

野　種　数

Trennarten　d．　GeseHschaft：

　F～1♂ψ8／z漉‘♂α〃π4孟’ノ～’9π

V81¶α‘ノ’Z〃ノ切3αα読’～var．ノ妙・ノZ∫α・〃Z

　E～ψ1ηπ5忽f／z∫～8フ～∫5

RO5ααぬ‘Zαプ’5　var．πψρ0／z8・～5お

　品1’．τ2－o～πガが

Begleiter：

飾〃昭’『・・αZ〃∫〃物語6・z4・ノが∫var．85α珈’α

　TんαZ∫砿〃〃παgκガ塗9’施〃Z〃μ

　D8∫6／協〃ψ∫～α∫／8エZ‘05α

　ぬプ〃α∬〆α♪α∫z‘5’ノゴ∫

　50〃4490窃1召π一α～〃‘8αvar．♂8∫0・αψα

　施∫診～καo刀加α

　αψ〃5彦フガb〃α

　PIZ（碧’qμ81廊ρ0らψ0♂’016距∫

　1）o聰。ノπ‘〃乙∫α‘乃．αZ1／zθ〃∫8

　G8〃～ゴαノ～αノ刀．αた’刀0ど

　Cα2一θ∬oぼyαノ～訪π

　Bu8切’如訪z～‘〃’α8

　八4詑ガαノZオん（～〃π‘〃露4～Zα乱Z勘〃μ

　Cα」αノμ㎎γ05〃∫ゐα疋。／zθ〃∫∫∫

　翫ノーα6zα‘〃，4〃ご6

　CαZα1π49ノ亭05麗5♂αノ馨層340’”ガ

　Bゆ♂α〃層・‘〃μ・〃9’ガノ記如彦～〃μvar．ゐ’『6Uガ1U4～αオ・〃〃

　C認α〃雄9フ’03擁5ZO／zg∫58君α

　％66初加πτ源∫．～‘あ忽

言周三査重池　Fundo1’t：S6gatake．
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　話

する程度である。この風衝草原はシモツケソウ，シュロソウなどによって識別されるタカネイバ

ラーシモツケソウ群落とされた。

　同質の風衝草原については，表EI本の丹沢山地で宮脇ら（1964）によって，フジァカショウマ

ーシモッケソウ群集として報告されている。日本海側の風衝低木林や風衝草原については富山県
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東部山地の海抜1700m前後のブナクラス域上限付近の風衝的な：立地を示めす山頂付近や山稜沿い

に発達していると考えられるが，今後さらに調査されることによって山地帯風衝地群落の単位が

明確に把握されることが期待される。　　　　　　　　（大野啓一）

8．低層湿原植生Nie“ermoor・Vegetatio鳳（Lege血de　33）

　池沼や沼沢地におけるヨシ群落のうちで，水面からやや陸よりの低湿地にはしばしばスゲを主

とした草原が生育している。ヨシは水際の常に無機栄養を含む泥土の供給がある場合に密生した

草丈の高い群落が帯状に生育するがその後方では，生活力はおとろえ，スゲ草原の中でわずかに

点在するのみとなる。一方スゲ類はやや貧養立地条件下で優勢である。

　富山県内の各地にはこの大形スゲ群落の生育地が見られるが，今陵では猫池を中心に，その周

辺域で大形スゲ群落の調査が行われた。同所にはアゼスゲとカサスゲの優占する群落が見られた。

この二者は隣接群落として本州各地で出現している。これらはそれぞれ，アゼスゲ群集とカサス

ゲ群集に命名されている。

壌灘 灘鱗 麟

鍵灘・驚灘蓑・

Phot，56猫池の低層湿原の周辺部に見られるヤマドリゼンマイの優噛する植分。

　Ein　Bestand　mlt　domlnierendem　O5〃μ〃～磁5’ノマ〃ノπ～〃ノ～αノπo〃～8～〃μ　var．α51αオ～α‘〃多，1n

der　Umgebung　des　Flachmoores　Neko－Ike（1，020m）．



132

　44）アゼスゲ群集（チゴザサーアゼスゲ群集）

　　　Caricet謎m　thu庶bergii（lschno・Caricetum　thunbergii）Miyawakieも

　　　Okuda　1972　（Tab。42）

　アゼスゲ群集はアゼスゲを標離漿とするスゲ群落の一つである。群落高は20～30cm範囲にあ

り，アゼスゲは根茎から細い葉を密生する。共存する種群にはエゾシロネ，ミズオトギリ，ヒメ

シダなどである。猫池の場合には，コケ層をもち，ミズゴケが優占することが特に特徴的であ

る。コケ層は60％に達することがある。

　土壌は蒸熱土を主体とし，水はけが悪、く，表流水は，流水よりもむしろ，周辺部からの地下水

の浸出したもので供給される。したがってスゲ類による低層湿原としてはもっとも貧養条件下に

生育している植生である。しかも，猫池のように，ミズゴケを伴うアゼスゲ群落は，むしろ中間

湿原にもっとも近いものといえる。

　アゼスゲの分布は広く冷湿帯地域では，普遍的に生育している。したがって地域によって種の

結びつきに差があり，地域的ないくつかの群集が記録される可能性がある。さらに近似種のオオ

アゼスゲ（日光戦場ケ原などに産し，谷地坊主を形成する）やヌマァゼスゲを主とする流記との

比較検討も必要である。

　ひおセ　ア

懸
編

／．

翻

灘罐
　　　PhOt．57　アゼスゲ群集の開花期の季観。

BIUh－Aspektdes　Caricetum　thunbergii（Neko－lke）．
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　45）カサスゲ群集

　　　Car丘ceもum　dispa玉atae　M：圭yawak量etOkuda1972（Tab．42）

　カサスゲ群集はカサスゲが密生し，群落高が40～50cm内外になる。生育地は，無機栄養塩類

に富む表流水にうるおされ，土壌は砂質で，時に多量の糀質土を含む。群落構成種は，アゼスゲ

群集と共通するエゾシロネ，ミズオトギリ，ヒメシダなどが生育するが，カサスゲの被度は高

く，常に植被率の70％内外をしめる。

　猫池およびその周辺で見られたカサスゲ群集は3つの下位区分が可能である。オオミズゴケ下

位群落は，地表にオオミズゴヶが厚い被度・群度で密生し，中間湿原生のミカズキグサ，トンボ

ソウの一種も生育する，カサスゲ群集としてはきわめて遜れな植生単位である。これは利賀村岩

淵で記録されたが，水分条件は地下水の影響を強く受けていると考えられる。一：方細尾峠ではシ

ケシダ，ママコノシリヌグイ，オトギリソウの一種，ミズバショウなどによって区分される下位

群落が見られた。これは富栄養な表流水の影響を強く受けているためと考えられる。典型的なカ

憲．

鋸譲灘繋

疑・・》

露難醗

離

職

げ♂’

欝．

』難

球．

鍵盤．
　　　　　　同綿画

・．欝

　．ま：下灘
　　　　Phot．58　カサスゲ群集におけるカサスゲの開花状態。

Bl藤tederCα1で¢♂碑）αZα’αim　Caricetu瓜dispalatae（Neko－lke）．
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Tab．42大形スゲ群落
　　　Gro億seggen．Gesellschaften

a　アゼスゲ群集

　　Caricetum　thunbergii
b　カサスゲ群集

　　Caricetum　dispalatae

Nr．　d．　Aufn．：

H6he昼，　Meer（m）：

Gr6Be　d．　ProbeHache（m2）：
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Deckung　d．　Krautschicllt（％）
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サスゲ群集は，カサスゲの優堕する特別な総州をもたない群落単位である。

　カサスゲ群集は，最初利根川沖積低地の植分で記録された（Miyawakh．　Okuda　1972）。カサ

スゲはアゼスゲと同様その分布は広く，日本全国の冷温帯から暖温帯に分布している。カサスゲ

の生育が優勢で一般に群落共存種は少ない。しばしば人為的な刈取りによって持続している露分

も見られる。

　カサスゲによく似た立地空間をしめるオオカサスゲは，より寒冷な気候条件下に生育する。尾

瀬ケ原ではオオカサスゲ群集が記録されている。　　　　　　　　　　（奥　田　重俊）

C　コケモモートウヒクラス域（亜高山帯）

　　Vaccinio・Piceetea・Gebiet（Subalpi蹴eSもufe）

　我が国に残されている広域的な自然植生としての針葉樹林の生育域は，いおゆる亜高山性針葉

樹林帯と呼ばれ，富山県土では海抜1200～2000m前後の地域である。本州の代表的な亜高山性針

葉樹林はシラビソ一路オシラビン群集であるが，寓山県の大部分を含めて日本海側の多雪地帯で

は，その発達は良くない。したがって，偽高山帯とも呼ばれるように本来亜高山針葉樹林帯の一

部に生育する夏緑低木群落のダケカンバ群集，オオコメツツジーハッコウダゴヨウ群落（立山中

腹部）などが，おきかえ群落としてかなりの面積を占めている。

　また漢谷の多い富山県土ではドロノキーオナバヤナギ群集，コマガタケスグリーオオパヤナギ

群落などの漢畔林，さらに崩壊斜面や水辺の高所・広葉草原今生などもモザイク状に交錯して発

達している。

　日本海側の亜高山帯特有の各種植物群落の植物社会学的な把握と，その配分を植生図化された

現存および潜在自然植生図（未印醐）からシラビソーオオシラビソ群集の発達が不十分で，その

生育面積も限られていることが明らかにされた。半面，いわゆる亜高山帯の植物群落は豊富であ

り，多雪地帯のため融雪時の崩壊などによって不安定な立地も少くない。富山県の東南部を主に

かなりの面積を占めている亜高山帯の植生と，その生育：立地も含めた自然保護と，その許容範囲

内での県土計画の策定，実施の前提条件として十分な考察がのぞまれる。　（宮　脇　　　昭）

1．亜高山針葉樹林　Sabalpine　Nadelholz・Gesel蓋scheft（Legende　10．11）

　46）シラビソーオオシラビソ上群集

　　　Aもieto－Abietum…nariesii（Maeda1958）・Ass．一GrupPe　M圭yawaki　et＆1・1968

　　　（Legel隻de　10，　Taも．43）

　山地帯に広く生育するブナ林によって代表される夏緑広葉樹林は海抜高度の上昇にともない次

第にその生活力が低下し，亜高山帯の針葉樹林へと移行している。山地帯の上限から森林限界付

近までのいわゆる亜高山帯にはオオシラビソ，コメツガ，トウヒなどの常緑針葉樹が黒々とした

挙調な樹林帯を形成している。一般に裏日本型気候域においてはオオシラビソ林の分布下限はブ
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ナの分布上限と境を接して両三の境界を明確にしている。

　富山県下の常緑針葉樹林は東部の立山および後立山逮峰に分布の中心がある。しかし，冬季北

西季節風を直接受ける毛勝山から剣岳，立山，薬師岳へと南北に続く立山連峰においては湿潤多

雪な環境のため針葉樹林の生育は不良である。それに対し第2線山稜となる朝日岳，白馬岳，鹿

島灘岳，三俣蓮華岳と立山連峰に並行して走る後立山連峰では発達良好な林分が見られる。雪崩

にともない生じる物理的な破壊作用を受ける沢状地や冬季偏西風の風下側にあたる主稜山脈の東

側面には針葉樹林に代ってダケカンバ，ミヤマハンノキ，ウラジロナナカマドなどの夏緑広葉樹

の低木林が生育している。雪圧のため根元から綾曲化した夏緑広葉樹は明るい林分を形成し，直

幹でうす暗い常緑針葉樹林と対照をなしている。一方，尾根部ではオオシラビソ林は強い風衝の

ため低木疎林となり，高山植生のハイマツ群落へと移行している。

　このように山地帯から高山帯との間に一つの帯として広がる常緑針葉樹林はオオシラビソ，ト

ウヒ，ミネカエデ，アオジクスノキ，ミツバオウレンなどの欝欝によって特徴づけられるシラビ

ソーオオシラビソ上群集にまとめられる（宮脇他1969）。シラビソーオオシラビソ上群集はダケカ

γバを高木層に伴生し，相観的には針広混交林を形成している。低木層にはオオシラビソ，トウ

ヒなど針葉樹の幼樹やミネカエデ，ナナカマド，コヨウラクツツジ，オオカメノキ等の夏緑広葉

樹が高常在度で出現している。緩斜面ではチシマザサが侵入している林分も見られる。その他，

林内にはアオジクスノキ，オオバスノキ，ウスノキなどのスノキ属（y6‘60ガフz∫z6刀3属）が特1数的に

生育している。草本層にはイワカガミ，マイヅルソウ，タケシマラン，ミツバオウレン，コミヤマ

脚

難

Phot．59　日本の亜高山帯には広くコメツガ，オオシラビソなどの針葉樹林が発達する。

　In　der　subalpinen　Stufe　Japans　wachsen　weiもverbreite亡subalpine　Nadelholz．Gesellschaften

mit　T5μ9α伽8ノ吻b伽泌∫β5刀zαブ’8躍（Kumanotaira）．
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カタバミなど小形草本植物が召命度ながら高常緯度で認められた。

　シラビソーオオシラビソ上群集は地形に起因する局地的立地条件の相異にもとづき下位区分さ

れた。すなわち，風衝作用を強く受けるため低木林化したクロマメノキ亜群集，尾根や急傾斜な

貧養地に生育するコメツガ亜群集および騒騒，富養で表土の深い立地のカニコウモリ亜群集とで

ある。

　クロマメノキ亜群集は立山弥陀ケ原周辺と太郎山に認められた。弥陀ケ原は地形が平坦なため

ササ草原や雪田性の湿原が広く分布している。これら周辺の凹状地，窪地にはオオシラビソ林が

団塊状に存在している。このオオシラビソ林は強い風衝を受け樹高が低く，通常4～7mでオオ

シラビソの植被は低く疎生している。駿生化しているため樹高はないが，胸高直径30c皿以．ヒに発

達しているものも見られる。低木類の発達iは著しく70～95％の高い難題率を占めている。特にチ

シマザサとクマイザサが一面に林床をおおっている。クロマメノキ亜群集はクロマメノキ，アカ

モノ，シラタマノキ，ウラジロハナヒジノキなどの欝欝によって区分される（Tab．43では省略）。

　コメツガ亜群集はコメツガ，ムラサキヤシオ，アカミノイヌツゲ，キタゴヨウなどによって区

分される林分で，急登斜地や尾根部の野饗立地に生育している。コメツガが優饗し相観的にはコ

メツガ林を形成している林分も見られる。種組成的にも岩角貧養地に生育するアカミノイヌツゲ

ークロベ群集に類似している。常緑の落葉が堆積し，不透性の菌糸網層を形成している林分も認

められる。

瀬腰細籍鳳隔

離蟻

麟講式錘

馨難i難

　Phot．60　日本海側の多雪地域でぱ，亜高i⊥1帯針葉樹林の生育は悪く，夏緑低木群

　　　　　　落や，高茎草原がかわって発達している。

　In　dem　schneerelchen　Gebiet　der　Japanischen　Meeresse1ten　wachsen　subalpinen－Nadelhol

zwaldem　nicht　gut．　Als　Ersatz　entw三ckeln　sich　sQmmergrUne　Strauch　GeselIschaften　und

Hochs亡auden（Asahidake　2，418m）．
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　カニコウモリ亜群集は高海抜地に生育し，特に標高2，000m以上の立地において優勢である。

群落構成種は亜群集中で一番多く，区分種にはゴヨウイチゴ，カニコウモリ，エンレイソウ，シ

ラネワラビ，オオバショリマなど多年性草本植物があげられる。

　シラビソーオオシラビソ上群集の林内は日光が厚い常緑針葉の樹冠にさえぎられるためうす暗

くなっている。また，雲霧により生じた樹雨が降下し湿潤な環境を形成している。オオシラビソ，

トウヒ，コメツガなどの常緑針葉の落枝葉は樹脂に富むため地中の小動物やバクテリアが好まず

分解が遅れる。したがって落葉層が厚く堆積するとともに粗腐植が形成され土壌は酸性化する。

そのため群落構成種には酸性土壌の指標植物が多く生育している。

　シラビソーオオシラビソ上群集は高海抜地では次第に樹高が低くなり，やがてハイマツ群落や

ミャマハンノキーダケカンバ林へと移行している。森林限界線は立山から後立鳴連峰までの断颪

を考えた場合，立山西面においてもっとも低く，東側に移行するに従い次第に高くなり，後立

山連峰東面（長野県側）でもっとも高海抜地にまで上昇している。森林限界については今西

（1935）の詳細な報告がある。さらに，西から東に移行するにつれて森林限界が高所に上ると

ともに主稜の方向については南に行くほど上昇している。すなわち，森林限界線は主稜と平行

な平行に対しても傾きをもち，一般には北部の方が低く，南部が高いことを示している　（今西

1935）。

　森林限界線を構成している樹種は必ずしも針葉樹林のオオシラビソとは限らず，雪崩を受けや

すい谷頭や凹状斜面ではダケカンバ，ミヤマハンノキ等の夏緑広葉樹または一部カラマツ林に置

き代っている。

　4わ三三コメツツジーハッコウダゴヨウ群落

　　　飢040dεπ♂roπfrεπθrびe－Pε照8んα擁odθ7ε8fs－Gesellsc難aft（Legende　10，愛aわ．44）

　ハッコウダゴヨウ低木林はオオシラビソ林とハイマツ低木林との移行帯に発達し，特にチシマ

ザサ草原領域の中に団塊状や小回状に群落を形成している。ハッコウダゴヨウは分類学的にはハ

イマツとキタゴヨウとの雑種とされ，主幹が斜上することおよび種子にきわめて短い翼をもって

いることによって両者を区分している。すなわち，ハイマツは主幹が横臥し種子にまったく翼を

所有していない。一方，キタゴヨウは主幹が直立し，種子の翼は大形で種子より長いのが特徴で

ある。天然分布は立山弥陀ケ原のおよそ北緯：36。38ノが南限地となっている（林1969）。

　富山県下のオオコメツツジーハッコウダゴヨウ群落は朝日岳，夕日ケ原，立山弥陀ケ原，大日

平，太郎兵衛平，白木峰などの海抜1，600～2，000m前後の地域にオオシラビソ林の代理群落とし

て生育している。調査されたオオコメッツジーハッコウダゴヨウ群落は樹高3～6mの低木群落

を形成している。群落構造型にはハッコウダゴヨウーチシマザサ型，ハッコウダゴヨウークロベ

ーチシマザサ型，ハッコウダゴヨウーオオコメツツジークマイザサ型，ハヅコウダゴヨウーチシ

マザサーーハイイヌツゲ型などのタイプが認められる。また，調査はされなかったが大日平や太郎
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兵衛平にはハッコウダゴヨウーチシマザサーショウジョウスゲ型やハッコウダゴヨウータテヤマ

ザサーオオコメツッジーヌマガや型など林床に湿原植物が優難した林分も見られた。

　オオコメツツジーハッコウダゴヨウ群落は木本植物の発達が著しく，クロベ，オオコメツツ

ジ，アカミノイヌツゲなど乾燥した岩上と湿原周辺の湿潤地との乾湿両端に出現するという生態

的特質をもった種群が多く生育している。量的に多いチシマザサ，クマイザサなどのササ類は被

度3～5の高被度，高常在度で出現している。したがって，相観的には，罎性化した木本植物と

ササ類（特にチシマザサ）との混生群落形態を示している。

　オオコメツッジーハッコウダゴヨウ群落は，湿原に接した平坦地や緩斜面および風衝草原の中

の窪地など粘質土壌の湿潤地に多く認められる。特に弥陀ケ原の弘法，追分の熔岩台地上は湿原

となり，それを浸蝕する羅漢谷の縁辺にのみ針葉樹が発達し，排水の悪い台地にはオオシラビソ

に代わってハッコウダゴヨウが群落を形成している（本多1962）。

　48）カラマツ群落

　　　1ンαrεκ，θp彦oZθpε8軸Gesellschaft（I」egende　11）

　カラマツ群落は日当りの良好な崩壊地の欝欝部や河川の氾濫原など不安定な立地に生育してい

る。また，カラマツは崩壊により土壌が剥落した出せ尾根や火山灰土壌などきわめて乾燥した立

地と，湿原周辺の多湿な湿潤地といった環境的にまったく反態の立地に生育している。富山県下

の自然生のカラマツは立山奥大日岳南斜面や水品岳，赤虚字西斜面の黒部川上流部において乾燥

縫 難球避難薪難霧難萎無難

　　　　　　　　灘謬

鎌懸隔，懸紙蜜灘
　　　　　Phot．61回安定な立地に先駆的に発達したカラマツ群落。

　五αr耽勿〉オoZψf5．Gesellschaft，　als　Pionier．Vegetation　auf　labilen　Standorten（Oberlauf

des　Kurobe・Flusses）．
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地型の林分が見られる。一方，湿潤地型のものは雲ノ平や高天原の湿原周辺に単木的，散在的に

生育している。このように乾燥地と多湿地との両極端な立地に生育するカラマツ群落は群落閥で

の競争力が弱いため生態的最適生育域（Okologischer　Optimalbereich）が種本来の生理的最適

域からはずれた第2等の立地へと追い出されている（Walter　l964）。

　カラマツは春季に青緑色の新芽を芽ぶき，のちに鮮緑色となり，さらに秋季には黄葉し落葉す

るという四季ごとの季観を明白に示している。本来，カラマツは中部地方，関東地方および一部

東北地方の亜高山帯を中心として山地帯，高山帯にまで不連続的に分布している。別名フジマツ

やニッコウマッともいわれるように富士山や日光周辺に特に多く，発達した群落を形成している。

これらの地方は我が国でも夏季冷涼で冬季に寒さがきびしいという大陸的な気候下の地域である

（巧木　玉969）。

　調査された赤牛岳山足の崩壊性土砂が堆積した尾根部に生育するカラマツ群落はカラマツとコ

メツガが樹冠を形成し，高い植被率でおおわれている。高木第2層にはオオシラビソ，トウヒ，ク

ロベ等の常緑針葉樹が樹高7m以下で生育している。低木層にはクマイザサの被度・群群が4・5

と優占し林床一面をおおっている。また，ムラサキヤシオ，コヨウラクッッジ，オオバスノキ，

バクサンシャクナゲなど貧養立地に生育するツツジ科の木本植物が出現している。草本層は植被

率10％と貧弱である。草本植物にはマイヅルソウ，タケシマラン，ミヤマママコナ，イワカガミ

などわずか4種が認められたにすぎない。

　このカラマツ群落は比較的安定した立地に生育するもので，群落内にはオオシラビソ，　トウ

ヒ，オオバスノキ，アオジクスノキ，マイヅルソウなどオオシラビソ林の構成種が多数出現して

いる。これは立地の安定化に伴い次第に亜高山針葉樹林のオオシラビソ林に遷移する途中相の林

分と考えられる。したがって，種組成的にはシラビソーオオシラビソ上群集のコメツガ亜群集に

所属される林分と考察される。しかし，富山県内には自然生のカラマツ群落がきわめて少ないた

め相観的にも特徴のあるカラマツ優占林分を独立した群落として記載した。その他，針ノ木谷の

河床氾濫原には河辺植生の中にカラマツがパイオニア植物として侵入している林分も認められ

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（原　田　　　洋）

2．夏緑低木群落Subalpine　G曲61z・Gesellschaften（玉egende　12）

　49）ダケカンバ群集

　　　Betuletum　ernlani圭Suz．一Tok．，　Okamoto　et　Honda　1964（Tab。45）

　亜高山帯の上部から下部にかけて，多雪や雪崩などの機械的な破壊作用を受けるところには，

シラビソ『オオシラビソ群集などの亜高山常緑針葉樹林は発達できず，落葉低木と広葉草本植物

とが結びついた広葉草本一低木群落が形成される。とくにB本海側の多雪地の山岳では，このよ

うな植分が広い面積を占める自然的な持続群落である。上層にはダケカンバ，ミヤマハンノキが

優冒した群落は，亜高山性針葉樹林帯の漢谷沿いに非帯状的に分布し，高山帯下部ではハイマツ
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　Phot．62亜高ぽ喘：に発達する，ダケカンバ，ミヤマハンノキなどの低木林と高茎

　　　　　　広葉草本植物からなるダケカンバ群集。

　Betuletum　er皿ani1　mit君召’r4Zα8rノ’～α2z猷A伽z‘∫ノノ’αα：ピη凄。朗。厩finderStrauchschicht

und　H◎chstauden　in　der　Krautsicht（Asahidake）．

と接して，しばしばモザイク状の群落を形成する。

　この種の広葉草本一低木群落は，相観的に同一と見られる群落でも，この種類組成には変化が

多いうえ，地域によってもかなり異・なっている。大場（1973）は中部本州の亜高山帯上部から，

高山帯下部にわたって最も広く分布しているミヤマハンノキ，ダケカンバ，ウロジラナナカマド

を主とした群落を，オオバヒョウタンボクをもつことで東北地方のミヤマハンノキあるいはダケ

カンバ群落と区分されるウラジロナナカマドーダケカンバ上群集を認めた。

　ダケカンバ群集はこのウラジロナナカマドーダケカンバ上群集域において，ベニバナイチゴ，

ミヤマメシダ，キヌガサソウ，カラクサイノデなどによって区：分された太平洋岸型のタカネノガ

リヤスーダケカンバ群集に対応する日本海岸型の群集という。富山県で認められたダケカンバ群

集も，2つの亜群集が下位区分された。

　典型亜群集は多湿で，雪崩が強く作用する立地にみられる群落である。一般にダケカンバが後

退してミヤマハンノキ，ウラジロナナカマドなどの低木が主体となった群落高以下の植分からな

っている。・

　ダケカンバ亜群集はハリブキ，ダケカンバ，シラネワラビ，オガラバナ，オクノカンスゲによ

って識別された群落である。典型亜群集の生育：立地に比較して雪崩の影響の弱いところに生育し

ており，群落構成種群も多く，群落高は3～4m前後で，しばしば8mに達したダケカンバをと

もなった植分もみられる。
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　Tab．46　バクサンシャクナゲーダケカンバ群落

R1～040礁π4プ。ηろ7uoんγ‘αψπ7ルB飲4♂α6η7zαπ∫f－Gesellschaft

Nr．　d．　Aufn．：

Meereshδhe（皿）：

Exposition：

Neigung（。）：

Probeflache（m2）：

H6he（玉．　Baumschicht（m）：

1）eckung　d．　Baumschicht（％）：

Hδhe　d．　Strauchschicht（m）：

Deckung　d．　Strauchschicht（％）：

H6he　d．　Krautschicht（m）：

Deckung　d，　K：rautschicht（％）：

Deckung　d．　Moosschicht（％）：

Artenzahl：

調査番号
海抜高度
：方　　　　位

傾　　　　斜

調査面積
高木層の高さ
高木層の植被率

低木層の高さ
低木暦の植被率

草本層の高さ
草本層の植被率

コケ層の植被率

出現植数

1　　2　　3

244024202400

　　　　　N
一　　一　　45

100　　100　　64

7　　5　　7

70　80　60
1　　2　1．5

40　40　30
0．3　0．2　0．5

40　30　85

70　70　85

21　23　24

Trennarten　d，　Gesellschaft：

　138’z4αθ1・〃zζηzノゴ

　yαoご∫πfz‘η’oηαZケb∫♂z‘〃z

　／1Zη㍑∫2παぼカμ0τθ∫6堵ガ

　エ）ノツ（ψ’θノ’∫∫αz‘∫孟プ’α6α

Begleiter：

　P∫2zz∠5ノ）2〃2認α

　Rん。ゐ4θノ2ゐη1zう1rα01魂y‘αψz‘ηz

　Rπ∂z‘∫ρ8滅z‘z‘∫

　＆7・ゆオ（ψz65∫‘プ（ψ彦妙。認8∫

　▽「ασ6’ノz∫z‘〃3η露∠5．ガ磁8α

　5ん0～’擁α50Z磁π6”0’漉5

　Coプ，zz‘56αノzπ68π5f∫

　vαcc∫π々‘ηL　5ηzα♂♂ガ

Moose　u．　Flechtenr

　TんZ‘認～μ〃Jsp，

　P・嬢プ旧訓sp．

　D諭襯z〃μsp．

　C♂α40／zゼαsp．

　琢♂oωη多如〃3ψ」8／z60／z5

　0ノ’‘1LO〃3疵（ψ5’54∫♂α如’α

　ム4＞加ノμsp．

　亀）1zα9／zz4〃z　sp，

群落の区分種

　ダケカンバ

　クロウスゴ

　ミヤマハンノキ

　シラネワラビ

随伴種

　ハイマツ

　バクサンシャクナゲ

　コガネイチゴ

　ヒメタケシマラン

　コケモモ

　イワカガミ

　ゴゼンタチバナ

　ナオバスノキ

コケ類と地衣類

B
S

S

K

S

S

K
K
K
K
K
K

M
M
M
M
M
M
M
M

4・4　4・4　4・4

十　　十　1・1

・　2・2　2・2

2・2　。　　十

3・3

2・2

！・2

十

●

2・2

十

3・3　2・2

2・3　3・4

十　　十

十　　十

2・2　十。2

十　　。

十　　・

。　十・2

4・4　4。4　4●4

十・2　十　1・2

1・2　2・3　 1・2

十　十・2　÷

十・21・2　・

1・2　十・2　。

十・2十。2　・

・　　÷

出現1回の種

AuBerdem　je　einmal　in　Aufnahme　Nr．11　CαZα〃3α91－05翻∫♂oπg∫5θ彦αヒデノガリヤスK－3・3，：rがθ漉α〃5

8μ1’ｻα8αツマトリソウK一十，ル琵〃説θ∫∫αρ8漉απ訪』αコヨウラクツツジS一十，P♂θμ1て）蛎z〃π5ご痂℃ゐ8万タチ

ハイゴヶM一十；in　2：50〃磁go窃ノ召π一α1〃』8αvar．　Zo∠o‘αψαコガネギクK－！・2，　Dθ∫漉αηψ5～α6α8功∫605α

var4濱畝。αヴb1如ヒロバコメススキK－3・3，　T5z‘gα4加8”∫ぴb”αコメツガS一十，58Zαg魏θμα♂αηzα万56∫ηαイ

ワヒバK一十，Cβ‘1一αr’α観α7π痂αv．　oノ幽’θ～磁♂∫∫M一十∫in　3：∠4δ’85η3αrご85πオオシラビソS－1・1，T2ψθ’α♂8’α

わノrα‘‘8α如ミヤマホツツジS－1・2，50rろん∫∫αηめん。び∂々αタカネナナカマドS一十，　Cαプθ灘ろ♂ψんα万‘α写）α
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ショウジョウスゲK一十，Cα♂α17認9ブ05’∫5Zαπg3401が’∫イワノガリヤスK－4・4，0∬α」∫5αc8如58Z♂αコミヤ

マカタバミK一十・2，P1エ¢9’（～♪‘θが∫ρoらや04ガ。’♂8∫ミヤマワラビK一÷，　Gεz〃π0α♂ψ1zσψ疵z4ノπvar．7zご”07zゴα‘加

ミヤマダイコンソウK－2・2，31Lor〃α50♂4αノ～θ〃。’48∫f．α々）ゴ2zαコイワカガミ］K－2・2．

調査地　Fundortdchinokoshi．

調査年月日　Da亡um　d．　Aufn．30．　VH　1972

　ダケカンバ群集は，ウラジロナナヵマドーダケカンバ上群集とともに，ミドリユキザサーダケ

カンバ群団，オオバタケシマランーミヤマハンノキオーダー，ダケカンバーミヤマキンポウゲク

ラスに漸次まとめられてゆくものとされている（大場1973）。

　50）バクサンシャクナゲーダケカンバ群落

　　　Rんododαz4roπ6rαcん〃。αηP膨エπ願βεオ配Zαθrη1απεε一Gesellschaft（Tab．46）

　相観的には，上層にダケカンバ，ミヤマハンノキなどの落葉低木が優占しているが，群落の種

類組成を比較すると，広葉草本植物を多くともなった本来のダケカンバ群集と，林床に生育する

植物が針葉樹林と共通性の高い高分とが区分される。後者の針葉樹林と共通種の多い落葉低木群

落は明らかにコケモモートウヒクラスに含まれる断片的な群落であることが指摘されている。

　これと同質のダケカンバ群落を・立山の一ノ越付近でみることができた。このダケカンバ林の

林床にはハイマツ，バクサンシャクナゲ，コガネイチゴ，コケモモなどコケモモートウヒクラス

域の構成植物が高二度，高頻度に生育している。明らかにコケモモーハイマツ群集あるいは，オ

オシラビソ群集と交錯した状態が示された二分である。このダケカンバ林はクロウスゴ，ミヤマ

ハソノキ，シラネワラビなど，ダケカンバーミヤマキンポウゲクラス域の構成植物によって識別

された，バクサンシャクナゲーダケカンバ群落として区分された。

　51）カラクサイノデーベニバナイチゴ群落

　　　Po互〃sオεcんπ醒　配εcrocん」αηz〃s－1～πbπ8　ひθrπ配s－Gesellschaft　（璽ab．47）

　カラクサイノデーベニバナイチゴ群落は，日本海側多雪地の高山，亜高山性のダケカンバ林や

ヤハズハンノキ林などに接して，小面積に断片的に生育するもので，群落を構成する多くの植物

はダケカンバ群集やヤハズハンノキ群落の種類組成に類似している。

　ベニバナイチゴ群落は，我々の調査結果からもダケカンバ群集やヤハズハンノキ群落の断片的

な群落であると考えられる。またウラジロナナカマド，オオヒョウタンボクなど重要な種類を欠

くことから，独立性の低い植分として，今回の植生調査資料はカラクサイノデーベニバナィチゴ

群落として区分された。

　同様な群落相観を示めすベニバナイチゴ群落は，本州中部のダケカンバ群集分布域のダケカン

バ林の林縁部に，しばしば認められる。このことから，ダケカンバ群集の林縁マント群落として，

相観的，構造的に区分された特異な群落とも考えられる。
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i縷縫

』懇，

国難1
舷蜜璽 難触篠

　　　Phot．63　ダケカンバ群集の林縁にマント状に生育するカラクサイノ

　　　　　　　　デーベニバナイチゴ群落。

　MantelartigamRande　des　Betuletum　ermanii　vorko斑mende　Po4yぶ〃ビゐ1〃〃
〃，～o，・o‘1i～のノ喫y∫．．R’め～‘∫麗’フ醒5．Gesellschaft（Asah1dake）．

　52）オオバユキザサーヤハズハンノキ群集

　　　Smilac｛烈a　hondoeRsis－Alnus　matsumurae－Ass．　Ohもa1973

　僧ケ岳の山地帯上部から亜高山帯にかけての遅くまで雪の残る北～東斜面にはヤハズハンノキ

の優占した低木群落がみられる。このヤハズハンノキ群落の林床にはヒロバユキザサ，サンカヨ

ウ，オオバショリマ，カラクサイノデなど比較的多くの大形広葉草本植物が生育している。この

ヤハズハンノキ植分は，日本海側多雪地の亜高山帯に成立するオオバユキザサーヤハズハソノキ

群集（大場1973）と同種の群落と考えられる。

　僧ケ岳におけるオオバユキザサーヤハズハンノキ群集は，群集区分種のヤハズハンノキは共通

するが，ナオバユキザサはヒロバユキザサにおきかわっていること，またテツカエデ，オオカメ
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　　　Tab．48　オオバユキザサ・一ヤハズハンノキ群集

Smilacina　hondoensis－Alnus　matsumurae－Ass．
Nr．　d．　Aufn．：

Meeresh6he（m）：

Exposit玉on：

Neigung　（o）：

Probefl蓉che（皿2）：

H6he　d．　Strauchschicht（m）：

Deckung　d．　Strauchschicht（％）；

Hδhe　d．　Krautsch圭cht（！徽）：

Deckung（1．　Krantsch王cl㌃t（％）＝

Artenzahl：

調査番号
海抜高度
方　　　　位
．傾　　　　斜

調査面積
低木層の高さ
低木層の植被率

華本陣の高さ
草本層の植被率

出現種数

1　　2
1690　　1650

E　　N
20　　25

100　100

5　　5
85　　85

0．8　0．8

40　　40

24　　27

Kenn－u．　Trennarten　d．　Ass．：

　ノ1♂π～4∫’〃α65μ〃みτ〃rαc

　Ac8’卿πψρoπガα〃π

　31πμαc加αツ（腐08ノ～5♂∫

Begleiter：

　WFo’go1αん。”孟ε〃5∫5

　Dψ1～），μ颪α9／rの”

　7Tノ・κ々τ〃μ5〃～．αz！∫’

　vめz〃フ～！〃μ！1〃τμ’〃〃

　．1丑ご。ノ～ガ砂5～50ノ”6π’α♂ピ∫

　5αぶαんz〃』ε♂8π∫’5

　z）1＝y（ψ如ゼ5¢部∫ケ～α6α

　Coプノzμ∫ooπ‘プ。η｛ヲ1』∫α

　pzα9ご（粉”～α〃zα‘5Zfノノ’z〃でα〃α

　ルノaガα〃‘んθ〃〃〃π6た1／α∫α‘z，〃δ

　V「θノrα’プμ〃轟5孟α〃パノ～α4〃凄

5‘ブ・ψ彦（ψ‘‘∫5”砂ψρ0漉∫var．ブゆ0ノぬ‘5

　Po4y∫百。ん～‘〃’ノπκ1’06κα〃～ツ5

出現1圃の．種

群集の標微種および区分種

　ヤハズハンノキ　　　　S

　テツカエデ　　　　　　 S

　ヒロバユキザサ　　　　　K

随伴種

畜ニウツギ

サソカヨウ

エソレイソウ

オオカメノキ

ショウジョウパカマ

チシマザサ

シラネワラビ

ミズキ

ヤマソテツ

マイヅルソゥ

コバイケイソウ

タケシマラン

カラクサイノデ

S

K
K
S

K
S

K
S

K
K：

K
K
K

4・4　4・4

2・3　1・3

2。3　2。2

十

十

十・2

1・2

十

十

十

十

÷

十・2

十・2

十。2

2・2

1・2

十

十・2

十・2

十

3・3

十・2

十

！・2

十

十

十・2

．AuBerden■je　einmahn　Aufnahme　Nr．1：Lα∫彦1’8α9ε‘6々〉α8’・妙z5’∫オオバショリマK－1・2，　q〆qραノ～α認

ノ妙。加α‘∫ハリブキK一＋・2，So’わz4560〃〃雇説αナナカマドS一十，　Aσo”プzφ：π8’矧θウリハダカエデS一十，

7ヲ～α々。ケ～‘珊αακ∫陀gぴbZfμ脚カラマツソウK一十、孟坂yプ’1‘那’πθ1α7～oZ砂∫∫ミヤマメシダK一十，五彦1り，プ認ノπ

7ρ’4・醜’蒐dミヤマヘビノネコザK回書，Gら・C61ゴαα伽α惚r8∫z〃πミヤマドジョウツナギK一十・2；沁2＝丹砿・

～ノzz‘∫Zαノμ馨’刀05αv，∫βノγα如アオダモS一十，丁如ノ9〃αρo勿）1り〃αスダヤクシュK一十，0必αZf∫σc8’058ZZα

コミヤマカタバミK一十，鈎4’瀦2z8郡ノ〃αc1晶（4》1～◇♪Z♂αvar．αα〃π∫πα如ヤマアジサイ　S一十・2，！1’妙2’々〃π

’漉（♂認蘇ヤマイヌワラビKl一十，　A諾πう6疏μ〃∂8屠ガv．　coπg85如トリアシショウマ　Kl一十，理y訪㍑πg8α

ραπガ‘雇α如ノジウツギS一十，nz1’∫∫観ノr妙妙〃αツクバネソウK一十，ゐ06読α5θ∬μげbJfαサワギキョウ

K一十，．468ノ’～4加ブ〃～漉46／z54オガラバナS一十，丁忽漉η雄ω物ノ＠o卿‘αモミジカラマツK一十

調査地　Fundort：S6gatake

調．査年月日　Datum　d．　Aufn．：26．　VII　1972
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ノキなどブナクラス域に広く分布する植物も多く共存しており，本来，亜高山帯に分布するオオ

バユキザサーヤハズハンノキ群集よりもブナクラス域に接した低海抜地に生育した植分と考えら

れる。

　オオバユキザサーヤハズハンノキ群集は，ダケカンバ群集などとも共通する種が多いことなど

から，ミドリコ・キザサーダケカンバ群団（大場！973）に属する群集と判定される。

3．風衝低木群落　Windexponierte　Geh61z・Gesellschaften（五egende　13）

　53）謹製バスノキーミネカエデ群落

　　　アαceεηε㏄〃L　8配α頗ε一Acer　f8cん。πos観」一Gesellschaft（τaも，49）

　ブナクラス域上部からコケモモートウヒクラス域下部にかけての風衝の影響下にある尾根筋や

オオシラビソ，シラビソを主とする針葉樹林，アカミノイヌッゲークロベ群集などの林縁には，

帯状に発達した群落高の低い低木群落がみられる。とくに裏日本多雪山地ではチシマザサが優占

的で，面積的にも広い範囲にわたって生育している。

　朝日岳や僧ケ岳でみられた多雪風衝地の低木群落は，ミネカエデ，クロウスゴ，ミヤマホッツ

ジ，オオバスノキなどによって識別されたオオバスノキーミネカエデ群落として認められた。

　東北地：方の多雪地では，冬季季節風と積雪のために常緑針葉樹林や落葉低木林までが後退して

おり，これらに置き換わってチシマザサが広範囲にわたって分布している。鈴木（1956）は亜高

山帯に成立したチシマザサの優占する低木林を，組成的に特微の少ないチシマザサーオクノカン

Phot．64亜高山帯下部の風衝的な山稜付近に広く発達するオオバスノキーミネカエデ群落。

　Die　Vαご。加如〃L　5ηz4Z臨．　A6ピノ』∫3clzo〃05たf∫．Gesellschaft　ist　an　windexponierten　RUcken　in　der

unteren　subalplnen　Stufe　verbreitet（Tarδyama　2，373m）・
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スゲ群集として認めた。そしてこのチシマザサーオクノカンスゲ群集はハイマツーコケモモ群団

とは別のチシマザサ群幽（鈴木1966）に含められていた。また宮脇ら（1968）は同様な立地に

成立する多雪地広葉低木林としてウラジロヨウラクーコシノハナヒリノキ群集＊を認め，この群

集をミヤマナラ群集とともにブナクラスに属するウラジμヨウラクーミヤマナラ群団に含めてい

る。

　オオバスノキーミネカエデ群落の下位単位にオオコメッッジ，ゼンテイカなどによって識別さ

れた二分がみられる。この三分は，オオバスノキーミネカエデ群落が雪田や湿原に接したところ

に生じたもので，本来のオオバスノキーミネカエデ群落とは異質な植分である。したがって，こ

の植分はオオバスノキーミネカエデ群落の下位単位とするよりは，別のヌマガヤーオオコメツツ

ジ群落として区分される可能性が強い。

　54）マルバウスゴーチシマザサ群落

　　　y窃ceεπεπ〃L　S1魔た。た」απ駕〃ε＿8αsαたπrπθπ8εs－Gese目星schft　（「rab。50）

　薬師岳南方の太郎山で得られた植生高の低いチシマザサとマルバウスゴを主体とした群落は，

すでに宮脇（1968）らによって越後奥只見で報告されているマルバウスゴーチシマザサ群落とほ

ぼ同質のものであった。そのため組成表は両地域の植分をあわせたもので表わされている（Tab．

50）。

　マルバウスゴーチシマザサ群落はイワイチョウ，ショウジョウスゲを主とする雪田湿原とハイ

マツ群落や亜高山針葉樹林との間にマント状あるいはパッチ状に分布している。マルバウスゴー

チシマザサ群落の区分種であるマルバウスゴはクロウスゴが雪田湿潤地に適応分化したものと考

えられており，この群落を，クロウスゴを含むオオバスノキーミネカエデ群落の一部が雪田地に

移行して分化した変異型としてとらえることもできる。　　　　　　　　（大　野　啓　一）

4．　渓 畔 林A畷e瓢w琶lder（Lege親de　14）

　55）オオバヤナギードロノキ群集

　　　Toisuso－Populetun　maximowiczi隻0暴ba1967（「£ab・51）

　河畔ぞいの不安定地にはヤナギ科の植物による高木林が帯状に生育している。オオバヤナギ，

ドロノキの両三は，20mを越す高木である。その分布の中心はブナ帯上部から，亜高山帯にあ

る。

　オォバヤナギードロノキ群集は，大場によって上高地に生育する植分について記録された。今

回の富山県における資料はドロノキが優占する植分であるが，同群集に含められるものと考えら

れる。高木層には，門門の他，ヤマハンノキ，ヤシャブシ，ヨグソミネバリなどの先駆性の樹木

＊大場は最近，ウラジロヨウラクーウラジロハナヒリノキ群集をウラジロヨウラクーコシノハナヒリノキ群

　集と群集名を変更している。
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Nr．　d．　Aufn．：

Datum　d．　Aufn．：

　Tab．50　マルバウスゴーチシマザサ群落

▽F46cごπごzf〃35ん∫た。るfα～〃π・5α5α々～〃’μ8／z∫ど∫．Gesellschaft

Meeresh6he（m）：

Exposition：

Neigung（。）：

Probeflache（m2）：

H6he　d．　Vegetation（cm）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzah1：

調査番号
調査年月日

海抜高度
方　　　　位

傾　　　　斜

調査面積
植　生　高
植　 ：被　率

出現暦数

　！　　2

’67　’67

7　　7

23　24
2080

3　　4　　5
’67　　’72　　’67

7　　8　　7

21　27　21

6

’67

7

24

7　　8　　9
’72　　67　　’67

8　　7　　7

27　24　24
1980　2240　2085　2080　2240　2040　2！00

　　一　　N

　　　　　25

24　16　20

40　50　45
100　　90　　100

5　　7　　9

一　 E　　N　NW　S

L30201010
12　　　20　　　25　　　20　　　40　　　25

70　　　30　　　70　　　70　　　80　　　40

90　　　90　　！00　　90　　100　　95

12　　13　　15　　17　　17　　　15

Trennart　d．　Gesellschaft：

　Vαoofηf霊〃ノZ　5h最0ん∫αノZZ‘ノ〃

Begleiter＝

　3α∫αた，〃一どzε〃∫お

　5ん0プ‘∫α50♂面〃0♂10比1θ∫

　品邸プゴαα”5オα一9㍑1〃

　Tプご8η一々∫8μノ閣砂αoα

群．落の区分種

　ーマノレノミウスゴ

随伴種

　チシマザサ

　イワカガミ

　イワイチョウ

　ツマトリソウ

5’2’曜〔μ5∫〃’砂吻0漉∫var．吻・〃∫α’∫

　　　　　　　　　　　　　　タケシマラン
C砂だ∫6アガb々oZα彦α

Cαプ8必＠なゾZ（ψμ∫

丁読ノzgどααノゆz8〃5∫5

αψ百∫〃’ゲb々α

Cαア』8露∂Z（少1～α’層！cαψα

Coηz～己5‘απα漉〃5ノ∫

ハ4々∫αノz‘ゐ（～〃π‘〃δ4∠zα孟α’z4〃み

▽’8，一α’7一κ〃，舘α〃房ノzα‘〃，

H40ノπ砂∫∫∫o”∫θ〃’α♂ゴ∫

30♂漁90漁船一・zz〃’・姐var．　Z8ご06α脚

Aろ∫β∫刀zαプ’6∫品

目μ勿9’αん認（ψ6彦【zJ〈z

五8κ00伽891’の・α〃αvar．9伽・伽

Lα5診プαz〈1πθ砂α8”診8ノ．z5∫∫　，

　Cα♂α〃L囎プ05々∫Zoノ～8’∫∫θオα

　31LOノ層‘ガα50Z6ぬ2～8」♂o～485

　Gαπあん8～・どαα4θ～～0ごみ7一ど①

　五zθ云ア’ど5∫b盈z‘α

出現1回の種

コシジオウレン

タテヤマスゲ

シラ不ニンシン

ミツバオウレン

ショウジョウスゲ

ゴゼンタチバナ

マイヅルソウ

コバイケイソウ

ショウジョウバカマ

　　　　コガネギク

オナシラビソ
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AuBerde皿le　einlnal　in　Aufnahme　Nr，4：Rzめz蒔曽。ノ’1灘5ベニバナイチゴ＋・2，　G82漉αηαη’妙。加。αミ

ヤマリンドウ十；in　5：H6〃’61’oσ1zα♂」お〃’∠4漉π面’プ劉∫var．65c～’Z6〃∠α一ゼンテイカ十・2，　Cαノ君む（10々c1LO∫一

‘α01げαvar．　g♂α∂ε1’ノ¶～〃臨ミヤマカンスゲ十・2，　P♂α’α〃”～．β1’α（4）1’．’っ，410’‘～郡キソチドリ十・2；in　6＝

Tプψ6‘α」6～α加αc詑α’αミヤマホツツジ1・2；in　7：∠11c6”z∫（7／’o／10漁～～ミネカエデ十，7■’””々〃〃5〃～α～！ごエ
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ンレイソウ1・2，Po4y∫‘∫01～砂51∫〃3z‘孟～cαシノブカグマ！・2，　Vαご。”’～～〃μノαρo’z～cμ〃’アクシバ　十；ln　8：

T74αz’加86’61”忽ノ4ρoノ～∠cαモミジカラマツ十，　Gθ〃々α’～α〃1‘於～’～o∫オヤマリンドウ十；in　9：81LO1≠～α，‘〃一

ぴZoプαイワウチワ2・2。

調査地　Fulldorte（Nr．　d，　Auf11，）：Hiragatake（1，2，6，8，9）；Komagatake（3）；Tar6－yalna（4，7）l

Nakanodake　（5）．

が共存している。低：木層，草本層共に被度は小さい。一般にブナクラスに属するミズナラ，リョ

ウブ，アナダモ，シナノキ，ハウチワ置目デなどが多いことから，立地はひかくてき韓性でしか

も遷移がやや進んでいると見ることができる。草本植物には，アカソ，テンニンソウ，ジュウモ

ンジシダ，クロバナヒキオコシ，オオバギボウシなどの高茎の広葉草本植物が多いことは，他の

ヤナギ群落と共通している。

　ドロノキやオオバヤナギを主とする河畔高木林ぱ本州中部から東北北部，さらに北海道の低地

にかけて広く分布している。とくに寒冷な気候下でしかも地形のゆるやかな東北，北海道に大規

模な河畔林が発達している。寓山県では，山地の漢谷はV回状で河床の発達は一般に悪く，各地

に断片的に存在するに過ぎない。

　56）：コマガタケスグリーオオバヤナギ群落

　　　Rεδe8ノαpo配εαεηひ70ε8既8ど‘　πrゐαπεαπα■Gesel襲schaft　（Tab．52）

　海扱2000m内外の亜高山針葉樹林帯を流下する河川沿いの氾らん源に生育する高木林である。

高木層を構成するオオバヤナギは，高さ8m～！5mに達し，円箭状の膨冠を形成する。高木層に

は他にサワグルミなどが混生する場合がある。亜高木層にはオオバヤナギの他にオノエヤナギの

常在度がひかくてき高い。低木層には，ミヤマハンノキ，ケヤマハンノキ，ダケカンバ，カツ

ラ，コマガタケスグリなどの高木性または低木性の樹種がみられるが，立地の安定度に従ってそ

の種類は異なる。～般にオオバヤナギは，洪水の影響を強く受ける不安定立地にも耐えて生育す

るが，その場舎の林床の構成種は少ない。安定立地に生育するオオバヤナギ群落の草本層にはサ

ラシナショウマ，ミソガワソウ，ハンゴンソウ，甲州ハナウド，バクサントリカブトなどの夏緑

性高茎草本が多い。すなわち，亜高由性高茎草本群落（ダケカンバーミヤマキンポウゲクラス）

の構成種が，不安定な河川域に沿って下降してきている。

　オオバヤナギの優占する河辺高木林には前記のオオバヤナギードロノキ群集として報告されて

いるが，富山県の祖父谷で得られた資料は高海抜地にあるため共通種に欠けている。したがって

ここでは別にコマガタケスグリーオオバヤナギ群落と独：立させて扱われている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（奥　田　重　俊）
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Tab．52　コマガタケスグリーオ’オバヤナギ群落

R必8∫ノ妙。ノ～fα‘ノπ・Toガ∫z4∫πz〃r∂αノz如照．Gesellschaft

Nr．　d．　Aufn．＝

Meeresh6he（m）：

Probeflache（m2）：

H6he　d．　Baumschicht（m）：

Deckung　d．　Baumschicht（％）：

H6he　d．　Strauchschicht（m）：

Deckung　d．　Strauchschicht（％）：

H6he　d．　Krautschicht　（m）；

Deckung　d．　Krautsch至cht（％）：

Artenzahl：

Trennarten　d．　Gesellschaft：

　TOゴ5Z‘5μZ〃・δα刀∫α7Zα

調査番号
海抜高度
調査面積
木本層の高さ

木本層植被率

低木層の高さ
低木層の上被率

草本層の高さ
草本層の植民率

出現心室

　1

2080

150

8

20

　5

25

　1

50

36

　εα々記∫αo乃召Zf／zθ〃5f5

Baumarten：

　β86z4αθノブπαノz∠∫

　Rめ8∫ノ妙。πfα〃73

　P’wzz∠5／z吻02z∫oα

　．乙02z∫06ノ・α診∫clzo〃05ゐf∫

　ノVηπ∫ノπα¢勿30τ師C2∫∫

　R％ゐπ∫η8ηzz4∫

　五う飽5ノノzαプ∫85だ

Krauter：

　α〃沈ゲを49α5ガ〃ψZoエ

　Nψθ’α∫♂‘ゐ58∬読3

　Cαノ閣鶴プbた05∫∬’刀zα

　翫∠α（ゾα‘〃乃♂ど4z68

　38／zθo～oごα朋αうヴb読’5

　孟ご0／Z∫々〃π1LαんZ6∫αノZ｛～，～58

　／1ノ～9θ〃・αρzめθ∫・8／z5　var．η3α彦∫～〃〃～〃u8

　・4地yノゴ3‘〃み〃z8！αノzoZゆ∫5

　〆47一勿〃が5∫β〃エ0刀’σ刀β

　G4yoo1ゴααz／zα5‘8ノ’6’z切’

　30〃ぬ90η’7：9π一α2〃層αzvar．　Zε’・0αゆα

　Coη∫o∫8Z∫刀郡ητノを’Z∫6ゴノzτ4〃δ

　α加（ψo読z〃πノπゴ6ノ切z〃躍〃3

　Aノκ9α∫1勲。‘αアz8／z5お

　Tんα♂ガ。‘ノ’z‘η3α9κごz（箸ゲb盈己〃匹

　Vθ1－0ηゴCαZα£α

　Cf1・5∫～〃πノμα診5μ〃3z〃・α8

　Gα伽η漁α〃ぬ。勧’α‘〃’var．α6μ雄罐Z’・η

　Tブ躍fz〃π51παZZ万

　．A5物’gz8ん加ゴ

　・49ro5頁56Zα”α‘α

群落区分種

　オオバヤナギ

　オノエヤナギ

木本．植物

　　　　　ぐ　ダケカンバ

　コマガタケスグリ

　ミネザクラ

　オオヒョウタンボク

　ミヤマハソノキ

　ベニバナイチゴ

　オオシラビソ

草本植物

　サラシナショウマ

　ミソガワソウ

　オクノカンスゲ

　オ十七ナウド

　ハンゴンソウ

　ハクサソトリカブト

　ミヤマシシウド

　ミヤマメシダ

　オオヨモギ

　ミヤマドジョ

　コガネギク

　ミヤ’マセンキュウ

　イヌトウバナ

　ツルカコソウ

　カラマツソウ

　ヒヨクソウ

　ハクサンアザミ
　　　“　　　　　　　　　　　　　　“

ウツナギ

オオハノヨツハムグラ

エソレイソウ

ゴマナ

ヤマヌカボ
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T∫α紹〃αρo㊥妙ZZα

5鋸∬τ‘ブ0α轍08／z5∫∫var．∫8∬だゲZ・1π

Po砂90〃〃πα6功認αオz〃π

CαZα〃zα8ア。頭∫如7～9∫40～∬∬

Hfθ1切ガz‘〃3ノ妙。／zゴαぐノπ

Aη〃Zα‘∫4ガ0ゴα‘5

ズダヤクシュ

クロトウヒレソ

イタドリ

イワノガリヤス

ミヤマコウゾリナ

ヤマブキショウマ

十

十

十

十

十

十

調査地　　Fundort：Jijidani．

調査年月日　Datum　d．　Aufn．129．　VII11972

Phot．65璽高山帯の河川の源流にはオオバヤナギの優占する河畔が発達する。

Auenwalder　mlt　dominierender　To’5♂‘∫z‘z〃加ノ～～αノ～αam　Oberlauf　des　Flusses（Jilidani）。
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5．高茎・広葉草本群落　Hochsねudenf韮ure簸（Legende　15）

　57）タテヤマアザミーホソバトリカブト群集

　　　Cirsium　otayae－Aconitu鵬　scna羅ense－Ass．　Suz．・Tok。etNaka鶏01965

　　　（Tab。　53）

　亜高山広葉草原とは，気候的には針葉樹林の成立すべき亜高山帯において，雪崩，崩壊などさ

まざまな森林の成立を妨げる一面的な要因の極端な作用によって針葉樹林の成立困難な場所に生

ずる草原のことをいう。日本海側の多雪気候下の亜高山帯には，生育の弱められた針葉樹林に代

わって，広く発達する落葉低木群落とともに，高茎広葉草原が認められる。この高額・広葉草原

は，種々の環境要因に起因しており，多くの場合，雪崩草腺，崩壊地革漂，雪田草原などとして

成立している。亜高山高茎・広葉草原は，富由県では，立】ll連峰，後立山連峰を中心として，海

抜1800～2700mの亜高山帯に発達している。

　本州中北部の亜高山高茎・広葉：草原に関して，今までに多くの植物社会学的な研究が行われて

いるGIII崎・長井（！96！）ら1よ，越中朝日岳で，高山帯の多露な1頃巧ミこ1地の表土の浅い砂礫地に生

育する有茎半地中および束状植物の優占した高茎草原を，ミヤマキソポウゲーヒゲノガリヤス群

集にまとめた。さらに山崎・植松（1963）は赤石山脈においてミヤマキンボウゲーヒゲノガリヤ

ス群集と同質な群落としてのミヤマキンポウゲーコメススキ群落を記載している。

硬

Phot．66　距高】坊1嵜茎・広葉草原は，雪崩草塊，崩壊地草原，雪溺草原などとして

　　　　　発達している。

　Subalpine　Hochstau（1en　entwickeln　sich　in　しそ翼w三nen．Bahne11，　auf　BergstrUzene．　und

auf　SchneαaL、Vicse11（Sh圭roumaclake　2，800m）．
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　鈴木（！964，1965）らは，山崎らの高山高茎・広葉草原に関する研究成果を基礎に北アルプス

の黒部・立山および加駕白由の高；li帯高．茎・広漿草原をまとめて，ホソバトリカブ】・一門テヤマ

ァザミ群集を提唱した。ホソバi・リカブトータテヤマアザミ群集は，1【i崎らのミヤマキンポウゲ

ーヒゲノガリヤス群集とは，クロトウヒレン，バクサンフウロなどの共通種をもつが，草本第一

層にタテヤ’マアザミ，ホソバトリカブト，軽羅ネスイバを，草本第2層にオオバノヨッバムグラ，

キバナノコマノツメをもつことなどから区別されうる群集であるとされた。

　宮脇ら（1968，1969）によって，高山帯から亜高1．1」帯の比較的湿性な崖錐地，雪崩地，雪崩斜

面に発達する同質の高茎・広葉草本群落について考察し，北アルプス，中央アルプス，日光山

地，飯豊由地，越後i．1．馳にわたって分布する群落として，クロトウヒレソーミヤマシシウド群集

が認められた。

　菅沼（1970）は白山において海抜！900m以上の亜高；．ll帯および高i【．1帯に分布する範高山帯高茎

・広葉草原についてまとめたミヤマシシウドーハクサンァザミ群集を認めた。このミヤマシシウ

ドーバクサンアザミ群集は，立地的にはミヤマシシウドークロトウヒレン群集と同位関係にある

が，種組成的に独自の群集であるとしている。

　本州中北部亜高山帯に広く見られる高野・広葉草原は，多数の共通構成種をもち，フロラ的な

共通性が高いことなどから，シナノキンバイーミヤマキンポウゲ群団にまとめられた（大場

1968）。しかしこの亜高山高話・広葉草原は地域ごとの環境要囚の程度の差にともなって，優占

慧馨
li懇

。毒

魏

察．蕉’

Phot．67　後立｛ll平入，鹿島槍ケ岳頂上直下に広がる広葉高彫草本植物群落。ホソ

　　　　　バトリカブト，クロトウヒレン，タカネスイバ，ミヤマキンポウゲなど

　　　　　が生育しタテヤマアザミーホソバトリカブi・群集にまとめられるQ

　　Physiogn〔，mie　der　Cirsium　otayae－Aconituln　senanense－Ass，　mi窒：
瀧・ノ～1々〃ノみ∫8ノ～α’～召ノ～∫6，3α〃∬〃敵Zノ～～ん・〔・〃∫1∫varδ8∬～Zヴ7・ノU、∫《〃ノ脚’〃」・ノ～嬬～‘∫，　Rω～・θZご～ぬ∫

ζ～び～5var，〃1〃）o〃∫α‘∫（Berg　Kashimayarigatake　2，890m），
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種群の変化，主要構成種群の増加やその欠如などにより，しばしば地域性の強い，また独立性の

高い群落が成立している。そのため，同質の群落でありながら，ある地域では群集の標徴種であ

ったものが，他の地域では変群集の識別種となったり，また群団以上の標記種とされるなど，主

要構成種の群落体系的な位置づけが必ずしも明確でなかった。

　富山県に見られる亜高山性高茎・広葉草原は，タテヤマアザミーホソバトリカブト群集に所属

するもので，群集標徴種としてのタテヤマアザミの常在度は低いが，上群集標徴種のクロトウヒ

レン，群団標題種のバクサンボウフウなどによって特微づけられた。

　典型亜群集は，白馬岳周辺のハイマツ群落や高山荒原に接した亜高山帯の上部に発達した植分

である。今回認められた典型亜群集の各植分は，すべて善悪ネヨモ窯変群集に属された。

　ミヤマシダ亜群集は，おもに朝日岳および立山周辺で認められたもので，典型亜群集に比較し

て，やや低海抜の，より湿性な：立地に生育する総藻である。このミヤマシダ亜群集は，モミジカ

ラマツ，イワノガリヤス，オオバショリマによって区分された。ミヤマメシダ亜群集の分布域に

は，タテヤマスゲやヒトツバヨモギの特定種が優翻したFazies状の植分が，しばしば発達して

いる。

　ミヤマメシダ亜群集のハンゴンソウ変群集は，亜高山針葉樹林が十分生育する高天ケ原周辺の

湿潤な砂礫質のテラス地に発達した，ゴマナ，ハンゴンソウ，オオヨモギなど高茎草本の優旧す

る植分である。ハンゴンソウ変群集は，北アルプスの他の地域で認められた，コカラマツ亜群集

　Phot．68湿潤な沢沿の砂礫地に発達したタテヤマァザミーホソバトリカブト群集

　　　　　　のミヤマメシダ亜群集ハンゴンソウ変群集。

　PhysiognQ皿ie　der　Cirsiuln　Qtayae．Aconitu皿　senanense．Ass．，　Subass．

von　Athyrium　melanolepis，　Var．　von　Senecio　cannabifolius，　dieauf
feuchten　sandigen　und　kies1egen　Standorten　in　den　T謎ern　entwickelt　ist（Yakushizawa＞
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Nr．　d．　Aufn．：

Datum　d．　Aufn．：

Tab．54　ミヤマドジョウツナギーオクヤマワラビ群集

Glyceria　alnasteretum．Athyriu皿alpestre－Ass．

Meeresh6he（m）：

Expositio鷺：

Neigung　（o）：

Probeflache　（皿2）：

Hδhe　d．　Vegetat三〇n（m）：

Deckung　d．　Vegetation（％）

Artenzahl＝

調　i査　番　号

調査年月日

海

方

傾

眠

植

植

出

抜　高

州　面

三

三

現種

子

三

斜

積

高

率

数

「　1　　2　　3　　4　　5
　　，72　　，72　　，72　　’72　　，72

　　8　　8　　7　　7　　8

　　28　　27　　30　　30　　28

　24302670248024802600

N　　N　N£　NE　一
　　10　20

・　20　10

　　α4　0，5

1　40　90

　　10　15

25　30　　L

50　64　45
0，5　0，6　0，5

60　85　90

16　16　11

Kenn．　u．　Trennarten　d．　Ass．＝

　・4疏γノ欄如ノπα砂θ∫孟プ8

　G砂08r∫ααzπα5孟8ブθ’μη3

1く二ennarten　d．　h6here且Einheiten：

　Coノπ05読2zπηz！読σ’ηπη3

　R駕ノπ鶴ノπ0η孟α7Zπ5

　v「θ1rα々・～‘ノπ5孟αηπ7～8πη3

　B（～γん∫πゴα砂000’0η⑳♂∫α

　TアU漉ηθ6彦8rガαノ妙0／Z∫0α

Rαノ醐6ぬ∫α0ノ’∫5var。πψρ0／z∫cz45

　Pακ8融ηπηzフπz4z琵妙f孟如診躍π

　1）0砂∫‘’Cんπ1π2厩0プ00〃αη妙5

5’プ砂ゆπ5α〃ψ伽グbZ’Z65　var，ρψZ伽5

　R麗6μ5ηθηzz4∫

　且00／2琵Z4ηZ乃αんπ5α2ZOη58

　N〔ψ飲z5κみ∫θ∬漉5

＆照5徽処7勲08／z5∫∫var．5ε∬雌γ01囑α

　G8’U加‘ノπツθ50θノz5θvar．7z吻02zfα‘ノπ

　V∫oZαηθ’一θα4ηぬvar．！7うノ’〃0∫α

TプoZ伽5プ～θ吻ゴαノZ駕∫var．ノ妙0π加∫

Begleiter：

3α漉ル㎎・α！｝4∬αvar．んゴたπろ認

　P・ZygO脚乃割（ツプ涌∫ゴvar．⑳∫2z襯

　Cα♂αη多α97’05擁5Zαπ9540ノ塑ゴ

　50Z油80励：即一α徽賜var．18∫0α砂4

　」μηcμ5うθ’●加96／z5ご5

　PO㎏伽Z〃π割¢yノ”6痂ゴ

　Pω8π翻Z1α7ηα孟5κηZπプα8

群集の標徴種および区分種

　オクヤマワラビ

　ミヤマドジョウツナギ

上級単位の標示種

　ミヤマセンキュウ

　タカネスイバ

　コノミイケイソウ

　アラシグサ

　モミジカラマツ

　　ミヤマキンポウゲ

　バクサンボゥフゥ

　カラクサイノデ

　オオバタケシマラン

　ベニバナイチゴ

　バクサントリカブト

　　ミソガワソウ

　クロトウヒレン

　バクサンフゥロ

　　ミヤマツボスミレ

　シナノキンバイ

随伴種

　　クロクモソウ

　オンタデ

　イワノガリヤス

　　コガネギク

　　ミヤマイ

　　ウラジロタデ

　　ミヤマキンバイ

3。4　3・3　3●2　　1。2　4。3

　・　　十・2　　・　　1・2　　。

●

o

●

●

●

o

●

●

●

o

●

●

●

o

1・2

1・2

1・2

十

十・2

　●

●

1・2

1・2

2・2

十

　●

十・2

　●

●

　●

1・2

十

十

十

　〇

●

●

1・2．

　■

■

●

1・2

　●

十　　1・2

十　　十・2

。　2・2

十　　十

2・2　4・4

　。　　十

十　　十

十　　2・2

十　　1・2

　0　　　　　　　　　　●

●

●

　●

十

十・2

　・

1・2

2・3

　●

●

，

1・2

o

●

o

●

1。2

o

十

〇

●

o

●

2。2

　●

十

　■

2・3

　0

●

o

●

o

●

●

o

・

o

　●

十・2

1・2

十・2

十

十

出現1回の種

AuBerdem　je　einmal　in　Auf且ahlne　Nr．1：T∫♂f2z8’∫α＠ηz6η5∫∫シラネニンジン÷，　Cαプ礁ゑy紹ηα∫6αキ

ンスゲ1・2，P1疋yZ♂040062z勿。／zfごαツガザクラ十。2，・死5融6αo加παウシノケグサ　十・2；in　2：Cα7’8エ

声♂∫05∫5訪πσオクノカンスゲ十・2，”gκ♂〃ゼσ万∬乃θ擁オタカラコウ十・2；量n3：・42z｛〃πoπ8πσ7窃∬耀。置α
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バクサソイチゲ十，∠V∫ノ〃〃！〃5∫びぶ〃｛ル／々’∫オオバミゾホウズキ十；ln　41　C‘～ノ’‘燃ゐ1‘ソ）ノ～ご〃¶’ω’γ）‘～ショウ

ジョウスゲ1・2，∫躍0〃～0♪∫ノ∫θノブ‘ぞ〃’‘漉∫ショウジョウバカマ　十，5〃認α｛ゴノκ～y8之0｛ヲ〃∫なヒロバユキザサ

エ・2；in　5：／）（’寂’ノ～‘～〃’／）∫～‘’‘Y’‘・V）〃θ∫‘’var．、11・5〃’αどく〃，／～‘8ヒPハコメスフ、キ2・2，　C〃‘〃〃‘’9’・θ∬～∫1‘〃’91∫〃ご～

ヒデノガリヤス　1・2

調査地　Fund（，rte（Nr．　d．　Aufn．）：Tsurugi．dake（ユ）；Jod（）一san（2）；Tallbo（laira　O，4）；Kurobegoro一

（lake　（5）．

やヤマヨモギ亜群集などと，種組成的な関連が認められる。また，群団，オーダーレベルの標三

種の多くを欠如しているが，これは漢懇懇という特異な立地に成立しているためと考えられる。

　58）ミヤマドジョウツナギーオクヤマワラビ群集

　　　Glyceria　alnasteretum・Athyrium　a玉pestre・Ass．　Ohba1974（Tab．54）

　宍辱田縁で遅くまで残雪の残る湿潤な立地には，オクヤマワラビを主体とする特徴的な群落が見

られる。雪田の三水の浸食などにより生じた暑礫質の水路沿で，とくに土壌の安定した露岩周辺

部に帯状に発達する。

　このオクヤマワラビの優占する群落は，宮脇（1969）らによって乗鞍岳で報告されたオクヤマ

ワラビーミヤマドジョウッナギ群落と同質な植物群落である。高山・亜高山帯の高茎草原として

最も融雪の遅い立地に生ずるきわめて特微的な群落として，オクヤマワラビ，ミヤマドジョウツ

ナギを群集区分種とするミヤマドジョウッナギーオクヤマワラビ群集と認めることができる。

轡轡還晶晶聯軽減三一1

　　ミ
螢…響．、．

慧試警霧響

灘ぎ寄集鷺難饗攣携。．

．欝工臨

　　　　　㍗燭、

．．一 ﾚ野籍還：一1♂・憲・ふ．

灘灘i褻醗．

蝿
－山海幽

難点

Phot．69　黒部乗越（黒部五決「≦岳と三俣蓮華岳の鞍部）の池塘に生育するミヤマイ群集。

　　　　　Juncetunl　beringens量s　三n　einen1　Teich（Kurobe－Nokkoshi）。
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船難

　Phot．70　コケモモーハイマッ群集域の流水縁に発達するミヤマイ群集。隣接する群落

　　　　　　はイワイチョウーショウジョウスゲ群集。

　AmRandef蕪e爲ender　Gewasser　im　Vaccinio．PiIIetum　pumiIae－Gebiet　entwickelt

sich　das　Juncetum　beringensis．　IhfeKontaktgesellschaft　ist　Fauτ三〇．Caricetu恥

blepharicarpae（Shiroumadake）．

　ミヤマドジョウツナギーナクヤマワラビ群集は，アラシグサ，ミヤマキンポウゲ，タカネスイ

バ，カラクサイノデなどの高茎草原要素の共存が多いことから，シナノキソバイーミヤマキンポ

ウゲ群翅に属するものと考えられる。

　59）ミヤマイ群集

　　　Ju獄cetuI臓　｝｝eriRgens圭s　Miyawaki，　Ohl）a　et　Okuda　1969　（「翌al）．　55）

　立山連峰の雪田草原や池塘植物群落が発達した平坦地の周辺や，コケモモーハイマッ群集域の

流水縁には広くミヤマイの優讃する群落が見られる。これと同質の群落は本州中部山岳から北海

道にわたって広範に分布し，ミヤマイを標徴種とするミヤマイ群集としてまとめられている。ミ

ヤマイ群集は低温の新鮮な無機水の流水縁に生ずる典型的な貧養性の群落で，しばしば，ミャマ

イだけの先駆的な単純群落を形成し，一般に群落構成種群も少ない。

　典型亜群集は群落の平均繊現種数が3種前後と低く，一方コケ層の緊緊率は高い。このことは

典型亜群集の生育地が低温かつ貧養でミヤマイの生育に適した立地であることを示している。

　ヒロバコメススキ亜群集は雪田周辺の融雪時に表流水が見られる立地に発達する植分で，ヒロ

バコメススキ，キンスゲ，バクサソボウフウによって識別される。ヒロバコメススキ亜群集に

は，キンスゲ，アオノツガザクラ，ヒメクワガタなど隣接する雪田植生の構成植物が多く認めら

れる。とくにヒロバコメススキが優占しており，しばしばミヤマイに置き換わって発達した群落
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を形成している。

　60）ムカゴトラノオーヒロバコメススキ群落

　　　PoZ〃ρoπ麗配　oεoεPαrz6配一〇θscんα那psεα　cαθ8P麗osαvar．　fθsf冴。αθfo髭α一Gesellschaft　（Tab・56）

　ヒロバコメススキは一般に，密集した株を形成し，：土壌の補捉力も強く高い密度の群落を形成

する。とくに広い平坦地が発達する，やや踊躍地の流水縁に，ヒロバコメススキの優占した叢生

状の群落が発達する。この群落の生育地は，融雪後の乾燥傾向が強いことから，さらに多湿な立

地に成立するシ。ウジョウスゲ，イワイチョウを主とする懇懇草原が発達しにくいと考えられ

る。またミヤマイ群集に較べてもやや乾性的である。

　ヒロバコメススキ，コメススキ，ヒデノガリヤス，ミヤマァワガエリなどイネ科植物の優占度

日影霧’

Phot．71　ヒロバコメススキは亜高山帯の流水縁の広範な平坦地に叢生状に生育する。

　　Do∫伽〃ψ∫～αcαゆ～’o∫αvar．壷5’τκαψ）Z～αkommt　an　Rande　des　FlieBenden　Wassers

gruppenart玉g　vor（Shiroumadake　2，600m）．
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　　　　　　　　　Tab．56　ムカゴ1・ラノオーヒロバコメススキ群落

　　　　　Poら・goπz4〃多擁ひψαノρ～〃ノ3－D8∫ご加〃ψ5脇。αθ功覚。∫αvar．た∫オz‘‘αo〆b〃α一Gesellschaft

N「・d・Aufn・：

@　　　　　　調査番号　i1234

∴∴　　∵∴i瓢嘉
Expos玉tlon＝

Neigung　（。）：

Probeflache（m2）：

H6he　d．　Vegetation（cm）；

Deckung　d．　Vegetation（弩）；

Artenzah1：

方　　　　位

傾　　　　斜

調査面積
群落の高さ
群落の植被率

鵠現種下

L　　L　L　　L

4　　6　　2　12
30　　　30　　　30　　　30

30　　　90　　　90　　　85

12　　　！3　　　16　　　16

Trennarten　d．　Gesd翌schaft＝

　エ）θ∫‘加〃ψ∫’αcαゆ∫ご0∫αvar．ノ診5’～．’‘α4b♂～α

　1）oZy8ηノz瑚3η加ψα1’z‘〃多

　1一一あ’〃α1．・～αoαノμ’5（ゾ3αオ08π∫ゴ5

Begle玉ter＝

　V∫oZαうゲZolrα

　50媚α90翻ノ即一α〃『θαvar．♂θ∫0・α1：ρα

　Dθ∫01雄〃ψ∫ぬ∫～8鋭‘05α

　Rαノπ〃z6ぬ∫α6プ∫∫var．ノψρ0ノぬ‘∫

　G8・ηノ廊〃り・召∫0砲50　var．πψρ0〃ガα〃μ

　PO’θ，Zが♂1α〃π席5㍑ノノ3π7rα8

　丁読πg∠αのセz／z6π∫f∫

　Aπ8〃30〃8ノ～α’τ：お5ゲZolrα

　Cα♂α〃3α9ノ層05百∫Zo〃g”5θ’α

　cα7一αう∠砂1溜僧∫oψα

　Pθ読α‘Zα1’お61エαノμ∫∬0ノ・∫5var4ψ0η加

　Plzz6～〃ノ3α砂’ノzz〃乃

　ゐπ馴♂40々9απ〃醜

繊現1回の種

群落の区分種

　ヒロバコメススキ

　ムカゴトラノナ

　クロユリ

随伴種

　キバナノコマノツメ

　コガネギク

　コメススキ

　ミヤマキンポウゲ

　バクサンフウロ

　ミヤマキンバイ

　シラ不ニンジン

　バクサンイチゲ

　ヒデノガリヤス

　ショウジョウスゲ

　ヨツバシオガマ

　ミヤマアワガエリ

　タカ不スズメノヒエ

4・4　5・4　2・2　4●4

2。2　　2・2　　1・2　十●2

十　　2・2　　十　　1●2

十

十

2。2

十・2

o

o

十

十

■

・

●

o

÷

十　十・2

1・2　2・2

1・2　2・2

十　十・2

十　1・2

十　2・2

3・3　十

・　　十

・　3・4

十　　・

十　　・

・　1・2

÷　　・

十

十・2

十。2

十

十・2

1。2

●

●

十

十・2

十

十

〇

AuBerdern　je　einmal　in　Aufn，　Nr4：1研8♂o／zガ妙5ゴ50厚8〃如Zおショウジョウバカマ3・3，　Cα7でエ（職yαπ47u

ヒメスゲ十・2；in　3；CαZα〃鴻gノη5’ガ∫Zαノzg5♂orが’∫イワノガリヤス十，　C（桝露ケヴ∂♂fo／α如コシジオウレ

ン＋，γ曜6ガπ加πτ痂∫一∫4α8αコケモモ十；in　4：Pακ認侃z‘〃乃ノ膨痂乙励如々伽・・クサンボウフウ＋・2，

▽’8’エz‘1’朗π舘αノπガπ8～‘1πコバイケイソウ÷，CoβZ砂Zα〃8μノπ〃3z‘Z廊586彦z〃πミヤマゼンゴ1・2．

調査地　Fundort：Shirouma－dake

が高く，相観的にも，高茎草本群落とは異なっており，とくにムカゴトラノオ，クロユリなどを

高頻度にもっことから，ムカゴトラノオーヒロバコメススキ群落として区分された。

6Dカりやスータテヤマスゲ群落

　　随scαπ毒んπs伽伽吻s－0αrεκαPん〃πρPπ8・Gesel至sc蓋aftσa勧・57）

朝日岳や僧ケ岳など，とくに多雪条件下の亜高山帯には，広葉草本植物を主体とした高茎草原
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Nr．　d，　Aufn．：

Datum　d．　Aufn．＝

　　Tab．57　カリヤスータテヤマスゲ群落

A∫～5αzη〃zz‘∫孟加。’oプ～z‘∫一Cα7でごτ曜）1聚y1／（4）z45－Gesellschaft

　　　　　　　　　　　　　　　調査番号

　　　　　　　　　　　　　　　調査年月日

Meeresh6he（m）；

Exposi£ion：

Neigung　（。）；

Probeflache（m2）：

H6he　d．　Vegetation（m）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzahl＝

Trennarten　d．　Gesellschaft：

　ノ》おびπ〃孟んμ5〃刀6オ0フーノ〃5

　Cσノ’〔駕【ψ1陛y♂Z（ψμ∫

Klennar亡en　d，　h6heren　Einheiten：

　7τノu～4’肥”8ノ層～βノ妙。ノ～ガ‘潔

　丁1Lαz∫6彦ノwπαgμ’zθ9ぴb♂ガπ1π

　Co／z！o∫8Zガノz3‘η多βZ～c∫ノzz〃μ

　ゐσ5〃αzσ♂躍ゆ認ノ’紹ノz∫ガ∫

　〆1πβノπおぬ7πoノ～砂1げ〃α

　Pプ∠ノπz‘Zαノ850αノ～α

　▽’81π〃・τ〃π5女τノ〃ガノ1α〃〃

　CαZα〃乃㎎’闇05’15♂oノ～9ガ5αα

　Pθ読α‘Zαプ∫∫ツθ之08／z葺∫

　％砂∫‘ガ。んz〃μ〃呂ガ6／80‘〃α7刀＝y∫

　5η認α6加αツ薦08’z∫∫∫

　んzg8Zガ・αρ’‘∂8∫6βノZ∫var．〃鷹5z〃脚・α6

　Rz‘δz¢5妙。，フzπ∫

　’4孟なyブ∫～〃ノz〃超Z〈τノ～o♂砂∫5

琢少81”α〃πたω雇∫61聯加〃多vaL∫6〃αノz∫6

　1）ακ6廊πz‘〃3〃μ‘♂海㌘∫＃α孟μノμ

　5〃多μα6∠〃αゐ01～ゐθ，～3～5

Begleiter：

　ハ廊∫απ〃L（ヲ〃3z〃π4ガzαオα’～‘〃，

　▽’ごoZαうroび’5‘ψ～‘Zα’α

　ノま2層Z〃Z（7μ∫4ど0ご‘Z‘∫var．λ～α〃呂’56ノ～．α’～ご，‘．∫

　Ro496’』5’α♪04（ψ1㌃y1！α

　fv8‘”ガ∫∫b々α孟α

　α〃3f6φ‘9α51〃ψZ8」じ

　飾〃Z8ノ’00αZ々∫〃涯認θノ～イ0ノカ：万var．8∫α48ノ～‘α

出現1圓の種

　海抜高度
　方　　　　位

　傾　　　　斜

　調査面
　樵　生　高
　植　被　率

　出現種数
群落の区分種

　カリヤス

　タテヤマスゲ

上級単位の標徴種

　モミジカラマツ

　カラマツソウ

　ミヤマセンキュウ

　オオバショリマ

　ヒトツバヨモギ

　オオサクラソウ

　コバイケイソウ

　ヒデノガリヤス

　エゾシオガマ

　カラクサイノデ

　ヒロバユキザサ

　ミヤマシシウド

　ベニバナイチゴ

　ミヤマメシダ

　シナノオトギジ

　バクサンボゥフゥ

　オオバユキザサ

随伴種

　マイヅルソウ

　オ’オバキスミレ

　ヤマブキショウマ

　ヤグルマソウ

　ネバリノギラソ

　サラシナショウマ

　ゼンテイカ

　1　　2　　3　　4
’72　　’72　　’72　　’72

7　　7　　7　　7

26　　　26　　29　　　29

1690　！600　1580　1680

E　　E　W　NW
20　　　25　　20　　　35

40　　48　　40　　40

0．8　0．5　1．6　1．2

90　　　90　　　90　　　90

！3　　24　　18　　28

5●5　594　5・5　2・3

十。2　十・2　1●2　2・3

2・2　　十　　一i一σ2　十．2

十・2　十●2　！。2　　 ．

　　　　　十・21・2十

1・2

十

〇

●

●

十

〇

〇

●

■

○

●

●

十

1・2

十

〇

〇

●

●

o

十

1・2

●

●

●

o

●

●

■

●

十

十

●

十・2十。2

十・2　十

・　2・2

十・2　十

十　　÷

十　十・2

　・　　十

・　　十

十　　・

・　　十

・　十。2

・　　十

●　　　　　　　　●

■　　　　　　　●

●　　　　　　　　●

十　十・2　十

十　　十　　十

十・2　十　1・2

十　　十　　十

十　　十　　÷

。　十●2十・2

　　　■　　　　　　　　o

Auβerde狙je　eimnahn　Aufnahme　Nr．！：CZβ〃雄孟∫5∫’απ5クサボタン十；ln　2：Po聰。ノ〃〃μ∫αo加Z助8一

〃∫6オオイタドリ　十，3α5αたZ〃鋸飢5∫∫チシマザサ十，5んωガα50Z伽ノ～”0∫4ε∫イワカガミ　十，刀b5如

1π0η’α照オオバギボウシ÷，G如鷹’4～z〃乃♪α♂〃～σ魏〃3シラネアオイ十，んzg’8”6αρぽめ8∫c8’～5シシウド
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十，P距麗プαπ疏μ∫んα’ノ躍るαカメバヒキオコシ十．　G6ノ～海αノ薦πψブ）oηガ。αミヤマリンドウ十，鷺θ1’f∫ゴεπ∫厩α

var．αZ腕μo／rαシロバナニガナ十；in　3：Tが召ノz如Z兆θ‘‘プ（功α8αツマトジソウ十・2，　P6読‘z‘1αプ∫52zψρ023ゼ。α

オ・ニシォガマ十；in　4＝03〃μ‘ノ～4αゴ砂01zfcαゼンマイ十，αプ3ガz’〃z／z1勿）o溺czθπナンプアザミ十，　R2癖‘5

α’α如6gゲbZ飯5クマイチゴ十，3αぼψηgα和ノ’∫z〃～8∫var．カzc～∫oZoゐα‘αダイモンジソウ十，　CαJo〃昭9ノη3が∫

Zαη9954α∬’∫イワノガリヤス十，Cα欺τ♪α’τ興。プαvar」ノ～αoπ）9♂o∬αコジュズスゲ十，丁海7窃／π♪功ノー

♪妙παズダヤクシュ十，恥読α4‘↓万5肥∫z＠72α彦αvar．α躍ゆ鉱。∫αトモエシオガマート．

調査i地　Fundorte（Nr．　d．　Aufn．）：Sδgatake（1，2）・Asahldake（3，4）．

蕪．

Phot．72低木群落の間に広がっているカリヤスータテヤマスゲ群落の相観。

　　PhysiQgnomie　der　M∫5‘αノ～ぬ‘∫如κ60ノイ～‘∫一Cα1徽！砂1老ゾ♂（ψz‘5－Gesellschaft

　　（Asahidake　l，600m）．

に置き換わるようにして，相観的にカジヤス，タテヤマスゲなどイネ科やカヤツリグサ科を主体

とした高茎草原が発達している。

　隣接する他の広葉草本植物群落の立地と比較して，ほとんどそのちがいは認められないが，多

少融雪の遅くなる谷筋の湿潤な斜面にみられた。群落の出現種数は14～28種と広葉草原に比較し
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て少ない。

　富山県下の植生調査で認められたカリヤスータテヤマスゲ群落は，草本第1層にカリヤス，タ

テヤマスゲが優占し，他にカラマツソウ，モミジカラマツ，軽愚バショリマなどの鱗茎・広葉草

本植物が多少混生する。草本第2層にはマイヅルソウ，オオバスミレなど暗い下層に適応した低

茎の草本類が多く生育している。

　植物社会学的な位置づけからみれば，種組成的に明らかに，亜高山帯広葉草原のシナノキンバ

イーミヤマキンポウゲ群団に属する群落と考えられる。

6．　高層湿原植生（ブルトの植生）

　　Hochmoor・Vegetation（Bult・Vegetation）（Legen〔le　16）

62）ヤチカワズスゲーキダチミズゴケ群集

　　Carici　om三ana・Sphagnet賢m　compacti

（大　野　啓　一）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Miyawaki，　Itow　et　Okuda　1967（Tab．58）

　弥陀ケ原では階段状に平行して池塘が多く発達している。またガキ田と呼ばれるように室堂か

らつづく尾根部の平坦地の溶岩台地上には大小の池塘があたかも満水した水田のように点在して

いる。この池塘の周幽にやや斜面状にキダチミズゴケが優熱して生育している。丈の短かい頭の

頂点に細胞がそろい，カーペット状に生育したキダチミズゴケとともにミヤマイヌノハナヒゲ，

モウセンゴケが比較的高常在度で生育している。またヌマガヤがわずかに入りこみイワイチョウ

疑鍵嚢…．．

二二蝦 鷺
　内　≡り

1懸

懸羅羅

灘麓欝、難多、1欝灘難鍵綴難慧號緩騰繋義

Phot．73弥陀ケ原湿原。池塘が並行して発達している周辺部にヤチカワズスゲーキダ

　　　　　チミズゴケ群集が生育している。

　Am　Rand　der　Teiche　im　Mldagahara．Moor　wachs亡gUrtelartig　das　Cariciomianae．

Sphagnetum　co磁pacti（Midagaharal，980m）．
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が葉を広げている。このような植分はヤチカワズスゲーキダチミズゴケ群集にまとめられ，山地

の高層湿原を代表する泥炭層の浅い雪田性湿原と考えられている。

　富山県ではやチカワズスゲーキダチミズゴケ群集の分布は比較的少なく，高天ケ原ではミヤマ

イヌノハナヒゲーワタミズゴケ群集がみられる。一般にキダチミズゴケとワタミズゴケは混生す

ることもあり，雪が遅くまで残る多湿の立地ではワタミズゴケが広く生育し，やや乾きやすいと

ころではキダチミズゴケが優勢になる。溶岩を基盤とする立地のように排水が悪い立地に山地高

層湿原として発達しやすい。イワィチョウーヌマガや群集中のとくに湿った場所などでも島状に

ヤチカワズスゲーキダチミズゴケ群集を区分することができる。このようなところでは草丈が低

く，まばらになるため判別しやすい。

　63）ミヤマイヌノハナヒ．ゲーワタミズゴケ群集

　　　R難y難chosporo　yasudanae．Sphagnetum　teReni醒三yawaki　et　Fujiwaτa1970（Tab．59）

　弥陀ケ原や高天ケ原ではヌマガや草原中にやや凹状地になった池塘周辺にキダチミズゴケにお

きかわった状態で，カワズスゲ，イワイチョウ，ショウジョウスゲが混生したワタミズゴケがカ

ーペット状に生育している植分をみることができる。ミヤマイヌノハナヒゲーワタミズゴケ群集

は一般に山頂部に発達する湿原などで広い面積でみられる。長野県苗場山あるいは秋田県小白森

や乳頭山などのように，比較的湿った水のたまりやすい地形に発達している。ヤチカワズスゲー

キダチミズゴケ群集が斜面に発達するのと対照的である。立山や高天ケ原ではミヤマイヌノハナ

ヒゲーワタミズゴケ群集およびヤチカワズスゲーキダチミズゴケ群集ともに，比較的乾燥した立

地にあるため，池塘周辺にのみ生育している。湿原金体が乾燥化しているためイワイチョウ㎝ヌ

マガや群集やイワイチョウーショウジョウスゲ群集でおおわれているためと考えられる。したが

って群集区分種とされるミヤマイヌノハナヒゲはワタミズゴケとともには記録されなかった。

　富山県下ではミズゴケ湿原はきわめて少ない。新潟県に隣接する朝日岳にスマガヤーイボミズ

ゴケ群集や，イワイチョウーキダチミズゴケ群集が記載されているが（奥田197！），立山，高天

ケ原ともにきわめて小面積である。弥陀ケ原では湿原の上に道路が通り，湿原全体が次第に変化

してきている。自然の乾燥化も加わって変化してきているが，これ以上人為的影響をかけないた

めの其体的施策の考慮が必要とされる。

7．　高層湿原植生（シュレンケの植生）

　　Hochmoor・Ve21etaもion（SchleRken－Vegetation）（Legende　17）

　64）ミヤマホタルイ群集

　　　Sc宝罫pe毛獄m　hondoe裁sis　M圭yawakieもal．1968（Tab．60）

　ミヤマホタルイは裏日本山地特有の池沼植物で水深0～10cmまで季節的な乾澗に耐え特異な

群落を形成している。高層湿原の池塘中に広くみられる。純群落を形成することが多い。
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Tab．60　ミヤマホタルイ群集

Scirpetum　hondoensis
Nr．　d．　Aufnahme：

Datum　d．　Aufnahme；

H6he　ti，　Meer（m）：

Wasser亡iefe（cm）：

Gr6Be　d．　PrQbeflache（m×m）＝

H6he　d．　Vegetation（cm）：

Deckung　d．　Vegetat…on（％）：

Deckung　d．　Moosschicht（％）：

Artenzah1：

Kennar亡d．　Ass．：

＆～ノ♪z‘∫1LO〃‘ど06〃5∠5

Begeiter：

勲‘∫6ガsp．

R1殿y／zolzo功。ノπガφガ‘乙1～α

調査番号
調査月　霧

海

水

抜 高

深

調査面積
植　生　高
植　被　率
蕉軽苔層植被率

出現種数
群集標徴．種

　ミヤマホタルイ

随伴種

　コケの一種

　コイヌノハナヒゲ

！2345678’72　　’72　　’72　　’72　　’72　　’72　　，72　　，72

8888887729　　　29　　　29　　　27　　　27　　　27　　　26　　　26

工960　1960　196021802！802180　1400　！700

5155570002×32×21×22×31×23×32×21×2
20　　20　　！8　　15　　20　　20　　30　　30

50　　　40　　　40　　　15　　　20　　　15　　　80　　　30

　　　　　　　　　　　　5
1　　1　　1　　1　　1　　1　　2　　2

4・4　3・3　3・3　2。2　　2・3　2・2　4・5　3・3

．　　　．　　　●　　　。　　　。　　　・　　十　　　・

・　　　●　　　・　　　・　　　。　　　。　　　・　　！・2

調査地　Fundor亡e；Aufnahme　Nr．1～3：Midagahara弥i｝乞ケ原，4～6＝Zwischen　der　Orltate　u．　Tar6

折立～太郎小屋間・7・B・・gS69・t・k・僧ケ岳，8・Zwi・ch・n　der　D・i・i・hid・i・a・．　D・呈・量・hid・k。大日平

～大日・岳間

鷺；．

凝．

．謹1

餓饗．

灘黙 蜉J脚羅

　　　　　　　　　　　融　　．．蕪

．㎏

ﾕ璽藍盛
　　Phot．74　ミヤマホタルイ群集は，一般に池塘中で純群落を形成しやすい。

ImWassers亡ehenderTelchebildensich　oft　Reinbstallde　des　Scirpetum　hondoensis

（Tar6daira　2，180m）．
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鎌
　　．

　灘鎌

る灘蓼ムー撮疑響

灘灘

　　　　　　灘

讐餐
　　　　　Phot．75　乾1固した池塘に生育するミヤマホタルイ群集。

Irl　einem　zeitwe量lig　austrockenden　Te玉ch　wachst　das　Scirpetu醗　hondoens圭s

（Tar6daira　2，180m）．

　65）ダケスゲ群集

　　　Caτ三cetu斑　paupe｝cuIae　Miyawaki，　OhbaetOkuda1969（翌aわ・6玉）

　小池塘の水深3～5cmのところにダケスゲの純群落がみられた。弥陀ケ原では小池塘中にミ

ヤマホタルイの生育が多くみられるが，ダケスゲが，初夏の水田のように水中に生育している池

塘が記録された。外見や生育地がヤチスゲと類似するが，ダケスゲは亜高山帯以上の高層湿原の

池塘中に生育する。

　小池塘に生ずるエゾホソイ群集が富養で生育期間後期にはしばしば干上がる立地に生ずるのに

較べて，ダケスゲ群集はヤチスゲ群集と同じように貧養で，水位の安定した池塘に生ずる傾向が

ある（宮脇・大場・奥田1969）。
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Nr．　d，　Aufnahme＝

Datum　d．　Aufnahme：

Tab．61ダケスゲ群集
　Caricetum　pauperculae
　　　　　　　　　　　　　　　　　　調　査　番　号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　調　査　月　日

H6he荘．　Meer（m）：　　　　　　　　　　　　海　抜　高
Gr6Be　d．　Probeflache（mxm）：　　　　　　　調査面積
H6he　d．　Vegetation（m）：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　植　　　生　　　高

Deckung　d．　Vegetation（％）：　　　　　植被率
Deckung　d．　Moosschicht（％）：　　　　　　　　　　　　　　蘇苔／膏植被率

Artenzahl　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出　現　種　数

Kennart　d．　Ass．：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　群集標徴種

　Cαブ8灘崎）ユ～ψ8／ro雇α　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タ“ケスゲ

Begleiter＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　随伴種

　（＝アα1．θ」じごZ♂～〉ζZ’‘Z　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ミノボロスゲ

　Cαプaτ女yプ6〃α∫6α　　　　　　　　　　　　　　　　　　キンスゲ

　ム4bo5　sp．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コケの一種

調査地　Fulldorte＝Aufnahme　Nr．1：M～磁8π1～α1鴇弥陀ケ原

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2：Berg　Maeasahi前朝i三1岳

　1　　　　2

　’72　　　’72

　8　　　　7

　29　　　29

1860　　　　2150

1。3x3　　1×2

　20　　　20

　70　　　85

　－　　　　50

　1　　　　4

4。4

●

o

o

4・4

3・3

2・3

3。3

邸

藩㍉，

回

議葬

　　　　　　　Phot，76　ダケスゲ群集。外見はきわめてヤチスゲに類似している。

　　Caricetuln　pauperculae．　Cα，・aむヵατψ6ノ℃z，Zαhat且uBerlicheine　ahnlicheFormwie

Cαプ8∬Zカノzo∫α（Berg　Maeasahi　2，150m　U．M．）．
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　66）ミヤマイヌノハナヒゲーミカズキグサ群集

　　　R蓋yRchosporet疑m　yasuδa養ae－a三bae　MiyawakieもF縫」孟wara1970（望ab・62）

　弥陀ケ原の池塘が平行して発達しているもっとも湿原が保たれている地域には，人為的な踏圧

により池塘周辺の泥炭をしばっていたなわの役割をはたしていた根茎部が破壊されてどろどろの

水田状化した地域がみられる。このようなところではミズゴケ群落も生育できず，ミヤマイヌノ

ハナヒゲやミカヅキグサが一時的に優占する。このような植分はミヤマイヌノハナヒゲーミカヅ

キグサ群集にまとめられる。群馬県尾瀬ケ原では比較的広い範囲でシュレンケとブルトが二二に

より破壊され，泥田状のミヤマイヌノハナヒゲーミカヅキグサ群集となっているのがみられてい

た（宮脇・藤原1970）。ミヤマイヌノハナヒゲーミカヅキグサ群集は泥田状態が続く間は他の群

落に遷移しないで持続する。

　67）ウツクシミズゴケ群落

　　　勘1Lαgππη葛p配εcんrzε7π印Gesel蓋schaf重　（「ral｝．　63）

　池塘中に冠状に美しく細胞を上方に向けたミズゴケがみられる。わずかに水上より顔を出した

ウツクシミズゴケの植分をウックシミズゴケ群落として区分したい。ウックシミズゴケ群落は比

較的分布が少なく，群落としての記載は群馬県尾瀬ケ原でミカヅキグサ，ヤチスゲ，ホロムイソ

ウなどと一緒にヌマガヤーウツクシミズゴケ群集が記載されている（宮脇・藤原1970）。ウツク

シミズゴケは同じように水中に生活するハリミズゴケ勘んα砂ゴ4競〃πとともにシュレンケの

植生（ヌマガヤーミカヅキグサ群団）の標凹凹と考えられる。

8．　中間湿原植生　Zwischenmoor・Vegetation（L・egende　18）

　68）イワイチョウーヌマガや群集

　　　Faurio－Mo豆圭η呈opsietumMaeda1952（Tab．64）

　ヌマガヤ，ショウジョウスゲが優占し，イワイチョウ，チングルマ，イワカガミ，イワショウ

ブなどの雪田性草本植物を伴う草原は裏日本の亜高山帯山地の山頂や斜面に広くみられる。この

ような草原はイワイチョウーヌマガや群集としてまとめられる。イワイチョウーヌマガや群集の

立地は残雪によって多湿化するが盛夏から秋にかけてはかなり乾燥し，そのため乾湿の両方に耐

えられるヌマガヤやショウジョウスゲのような禾本型草本繊物が優占する。これら植物の枯葉，

三三は不透水性の泥炭を形成し，融雪時の多湿立地化を助長している。したがって，立地の過

湿，二三により森林植物群落の侵入を防いでいる（宮脇・大場・奥田・中II．【・藤原1968）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤　原一絵）
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謄霧肇欝、

Phot．77　乾燥化しつつある広大な弥陀ケ原とガキ田。大部分はチシマザサ群落及びイ

　　　　　ワイチョウーヌマガや群集。

　　Das　gro8e　Midagahara－Moor（1，9801n　U，　M．），　das　heute　allmahlich亡rockell　wird．

Dominierende　Gesellschaften　sind　die　5α∫αた～〃・～Z8／z∫∫5．Gesellschaft　und　das　F　a　u　r　i　o．

Moiiniopsietum

9．亜高山雪田群落　Subalpine　Schneebode皿・Gesellschaften（Legenae　19）

　69）バクサンオオバコ上群集

　　　Pia難tago　h続kusanensis“Ass．陶GrupPe（Ohba1967）nov．（Tab．65）

　亜高山帯上部から高山帯にかけての雪田や融雪のおそい湿潤な立地には，バクサンオオバコ，

イワイチョウを主体としたバクサンオオバコ群落が生育している。バクサンオオバコの生育地は

隣接する，亜高山帯湿原のイワイチョウーショウジョウスゲ群集の立地に比i咬して，表層の泥炭

層の発達は悪く，融雪時には，砂礫土の流動が見られる。むしろ立地的には高山帯雪田叢生低木

群落であるアオノツガザクラ群落やコッガザクラ群落の生育地に近似している。

　富山県で認められたバクサンオオバコ群落は鈴木（！956）が月山で報告しているショウジョウ

スゲーヒナザクラ群集とほぼ同質なもので，地域的な区分種であるヒナザクラがバクサンコザク

ラにおきかえられたものである。山崎・長井（！961）らは富1工【県朝日岳における同質の群落に対

してショウジョウスゲーヒナザクラ群集のナンキンコザクラファシースとしている。大場（1967）

は，ヒナザクラを地域標微種とするヒナザクラ地域群集とバクサンコザクラを地域標徴種とする
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Nr．　d．　Aufn．：

Datum　d．　Aufn．：

　　　Tab，65バクサソオオバコ上群集

Plantago　hakusanensis．Ass．一Gruppe

　　　　　　　　　　　調査番号　　　　　1
　　　　　　　　　　　言周　査　年　月　　日　　　　　　　　　　　’72

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　29
Meeresh6he（m）：

Exposit三〇n：

Neigung　（O）＝

Probeflache（mり：

H6he　d．　Vegetation（cm）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzah1；

Kennarten　d．　Ass，・GrupPe：

　PZαπ如goんα々z‘∫αノ～6／z5∫5

　1）ノゴ〃㍑‘♂αα〃～θゲわ♂fαvar，ゐα々～‘∫α刀5ゼ5

Begleiter；

　且zz〃ゴαご1層ガ5如一9α♂」ゴ

　G6z‘ノπρ8’z’＠8渉α♂2‘ノπ

　Gθノz彦fαノzαノz∫妙01zゴ。α

　Cα1で」じδZゆ1Lα7”αηψα

　P1徽yπ040‘6α♂8z癖0α

　P8砒κZα1’∫5ご1iα〃凄∫∬o／z∫5　var．ブ＠oπ加

　Pακ8廊ノπω3η㍑‘♂診道話‘α加‘ノπ

　51ZO1．だα　50♂4αノZβ”0∫46∫

　五2zθ〃zo刀θ刀α7℃∫∬ゲZoノη

出現1回の種

　海抜高度
　方　　　　位

　傾　　　　斜

　調査面
　植　　生　　高

　植　　被　　率

　出　現種数

上群集の証徴鍾

　バクサンォォバコ

　ハクサンコザクラ

随伴種

　イワイチョウ

　チングルマ

　ミヤ’マリンドウ

　ショウジョウスゲ

　アオノツガザクラ

　ヨツバシオガマ

　ハクサンオオノくコ

　イワカガミ

　バクサソイチゲ

2

’72

7

29

L　　L

4　　4

10　15

80　90
7　　6

3　　4　　5
’72　　’72　　，72

7　　7　　7

31　31　30
2500　2540　2180

－　NW　一一

L　　5　　L

4　　9　　2

15　15　15

85　95　90
7　　13　18

4・4　3。4　÷●2　2・3　1・2

3．3　1．2　2・2　1・2　1。2

3。3

十

十

●

●

十

●

●

，

4。4　3・3　3・3　3。3

●　　2・2　 3。3　 3●3

十　　・　　十　　十

・　　2・2　 3●3　 3・4

・　　十●2　1・2　2●3

十・2　。　　・　　・

十　　・　　・　十・2

・　　・　　十　　2・2

・　　・　　十　2・2

Au8erdem　je　einlnal　ln　Aufn．　Nr．1二Rlzαoo〃L諭昌如〃z　sp．2・3；in　3：αα40／zf‘z　72z∫’∫5十；in　4二CαZ・

‘〃～α8γo∫痂5α61zπZ魏〃～5おタカネノガリヤス2・2，％妙～’”α〃～α’5〃～多z〃翅8ミヤマキンバイ！・2，．P84～α‘・

1α万5ッ破081z∫おエゾシオガマ十，　Vε1』漉77〃π舘αη訪zα∠ノμコバイケイソウ十；玉n　5：Gα‘ノπぐ四川α♂b堀切‘

var，7パ”o／zllα‘珊ミヤマダイコンソウ1・2，　C（ψ々5彦7’ケb々α　ミツバオウレン十，50ご∫滅zgO　uカgα一αz〃88α

var．♂θ’06α1ψαコガネギク1・2，　Tψ’θZ‘♂～αoゐ～‘ゐ。ごヒメイワショウブ十・2，ノ1加加重〃zαZα∫68／z∫f∫vaf・

’5‘130π05勿fウサギギク1・2，1くyc妙。読1〃π∫∫∫clz6’z∫8　var．πfた08π5εタカネヒカゲノカズラ　十，　TfZ珈g’α

μブαη6π5f∫シラネニソジソ十，1）85613α〃ゆ3盈∫距鋭’05αコメススキ÷．

調査i地　Fundorte（Nr．　d．　Aufn．）：Asahi－dake（！，2）；Shiroumadake（3，4）；Shiroum－Asahidake（5），

バクサンコザクラ地域群集を区分し，これらの地域群集をバクサンオオバコ群集としてまとめて

いる。

　大場の報告したヒナザクラ地域群集は，鈴木のショウジョウスゲーヒナザクラ群集に含まれ

る。また山崎・長井らのナンキンコザクラファシースは大場のバクサンコザクラ地域群集に含ま

れる。これらの群集または地域群集はバクサンオオバコを共通の標徴種にもつバクサンオオバコ

上群集にまとめられる。バクサンオオバコ上群集はさらに，イワイチョウ，チングルマ，ミヤマ

リンドウなどを標微種とするイワイチョウ群団，チングルマオーダー，チングルマクラスにまと
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められる。

　70）ツガザクラ群落

　　　jpゐ〃π040cεπ加poπεcα一Glesellschaft（「raま）．66）

　僧ヶ岳や朝臼岳の亜高山帯でおそくまで残雪のみられるところには，高山帯の雪田に生育して

いるアオノツガザクラ群落と岡様な形態を示したツガザクラ群落が発達している。本来，ツガザ

クラは亜高崩帯から高山帯にかけての岩国地や岩礫地に分布し，コメッッジと結びついて，岩隙

地媛生低木群落を形成する。しかしツガザクラはその生理的，生態的な生育適応範闘が広いこと

から，コメバツガザクラと共に乾性的な立地に生育することもあれば，湿潤な論議地や雪田地に

も分布する。とくに雪田型のツガザクラ群落は，日本海難多雪地の高山帯，亜高山帯に広くみら

れる。雪田型のツガザクラ群落には，イワイチョウ，バクサソオオバコ，キソスゲなど亜高山性

湿原の構成植物が特微的に結びついている。

　この雪田型ツガザクラ群落については，植物社会学的な立場からみた，種の分化についての興

味深い現象が示される。本州中北部の高山帯の雪田媛生低木群落にはアオノツガザクラと混生し

た状態で，またぱ単独な群落を形成するコツガザクラが分布している。コツガザクラは，ツガザ

クラとアオノツガザクラの雑種と考えられており，生態的にはアオノツガザクラと同様な立地に

生育している。すなわち，亜高山帯の雪田性ツガザクラ群落と高山帯の雪田地のアオノッガザク

羅灘購薩鑓．

鍬、静∫1

藻騒r
瓢矯

Phot．78　高山帯のアオノツガザクラ群落と同様な立地に生育する亜高iま1帯のツガザクラ群落。

　　PゐメZo40687～吻》o／z∫‘α一Gesellschaft　auf　den　subalpinen　Stufe（Berg　Sogatake　1，700m）・
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Nr．　d．　Aufn，；

1）atum　d．．Au．fn．

Tab．66ツガザクラ群落
∫）乃メZo4068〃ψρoηf侃一Gesellschaft

　　　　　　　　　　調査番号
　　　　　　　　　　調査年月日

Meereshδhe（m）：

Exposition：

Neigung　（o）：

Probef1護che（m2）：

H6he　d．　Vegetation（m）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Ar亡enzahL

Trennarten　d，　GeseHschaft＝

　P1～メ10‘ZOC8刀ψρ0ノ～’ごα

Begleiter：

　＆鷹ψ’㎎π！b1’オz〃～8’var．加∫∫・ZO傭α

　CαZα〃薦9ノ噌05‘∫∫Zoπ89おθ’α

　施z〃ゴα6ノ闇∫5’ζz－8π〃∫

　Cαプ鷹ゑ）η’8／z癖。α

　P♂απ’解01Lαん！‘5α2z8／z∫∫∫

　Pαζ084α〃Z‘〃L／1π∠Z翻彩∫彦孟α彦～〃〃

　Gα～‘〃1Lβrガαα40〃。〃z7ゴエ

仕｛規1測の種

　海抜高度
　方　　　　位
　．傾　　　　斜

　調査面積
　　　生　高
　　　被　　率

　出現記数
群落の区分種

　ツガザクラ

随伴；種

　ダイモンジソウ

　ヒデノガリヤス

　イワイチョウ

　キンスゲ

　バクサンオオバコ

　ハクサソボウフウ

　アカモノ

！　　2　　3　　4
’72　　，72　　’72　　，72

8　　7　　7　　7

29　　29　　26　　26

20002000　1700　！700

E　－　　S　　S

80　－　 30　30
3　　2　　1　　1

0．1　0。5　0．1　0．1

30　　　80　　70　　70

8　　8　　9　　12

3。3　4・4　4・4　3・3

十　　十

十・2　・

・　2・2

。　　十

・　1・3

・　1・1

1・2　・

十　十・2

1・2　2・2

3・3　3・3

十・2！・2

十　十。2

・　十・2

十　　・

Au8esdem　je　einmal　in　Auf照hme　Nr4：Vα66∫ノ～；z〃ノ3ん々≠‘〃μウスノキ十，1馳81’∫∫48雇α’αvar．α肋foo1α

タカネニガナ1・2，Vασ6加∫㍑〃30むα々飴Z∫3〃πクロウスゴ十，31zo〃～α∫oZ議切”o’465イワカガミ十；in　2：

Pプ∫〃呂z‘Zαα〃～召⑳万‘‘var．1～説～‘5αノz8’説∫バクサンコザクラ十，　G8π’～α2～α7～吻。π～侃ミヤマリンドウ十，

三n3：Po4～侃／αノ¶’∫」，6加8／z∫おエゾシオガマ十，理y，8ノ’ゴα〃π舷〃z‘5ごみα々6z〃μイワオトギリ十；in　4：

T7ψ旧註6ぬ加αo舘α‘α　ミヤマホツツジ十，　C認α〃薦gノ℃5孟なZαπg5ゐ1ガ幟イワノガリヤス十，孟τβ1‘お

4θ麗砿αvar．た∫〃躍アπノ雄クモマニガナ　十，ゐα∫’プεαgπθ砂α8ブ如～評5オオバショリマ　十，　T／uπ∫て・群’8がα

ノ曜）oノ〃。αモミジカラマツ十．

調査地　Fulldor亡e（NL　d，　Aufn．）：Asahi・dake（！，2）；S6gadake（3，4）．

ラ群落が接した立地で，コツガザクラが分化したと考えられる。

　雪田型のツガザクラ群落は，岩隙性のツガザクラ群落をまとめたツガザクラ群繍に所属させる

には無理があるので，特殊な亜高山性雪E［1地の綾生低木群落として，植物社会学的な位置づけは

保留しておきたい。

10．　湧水縁草本植物群落　Quellf至uren（Lege撮e　20）

71）オオバミゾホウズキーオタカラコウ群落

　　雌η昭藏ssθ8sε屍foZεπs－LεσωZαrεαf’scゐεrε一GeseHschaft（Ta1）・67）

山地帯から亜高山帯のやや陰地的な立地条件がたもたれた，森林の林床や谷闘などで，水がゆ



172

Tab．67　オオバミゾホウズキーオタカラコウ群落

Mど〃みz‘♂’‘558∬読！b〃π∫一五∫gz‘♂αプ～αノ享’56ゐ81一∫．Gesellschaft

Nr．　d．　Aufn．：

亙）atum　d．　Aufn．1

Meereshbhe（m）＝

Exposition：

Neigung　（。）：

Probefl盗che（m2）：

H6he　d．　Vegetatlon（m）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzah1＝

Trennarten　d．　Gesellschaft：

　八4乞’〃μ‘z～‘5∫6∬ゴ！ゼた）z加5

　Co／z’058〃ノz～〃ノz∫1’Zfo’ノzπ刀z

　BαプZ＞σプ8α0，一’1～0001・α∫

　Cαプθ£αzgμ5敵艦。τσ～‘πガ

Trennarten　d．　unteren　Einheiten：

んフz∫oα7〃認Zo彦砂z‘∫

・4／z9θ砒αρz‘ゐ8∫ごθノ～∫

A∫’8・・8ずθ加琵var．1～0ノ～408ノ～∫’∫

58〃80∫ocαノηzα6ゲbZ∫z‘∫

1ツ∫～c勉’z〃π6α〃乃’561κ泌6θ1z∫6

α〃配晒偲α∫ごηψZoぼ

α7僧∫加ππoプ∫ゐz‘ノ’6〃58varゴノz彦（召ノψZ加乙

Begleiter：

　ゐfgz4αプ如ノ夢50ゐθノ’∫

5α」じψ・α9αノ…‘∬αvar海んzめz‘たゴ

　F躍ψ61z4z4αんαノ厩∫01zα薦α

　▽’（ヲノπ彦ノマ‘刀3甜α〃3∫7躍Z〃π

　G4yo8ノ闇’ααzπα5渉θノ幽θ’z〃μ

　T／1αε‘加6髭6ノゴαノ妙。／zfoα

諏‘∬‘〃’8α7Z∫た0θノz∫～∫var．∫θ∬μ卯伽

　脇oZαわ耀07rα

　Cα♂α〃3囎プ。∫寵5Zo〃g～5θ’α

　L¢5‘ア’｛駕9κ6砂αθノ’孟8／Z5f5

　αプ831Lαゐゐoo弛ノz∫ガ5

　孟孟妙ノ’∫z〃π〃露θZαノzoZゆ～5

　五〇〇，～鉱～〃μ1置α鳶Z6∫α7～61Z5β

　み60／Z露Z‘〃轟5（～ノZαノ～8〃58

出現1回の種

調査番号
調査年月日

海抜高度
方　　　　位

傾　　　　斜

調査面積
植　生　高
植　被　率

出現種数
群落の区分種

　オオバミゾホウズキ

　ミヤマセンキュウ

　ヤマガラシ

　ヒラギシスゲ

下位単位の区分種

　チョウジギク

　ミヤマシシウド

　ゴマナ

　ノ、ンゴンソウ

　ミズバショウ

　サラシナショウマ

　　ユキアザミ

随伴種

　オタカラコウ

　クロクモソウ

　オニシモツケ

　コバイケイソウ

　ミヤマドジョウツナギ

　モミジカラマツ

　クロトウヒレン

　キバナノコマノツメ

　ヒデノガリヤス

　オオ／くり／ヨリマ

　イトキンスゲ

　ミヤマメシダ

　バクサントリカブト

　ホソバトリカブト

1　　2　　3　　4　　5　　6　　7
’72　　，72　　’72　　’72　　’72　　，72　　’72

8　　7　　7　　8　　7　　8　　8
29　　　30　　　28　　　3！　　　30　　　30　　　30

2530　！75027002700　167021002100

SWNWSE　－　SENW　N
10　30　5　－
10　24　3　25
0．5　0．7　！．2　0．2

100　　70　　　80　　　95

6　　9　10　25

1●2　2・2　2・2

・　十　　・

十　1・2　・

・　十　　・

30　30　35

50　48　36
1　　1　！．4

95　100　95

！1　20　25

・　　1。2　÷。2→一。2

十　　 ■　　2・2　十・2

●　　　　　　　●　　　　　　　■　　　　　　　●

…　　　　　　！・2

・　　　　　　　●　　　　　　　o　　　　　　　●

o　　　　　　　　● ●

●　　　　　　　・　　　　　　　■　　　　　　　o

2・2

十

●
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ンイチゲ1・2，G8rα’z～ア‘〃3ッ8508’～∫8　var3～∫1功。〃∫α‘ノπ・・クサンフウロ十，　Aゾ’8〃3’∫如3”～α2～8η3’5タヵネヨ

モギ＋・2，Gα♂ゴ・・〃晒α・脇伽‘ゼα・〃・v・昭αμの1∫・・…オオバノヨツバムグラ＋，　Cα・で躍4・〃・1…嬬1脚

var．8Zαゐθ1フゴη’αミヤマカンスゲ3・3，8α∬ゲ〉‘αgαヂbプ孟z〃～ぬダイモンジソウ十・2，　Poα〃～αZα‘αノz’1～αvar．

5ん加αηoαπαミヤマイチゴツナギ1・2，Po妙goη～〃π玩5’01加イブキトラノオ十，趣〃π7忽∫ρ～42zg6’z5オク
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十，彫’♂oみ’乏〃π声」4cα～44∫απz〃πミヤマアカバナ十，　Cα2uτノ）04（なy／zαタヌキラン3・4，　Po砂go2～2〃μ3αc1～α一

”πθ13∫θ十；in　6：CαZα’ノ3α8γoぶ‘f∫Zα2～g5♂01が∫イワノガリヤス1・2，1葱・7闇お∫8〃妙1霞yZZαツクバネソウ　十，

C御で£11α々01～81z5∫∫コハリスゲ　十；in　7＝5‘ノ・（4攻～かz‘∫α〃ψ♂β∬ゲb〃z‘3　vaLノ）妙〃鷹z4∫オオバタケシマ

ラン十，・4∫’μ∂8渉んz〃z66／8’1∫var．！b’噌〃’05αハナチダケサシ十，1『αノ▼〃α∬如1ケα伽5孟ノ’∫∫ウメバチソウ十。

C認α〃zα9’り5孟お♂oη8・’58‘αvar．　Zoη98一αノ・お‘α頗オオヒゲノガリヤス十・2．

調査地　Fundorte（Nr．　d．　Aufn．）：Takamagahara（1）；Senninike（2，5）；Ichinokoshi（3）；JodQsan

（4）；Yakusizawa（6，7）．

つくり流れる細流沿いや冷涼な湧水地のまわりには，クロクモソウ，オオバミゾホウズキ，ヤマ

ガラシ，ミヤマセンキュウなどのひよわな多年性草本植物の優押した植物群落が発達する。

　オオバミゾホウズキーオタカラコウ群落には本来の湧水地縁に生育する植物のほかに，オタカ

ラコウ，オニシモツケなどの亜高山帯高茎：草本植物も高被度で生育している。

　オオバミゾホウズキーオタカラコウ群落はヨーロッパにおける冷涼な湧水地縁植物群落である

Montio・Cardaminetea，　Mo煎io－Cardaminetalia，　Cardamino－Mon－

tionの対応群落と考えられる。同様にユキノシタ属，アカバナ属をはじめ多くの近縁属や近縁

種を認めることができる。

　72）チョウジギクータヌキラン群集

　　　Arpico・Car圭cet織m　podogynae　ass。　nov．（Tab．68）

　山地帯から唖高μ．喘；にかけての陽性な岩上の流水地や岩礫質地などに流水がみられるところに

は，チョウジギク，タヌキランによって特徴づけられるチョウジギクータヌキラン群集が発達し

ている。このチョウジギクータヌキラン群集にはキンコウカ，イワショウブ，ショウジョウスゲ

などイワイチョウ群國の主要構成植物も高卑度で生育している。またコケ層にはしばしばゼニゴ

ケ属などをみることができる。

　チョウジギクータヌキラン群集は，標高種であるチョウジギク，タヌキランをのぞけば，イワ

イチョウ群団を特徴づける植物が多数生育している。とくに亜高山帯湿原に接して，高海抜地の

岩上流水地において，この傾向が強く厚めされる。このことから，チョウジギクータヌキラン群

集はイワイチョウ群団に属する，岩上流水地といった特殊な環境において分化した特異な群集と

考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大　野　啓　一）



174

Nr．　d．　Aufn．＝
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Tab．68　チョウジギクータヌキラン群集

　　Arnico－Caricetum　podogynae

a　ダイモンジソウ亜群集
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　Phot．79湧水地の湿潤な砂礫地に生育するチョウジギクータヌキラン群集。

　Arnico－Caricetum　podogynae　mitb1銭hen（ler／17フ～～偲〃’〃。’q1，”∫aneiner

Que】le（Yakushlzawξ乏ユ，800m）．

：D　コマクサーイワッメクサクラス域（高山帯）

　　Dicentro－S重eHarietea　RipPonicae－Gebiet（A韮pi皿eStufe）

　高山帯と亜高山；吊：の区分は国際的に必ずしも統一されていない。我が国では森林限界以上のハ

イマツの分布域が高山帯の特徴を示めす地域とされている。しかし，ソ連，ヨーロッパ大陸など

のように海抜4000m以上の高山の発達しているところでは，低木群落のハイマツ耐までも含めて

亜高山帯または亜高山縫針柔樹林⊇II」；（Subalpine－Nadelholz－Stufe）と呼ばれることが多い。

　本報では，いわゆる高山帯をコケモモーハイマツ群集も含めてはいるが，むしろ高山荒原植生

クラスのコマクサーイワツメクサクラス域としてまとめられている。我が圏の高山帯は地球的観

点から見れば，海抜高度的には，まだ真の高山庸には必ずしも達iしていない。しかし，きびしい

風衝，二卜砂崩壊，私調などの局地的に極端な立地条件が重なって，微局地的に交錯，配分してい
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る多彩な群落からなる，いわゆる高山荒原植生を発達させている。

　富山県下では海抜2400m以上（局地的には2000m以上）で，立地的に安定しているところはハ

イマツ群落（コケモモーハイマツ群集）が広域的に発達している。この地域で局地的には崩壊砂

礫地草本植物群落としてのイワツメクサ群団，いわゆる周氷河地草本植物群落と呼ばれるタカネ

スミレーヒメイワタデ群団，おそくまで残雪が残る雪田底砂礫地草本群落，蛇紋岩などを母岩と

した超塩基性三二地植物群落のクモマミミナグサーコバノツメクサ群団，雪田底緩生低木群落の

アオノツガザクラ群団，風衝荒原のオヤマノエンドウ群団，岩隙地植物群落のイトイ群団，風衝

派生低木群落のミネズオウークロマメノキ群団などがきわめて細く，わずかな立地条件の変化に

対応して，モザイク状に配分している（現存植生図参照）。

　以上の高山帯植生の植物社会学的な群落体系については，まだ問題の残るところもあると考え

られるが，今回は富ぼ腺土の地域植生誌の作製と植生図化が目的であった為，基本的には既発表

の資料や命名にそって考察された。 （宮　脇 昭）

1．　崩壊砂礫地草本植物群落

　　Ko蓋luvial・Geh銭nge－Gesellschaft（Legende　1）

73）ミヤマクワガターウラジロタデ群集

　　Ve貰。黙ico・Poiygo狼etum　weyric垂茎ii　Ohba1969（Tab．69）

　北アルプス北部高山帯の山］頁部や山稜の風背斜面には，残雪砂礫地が山稜に平行して連続的に

分布している。このような立地では雪そのものの移動による浸蝕や，融霊水の浸餓などによる砂

礫移動の激しい崩壊地が発達している。そこにはウラジロタデ，ミヤマクワガタ，イワツメクサ

を主体とする崩壊地植生が生育している。この崩壊地植生には固有の標徴種は含まれていない

が，ウラジロタデ，ウルップソウなどの地域的な区分種によってミヤマクワガターウラジロタデ

群集として認めることができる。ミヤマクワガターウラジロタデ群集の生育立地は，冬期季節風

に対して飛騨山脈の前面に位置する，剣岳，立山，薬師岳など特に積雪量の多い高山帯に広く分

布している。このミヤマクワガターウラジロタデ群集はさらに2つの亜群集に下位区分された。

　典型亜群集は夏季の遅くまで雪の消失しない湿潤な崩壊域に認められる植分で，ウラジロタ

デ，ミヤマクワガタが優旧し，崩壊地植生の主部を形成している。この典型亜群集の分布域で

も，やや早期に融雪する地域には，バクサンボウフウ，タカネヨモギ，ミヤマコウゾリナによっ

て識別される一山ネヨモギ変群集がみられる。

　ツクモグサ亜群集はミヤマタンポポ，クモマミミナグサ，ツクモグサによって識別されるもの

で，白馬岳，雪倉岳などの超塩基性岩からなる崩壊地に主に分布する二分である。北アルプスの

ミャマクワガターウラジロタデ群集は高山火山砂礫地に分布するコメススキーイワツメクサ群集

とともに，イワスゲ，イワツメクサ，ミヤマクワガタなどの共通種群によってイワツメクサ群団

にまとめられている（大場1969）。
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籔籔、

繋誠

Phot．80　砂礫移動の激しい崩壊地に発達するミヤマクワガターウラジロタデ群集。

　Veronico－Polygonetu項weyrlchiiaufstarkbeweglichemBergschutt
ges繊rzte遭（Berg　Sh三rGumadake　2，933m）．

富山県内高山帯のミヤマクワガターウラジロタデ群集の種組成や分布も同様である。

　74）イワスゲーイワツメクサ群落

　　　0αrθκ8伽απ抗α一蹴e〃α磁πε仰。πεcα一Gesellschaft（饗ab・70）

　高山帯火山砂礫地の発達をみない富山県下の北アルプス北部において，コメススキーイワツメ

クサ群集に類似した相観を示す植物群落がみられる。この群落はイワスゲ，イワツメクサを主体

とした群落でミヤマクワガターウラジロタデ群集のように典型的な風背側崩壊地に生育すること

はなく，西向きの風衝的な砂礫質斜面に分布しており，本報ではイワスゲーイワツメクサ群落と

しておく。このイワスゲーイワツメクサ群落は一般に，風衝砂礫地に発達するコマクサータカネ、

スミレ群集や砂礫移動の少ない立地に成立している風衝草原に隣接して発達している。すなわち
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Phot．81杓子岳山頂部の風衝的な崩壊砂礫斜面にはイワスゲーイワツメクサ群落が

　　　　　生育する。

　　Cα楓露∫砂zα〃〃～α一5オ〃α”～αノ～φρo〃～α‘．Gesellschaft　auf　win〔lexponierten　Bergscllutt

am　G｝pfel　des　Bergs　Shakushi．（Beτg　Shakushi　2，750m）

イワスゲーイワツメクサ群落にはチシマギキョウ，トウヤクリンドウなどの風衝草原構成要素や

コマクサ，タカネスミレなどの風衝砂礫地の主要構成植物を多数ともなっている。このことから

イワスゲーイワツメクサ群落は本来風衝草原や風衝砂礫地植生が発達する地域に崩壊地的な立地

が形成されたために，そこに侵入し成立した中間的あるいは断片的な状態を示した崩壊地植生で

あり，イウツメクサ群団に属する群落かどうか今後さらに検討する必要があろう。

　イワスゲーイワツメクサ群落は，飛騨山脈の乾性的な火山砂礫地に主に分布している。

　2．　製氷河地草本群落　Periglazial－Boden・Gesellschaft（Lege筑de　2）

　75）コマクサー強腰ネスミレ群集

　　　Dicen£ro－Viole£縫m　crassae　Ohba1969（Tab．71a，b）

　本州中部高山帯の山頂部や山陵の風上側斜面には風衝砂礫地が広く分布している。とくに地表

に強くソリフラクションなどの地形形成作用が働く所では，多くの多角形構造土や，条線構造土

などが形成される。このように周氷河現象や緩斜面の風衝砂礫地などの一般に砂礫移動の少ない

立地にはコマクサ，タカネスミレなどによって特徴づけられたコマクサータカネスミレ群集がみ

られる。

　コマクサの生育地は稜線近くの緩斜面に多く，とくに段階状構造土や線条構造土などカミ発達し
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幽

幽 撚　Phot。82単純な群落種類組成を示すイワスゲーイワツメクサ群落。
ん一‘8ノ～αη♪躍Cα濫じ∫‘σ〃απ疏α一5♂〃α1ゴαノ～砂ρoノ～～6β一GeseUschaft（Berg　Shakusi　2，750m）．

たところにみられる。土壌は中礫あるいは細礫が主で，礫の間にはかなり多くの微砂が含まれて

いる。表土の移動は比較的少なくまた土壌水分量は比較的高い。コマクサー凝議ネスミレ群集は

花纐岩地など容易に細礫に風化されやすい岩質地に面積的に大きな群落を形成する。

　コマクサは一種のみで群落を形成することが多いが，礫の安定した立地ではタカネスミレと共

存する。またタカネスミレもコマクサと同様に同質の：立地に単純群落を形成することが多い。す

なわちコマクサータカネスミレ群集はコマクサおよびタカネスミレそれぞれ一種のみからなる先

駆相と両種が共存する典型部など，地域的な変動によって種々の亜群集や先駆的な群落が区分さ

れる。

　コマクサータカネスミレ群集の典型亜群集はコマクサだけからなる先駆的な野分と，コマクサ

とタカネスミレが共存した植分とが認められる。群落の構成種数は4種以下と一般に少ない。
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Tab，　71－a　　Dicentro　　－　　Violetum　　crassae　　｛Init工a1－Phase）
：r1マ7サー．クか慰ミレ搾1．：駐獄矧卜

Nr．　d・　Aufnah糊e；

Datum　d．　Aufn創1me　（電72）＝

トleeresh6he（皿）＝

Expositior1＝
N。igur】9｛。）・

　　　　ヨ　　タProbef1…iche　（m一）＝

｝葦6卜e　d。　Vegetation　（c煽）：

Deckung　d．　Vegetati。n（鶉）＝

《rtenzahl：

調　　’「　　醇　　り．

1」ち琴　鳶　　「1．．　月　　il

海裁高1．曳

出現種数

　：　　　2

　7　　7
30　　30

28002’畳65

　－　　　5

　L　　10

2’畳　　　1

　5　　う
10　　15

　1　　　2

3　　　’」　　5　　　6　　　7　　　8　　　9　　10

7882778829　　　3Q　　　30　　　　8　　　30　　　3Q　　　29　　　2g

－　25’畳0　25’藍0　26三50　2’嚢60　2’巨60　2’畳60　＝…780

－　　　NW　　NW　　　－　　SE　　SE　　SE　　　W

L3 3 L20102025
1　9　930　3 ’摯　62’1

101050551053030　　 ユ0　　　重5　　　20　　　15　　　25　　　ユ0　　 25

23らら3666

11　　圭2　　ま3　　1’皇　　15

7　　7　　8　　7　　7
29　　30　　29　　30　　30

－　2な50　2750　2’皇80　2’畳60

－　　SE　　　W　　　S　　　S

L30　52530
2　　　ヌ　　6　1．5　　　2

10　　30　　30　　30　　25
50　　　80　　　20　　　70　　　8Q

6　　3　　’陰　　7　　玉O

Ken口arte　6，　Verbandes＝
Viola　cr轟55a

Trennarten　d曾　unteren　Einheiten：

トIinuartia　hondoensis
Polygonum　nak臓ii

Kennart　dr　Ortnung　u．　Klasse＝

Stellaria　nipponica
Beg正eiter；

Deschampsia　f上exuosa
Calamagro5tis　longiseta
C愈rdamine　nipponica
Festuca　oΨina　var・　alpina

C但mpanula　lasiocarpa
Campanula　cha団issonis
Potentilla　matsu口urae
Solidago　virga－aurea　var，　leioc凪rpa

Calamagrostis　langsdorffii

出ユ見1團の種

A畦“erdem　je　einma工　in　Aufnahme　艮r．　5；
procumbens　ミネヌ漂－・’ノ　＋；　in　8；

in　玉1：　　Luzula　wah1¢nbergii

十，　Rosa　acicularis　var．　nigponensi5

［蕩’と地

Fundorte3　　ユ．　　Renge阿dake　　：・絶’i冒ゐ　　；

　　；　　g，　ユ0，　13，　　Suisho－dake火晶岳

クカホ裟ミレ
lgl ?噛脚「：εii．ざ噛）：グ炉↑冗： う♪i．「ヒ

．クカ■轟’ノ．♂．クしけ．

宰ヤマソバ
7．穿『一．．一ク．一．．一．ヒクラ．乙ノト標酸lll・．

．で階．7ツノク「〉’L

lニケ．／カ．．リや乳

ミヤF！ク＝「・ツケハナ

ミヤマ「圏．’ン．ノケ．ン．「．炉．

イ・シ「♂キ．キ3ド1

ミヤr．ρキ・ジバで

．fI．ノノガ．リヤ＝く

1㌦1　十・2　1・2　1・2　1・2　2・2　十・2　十・2　十・2　2・2　2・2　　壷　　2・2　十・2　幸・2

：　：　：　：　二　：カ＋：2＋：21：2＋：2，、：，、．：23：3，、：5

●　　　　9　　　工噸2　　　●　　　　・　　　　。　　　　．　　　　・　　　響　　　．三・2　　　・　　　　・　　　→一　　十・2　　　・

：　；　：　：　：1：2亡∵　‡　τ　：　：　：　孕＝：1

：　：　：＋：2＋：2：　：　：　：　；．：2‡　‡　：　：

：　：　：　：　：　：　：“：2；　：　こ　：　：　：　亡

：　：　：　：　：　：　：　：　：　τ2：2：　：．：2．：2
，　　　　　，　　　　　」　　　　　●　　　　　。　　　　　．　　　　　．　　　　　●　　　　　9　　　　　6　　　　　．　　　　　．　　　　　●　　　　十　　　　　十

　　　Arctous　alpinus　var．　jaPonicus　ウラシマ’ソツジ　　十；　in　6：　Carρx　stenantha　ヂノ牧’「’＋，　Loiseleuria
Ixeris　dentata　var．　alpicoユa　　クカ7卸』ガ．ナ　＋・2；　　　　　　　　　　in　9；　　　Aλnus　maximoドiczii　　ミヤマハン．！．≒1　＋；

7受『3スズ．〆．！ヒエ　　＋曼　in　1ら；　Artemisia　51nanensis　クかネ三～モキ　，・3；　in　15＝　Vacc三nium　vitis－idoea　コ’rモ．し

　　タカ卒イノ｛ラ　　＋，　Maianthe叩tl醗　diユatatum　㍉ρぐツ∵レソ・ソ　　や・

　　2，　71　8，　9，　重2，　14¶　15．　　｝．ligash重噌lchinokosぬi　llξ．．．・．！邑箏　3，　工1，　　Tatey愚ma∫p：li量；　’1魍　5，　6．　　Yaku后hi一｛髭厳e

　ウルップソウ亜群集はやや砂礫の大きな立地にみられるコマクサの植被率の低い植分でウルッ

プソウによって識別される。

　タカネスミレ先駆群落は群集標徴種のコマクサをともなわない群落で，タカネスミレ，イワツ

クメサなど群団以上の標微種によって特徴づけられる。タカネスミレ先駆群落には団塊状に発達

したタカネツメクサを主体とした植分とオヤマソバが優占した植分とが区：別された。一般に，オ

ヤマソバの生育地はコマクサータカネスミレ群集の典型部に比較して礫土の大きな，土壌水分の

多い立地にみられる。
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　　Phot．83　高山の風衝的な砂礫地に発達するコマクサータカネスミレ群集。

　　Dicentro．Violetum　crassae　auf　fr玉sch　bewegtem　Schutt　in　deralpinen
Stufe（Berg　Shirouma　2，933m）・

Phot，84構造土の発達した砂礫地に生育するコマクサータカネスミレ群集のウル
　　　　　　　ップソウ：亜群舅ミ。

　　Subass．　von．　La墓otis　glauca　des　Dicentro．Violetum　crassae
auf　der　kiesie慕em　Strukturboden（Berg　Shir（）uma　2，933m）．



182

3．　雪田底砂礫地草本群落

　　Schnee－u．　Feinschuttboden－Gesellsch包ften（Legendeε）

　76）ミヤマタネツケバナ群集

　　　Cardaminetum　nipPonicae◎hba1969（7ab．72）

　ミヤマタネツケバナは本州，北海道の高山の湿性な砂礫地に，かなり普遍的に分布している。

ミヤマタネツケバナは上級単位の標微種と考えられているが，ミヤマタネツケバナ単独の群落と

して一定の立地空闘を占めており独立した群集として認められるという（大場！969）。しかし，

同一の環境条件の持続しにくい立地にも先駆的な群落を形成することから，ほぼおなじような立

地に生育するクモマグサ群集に比較して，群落の安定性，持続性の高い群集とはいえない。

　立山連峰の薬師岳や黒部五郎岳のカール底や雪田熱砂熱地にはミヤマタネツケバナの優難した

ミヤマタネツケバナ群集が認められる。ミヤマタネツケバナ群集は隣接する他の群落の構成種に

よってさらに下位区分される。

　典型亜群集はミヤマタネツケバナの優占する先駆的な縁類である。この典型亜群集領域の雲田

融水沿いにはキンスゲ，コメススキの優還した植分がみられるが，この群落をキンスゲ変群集と

して認めることができる。

Phot．85融雪時期の遅い湿潤な砂礫地には開放的な群落相観を示すミヤマタネツ

　　　　　ケバナ群集が発達する。

　　Physiognomie　des　Cardamlnetum　nipponicae　auffeuchtemsandigen
Kiesboden　mit　spater　Schneeschmelze（Berg　Tar6yama　2，373m＞



Nr，　d．　Aufn．：

Datum　d，　Aufn．：

Tab．72　ミ　ヤマ　タ　ネ

　　　　Cardamlnetum

調　査　番　号
羅亀進曇歪1三　」：ヨ　日

Meeresh6he（m）：　　　　　　　　　　海抜壽i度
Expositi・n：　　　　　　　　　　　：方　　　泣
Neigung　（。）：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　仁頁　　　　　　　　塗il

Probe舩che（皿2）：　　　　　　　　　調査面積
H6he　d．　Krautschicht（cm）：　　　　　　櫃　生　高
Deckung　d．　Krautschicht（％）：　　　　　　　草本層の植被率

Deckung　d．　Moosschicht（％）1　　　　　　　コケ層の植被率

Artenzahl：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝土1現　種　数

耳enn従斡玲．．．．．4．二．　A串s・i　　　　　　　　　　　　　　群．集の漂徴種

　Cα’・滅z脚加6〃ψ汐。ノ～fα1　　　　　　　　　　ミヤマタネツケバナ

丁下馴壁ゆ．．．．．．．嬬．．．．Y郷　　　　　　　変群集の1塞：分種

　Cω’αじ」な）η’8〃α1‘α　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キソスゲ

　ル勲π〃4疵α〆7｛塒605π　　　　　　　　コメススキ
！）d勲ω，ψ∫～αCα8砂f‘・∫αvaL命∫’”α・8ん〃α　ヒ・ハコメススキ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1麺．f半f重

　Po如9’o擢〃π7e‘ぴワゴ‘7んπ　　　　　　　　　　　ウラジロタデ

MOQse：　　　　　　　　　　　　　　　　　コケ類
　∠二1’κ〃8ααzsp．

　Z）ノ‘ノπ巴ノ～～〃〃sp．

出蓼孟1【．朔の種

Au8erdem　le　einmal　in　Aufn，　Nr．41λ8γo瞬∫ノ7αcご’磁

　ム01’αz”∫コミヤマヌカボ1。2；三n1．！；∫勧α’記α8　sp．十．

言周釜蚤∫也

ツケバナ群集

n！PPo111cae

　1　　　2　　　3

’72　　　’72　　　，72

　8　　　8　　　8

28　　28　　28

2350　　2350　　2350

S　　一　　一

20　　L　　　L

O．06　　0．06　　　1

　8　　！0　　10

15　　30　　30
一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『

　1　　　1　　　1

　4

’72

　8

　1

2520

　S

2G

　2

10

15

『
　2

　5　　　6　　　7

’72　　　’72　　　’72

　8　　　8　　　8

28　　28　　30

2350　　2350　　2570

S　　W　　　－

20　　30　　1、

　8　　　1　　　2

30　　80　　2

15　　15　　10

一　　　一　　　40

　2　　　2　　　3

2・3　　3・3　　3・3　　192　　十・2　　十・2

●

●

o

●

●

o

o

o

●

●

●

●

●

●

●

o

o

o

●

●

●

●

●

●

1・2　　1・2

●

●

●

●

　8　　　9

’72　　’72

　8　　　8

30　　28

2570　　2720

－　　　E

L　　　10

　2　　　1

15　　10

30　　20
｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　4　　　4

10　　11

’72　　’72

　8　　　8

30　　30

2500　　2570

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

L　　　L

　l　　　2

10　　20

　5　　30

35　　5

　4　　　6

十　　　 十　　　1・2　　÷・2　　÷

・　　｛1。2　　十・2

　　t
・　：3。3　　・
　　；
・　　1・　　十・2
　　　1

●

3・3

3・3

■

●

■

●

●

o

・　　1・21
　　　　　　1
十　　2・31
　　　　　　：
・　　十・2：
　　　　　　．

り

1・2

3・3

十

〇

ミヤマヌカボ十・2；in　8：Po’8／z彦”αノァ’α’5！〃π～θマz8　ミヤマキンバイ　＋；in　9，〆1gγ03‘ノ5

Fundorte（Nr．　d．　Aufn．）：Taro－yama（1，2，3，5，6）；Sho．ζu－dake（4）；Yakushl・dake（7，8，10，⊥1）；Kurobegoro・da1｛e（9）・ 一
G◎

ω
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　77）クモマゲサ群集

　　　Saxifragetum　臓erkii　idsuroe三　〇hba1969（Tab．73）

　融雪のおそい斜面部の雪田周辺地，とくに北斜薦には，しばしば無植生の細砂礫の礫原が形成

されている。このような開放的な雪田底砂礫地にはクモマグサ，ミヤマタネッケバナ，クモマス

ズメノヒエなどが散在的に生育した疎生群落がみられる。

　クモマグサ群集はミヤマタネッケバナ聯集と同様に構成種群が少なく，極端な立地条件下，と

くに最も融雪時期の遅い斜面の湿潤な雪田底砂礫地に発達する。またミヤマタネッケバナ群集に

比較すれば独立性，持続性の高い群集と言える。白馬岳周辺地の雪田や，赤三岳の北斜面には局

地的ではあるが多少とも広い面積にわたってクモマグサ群集が分布している。

　日本の高山帯の雪田底砂礫地に発達するミヤマタネッケバナ群集，クモマグサ群集などの同質

の群落をまとめたチシマクモマグサーミヤマタネツケバナ群団にまとめられている（大場！969）。

　　　Phot．86融雪時期の最も遅い湿潤な砂礫地に生育するクモマグサ群集

　Saxifragetum　merk1i　idsuroeiauffeuchtensandigen　Kiesb6del｝，wo
der　Schnees　am　spatesten　schmilzt（Berg　Akaushi　2，864m）．

4．　超塩基性岩旧地植物群落

　　SerpentiR扁Ges毛einschutt燭Gesllschaft（Legende　4）

ア8）クモマミミナグサーコバノツメクサ群集

　　Cerast圭。齢M玉nuarもietum　vernae　japon隻cae　Ohba1968（Tab・74）

臼本の高山帯の超塩基性岩礫地の植生については，すでにその植物社会学的な体系が一応まと
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Nr．　d．　Aufn．：

Datum〔1．　Aufn．：

Tab．73クモマグサ群集
Saxifragetum　merkii　idsuroei

　　　　　　　調　査　番　号

　　　　　　　調査年月日

Meeresh6he　（m）：

EXposition：

Neigung　（o）：

Probefl銭che（m2）：

H6he　d．　Krautschicht（cm）＝

Deckung　d．　Krautschicht（％）：

Deckung〔L　Moosschic】〕t（％）

Artenzahl：

Kennarten　d．　Ass．：

　S礁ψ‘α9α〃18’煎varゴ45～〃’・ε1

　Cαノ銘α7〃～ηβ　刀f”oノ～～cα

　ゐ膿～♂zαて町〃81zゐθノ9～1

Begleiter；

　Cα欺むρツノ卿～α16α

海抜高度
方　　　　位

傾　　　　斜

調査面積
草本層の高さ
草本層の植被率

コケ層の植被率

出　現引数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　群集の標徴種

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クモマグサ
Kenn．　u　Trennarten　d．．．填heτ伊．耳鰍！賦g堪上級単位の標徴種および区分種こ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミヤマタ不ツケバナ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クモマスズメノヒエ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　随伴種

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キンスゲ
　・4η～’‘7α”ηαZα∫‘8’～∫～5var．’5C加〃05々y’　　　ウサギギク

Moos：　　　　　　　　　　　　　　　　コケ類

　Mμ∫c～sp．　　　　　　　　　　　　　　　　　コケ類の一種　　　　　　　　、

調査地

Fundort：Akaushi一（la1（e．

1　　2　　3　　4　　5
，72　　’72　　’72　　’72　　，72

8　　8　　8　　8　　8
30　　　30　　　30　　　30　　　30

2850　2855　2855　2855　2850

N　　N　　N　　N　　N
10　　　5　　　！5　　　25　　　25

0．040．090．09　0．15　0．3

10　　10　　10　　10　　10

3G　　　30　　　30　　　40　　　25

－　　40　20　－　　5

2　　3　　3　　3　　5

2・2　2・3　　2。2　　3噸3　　1・2

。　　十　十・2　。　　十

十．2　　・　　　・　　→一・2　十・2

●

十・2　・

・　　十

3・3　　1●2　　 ●　　十●2

められており，とくに本州中部山岳の高山帯の超塩基性岩地の植生はクモマミミナグサーコバノ

ツメクサ群集に，さらにクモマミミナグサーコバノッメクサ群団にまとめられている（大場

1968）。今回調査された超塩基性岩地の植物群落は白馬岳，旭岳，雪倉岳，朝日岳，長栂【．LIなど

の海抜2200m以上の蛇紋岩質およびカンラン岩質の砂礫地に認められた。この植物群落はクモマ

ミミナグサ，ホソバッメクサ，タカネッメクサ，ウメハタザオを標微種および区分種とするクモ

マミミナグサーコバノッメクサ群集である。このクモマミミナグサーコバノッメクサ群集の構成

種々の多くは，超塩基性の土壌によってもたされる化学的，物理的な作用に特異的に対応してい

る。クモマミミナグサーコバノツメクサ群集は典型亜群集とタカネスミレ，ミヤマムラサキ，ミ

ヤマウイキョウを区分種にもつミヤマムラサキ亜群集とに下位区分された。

　クモマミミナグサーコバノツメクサ群集の生育地には，しばしば高山風衝砂礫地と同様な立地

が発達することから，真の好超塩基性砂礫地植物にまじってコマクサやタカネスミレが高頻度に

出現している。
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　　Phot・87蛇紋岩質砂礫地に特徴的に分布するクモマグサーコバノツメクサ群集。

　　　Ceras毛io・Minuartietum　vernae　iaponicae，　dasfOr　Serpentinlschell

　　sandigen　Kiesboden　c1〕arakteristlsch　vorkommen　lst（Berg　Yuklkura　2，611m）．

5．　雪田底罎生低木群落

　　Schneeboden－Zwergstrauchheiden（正egende　5）

　79）夕力ネヤハズハハコーアオノツガザクラ群集

　　　Anaphalio・Phyl玉odocet覗m　ale縫ticae　Ohba1967（Tab。75）

　高山帯の雪田地の澗辺隅1は常に緑地化した状態にあるわけではない。とくに植物群落の侵入，

定着が進行した所では粗腐植土（Rohhumus－Boden）の堆積した安定した立地が形成されてい

る。このような雪田縁辺部で融雪後乾燥しやすい立地にはアオノツガザクラ，チングルマなどを

主体とした植物群落が発達する。

　この：乾性的な雪田植生は，アオノツガザクラ，タカネヒカゲノカズラなどによってアオノツガ

ザクラ群団にまとめられている？アオノツガザクラ群団は赤石山脈のレンゲイワヤナギ群集と北
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　　　Phot．88　高山の雪田地に，カーペッ1・状の群落を形成するタカネヤハズハハコー

　　　　　　　　アオノツガザクラ群集。

　　Anaphaho．Phyllodocetum　aieuticaemitteppigartigerP1～ッ〃でノ‘～oαラ‘～！‘2’’”α1at鼠f

Schneeboden　der　alpinen　Stufe（Berg　Ashah三2，418m）．

アルプスを中心とする裏日本多雪地の高山帯に分布するタカネヤハズハハコーアオノツガザクラ

群集，そして北海道に分布するマルバヤナギーアオノツガザクラ群集などからなっている。

　タカネヤハズハハコーアオノツガザクラ群集は，アオノツガザクラ，ウサギギク，タカネヒカ

ゲノカズラ，タカネヤハズハハコなどによって特微づけられるもので，立山連峰，後立山連峰な

ど北アルプス北部の雪田地に広く認められる群集である。このタカネヤハズ四温コーアオノツガ

ザクラ群集は，一般に裏零本型気候下に発達するミヤマリンドウ亜群集と赤石山脈など表日本型

気候下に発達するミヤマクワガタ亜群集に区分されている。北アルプス北部で認められた乾性的

な雪田植生は広い意味でのタカネヤハズハハコーアオノツガザクラ群集のミヤマリンドウ！臣群集

とされるものであるが，本来の亜群集の概念からすればミヤマリンドウ！癒群集は地理的Rasseに

あたるものと考えられるので，今回得られた資料をもとに新たに亜群集以下の下位区分が試みら

れた。

　典型亜群集は従来のミヤマリンドウ亜群集の主部にあたるもので，さらに局地的にクロマメノ

キが優占したクロマメノキ変群集と典型変群集に区分が可能である。

　乾燥傾向の最も強い立地ではガンコウラン，ミネズオウなどが優占的になり，相観的にもコメ

バッガザクラーミネズオウ群集の風衝燈生低木群落にきわめて類似している。これと同質の配分

については，乗鞍岳（宮脇他1969）においても認められており，そこではガンコウランil巨群集

として示めされている。ガンコウラン亜群集は裏日本型多雪地と表日本型寡雪地との中間に位置

した独自の亜群集とも考えられるが，北アルプス北部においても同檬な立地がみられることか
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ら，富山県の高1．il帯にも乾性的なガンコウラン亜群集の存在を認めたい。

　80）コツガザクラ群集

　　　Phyllo虚oceもum　alp圭nae　ass．　nov。（Syn．Pん〃πodocθαゆεπαcomm．Yamazak隻

　　　et　Nagai　1961）（Tab．76）

　北アルプス北部の距高【1．喘：上部から高ILI帯下部にかけての雪田地にはタカネヤハズハハコーア

オノッガザクラ群集よりもさらに雪田地よりの融雪期の最も遅く，その群落の生育期を通じて湿

潤な立地が保持された所には，．好湿性のバクサソオオバコやバクサソコザクラをともなったコツ

ガザクラの優占した群落が発達している。

　朝Ei岳や五色ケ原の平坦な雪田地にはコツガザクラを主体としたまとまった植分がみられる

が，コツガザクラにまじってツガザクラ，アオノツガザクラが混生した状態が多く児られる。こ

差濯．

鋳雛．

、難癖

　．騒騒
じ、網羅鐵：

　　　　．，・潔

　　　　　　　　　　．蓋

　　　　　　　　　　　　　　　μ翼馨馨懇　　　　　　 墜

　Phot．89丁目融雪時期の遅い雪田地にはアオノツガザクラ群集にかわってコツ

　　　　　　ガザクラ群；集が発達する。

　　Auf　den　Schneeb6den，　die　am　sp装testen　schneefrei　werden　entwickelt　sich　das

Phyllodocetum　aIpinae　alsv三kariierelldeGesellschaft（les　I）hyllodocetum

aleuticae（BergAshahi　2，418m），
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のコツガザクラ群落は亜高山帯の雪田型のツガザクラ群落と高山帯雪田地のアオノツガザクラ群

落との分布頷域のかさなりあった地域において，融雪時期がおそく，かつ湿潤な環境といった限

られた立地に分化した特異な群落と考えられる。

　また山崎，長井（1961）がすでに指摘しているように，コツガザクラの生育地は雪田植生のな

かで生育期間の最も短い立地であることなどから，特殊な立地に結びついた独自な群集としてコ

ッガザクラ群集の存在を認めるのが妥当と考えられる。

6．風衝荒原W呈ndecken・Rasen（Legende　6）

　81）ヒゲハリスゲーオヤマノエンドウ群集

　　　Kobresio－Oxytropietum　japo猛icae　Ohめa1967ex　Shi瓢izu　1969　（望ab．77）

　高山帯の風あたりの強い尾根，稜線さらに山頂部では，強風による砂礫の移動や地表面の凍結

融解作用などにより，植物にとって極めてきびしい環境が形成される。この乾性的な風衝地には

オヤマノエンドウ，チシマギキョウ，トウヤクリンドウのほかミヤマノガリヤス，ヒデノガリヤ

ス，オノエスゲなどのイネ科植物を主とした乾燥に強い草本植物類からなる高山風衝草原が発達

している。本州中部山岳，とくに北アルプス北部および赤石山脈における同質の群落はヒゲハリ

スゲーオ・ヤマノエソドウ群集としてまとめられている（大場！974）。

　北アルプス北部で認められたヒゲハリスゲーオヤマノエンドウ群集はさらに典型亜群集とイワ

霧i冨．

灘蹴・

糞繋髪嗣冨嚢，曜・懲縫　魚

羅

画品

騨灘
Phot．90線条構造土の発達した風衝砂礫地に生育するヒゲハリスゲーオヤマノエ

　　　　　ンドウ群集。

　KQbresio．Oxytropidetum　laponicae，　auf　linienartigenStrukturboden　in

sandigem　K：ies　an　Windeclくen（Mikunizakai　2，650m）．
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　　　　麟
　　護　繕

鑛繋襲
繍隔説

・辮�

　　　　Phot．91風衝的な砂礫地に団塊状の群落を形成するイワオウギ。

　　Kolonieartig　vorkommendes　Hθ4y∫α7・μ〃，刀’c’01♂85　auf　windexponierten　sandigen．

Kliesb6den（Berg　Su二sho　2，978nl）．

オウギ璽群集に下位区分された。

　典型亜群集は最も風衝の強い北西斜面部や稜線部の平坦地などにおいて，被植階状土，あるい

は被植線状土といった植生景観を示す。典型亜群集はさらに典型変群集と，より湿性な傾向を示

した立地にみられるレンゲイワヤナギ，タカネノガジヤスなどによって区分されるレンゲイワヤ

ナギ変群集および隣接する風衝凝性低木群落との関連性の強い植物としてのクロマメノキ変群集

とが識別された。

　イワベンケイ亜群集は典型亜群集において優占的であったオヤマノエンドウの対応種的なイワ

オウギをはじめとして，イワベンケイ，オオウシノケグサ，クモマシバスゲなどによって区分さ

れる。イワベンケイ亜群集は典型璽群集に比較して，気候的要因による砂礫移動などの物理的移

動が強く働いている立地に認められる。また鑓ケ岳の北東斜面にはイワオウギ亜群集の変群集と

してシロウマオウギ，タカネナルコによって識別されたシロウマオウギ変群集がさらに下位区分

された。

　82）ハゴ1コモグサーオオウシノケグサ群落

　　　五Zclzθ7ππZα、ノαpoπεcα一驚θsfμcαγπbrα一Geseilsc｝1aft（Tab。78）

　北アルプス北部の鑓ケ岳からのびる稜線部の北野斜面の適潤な風衝砂礫地にはハゴロモグサ，

オォゥシノケグサを主体とする局地的で断片的な群落がみられた。ハゴロモグサは本州中部山岳

および北海道の一部の高III草原に極くまれに産することが知られている。また多くの生地が小面
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．細細・：欝1欝1
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　　　Phot．92北アルプスの高山帯に極くまれに生育するハゴロモグサ。

　　In　der　alpinen　Stufe　der　Japanischen　Nord－Alpen　selten　vorkommende∠4♂‘ゐε〃z〃α

ブ曜》o／zf‘α　（Berg　Yarigatake　2，903m）．

　　　　　　　　　　　Tab．78　ハゴロモグサーオオウシノケグサ群落

　　　　　　　　　　　　ノ1Z‘んε〃認♂αノ砂。／z∫oα．施5’24σα7・μろプα．Gesellschaft

Nr．　d．　Aufn∴　　　　　　　　　　　調査番号
Meersh6he（m）＝　　　　　　　　　　海抜高度

Exposition：　　　 方位Neigung（。）：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　傾　　　　　　　　余l

Aufnahmeflache（cm2）：　　　　　　　　　　　　　　　　　　調　査　面

H6he　d．　Vegetation（cm）＝　　　　　　　　　　　植　生　高
Deckung　d．　Vegetation（％）：　　　　　　　　　　　　　　　　；埴　　被　　率

Artenzahl：　　　　　　　　　　　出現種数
雲ren照rten　d．　Gesellschafti　　　　　　　　　　　　　　群落の区分種

　〆1」61励π〃αノ＠oπ∫oα　　　　　　　　　　　　　　　　　ハゴロモグサ

　髭∫如。α7・励2・α　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オオウシノケグサ

Begleiter：　　　　　　　　　　　　　　　随伴種
　0劣彦ブgp蕗ブ曜）o／z沈α　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オヤマノエンドウ

　T1臨Z∫oか麗禰α砂加πノπvar．磁ψ露α魏ノπ　　　　　　　　　　ヒメカラマツ

　3α～‘∬z〃’（鴛π∫ゐ。θノz∫～∫var・58∬∫Z解07π　　　　　　　　　　クロトウヒレン

　7ワ聚yノπκ∫9‘卿zg‘昭ご。立α彦μ∫　　　　　　　　　　　　　　　　イブキジャコウソウ

　Cα〃ψαπz‘如訪αノ疵5501zお　　　　　　　　　　　　　　　チシマギキョウ

　C認αηzαg加5’おヵ御沙Z〃rα5‘6π∫　　　　　　　　　　　　ミヤマノガリヤス

　瓦ρ∫面飯πノπ！b配απ4fαπz‘ノπ　　　　　　　　　　　　　　　　ミヤマアカバナ

　五鵡う’暖y2聯αvaLたαノノぬ漉磁f侃　　　　　　　　　　　　ミヤマハタザオ

調査地　Fundort：Shirouma－Yari．

調査年月日　Daturn　d．　Aufn．：2．　VIII　1972

1 2

2750　　2750

NE　NE
20　　20
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10　　10

85　　60
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積で断片的な状態であることから，ハゴロモグサの生育立地の特異性を評値iするのは困難である。

　ハゴロモグサに結びついて生育しているオオウシノケグサ，ヒメカラマツ，オヤマノエンド

ウ，チシマギキョウ，ミヤマノガジヤスなどは高山風衝草原としてのオヤマノエンドウ群団を形

成する主要な植物である。このことから北アルプスで認められたハゴロモグサーオオウシノケグ

サ群落はオヤマノエンドウ群団に含まれるものと考えられる。

　83）ミヤマヌカボシソウーイワウメ群落

　　　加2ぬrOSオrαfα一P吻θπ8εαゆPOπεCαVar・0わ0ひα孟α一GeSellSCI至a£t（里aめ・79）

　高山の風衝地にみられる特異な形態を示す植物群落としてやや被陰されている露岩の小凹地を

カーペット状に被って生育するイワウメ群落がある。これと同質の群落についてはすでに乗鞍岳

においてチシマギキョウーイワウメ群落として報告されている（宮脇他1969）。

Phot．93風衝的な岩旧地に，カーペット状に岩上を被うイワウメ群落は日本の高

　　　　　山景観を特徴づけている群落の一つである。
　　Windexponierte　Felsen　werden　von　derエ）ゆ8刀5fαZゆ。π～cαvar．　oゐ。ηα如．Gesellschaft

bedeckt（Berg　Shozudake　2，590m）．
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Nr．　d．　Aufn．；

Datu憩d．　Aufn．：

　　　　Tab．79　ミヤマヌカボシソウーイワウメ群落

五㍑㍑‘Zαプ05彦7窺α一エ）ガ妙6～～5’αZ妙ρoノ～’ごαvar．　oゐ。槻’α一Gesei夏schaft

　　　　　　　　　　　　　　　　　調　査　番　号　　　　…　1　2

　　　　　　　　　　　　　　　　　調査年月iヨ　　　，72，72

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　　7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　31

Meereshδhe（m）：

Expos三亡量on＝

Neigung（。）：

Probef1証che（m2）：

H6he　d．　K：rautschich亡（Cln）：

Deckung　d．　Gefassp且anzen（％）：

Deckung　d．　Moose　u．　Flechten（％）：

Artenzahl：

Trennarten　d．　Gesellschaft：

　Dゆ8／z5～αZ・野・ω・加var．・み。・臨α

　．乙μ驚～‘Zαプ05々rα∫α

Trennarten　d．　h6heren　Einheiten：

　σθ2’如刀αα忽∫4α

　磁ηψβノZZ‘Zβ‘乃．の漉550加∫

　エノの雇如38ノー0〃刀召

　一～）！‘♂5碗ガ1Zαπ吻0ノ～ゴ6α

　0澱y’プ砂ガ5ノゆ。ノ～ガ‘α

　77（～β（メ4～α00（「6～ノZ6¢

　麗4，1α4σプ∫∫宥614’∫o～μσ‘α

Beg玉ei£er＝

　乙α90頁5g如π0α

　Gα伽0α勧α⑳／∫μ〃占var．πψρ0〃～α〃μ

　伽鳥6二じ5ご加var．ゐプ8ひ∫59πα脚

　POオθノZ孟μ♂α　7πα孟5～∫ノπZ，ザαε

　ゑプ。彦0・’∫ψεπz‘∫var．ノ砂0／z～cμ∫

　Cαr6灘　∫68／zαη彦1～α

　L膨堵～‘Zαo〃9ロπ孟1zα

　7πゴπg’α勿セzπθノz∫ガ∫

　ノ1πθηZO／Z8π⑳℃’∬’μ0ノπ

　飛∫‘z‘oα　云αんe融ηα

　研θノーOCんZO8α々）2πα

　五〇’∫81α6プ∠αρプ0α‘1～め8／Z∫

　Eηψθオブz切τ痂9η‘ノπvar．ブ妙0〃～α4〃匹

　Aηz加1‘ノzαZα∫08π3f∫var．孟∫‘1LOη05憂）ゾ

　エ）8∫6んαηψ5’αノZθ鋭‘0∫σ

Moose　u，　Flechten：

　7可んα〃ZπoZfα℃θノブπノcZαノ・∠5

　Rゐα‘0〃3あ07甲忽〃多Zα2π磐’π0敵〃呂

出現1回の種

AuBerdem　le　einma正in　Aufn．　Nr．

海　三

方

傾

調　査

草

草

高　度

　　　位

　　　斜

面　積

　本贋の高さ
隅本層の1痕被率

コケ層の植被三

山　現．種　数

群落の区分種

　イワウメ

　　ミヤマヌカボシソウ

上級単位の区分種

　　トウヤクリンドウ

　チシマギキョウ

　チシマアマナ

　ツクモグサ

　オヤーマノエソ｝ごウ

　チシマゼキショウ

　タカネシオガマ

随．継歯

　ウノレップソウ

　ミヤマダイコンソウ

　アシボソス・ジ

　　ミヤマキンバイ

　ウラシマツツジ

　イワスゲ
　　　　　　　　　　　　　　　　　ロヤ

　タカ不スズメノヒエ

　シラネニソジン

　バクサソイチゲ

　タカ不ソーモソモ

　　ミヤマコウボウ

　ミネズオウ

　ガンコウラン

　ウサギギク

　コメススキ

コケ類と地衣類

　ムシゴケ

　シモプリゴケ

　　　　　　　　3　　4　　5　　6

　　　　　　　，72　　♪72　　，72　　’72

　　　　　　　　7　　7　　8　　7

　　　　　　　31　　　31　　30　　　31

2800　2780　2850　29002950　2780

　　N　　W

　　ユ5　20

　　1　0．64

　　io　　5

　　90　70

　　5　　－

　　12　　13

NWNW
20　　4

0．6　1．6

5　　20

90　80
20　　5

14　　14

W　　W

40　25
0．5　0．64

30　　10

80　　80

15　20
！7　　19

5●4　3。4　5。4　十。2　4．4　5。4

　・　　2●2　一←・2　　→一　　！●2　2・2
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●
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●
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o
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十
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●

●

十
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　り

2。2

　9

●

十

〇

●

●

●

o

●

●

●
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十
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●

1・2

1。2

■

十

十

〇

5・4

1・2

2・2
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●

●

●

，

●

o

●

●

十

十

〇

■

o

■

ゆ

　●

2・2

　●

十

●

十・2

　●

●

●

●

十

〇

●

●

o

1。2

　●

十

●

　●

1・2

　0

2・2

ユ・2

！。2

　0

●

ρ

十

十

十

十

　●

十・2

1・2

1。2

十・2

・　十・2十・2

・　　十　　　・

1：C’α‘～∂π～αα～汐6∫々‘∠5十。2，C6々乞zノ読z飽♂6τ〃4～ご‘z　十・2，　Rゐ‘z60〃躍’or
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　∫～‘〃ぼ碗83ご6〃5var．ノ妙。ノ漉α十，　Moos．　sp．十・2；in　3：P84ガcz4碗5漉α”z～∬01z’∫va「4妙。π’oαヨツ

　バシオガマ十，1）～ノzz‘5ρz〃7”αハイマツ十，1）ogo〃α’τ‘1μsp．1・2，伽ノzz〃πsp．2・3，　Rlzζzco〃漉ノ闇’z‘〃’

　sp．1・2；in　4：CαZα〃zαg’「05オお5α疏α”2z8／z∫おタカネノガリヤス十，　Po砂gωz7〃π7加ψα18～‘ノπムカゴトラ

　ノオ1・2，V‘zoc！ノzガπ〃ム。～ノαZびbJ∫z‘〃Lクロウスゴ十・2；in　5：ゐ’‘之’‘♂α四α1zZ砲∂θ1gπクモマスズメノヒエ

　十・2，Cα∬初）θ1：yα4）o漉。’403イワヒゲ÷，　Rlzo話048／z4m〃σz〃9α〃βキバナシャクナゲ十，　C8診1「αがα

oノゾ脚var・忽・o沈α1・2，αα4・〃～α・ノ漉∫1・2，αα4・・z’α7π・～9のわ・α＋・2－a〃フμθZ～α5礁α’μガ∫÷，

　in　6；S詑ZZζτプ∫απ4ソ＞07証。βイワツメク→ナ十，　CZα60ノ～’αsp．2。3．

調査地

Fundorte（Nr．　d．　Aufn，）：Shirouma・dake（1，2，3，4，6）；Suisho－dake（5）．

　今回北アルプス富山鼠側で認められたミヤマヌカボシソウーイワウメ群落は相観的，種組成的

にみても，チシマギキョウーイワウメ群落とほぼ同質の群落と考えられる。イワウメ群落は風衝媛

性低木群落のコメバッガザクラーミネズオウ群集の一部に椙帯するものと，高山風衝草原の断片

とみなされるものとに区：分される。このミヤマヌカボシソウーイワウメ群落は一部にミネズオウ，

ガンコウランなどをともなっているが，多くはトウヤクリンドウ，チシマギキョウ，チシマアマ

ナなどの風衝草原要素から構成されており，オヤマノエンドウ群団に含まれるものと考えられる。

　84）シコタンソウーシコタンハコベ群落

　　　8ακεfrα9α　cんεrJθrεoεdθs　var．　rθわππ8んεrε氾8εs・8‘8παrεα　r配scεfo髭α冒Gesellschaft　（Tab．80）

　本州中部の北アルプスや八ケ岳の風衝的で陽性の岩地や細砂質土をともなわない岩礫地にはシ

コタンハコベ，シコタンソウさらにミヤマイチゴツナギのムカゴ型であるコモチミヤマイチゴツ

ナギを区分種にもつシコタンソウーシコタンハコベ群落が局地的に認められる。

　シコタンハコベは本州中部の高山帯および北海道以北の岩竹馬や岩礫地に分布している。シコ

タンハコベも同様に本州中部高山帯および北海道以北の岩隙地に広く分布している。コモチミヤ

マイチゴツナギはミヤマイチゴッナギの無性繁殖型となった一品種であるが，とくに本州中部の

高山帯に分布しシコタンソウーシコタンハコベ群落の地域的な識別種と考えられる。

　高山岩隙植生や高山岩礫地植生は岩の問のわずかな空闘に，その生育可能な領域を拡げうる植

物や，細砂土をともなわない摂州地に定着可能な植物から構成されている。このシコタソソウー

シコタンハコベ群落の生育する立地は，陽性な所が多く，北向の陰湿な岩隙地に生育するアオチ

ャセンシダなどの群落とは対称的である。

　シコタンソウーシコタンハコベ群落の植物社会学的な位餌づけはまだ十分に検討されていな

い。この群落を特徴づけているシコタンソウ，シコタンハコベ，コモチミヤマイチゴツナギは本

州中部山岳では一般によく共存しているのがみられるが，そのほかの構成種として富山県下の高

レLl風心地に広く分布するオヤマノエンドウ群団の構成植物も多数混生しているのが認められた。

ヨーロッパにおける同質の高山岩隙植生および高山岩礫植生としてん24ro5α6ガ。πη朋46ZZかや

んz4ro5α6∫oπα砂珈α8がこれに対応する植生と考えられる。
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Phot．94風衝的で陽性な岩礫地に生育するシコタンソウーシコタンハコベ群落。

　　翫珈㎎。、励伽Z・・v・・．珈磁・’・・酪・・π・・如闇…脚・一G・・ellschaft　mlt

3‘8〃αノゴαプz¢∫oるヂb痘α．AspeKt（Berg　Turugi　3，003m）・

　　　　　　　　＆鷹ゲ〉・㎎

Nr．　d．　Auf11．

Meeresh6he　（蹴）：

Exposit1on＝

Neigung（。）；

Probeflache（m2）：

H6he　d．　Vegetation（cm）＝

Deckung　d，　Vegetatior1（％）

Artenzah1：

丁塑n・・t・・d，G・・e11・ch・f丸…

　　Tab．80　シコタンソウーシコタンハコベ群落
。。ん。．Z，．鰯。、　vaL。，∂，“、∫ん伽∫’・躍Z・・ゴ…珈Z∫・一G・・ell・ch・ft

調

海

方

傾

調

製1

植

出

戸　番

抜　高

議　面

　生

　被

現　種

号

山

霧

斜

積

高

率

数

　1　　2　　3

288028802980

SWSW　　S
！0　45　35

0．5　1，5　1

20　20　20

30　50　40
6　　5　　8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　群落の区分種

P。。伽。。。翻var．、1、ど。。。＿f．ゆ脚π　・モチタカネイチゴ・ナギ　　2●22．22●2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　！。2　十・2
5オ。伽廊…螂ゲb伽　　　　　　　　 シコタソハコベ

3。階調。励・∫・漁v・・．・伽…ん伽・’・　シ・〃・ウ　　　　’3●32’2

B。g1。it…　　　　　　　　　　随伴種
飛、、。。。。漁va，．。砂、、。　　　　・ヤマウシ・ケグサ　　　1．23932’2

黙園圃誹謙瓢姻、　　　蛮工駕　　　　工：1‡‡

糧麗撫鑑締・蝶盛翰嘩響・響留凱謡蟹綴麗麗1髪あ
　那碗∫z4〃沼プα8ミヤマキンバイ十・2，584κ’μプ05θαイワベンケイ十．

調査地　Fundort：Tsurug1．dake，

調i査年月日　Datum　d・Aufn・：28・VII　1972
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ア．岩画地植物群落　FelsspalteR・Gesellschafも（Lege蹟de　7）

　85）ナヨシダーアオチャセンシダ群落

　　　q／8毒qρf8rεs　frαρε髭8瞳」48pJeπεωηaひjrεdθ閂Gesellsc難aft　（Tab．81）

　北アルプスの亜高山帯から高山帯にかけての陰湿な岩臨地には，岩壁に葉を垂下した状態で着

生したアオチャセンシダ，ナヨシダなどのシダ類やイトイなどに特微づけられた岩隙植物群落が

みられる。岩隙植生を特徴づけるアオチャセンシダやナヨシダなどは単独に群落を形成すること

が多く・一般的にも岩隙植生の構成種数は少ない。ヨーロッパのAsplenietea　rupestris

対応される，または含められる日本の岩隙植物群落の一部と考えられる。

　　　Phot．95陰湿な岩隙地に生育するアオチャセンシダの群落。

A5μθノz加π加7ゴ4ひGesellschaft　in　feuchten　Felsspalten　（Berg　K：urobegoro　2，840m）．
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Nr．　d．　Aufn．：

Datum　d，　Aufn．；

　Tab．81　ナヨシダーアオチャセンシダ群落

qy5’（桝爾5乃η9漉＆・《ψZ6／z！Z〃πτP溺忽Gesellschaft

　　　　　　　　　　　　　調　査　番　号

　　　　　　　　　　　　　調　査　番　号

Meereshδhe（組）＝　　　　　　　　　　　　　　　　　海　抜　高　度

Exp・siti・n：　　　　　　　　　　　　　方　　　位
Neigung　（。）＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　傾　　　　　　　　余丁

Probefiache（m2）：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調　　査　　面　　積

H6he　d・Vegetat量on（cm）：　　　　　　　　　　　　　　植　　生　　高

Deckung　d．　Vegetation（％）：　　　　植被率
Artenzah1＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出　現　種　数

Trennarten　d．　Gesellsc1ユaf隻；　　　　　　　　　　　　群落の区分種

　Qソ3彦（桝814なプ｝π9灘∫　　　　　　　　　　　　　　　ブーヨシダ

　・4功勧z加π加ガ4θ　　　　　　　　　　　　　　　　アオチァセンシダ

　Jz‘πα‘∫〃雄読〃zo測∫9だ　　　　　　　　　　　　　　　　イトイ

建・gl・it6・・、　　　　　　　　　　随伴種
　五Zの’読α581口中α　　　　　　　　　　　　　　　　チシマアマナ

　1「α1フ鵡∬ぬノ）α伽∫々・お　　　　　　　　　　　　　　　　ウメバチソウ

　五θ0雇砂0漉Z‘郡ノψ01～fαf規　　　　　　　　　　　　　ウスユキソウ

　5θ4z〃μ7再。∫8σ　　　　　　　　　　　　　　　　　イワベンケイ

調査地

Fundorte（Nr．　d．　Aufn．）：KurQbegoro－dake（1）；Shirouma－dake（2，3，4）．

1　　2　　3　　4
，72　　’72　　’72　　’72

8　　8　　8　　8

28　　2　　2　　2

2730　2610　2760　2760

1

！0

10

1

N　　一　　一

0．01　0．02　0．02

！0　10　10

10　40　40
2　　3　　4

1●2　 1・2　　・　　　・

。　　　。　　3●3　　363

・　十・2　。　　。

十　　十

十　　。

。　十・2

・　　十

　86）ジムカデーイワヒゲ群落

　　　1血rrεπzαπθπα8彦θπθrεαπα庸0α88ερρθZ〃cqpodεoε4θs－Gesellschaft（璽ab．82）

　水晶岳や旭岳の山］頁部の日陰を北～東斜面の岩地には主にジムカデ，イワヒゲ，チシマゼキシ

ョウと蘇類や地衣類からなる岩隙地植物群落としてのジムカデーイワヒゲ群落がみられた。この

ジムカデーイワヒゲ群落の生育する岩隙地は常にやや湿潤な立地条件が保持されている。

　イワヒゲ，チシマゼキショウは，本来このような湿潤な岩隙地に生育している。一方ではやや

風衝的な影響の強い岩隙地に広く分布するチシマァマナ，イワウメ，シコタンソウの優旧する風

衝岩隙地植物群落にもしばしば混生する。またジムカデは周北極地植物要素として雪田植物群落

を構成する主要な植物である。水晶岳や旭岳にみられた岩隙地が極端に湿潤で冷凍な環境条件を

示すことから，一種の周雪田地的な立地を形成したため，ジムカデの生育を可能にしたと考えら

れる。

　ジムカデーイワヒゲ群落は雪田地的な影響を受けた特異な立地に生じた特殊な群落であり，か

つ同様な立地に広く分布する風衝岩隙地植物群落の先駆相としての形態を示している。
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　　　　　　　　　　　　　　Tab．82　ジムカデーイワヒゲ群落

　　　　　　　　　猛ηフ』～〃zαノzθ〃α∫‘8♂1σ∫‘z／z仏Cα∬f砂ε砂。（グ）o読of♂θ∫一Gesellschaft

Nr．　d．　Aufn．：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調　査　番　号　　　　　　　1　　2　　3　　4

Datum　d．　Aufn．：　　　　　　　　　　　　調査年月｝1：ll　　　’72’72’72’72

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　　8　　8　　8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30　1　30　30

Meeresh6he（m♪；　　　　　　　　海抜高度　　2940294029402950

Expositionl　　　方位＝NENNNeigun9（。）：　　　傾斜一一一一Probeflache　（cm2）：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　言周　　査　　1面　　　　　　　　　　　　2500250025008000

H6he　d．　Krautschlcht（cm）＝　　　　　　　　　　　草本層の高さ　　　　　5　10　5　10

Deckung　d．　Krautschicht（％）：　　　　　　　　　　　　草本層の植被率　　　　　　60　60　60　90

Deckung　d．　Moosschlcht（％）：　　　　　　　　　　　コケ層植被率　　　　　3Q　20　80　20

Artenzahl：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出　現　種　数　　　　　　　9　　1！　12　13

Trennarしen～L　Gesellsch璽㌻．1　　　　　　　　　　　　　群落の区分種

　矛勉ノブ’fノπαπ8Z♂α舘θ♂♂βノ’1α刀α　　　　　　　　　　　　　ジムカデ　　　　　　　　2・2　2・2　1・2　4・4

　Cα∬’（4）8砂。（1ρo読。ガ48∫　　　　　　　　　　　　 イワヒゲ｝　　　　　：　2・3！・22・22・3

　TφθZ4緬ご。ご。∫7～8α　　　　　　　　　　　　　　　チシマービキシ；｛ウ　　　；　十　十・2十・21・2

恥9論調壁L　　　　　　　　　　　　　　　　　随伴樋
　Gα‘脚。認”～α⑳Z々”ノ呂va「・πψρo／11c～〃μ　　　　　　　　ミヤてダイコンソウ　　　　十　1・2　十　　十

　1）∫妙8”諺α♂曜）o／zf6αvaL　o6σ砒τ’【τ　　　　　　　　イワウメ　　　　　　；　十　 。　十・2　十

黙轄：礎　　　ll三1∵詰1卸
Moose　u．　Flechten：　　　　　　　　　　　　　　　　　コケ類と地衣類

　77Lαη3／zo♂ガαη8ノブノ多か。κ♂ζηゴ5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　十　　　・　　十．2　十・2

C・彦繍・・ゆ・va・・ブ＠…’・・　　　　　　　　i＋●2●21’2

漁黙遼伽　　　　　　　i：、：21：22ち
鳩現1闘の種

Auβerdem　je　einmal　in　Aufn．　Nr．1：E〃ψ6ケμ〃’海g1マ〃μvar．ブζψo加α’那　ガンコウラン1・2；in　2＝

　Gθノz擁απαα㎏∫ぬトウヤクリンドウ十，丁読πg雄のαπ8π∫おシラネニンジン÷，50♂∫融goτ吻gα・α卿でα

　V．♂θ∫00αノ♪αコガネギク十，P伽♂ZO40‘0π勉ρ伽1Cαツガザクラ十，5ん01’”α50Zぬη8ZZO認8∫イワカガミ

　2・2；　in　3：Po‘θη’∫”α　ノノ3α彦5～4〃多z〃㍑θ　ミヤ’マキソ／ミイ　　十，　CZα401～！α　プαπg⑳r∫刀α　十；in　4：　CZα♂o／z∫α

　〃’～‘∫∫十，R左y”4融〃3π侶η5～’〃占十・2．

調査地

Fundorte（Nr．　d．　Aufn．）：SuishQ－dake（！，3，4）；Shirouma・Asahi－dake（2）．
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濫農墾r、
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ニド　　く

醗
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鮎、

　　　　　Phot．96　日陰な岩隙地に発達するジムカデーイワヒゲ群落。

　魚η禰、、諏・励・∫α・・α一Cα・吻吻α卿∫・∫伽G・・ell・chaft，　i・・chattige・f…ht・・

Felsspalten　（Berg　Suisho　2，978rnノ．

8．風衝蓬生低木群落　RaもUrliche　Wind・Heide（猛9e蹴de　8）

　87）コメバツガザクラーミネズオウ群集

　　　Arcterico■1」oiseleurietu斑　Oh襲）aexSuz．一70k　1964（Tab。83）

　コメバッガザクラーミネズオウ群集はコケモモーハイマッ群集域内にあって，たえず強風の影

響を受けた厳しい乾性的な立地に生育する群落高の低いカーペット状の風衝簸生低木群落である。

この群集の主要な構成種はミネズオウ，ガンコウラン，コメバツガザクラ，クロマメノキ，ウラ

シマッッジなどの低木とC8診πぬα，αα40卿αそしてR肱ωη諺ザゴz〃πを主とする癬苔地衣類な

どである。これに近縁な植物群落は周北極地域に広く分布している。

　日本の高山風衝ハイデとしてのコメバッガザクラーミネズオウ群集は東北および北海道のチシ

マツガザクラ，ダイセツイワスゲなどによって識別されるチシマツガザクラ亜群集と，イワスゲ
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戴撫癌

叢

誌螺繋鑓 鎌．

　Phot．97風衝的な稜線部には風衝学生低木群落であるコメバツガザクラーミネズ

　　　　　　オウ群集が発達している。

　Windexponlerte　Zwergstrauchgesellschaft　Arcterico－Loiseleurletum　auf　w三nd．

expon玉erten　RUcken　（Berg　Sh董r◎uma　2，933m）・

によって識別される本州中部山岳のトウヤクリンドウ亜群集に大きく区分される。北アルプス北

部で認められたコメバッガザクラーミネズオウ群集は，いわゆるトウヤクリンドウ亜群集域にあ

たり，そこではさらに3つの亜群集が下位区分された。

　典型亜群集は群集区分種のコメバッガザクラ，ミネズオウを主体とした植分でしばしばウラシ

マツツジを欠如している。

　クロマメノキ亜群集は北～東向斜面部のむしろ風蝦藻獲麟に生育する植分である。クロマメノ

キ亜群集の，より多湿な立地にはチングルマ，ミツバオウレンによって識別されたコメススキ変

群集がさらに下位区：分された。

　トウヤクリンドウ亜群集はi・ウヤクジンドウ，イワスゲ，イワウメによって識別された騒騒で

風の強い稜線部の西側斜面に広く発達している。立地的にも風衝草原に隣接していることから，

ムカゴトラ／オ，チョウノスケソウ，ヒナガリヤスなどの風衝草原要素も部分的に混生している

のがみられる。

　1薄霧の高山風衝繧性低木群落はコメバツガザクラを標徴種としてコメバッガザクラーミネズオ

ウ群集にまとめられる。この群集単独で，ミネズオウーコメバッガザクラ群団を形成している。

しかし鈴木（1964，！966）はこれと同質の植物群幽を，3つの群集をふくむ，コメバツガザクラ

群団の名称をあたえている。
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Phot．98　カーペット状に密生したコメバッガザクラーミネズオウ群集。ミネズオ

　　　　　ウ，ガンコウラン，ウラシマツツジが優占している。

　Teppigartlgdlchtwac1ユse正1des　Arcterico．Loiseleurietum　mit　domlniereRdell
五・ゴ5・Z6瞬αρ㍑μ〃3う6／z5，　E吻8診2Wπ・～fgπ‘ノπvar．ブ妙・ηノα〃ノちノ1フτ畑5ψガπZ‘5　var．ノ妙・〃∫α’3

（Mikunizakal　2，560m）．

9．風衝低木群落KlrHmmholz・GeseHschaft（Legende　9）

　88）コケモモーハイマツ群集

　　　Vacci皿董。－P三netum　pum玉lae　MaedaetSh野鴨azaki1951（Tab．84）

　日本の高山帯の景観を特徴づけている植物群落の代表的なものにハイマツ群落がある。ハイマ

ツは亜高山帯上部から高山帯にわたって広く分布し，風衝的な斜面や山稜に大きな面積で発達す

る。また風塩湖あるいは乾性的なやせ尾根では高山帯から亜高山帯にまでハイマツが下降するこ

とが多い。同様に亜高山帯の湿原の周辺部にしばしばハイマツの生育をみることができる。森林

限界以上のハイマツ群落については，すでにコケモモ一酌イマッ群集と置淀されたもので，局地

的な立地の変化に対応した種々の種類組成的変化が認められる。

　北アルプス北部のコケモモーハイマツ群集は典型亜群集とヒ難論ケシマラン亜群集とに下位区

分された。

　典型亜群集は低木層にハイマツを優醒するほか，ほとんど他の小低木類をともなわない植分で

出現種類も10種前後と少ない。典型亜群集は風衝的，乾性的な立地にみられるもので，コケ層に

αα407懸盤，C8ケαrfα類，　Tα”3フ20プ∫α類などの地衣類を多くともなっている。この典型亜群

集は，乗鞍爵ですでに報告しているガンコウラン亜群集（宮脇他1969）に対応する植分と考える

こともできる。
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　　Phot．99　日本の高しLI景観を特徴づけているコケモモーハイマツ群集の概観。

　Vaccinio，Pinetum　pumilae，　das　f琶rd三eAlpine．Stufe　Japanscharakter玉stisch

ist（Berg　Shozudake　2，590皿）・

　ヒメタケシマラン亜群集は典型亜群集に比較して風衝影響の強い，やや湿姓な立地に生育する

群落で，繊三種数も比較的多い。ヒメタケシマラン亜群集は，コガネイチゴ，クロウスゴ，ゴゼ

ンタチバナ，タカネナナカマド，ヒメタケシマランによって区分される。ヒメタケシマラン1塩群

集はさらに，典型変群集とより湿性傾向の強い立地にみられるベニバナイチゴ変群集や，やや低

海抜の亜高山帯に接する地域にみられるバクサンシャクナゲ変群集に下位区分される。

　今西（1937）は森林限界以’下のハイマツについては，山地的極柑あるいは土地的極相として亜

高山帯に含まれるものとした。また森林限界以上に分布するハイマツでも，一つの地形的極相と

みなすことができる。気候的森林限界線と気候的雪線が存在するとしても，その闘には地球的に

見れば亜高山性針葉樹林帯に含められているハイマツを含む低木植物群落が生育しているはずで

ある。

　このことを植物社会学的な立場からみた場合，森林限界以下のハイマツ，すなわち亜高ぽ喘；に

分布するハイマツ群落は，例えばダケカンバ林の林床に生育するハイマツを示すものであろう。

また地形的な高山帯しか存在しない日本の山岳において，種組成的には明らかに亜高山帯のコケ

モモ『儲トウヒクラス域に含まれるが，地形的な高山帯に適応し，その生育域を拡げた特殊な群落

として，このコケモモーハイマッ群集をとらえることができる。すなわち植物社会学的な立場か

らみても，地形的な極相群落であるが，このコケモモーハイマッ群集を含む，多くの植物群落が

モザイク状に生育し，種々の群落複合を形成しているのが日本の高山帯の特徴であるといえる。
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　89）ミヤマネズ群落

　　」ππ∫Pθr配s　coη37πππ‘8　var・　πご」叩。π‘cα一GeSe蓋lschaだt　（Tab．　85）

　コケモモーハイマッ群集領域にあって，コメバッガザクラーミネズオウ群集と嗣様に風衝的な

立地であるが，海抜的にやや低い所には，まれに群落高の低いカーペット状に拡がったミヤマネ

ズの群落が発達している。優出したミヤマネズをのぞけば，ガンコウラン，コケモモ，コガネイ

チゴなどが多くみられ，コケモモーハイマツ群集に類似した種組成を示している。

　このミヤマネズ群落は相観的に区分されたもので，この群落を特微づける種は認められない。

ミヤマネズ群落はコメバッガザクラーミネズオウ群集と同様な風衝下生低木群落を形成している

が，その生育地および種類組成からみてコケモモーハイマツ群団に含まれる群落と考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大野啓一）

Nr．　d．　Aufn，：

Meeresh6he（m）＝

Exposition：

Neigung　（。）

1）ro㌃）efac1｝e　（m2）：

H6he　d．　Vegetation（m）：

　　Tab．85ミヤマネズ群落
諏πψ61麗560η〃η～‘ノz∫∫var．7～勉ρ07zガ6α一Gesellschaft

　　　　　　　　　　　調査番号
　　　　　　　　　　　海抜高度
　　　　　　　　　　　方　　　　位

　　　　　　　　　　　傾　　　　斜

　　　　　　　　　　　調査面積
　　　　　　　　　　　群落の高さ

Deckung　d．　Vegetation（％）；

Artenzahl：

Trennarten　d、　Gesellschaft：

　」襯加郡60〃〃πz〃z∫3var・π吻・〃磁

Begleiter：

Eηψ8孟プど‘〃切∫91初πvar・ブ妙0〃∫ご～〃π

　vα‘o’7～海〃泌”露∫5．ノげα8α

　R⑳z‘5ρ84α彦z‘5

　5ん。プがα読‘ケb々α

出現1回の種

　群落の植被率

　出現種数
群落の区分種

　ミヤマネズ

随伴種

　ガンコウラン

　コケモモ

　コガネイチゴ

　ヒメイワカガミ

1　　　2

2450　　2430

6

0．4

85

10

2

0．4

95

11

5。4　　5・4

　　十・2　　3・3

　　3・3　　2・2

　　1・2　　十・2

i　　十　　　十・2

AuBerdem　le　elnmal　in　Aufnahme　Nr．1：Gα〃♂’1Lθr’α　ηz∫卿々αηα　シラタマノキ　1・2，　Tプψθ如♂θ1α

　うアuσ’8α如ミヤマホツツジ十。2，Rlzo604θノ2めηπ加ασ1り‘α砂π〃Lバクサンシャクナゲ十，　RILO40ぬπ4ブ。η

　ヶ∫π6’w6オオコメツツジ十，　yαo‘㍑ガπノπ51πα”∫～オオバスノキ十；ln　2：魚如π∫砂5～∫oが槻’α♂ガ∫ショ

　ウジョウバカマ十，D6∫訪α〃4）∫如ノZθ：τ銘。∫αコメススキ1・2，　T∫Z切g∫αの伽θ〃5おシラネニンジソ十，

　G8πだαπα7z吻）oπ’ごα　ミヤマリンドウ　十，　C（4》擁3彦プ⑳Zfα　ミツバオウレン十，勿。（ソ）od註4〃L　5∫オ6ん8ノ～56

　var．2～読。θη∫8タカネヒカゲノカズラ十・2．

調査地　Fundort＝Shiroumadake，

調査年月日　Datu皿d、　Aufn．131．　VIh972
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〔2〕代償植生ErsatzgesellschafteR

　富山県下の高山部，山岳部の一部を除いた大部分の地域のように古くから住民が定住し，長い

間にわたって様々な活動を行ってきた地域では，現存植生の中には自然植生はきおめて限られて

いる。大部分の自然植生は様々な人為的干渉下に変化または消滅させられて，一定の人為的干渉

とつり合った人為的植生におき変えられている。

　このような，その立地本来の自然植生が人為的干渉下に破壊されて，そのおきかえ群落として

成立している植生は代償植生と呼ばれる。代償植生には人為的干渉の種類や程度によって様々な

段階が見られる。T丘xen，　R．（1956）は，代償植生度を4段階に分けて考察している。すなわち

代鱗植生の中でも，もっとも入為的影響の少ない二次林，たとえば富山県ではオオバクロモジー

ミズナラ群落，サイコクミツバツツジーコナラ群落など代償植生度1，ススキ群落，シバ群落な

どの半自然生の草原やクマイチゴータラノキ群落などの伐り跡低木群落，植林の初期段階の植生

などを代償植生度2，農耕地雑草群落，たとえば畑地雑草群落のカラスビシヤクーニシキソウ群

集などを代償植生3，そして踏跡群落のオオバコ群落など極端な人為的干渉下にある植生を代償

植生度4としている。

　また我々は植生自然度を判定する場合に，代償植生の各段階を利用している。すなわち，植生

自然度Vは自然植生，】Vは二次林，安定した植林，皿はススキ草原など，狂は農耕地雑草，踏跡

群落，そして1は都市，産業立地などの裸地と区分している。自然図の作製などに利用されてい

る（宮脇，原田1974，宮脇，藤原他1973Miyawaki，　Kazue　Fujiwara！975）。　（宮　脇　　昭）

1．二次林群落Seku皿d乞re　Wa至dgese茎1schaf毛en

　1）　雲霞バクロモジーミズナラ群落

　　　Lεπdθrαπ醒bθπαfαVar．　rπθ配brαπαCθα・QπθrCπ87π0πσOZεCαVar．　grOS8θSθrrαfα一Gesel夏SChaft

　　　（Lege総出e　45，　Tab．86）

　サイコクミツバツツジーコナラ群落の分布域上部の丘陵地から山地帯にかけてのブナ林域には，

相観的にミズナラを主体とした落葉広葉樹林が発達している。このミズナラ群落は，ブナクラス

域における気候的極相林であるヒメアオキーブナ群集やマルバマンサクーブナ群集などが伐採な

どの人為的作用によって成立，持続しているコナラ林と同質の代鱈群落である。

　このミズナラを主体とする落葉二次林は，ブナクラス域を構成している多くの種群からなって

おり，コハウチワカエデ，エゾユズリハ，チゴユリ，ショウジョウバカマ，ハイイヌガヤ，ヤマ

モミジ，コナラを区分種とするオオパクロモジーミズナラ群落として認められた。

　オオバクロモジーミズナラ群落の群落高は12～15mと一般的に一定しているが，医王山などに

見られるように，風衝的な環境要因を示す山稜付近では，群落高は7～8mと低くなり，しばし

ばマント群落状の低木群落を形成する。しかしこれらの植分には，種組成的な変異は，ほとんど
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　　Phot．100土壌の乾性な尾根部には，ひかくてき安定した森相を示したオナ・》ロ

　　　　　　　　モジーミズナラ群落が発達している。

　　　　五f2z46ノ「αz‘〃め”α’αvar。〃‘θノπ加u〃α‘βα一Qz‘81℃‘‘∫〃Loπgo∫～ごαvar．　gノη∫∫8∫8’フ『α如．Gesellschaft

　　auf　den　R蓑cken（Berg　l6zen　g3gm），

見られないことから，同一群落として認めることができる。

　オオバクロモジーミズナラ群落は，尾根部から斜面上部や，さらに中部にかけての，乾性陽地

的な立地に発達している。ヤマツツジ，アクシバ，サイコクミッバッツジ，ホツッジなどによっ

て区分されたアクシバ下位群落とミズキ，トリアシショウマなどによって区分されたミズキ下位

群落とに区分された。ミズキ下露群落の生育する立地は，アクシバ下位群落の立地に比較して，

湿性傾向の強い谷沿いの霧鐘斜面にあり，ヒメアオキーブナ群集域のより湿性な立地の代償群落

とみなすことができる。

　オオバクロモジーミズナラ群落には，オオバクロモジ，マルバマソサク，ヒメアオキ，ユキツ

バキ，エゾユズリハなど日本海側要素としての植物によって特徴づけられているほか，大場

（！974）が新潟県，清津峡で認めたオオバクロモジーミズナラ群集と多くの共通した区分種を伴

なっているなど，日本海側の多雪地域に発達する，鍛鋼的な落葉二次林と考えることができる。

しかし，我々は正式な群集名の決定は，さらに今後の慎重な検討にまちたい。オオバクロモジー

ミズナラ群落は，サイコクミツバツツジーコナラ群落と同様，イヌシデーコナラ群団（宮脇，藤

原他／971）にまとめられる。

2）　サイコクミツバツツジーコナラ群落

　　Rんododθndア。ππμdεPθs・Qπεrc麗886rrα’α一Gesellscha£t（Legende　46，　Tab。87）

富山県の平地から海抜300～400mにかけての台地や丘陵地には広く，相観的にコナラ，アカシ
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　　Phot．101丘陵地には，定期的伐採によって成立したサイコクミッバッッジーコナ
　　　　　　　　ラ群落が発達している。

　　　　RILoゴ04εη4プ。πη㍑4ψ6＆0‘ω℃μ530徽z’α．Gesellschaft　auf　Plateau，　wo　regdma爲ig　kahL

　　geschlagen　wird（Futagamlyama　259m）・

デを主体とした落葉広葉樹が発達している。低木層には，ヒメァオキ，オオバクロモジ，ユキツ

バキ，チャボガヤ，ハイイヌガヤなどの裏日本要素の植物が優饗しており，表日本の同質のコナ

ラ林と明らかに区分される。この丘陵地のコナラ林は，コナラ，コハウチワカエデ，サイコクミ

ッバッッジ，ホッッジ，ダンコウバイ，ヤマモミジ，ショウジョウバカマなどを区：分種とするサ

イコクミツバツツジーコナラ群落が認められた。

　サイコクミツバツツジーコナラ群落は台地や丘陵地の潜在自然植生とみなされるヒメアオキー

ウラジロガシ群集の分布するカシ林域に発達している。薪炭林として定期的な伐採など人為的影

響によって持続している代償群落といえる。すなわち多くの植分において，高木層や低木層にウ

ラジロガシをともなっていることが確認された。

　サイコクミツバッッジーコナラ群落は，典型群落と，ガマズミ，タガネソウ，クリ，チマキザ

サ，ヒメカンァオイによって区分される下位群落とに区分された。
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　サイコクミツバッツジーコナラ群落は，より高海抜地に分布する，対応群落の落葉二次林であ

るオオバクロモジーミズナラ群落に連続している。これらの二つの落葉二次林は，コナラを主体

とするか，あるいはミズナラを優為するかの相観的な違い，分布域の海抜高度の相異，さらにウ

ラジロガシ，ピサカキ，シュンランなど数種の風物などによって区別される。しかし，多くの共

通する区分種をもつなど，種組成的にみれば，同一群落とみなすことができる。すなわちサイコ

クミツバツツ斗一コナラ群落とオオバクロモジーミズナラ群落とは本来，同一群集にまとめられ

亜群集レベルにおいて区分される群落と考えられるが正式な決定は一応保留しておきたい。

　サイコクミツバツツジーコナラ群落は，イヌシデーコナラ群団にまとめられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大　野曝　一）

　2．植　　林Forste
　3）　カラマツ植林

　　　Lα蹴ゆ観epεs－Forst（Legende　47，　Tab。88）

　カラマツは，臼本特産の夏緑針葉高木で，樹幹は直立し，通常高さ20～30mに達する。また幼

時における生育がきわめて良好で，成林となるのが早い（林！969）。一般に仁丹に対する競争力

は弱いが，乾湿両極端なきびしい立地条件下でも生育する。浅根性のため，土壌の浅い乾燥した

ところにも生育する。しかし，こうした特上は，逆に，生長が早いため，材質がヒノキなどにく

らべて粗で，折れやすく，また風倒が多く，湿った雪による雪折れの害が著しいなどの欠点が生

じるもととなっている。

　露山県下においては，カラマツ植林地は，きわめて小面積を占めているにすぎない。さらにそ

の植林地は，ミズナラ，イタヤカエデ，オオカメノキ，シラカンバなどのブナクラスの構成種が多数

復元しつつある。そのため，相観的には，夏緑広葉樹との混生林の形態をなしていることが多い。

　記録されたカラマツ植林地の植生調査資料は，2ケ所であるが，ともに有峯湖周辺の海抜高度

1100m付近の南向きの緩斜面地である。海抜高度，傾斜度，斜面の方向などの条件はほぼ同一で

も，種組成的にはかなりの相異がみられた。

　ミズナラを伴うカラマツ植林地には，高木第一層にはカラマツが優聾し，高木第2！轡にはミズ

ナラ，イタヤカエデ，低木層にはウリハダカエデ，オオカメノキ，ヤマモミジ，　トチノキ，ブ

ナ，シナノキなどのブナクラス林の購成種が出現している。さらに，草本層にはワラビ，イチヤ

クソウ，イワハゼなどの土壌の酸性を示す指標植物が生育している。このことは，カラマツの落

葉が，土壌中の土壌動物やバクテリアによって分解されにくいことに起因すると考えられる。

　このカラマツ植林地は，カラマツの生育も良好で，平均胸高直径20cmに達している。高木第

2層以下には，ミズナラ，ミズキ，オニイタヤカエデ，ウリハダカエデなどのブナクラスの構成

種が多数出現していることからも，立地の安定していることがうかがわれる。カラマツ植林地と

しては，生育の優良な林分である。
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　　　　　Phot．102難中南部の山地帯にみられたカラマツの植林地。

　　加r謡ゆωゆ臨Forst，　der　in　der　Moman－Stufe　in　der　M1tte　bls　in　den　Sitden　der

Pr齪ektur　Toyama　vorkommt（Togamura　Dalkarlba　750m）．

　シラカンバの優翻するカラマツ植林地においては，植林されたカラマツは，調査対象地内に単

木的に散在しているにすぎず，さらにミズナラも低木層に低難度で生育するのみでブナは出現し

ていない。この群落を特徴づけるのは，草本層において75％以上の高被度で生育するススキとそ

の間に点在するハナヒリノキ，ウラジロハナヒリノキ，レンゲツツジなどのツツジ科植物であ

る。このような立地の土壌は，ミズナラを伴うカラマツ植林地にくらべて，浅く，乾性であり，

調査地内には，カラマツの風倒木や，雪折れ木が多数存在しており，冬季における風雪のきびし

さを思わせる。これらの状態から，植林されたカラマツが，十分に生育出来ず，先駆植生として

のシラカンバが侵入し生長しつつあるものと考えられる。

　一般に，富山県下のカラマツ植林地は，後者のように，シラカンバが混生もしくぱ，優占する

林分が多く，カラマツの生育は必らずしも良好ではない。それは，冬季における多量の積雪によ
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るものと考えられる。今後，カラマツを植林するに際しては，この点に十分留意することが必要

であろう。

　4）　ス　ギ　植　林

　　　0γ〃P‘o〃zθrεαノαpoηεoα一Forst（Legende　48，　Tab．89）

　スギは十分生育すると樹高30～40mに達する日本特産の常緑針葉高木で，大別して，本州の太

平洋沿岸，東海地方，紀伊半島から四国，九州，屋久島にかけて生育する表日本系のものと，秋

田，新潟から山陰地方に生育する裏日本系のものとに分けられている。

　表日本系のスギは，葉は枝に対して直角につき，下枝は下垂することなく早くから枯死し，落

下することが多い。また，樹冠の先端は，早期より円型をおび，雪害に弱く，雪折れしゃすいと

いう（矢頭1964）。

　裏日本系のスギは，葉が多少わん翻して，枝と開出する角度が狭くなっている。下枝は下垂し

て長く残り，麗麗となって新幹をつくることがある。樹冠はかなり高齢のものでも鋭角を呈し，

雪害に対する抵抗力は比較的強くなっているとされている（矢頭1964）。

　スギは，我が国において最も利用度の高い有用樹木であるため全国各地に植林されている。富

山県下においては，スギの植林地が，丘陵部や，1」一麓部に広がっており，砺波平野をはじめ，富

山県の沖積地に多く散在するスギを主とする農家の屋敷林とあわせて，富山県の沖積地から低山

・緬轟鱗識
静　層　　　　　　　　ビ　　貯削

　　Phot．103　富山県の沖積地から低山帯にかけて広くみられるスギ植林は，田園景観

　　　　　　　を特徴づけている。

　　α響》’o～泥召がαゴ曜）oπゼ。α．Forst　charakterisiert　die　Landschaft　von　der　Hochebene　bis　in　die

niedere　Montan．Stufe　der　Prafektur　Toyalna．

㌻厩熱鷲ア驚鯉濃鴛岬町

藻
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帯にかけての景観を特徴づけている。

　調査対象となったスギ植林地は8ケ所で，海抜高度100～5001nまでの範囲に位曝している。こ

れらの植林地は，種組成のうえから下記の2つのタイプに区分された。

　。ウワバミソウ，ミヤマィラクサ，チドリノキなどを区分種とする植分

　。ピサカキ，ウラジロガシ，ベニシダなどを区分種とする植分

　ウワバミソウ，ミヤマィラクサなどを区分種とする植分は，樹高15m以上に生長したスギが高

魚菜で生育している。また低木層には，ヤマグワ，チドリノキ，ウリノキ，ハナイカダなどの落葉

低木が出現し，草本層にはウワバミソウ，ミヤマイラクサ，ムカゴイラクサなどのイラクサ科の草

本植物の生育が屋立ち，立地の富栄養化を示している。これらの種群により特徴づけられるスギ

の植林地は，その多くが，河岸段丘斜面の水分条件の良好な，礫状地である。このためスギの生

育は良好であるが，崩壊性に窟むため，伐採後における土砂崩壊に注意することが必要である。

　一方，ウラジロガシ，ピサカキ，ジャノヒゲなどによって区分された自分は，高木第1層に

は，樹高20m以上のスギが高被度で生育し，それにまじって，ウラジロガシやシロダモが散在し

ている。低木層にはピサカキ，コナラ，タンナサワフタギ，コウゾ，エゴノキなど木本類の出現

が駐立っている。草本層はジャノヒゲ，シュンラン，ベニシダなどの常緑草本植物の出現が増加

している。

　このような種組成をもつスギ植林地は，一般に，比較的低海抜地の山麓部であり，ローム層に

厚く被れた安定した立地である。この立地におけるスギ植林は，伐採による土壌の流出も比較的

少いと考えられるため，過度の利用や防虫剤，除草剤などの散布により，地力の低下を起さない

ように注意して今後の立地の潜在自然植生力に応じた適切な利用が期待される。

　富山県の低山帯や奉祝部を特色づける景観の一つがスギ植林であるとすれば，富山県の沖積地

を特色づける景観が古い農家にのこるスギの屋敷林である。

　富山県の山麓部から沖積地にかけては，能登半島や，南に連なる山脈の影響で，5月，6月，

7月の3ケ，月島に北面恥の風が吹く以外は，一般に南酒の風が多く，そのため屋敷林も，南およ

び西側に厚く，北および東側に薄く仕立られていることが多い。また農家は，フェーン現象によ

る大火をさけるためもあって一ケ所にまとまらず散在している。

　富山平野を走る国道4i号線の西側に位置するある農家においては，樹高30mに達するスギを中

心に，その下にウラジロガシ，シロダモ，ピサカキ，チャノキなどの常緑広葉樹を植栽した屋敷

林が形成されている。この屋敷林も，南側，西側に密で，北側と東側に粗になっている。このこ

とは，家屋内への採光を著しく悪くし，冬季における曝照時間の短さとあいまって，風土病とし

てのクル病の原因の一つとなっているという説もある。最近では，新しい建築工法や，新建材の

驕発により，このスギの屋敷林も徐々に姿を消しつつある。現在では，したがって，従来，南側

にも密に生育していたスギ植林の消滅により採光条件は良くなったが，風に対しては露出させら

れた屋敷となった。将来は南斜面にはケヤキ，ハンノキなどの落葉広葉樹を主とする轡林を形成
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し，北および北西斜面はスギまたはウラジロガシなどの常緑広葉樹林を植栽する。平坦な沖積地

に残された『点』としての貴重な『みどり』一屋敷林景観一に対する価値が十分に再検討さ

れ，必要な改善を行いながら慎重に植物的環境の保護と積極的に多面的な利用が望まれる。

　5）　モ　ミ　植　林

　　　五b‘es　fεrηzα圏FOfst（Legende　49）

　モミは，日本特産の常緑針葉高木で樹幹は直立し，高さ20～30m，胸高直径50～80　cmに達す

る。樹齢は比較的短く，約100～150年ぐらいである。モミの天然分布域は，主として表日本型の

気候区であり，青森県をはじめとして岩手，秋田，新潟，石川，富山各県などの裏日本型区気候

に属する地域には，その分布はきわめて少ない（林弥栄1969）。

　富山県下のモミの分布は，きわめてせまくヤブッバキクラス域の神社や，人家の周辺，丘陵地

の尾根部などに小群落を形成しているにすぎない。また生育地の気候，土壌，人為的管理などの

諸条件により，ッガ，アカマツなどのような常緑針葉樹や，コナラ，イヌシデ，カエデ類のよう

な落葉広葉樹，ウラジロガシ，アラカシなどの常緑広葉樹などとの種々の混生林の形態を構成し

ている。

　天然林と同様に，植林においてもその分布はきわめて少なく，面積も小さい。現存植生図にお

いては，氷見市の北部に一ケ所図示されているのみである。

　6）　アカマツ植林（ヤマツツジーアカマツ群集）

　　　P∫ππ8　4θπs〃「～orα圏Forst　（童nkl．　Rhodode蕪dfo－Pi践e重Km）（Lege難de　50，　Tab．90）

　アカマツは，クロマツとともにわが国における代表的な二葉松の一つで，日本各地の山野に広

く生育し，昔から歌や絵画の題材として取りあげられてきた。

　アカマツは，北海道を除き，本州，四国，九州の，全国各地に広く自生し，また植林されてい

る。一毅に，冬季に降雨の多い地域より，冬季には降雨が少く，梅雨時や，台風時に多い地域に

美林が見られる。また，生育範囲が広いため，瀬々地域においては，クリ，コナラ，ヤマザクラ

などの落葉広葉樹と混生し，暖帯地域においては，スダジイ，アラカシ，アカガシなどの常緑広

葉樹と混生することが多い。

　一般に，アカマツ林は，大別して，3つのタイプに分けられる。天然林としてのアカマツ林，

次に自然林伐採後の2次林としてのアカマツ林，そして植林である。

　天然のアカマツ林は，母岩の露出した瘡尾根や，扇状地のような乾湿両極端な立地に生育す

る。2次林としてのアカマツ林は，自然林伐採後の先駆植生として，その自然林の激成種ととも

に形成されることが多い。また，アカマツの植林地においては，人為的管理の程度や，地形，土

壌条件などの相異により，種組成や，群落階層にちがいが見られる。一般には，その立地の周有

種や，好陽性の木本，草本類を伴って明確な2層～3層群落の形態を呈している。
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　現存しているアカマツ林は，成立の原因や，各立地の質的差異により，相観，種組成において

多少の相異が認めらカるが，一般にツツジ科植物の常在度が高く，類似性がきわめて強い。その

ため，土地的極相としてのアカマツ林であるのか，2次的に生じたアカマツ林であるのか，また

植林後放置されたものであるかの判断は困難な場合も少くない。

　富山県下のアカマツ林は，丘陵帯から低山帯にかけて富山平野をとりかこむような配置で広く

分布している。概して，立山連繋の山麓部，つまり，富山平野の東側よりも，南側の呉羽丘陵，

および西側の氷見市周辺の丘陵地帯により広く分布する傾向がある。それは富山平野の東側（立

山連峯の山麓部）よりも，富山平野の南，および西側に広い丘陵地が形成されているという地形

的な要因と，長期にわたり様々な人為的影響をうけ続けたという人的要因によるものと考えられ

る。

　調査対象となったアカマツ林は，海抜高度100～300mの間に生育しているものである。霧隠に

は，ミヤマガマズミ，コハウチワカエデ，マルバマンサクなどのブナクラスの種群が多数生育

し，温帯地域のアカマツ林としての特徴を示している。また，こ叡らのアカマツーミヤマキリシ

マ群集（小田，須股1962）の標微熱であるミヤマキリシマを含まないことから，アカマッーミ

ズナラ群嗣（鈴木，豊原！971）のなかで，特別な標種をもたないアカマッーヤマツツジ群集（鈴

木，薄井1953）と判定される。

　富山県下のアカマツーヤマツツジ群集は，ブナ，ミズナラなどを含むミズナラ亜群集と，ウラ

　Phot．104　アカマツ林は丘陵地から低山帯にかけて広く分布している。

P加‘34θ1z5ゲ♂oノτレForst　ist　vom　Plateau　bis　in　d重e　niedere　Montan．Stufe　verbreitet．
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ジロガシ，ピサカキなどによって区：分されるウラジロガシ亜群集とに分けられた。

　ミズナラ亜群集として識別された植分の調査対象地は，石川県との県境に近い，西砺波郡の内

山峠近くの海抜高度285mの南東向き斜面である。

　高木第1層には，樹高25mに達するアカマツが植被率を75％占め，高木第2層には，ミズナ

ラ，アォハダ，ソヨゴなどが生育している。低木層には，ブナ，ユキツバキ，タムシバ，ヤマモ

ミジなどのブナクラスの指標種が出現し，同時に，ホツッジ，サイコクミッバッッジ，ヤマツツ

ジなどのツツジ類や，アクシバ，ネジキ，ハナヒリノキなどのツツジ科植物が多数出現してい

る。また，このアカマツ林は，高木第1層，高木第2層，低木層，草本層の4層群落を形成して

いる。

　以上のような特微により，この群落は，比較的人為的管理の少ない，ブナクラス域の貧養立地

におけるアカマッーヤマツッジ群集であり，このまま放棄されれば，マルバマγサクを含む貧養

性のブナ林，もしくは，それに近い種組成を有するブナ林へと遷移していくものと考えられる。

　ウラジロガシ亜群集は，ウラジロガシ，ピサカキ，ハイイヌツゲなどの常緑広葉樹によって区

分される群落で，海抜高度100～280mの間に広がっている。ブナ亜群集と同様に，林床には，ツ

ツジ属類や，その他のツツジ科の植物が多数生育している。高木第1層に生育するアカマツは，

樹高9～22mまでの樹高差があり，出現種数も34～53種と分散している。これらの相違は，アカ

マツ林に対する人為的管理の程度の差や，樹齢などのちがいに起因するものであり，種組成的に

も，群落階層的にも異った形態をしめしている。このウラジロガシ亜群集は，ザィプリボク，ノ

ヤマトンボソウによって識別されたザイフリボク変群集と，シシガシラ，エゴノキ，モミジイチ

ゴなどによって識別されたシシガシラ変群集とにさらに下位区分された。

　ザイフリボクなどによって区分されたザィブリボク変群集は，高木層が12～13mとやや低く，

また植被率も45～60％であり，林冠があいている。このため林床にはススキの侵入が見られる。

したがって，ザイフリボク変群集は，高木層，低木層，草本層の3層群落を形成している。これ

は，閲伐などの定期的な管理により，高木第2層が欠落したものと考えられる。

　また，シシガシラ，エゴノキなので区分されたシシガシラ変群集は，高木第1層の樹高が22m

に達し，85～90％の先斗被率を示している。また高木第2層以下低木層，草本層と4層群落を形

成し，出現種数は46～53種で，ザイフリボク変群集より約40％多くなっている。この植分は，低

木層にはッッジ科植物以外に，コマユミ，エゴノキ，ウワミズザクラなどの落葉木本類が生育し

ており，人為的管理が十分におこなわれていない林分である。

　ウラジロガシ亜群集は，ピサカキ，ウラジロガシ，イヌツゲなどの常緑広葉植物で区分されて

いるが，これらの常緑広葉植物は，ヤブッバキクラス域からブナクラス域下部にまで広く生育し

ており，さらに，オオカメノキ，オオバクロモジ，ミヤマガマズミ，コハウチワカエデなどのブ

ナクラスの種群を多数含んでいる。

　以上の諸点から，ウラジロガシ亜群集は，ヤブッバキクラス域からブナクラス域への移行帯に
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位置するいわゆるカシ林域（ヒメアオキーウラジロガシ群集）のアカマツ林と判定される。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（堀　田　一　弘）

　7）　ク日マツ植林

　　　Pεππ8　〃‘ωπうθrg涜同Forst　（Legende　51，　饗ab．　91）

　富山湾に面した海岸砂丘やその後背地には塩害防備林あるいは砂防林として，しばしばクロマ

ツが植林されている。クロマツの植栽された所は【目砂丘：上であることが多く，砂丘としては砂の

移動の少ない安定した：立地が示めされている。

　クロマツ林の林床にはウンラン，ケカモノハシ，ハマヒルガオ，ハマエンドウ，ハマハタザオ

など海岸砂丘植生の主要構成種が生育していることが多い。

　海岸砂丘上のクロマツ植林の林床は一般に明るく，やや乾性的であることなどから，スズメノ

ヤリ，アオスゲ，カワラナデシコ，ナギナタガヤ，チガヤなどが多数生育している。またマンテ

マやコバンソウ，ヒメコバンソウなど古い帰化植物が林床に大群落を形成した林分もみられた。

　北海道をのぞく日本の海岸には，クロマツ林が広く分布しているが，岩礁海岸などにみられる

半自然的なクロマツ林をのぞけば，砂丘海岸に生育するクロマツ林の多くは，かつて植栽された

か，あるいは人為的に管理されてきたものと考えられる。

　今回調査されたクロマツ植林は樹齢が若いことと，林床が人為的なかく乱にさらされているこ

髭

彰　　　侮
’

き

　　　　Phot．105　海岸砂丘草原植生の背後に砂防林として植栽されたクロマツ林。

　　　P’〃～‘5〃z～‘〃加’ゆか。Forst　ist　als　Flugsand・Schutzforst　auf（len　hinteren　D甑ell　gepf豆anzt

　worden（Shimao　KUste）．
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となどから低木層の発達は悪く，群落の種類組成は単純化している。安定した立地では群落階層

の十分発達した林分がみられると考えられるが，それが日本海沿岸に発達するカスミザクラーク

ロマッ群落に属する林分かどうか確認されなかった。　　　　 （：大野啓一）

　8）　モウソウチク林

　　　Pん〃πosオαcん〃8　んefθroc〃cZαvar。　Pπδθ8cεη8－Bes士a蕪d　（Legende　52，　Tab．92）

　モゥソゥ竹は，中国原産と言われており（林！969），日本においては，今日では本州，四国，

九州各地の暖地に広く栽培され，分布している。

　一般にモウソウチクは，温暖，多湿を好み，地下茎によって繁殖するため保水力，排水性とも

に良好な，膨軟な土壌において竹林を形成する。

　また，モウソウチクは，日常生活において家具類，床柱，箒，垣根などに利胴され，筍は食卓

に供された。我が国にモウソウチクが入ってから！50～200年と言われているが，今日では農家の

裏山に，土砂の流出防止を兼ねて栽培されているのが多く見られる。

　富【L腺内における一モウソウチク林は，その大部分が，海抜高度200m以下のヤブッバキクラス

域下部に分布し，山地や丘陵が沖積地に接する斜面下部の土壌の深い排水良好な肥沃地や，河岸

段丘斜面の下部などに形成されている。

　調査対象となったモウソウチク林は，すべて海抜高度250m以下の低地，丘陵下部および，い

わゆる低山帯に生育し，調査区数は6ケ所である。

　モウソウチク学内には，シロダモ，チャノキ，ヤブコウジなどのヤブッバキクラスの構成種が

多数出現しているが，種組成の相異から2つのタイプに下位区分された。

　ウラジロガシ，ピサカキなどによって区分された野分とヌスビトハギ，カラムシ，イノコズチ

などによって区分された植分である。

　ウラジロガシ，ピサカキなどによって識別された植分は，高木第1層に樹高15m近くに達する

モウソウチクが75％以上の高被度で生育し，高木第2層にはウラジロガシ，ピサカキが単木町に

存在している。低木層，草本層には，ウラジロガシ，ピサカキ，エゾユズリハ，テイカカズラ，

ベニシダ，シロダモ，シュロ，チャノキ，シュンラン，ヤブランなどの常緑植物が生育している

ことが特徴的である。また出現種数も一般に多くなっている。このことは，林床に対する人為的

管理が不十分であるため，その立地の潜在自然植生の構成種が復元してきているためと考えられ

る。一般に，このタイプのモウソウチク林ぱ，±壌の深い，安定した斜面下部に多く見受けられ

る。

　他方，ヌスビトハギ，カラムシ，イノコズチなどによって区分された植分は，モウソウチクの

樹高は10m以下であり，ウラジロガシなどの生育する植分に比較して生育はやや劣っている。ま

た標高的にも幾分高い地方に存在している。種組成的には，低木層のシロダモ，ハイイヌガヤ，

ヒメァォキ，ユキツバキ，草本層のキヅタ，ッルマサキ・などが低被度で出現する以外常緑植物は
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　　　　　　Phot．106土壌の深い湿性な斜面にみられたモウソウチク林。

　P1削〃・蜘吻51z8妙切ツ‘」αvar．♪z’伽・6〃＆Bestand　am　FuBe　des　Hanges，　w・der　B・den

tief　und　frisch　ist．

ほとんど見当らない。むしろ，ヌスビトハギ，イノコズチ，カラムシなどの二二植物群落の構成

種の侵入が見られる。こうした事実から人為的管理が比較的強く行おれているものと考えられ

る。このタイプの植分は，沖積地に散在する農家の裏などに多く見られる。

　モウソウチクぱ，春に地下茎から筍を出し，その後難ケ月を経づして生長を完了し，竹簾とな

り，以後ほとんど生長しない。以上の点から，ウラジロガシなどによって区分された植分と，ヌ

スビトハギなどによって区分された露分とのモウソウチクの樹高の差は，生育地の立地条件の質

的差異を表現していると考えられる。このことから，前者の立地は，後者のそれよりも，土壌条

件，風当りの強弱，日当り，水分条件などの点においてモウソウチクの生育に適しているものと

考察された。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（堀　田　一　弘）

3．伐り跡群落K灘schぬggesellschaft

　9）　クマイチゴータラノキ群落

　　　1～πbzε8　crαfαθgεfo’επs．ノ生rα」εαθ’αfα一Gesellschafも（Lege烈de　53，τa｝｝．93）

　伐り跡群落は，伐採対象とされた林分の種類や，その生育立地そして伐採後の年数によって種

々の種組成や群落形態が認められる。一般に伐採後1～2年目はダンドボロギク，ベニバナボP

ギクなどの好窒素性の一年生植物からなる伐り跡群落が発達するが，さらに2～5年後には多数

の陽性の低木類が混生した伐採後特有の低木群落が形成される。
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　今回調査された地域でも，スギ植林の伐採跡地で，伐採後約4年以上は経ている。クマイチゴ

～タラノキ群落の低木層はクマイチゴ，モミジイチゴなどのキイチゴ類やカラスザンショウ，ヌ

ルデ，アカメガシワ，タラノキ，ヤマハゼなど日本各地の伐採跡地に出現する陽生低木類によっ

て特徴づけられている。

　草本層にはワラビ，オカトラノオ，ノゲシ，ススキなどススキ草原の構成種が多くみられる。

また高被度に生育するチマキザサやタニウツギは藤本海側地域の伐り跡群落に広くみられるもの

で，これと同質の群落は，宮脇ら（1974）により鳥取県の大山において同名のクマイチゴータラ

ノキ群落として報告されている。

　富山県で認められたクマイチゴータラノキ群落のみられる伐採跡地の海抜高度は350～380mの

範囲にあるが，これはやブツバキクラス域の上限か，あるいはブナクラス域の下限に入る地域に

　　Phot．107伐採跡地に発達するチマキザサータニウッギ群落。

Sωαρα♂〃3α如一τV6’9召Zα130r’8／z∫島Gese互｝schaft　auf　Kahlschlag（Kuebara　300m）．
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あたる。しかしこのクマイチゴ一嵩ラノキ群落はヌルデ，タラノキ，カラスザンショウ，アカメ

ガシワなどを群団の標雨量とする暖温帯に広く分布するクサギーアカメガシ群団にまとめられる

可能性が強い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大　野　啓　一）

4．人為草原Wiesen　und　Weiden

　10）ススキ群落
　　　扱εscαπ〃臨s　8επθπ8εs一（｝ese茎lsc熱＆ft（Legende　54，　Tab．94）

　古くから人が定住していた我が国では各地とも森林伐採後地，定期的な刈り取りまたは火入れ

が行なわれているところなど，人闘の干渉によって自然植生が破壊されたところに生育する二次

草原Sekundare　Wiesenは少なくない。富1．L腺下のヤブッバキクラス域からブナクラス域にか

けて生育する二次草草は，過湿地などを除いてススキ群落が最も広い面積でみられる。ブナクラ

ス域の上部では，ノガリヤス，シモツケソウなど広葉草本植物群落，チマキザサ群落などのササ

草原を形成することもあるが，ブナクラス域の中部以下では一般にススキ群落が生育する。富山

県下でも植生図で示されるように，ヤブッバキクラス域からブナクラス域にかけてほぼ県下全域

にわたってススキ群落が部分的に生育している。

　今回植生調査資料が得られたススキ群落（Tab．94）は久江原の海抜350m前後の北斜面であ

る。群落の高さが1．5～2m，植被率75～80％でススキが被度，創世4・4で優越し，オカトラノ

オ，ニガナ，オトギジソウ，ヤマニガナ，アキノキリンソウ，オトコエシ，ウドが群落区分種と

して生育する。富1［．腺下各地に生育するススキ群落の多くは，森林伐採後地でスギ，アカマツな

どの植林が行われているような遷移の途中相であり，種組成上もモミジイチゴ，クマイチゴ，ベ

ニバナボロギクなど伐採直後に生育する種卵，タラノキ，アカメガシワ，ノリウツギなど落葉低

木類などを混生し，立地条件の差異と遷移段階に応じて変化が多い。従来は萱場など定期的な採

草，火入れなどの人為的干渉とつりあって持続群落を形成していたススキ草原も多く，代僕群落

としても安定しており，種組成的にも比較的豊かなFloraであったが，住宅の屋根の多くがカヤ

（ススキ）を使用しなくなったため今日では，ススキ草原は限られてきている。

　海抜2500m以上の高海抜地を除いた日本列島の大部分すなわちコケモモートウヒクラス域，ブ

ナクラス域，ヤブツバキクラス域は，気候的に森林植生が自然植生として生育する。自然草原，

自然荒原は海岸砂丘，塩沼地，湿原，河辺，崩壊地，風衝地，高山の一部など立地的に極端なと

ころに限られる。ススキの優占する自然草原は，富山県下では海岸断崖でハマオトコヨモギ，キ

リンソウなどを混生して小面積ながらみられる。

　ススキ群落の優占種のススキ（M競α彫勧55伽1Z5紛は，二次草原として日本各地に広くみら

れ，ハチジョウススキ，オギなど東アジア特産のイネ科彫物のススキ属（M∫56α漉勧のに属し

ている。

　無施肥の刈り取り草原・採草地（Wiesen）として生育するススキ群落は，ネザサーススキ群
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集，アズマネザサーススキ群集，ホクチアザミーススキ群集などとともに，トダシバ，シラヤマ

ギク，オトコヨモギ，オカトラノオ，ツリガネニンジン，サワヒヨドリ，ナオァブラススキを群

囲標徴種および区分種とするススキ群団Misca飢hion　sinensisにまとめられる。さら

にアズマギクーシバ群集，ハイメド・・ギーシバ群集などシバ草原が所属するシバ群団Zoysion

japonicaeとともに，ススキ，ノアザミ，ニガナ，アリノトゥグサ，シバスゲ，ミツバツチ

グリを標徴種および区分種とするススキオーダーMiscanthetalia　sinensis，ススキク

ラスMiscanthetea　sinensisにまとめられる。

　Phot．108　典型的な二次草原としてのススキ群落
Typische　M∫3‘απ〃zzノ∫5∫ノ～召〃∫～∫一Wiese（Kuebara　260・n＞
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Tab．94　ス　ス　キ　群　落

M∠∫ごαη〃z1‘55’ノ～8η5∫∫．Gesellschaft

Nr．　d．　Aufn．：

Meeresh6he（m）；

Exposition：

Neigung　（。）：

Probef｝註che（m2）；

Hδhe　d．　Vegetation（m）：

Deckung　d．　Vegetation（％）

Artenzah1：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　調　査　番

　　　　　　　　　　　　　　　　　　海　抜　高

　　　　　　　　　　　　　　　　　　方

　　　　　　　　　　　　　　　　　　傾

　　　　　　　　　　　　　　　　　　調　査　面

　　　　　　　　　　　　　　　　　　植　　生

　　　　　　　　　　　　　　　　　　植　　被

　　　　　　　　　　　　　　　　　　出　現　種

haft　u．　h6heren　Einheiten＝

度畠

位

斜

高

率

数

　1

250

N
15

10

1，5

80

24

2

350

N
ユ5

49

2

75

19

Kenn．　u．　Trennarten　d、　Gesellsc

M∫5cαノz彦んπ∫5∫ノzβ〃5∫5

身5ガノ〃α‘乃如6ゾ8’ん’0ガ485

㍑（ヲ1－f∫o勉π’α’α

理yノ）8ノゴCπノπ8ノ’8‘7’～〃〃

　五α（⊃々4‘α　ηZζ湿6απζz　var．　βZα’α

　30磁㎎’0画9α一αz〃’8αvar．α∫～必‘α

　ぬ〃一∫πごα曽∬ZO∫α

　∠しrα～Z二αcoro～詑’α

　Pご6ノ’認z〃πα9～雌ノz乏〃〃

Begleiter：

　P8彦α5露8∫ブ＠o／zfαβ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　　1・2

　Rπ伽5ごアπ蜘9〃b々～‘∫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　＋・2
　Cα1ぞの　∫∠θ1zo∫’α01リノ∫var・　f々ε即〃パα麗α　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　　　十・2

α卿・・廊・吻・・伽　　　　　　　　　　　　　　　 1　＋
v∫・zαん…α・・伽α　　　　　　　　　　　　　　　　　i　÷

莞欝鷲ご　　　　　　iヰ，
出現1園の種

AuBerdem　je　e．inmai　in　Aufnahme　Nr．ユ：α8ノ「「o【た7z4rμ〃3孟ア’ノ訪碗。〃32多η’クサギ十。2，

　クズ十，Rんz4∫ブαηαηたαヌルデ十，＆z〃め～4α∬5∫860Z4如ηαニワトコ十，

　var，ブ砂。π∫oαヤブマメ　十，5〃認α謬ご1Lfηαサルトリイバラ十，1）削ππ∫974yαηα　　　　“

　PO砂gOノπ6ノπ6μ宴）∫磁‘πノμイタドリ　十，＆yrαエ」曜）0η記αエゴノキ十，

　ソウ十，　Coご6配z∬診2』露06z‘5アオツヅラフジ十，／必6r’5ノψ07z記αジシバリ　十三in　2：

　タラノキ十，坊漉書06砿y詑η～α2寵’〃診αノチドメ十・2，（塑薦1肥πμ3π7認認α‘ぴbZ加∫ケチヂ

　1）飢薦忽‘ノ’伽α如ウツギ十，E～4）碗Or加ノπC痂η槻58　var．5加ノ涜海Z加那ヒヨドリバナ十．

言周面…地　　Fundort：　Kuebara

調査年月日　Datum　d．　Aufn．＝1，　X’72

群落と上級単位の標徴種および区分種

　　　　　　　　　ススキ

　　　　　　　　　オカトラノオ

　　　　　　　　　ニガナ

　　　　　　　　　オトギリソウ

　　　　　　　　　ヤマニガナ

　　　　　　　　　アキノキリンソウ

　　　　　　　　　オトコエシ

　　　　　　　　　ウド

　　　　　　　　　ワラビ

　　　　　　　随伴種

　　　　　　　　　フキ

　　　　　　　　クマイチゴ

　　　　　　　　　コシノホンモンジスゲ

　　　　　　　　スギ

　　　　　　　　オオタチツボスミレ

　　　　　　　　キブシ

　　　　　　　　ヨモギ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　221

　11）シバ群落
　　　ZO〃8εαノαPOπεC砕GeSe｝ISChaft（LegeRde　55）

　内陸から延びる山地丘陵が富山平野の沖積地と接する山足部の呉羽（速星の西側）などにはゴ

ルフ場が設けられている。これらゴルフ場の敷地の大部分は草丈が20cm以下の短茎草本植物の

コウライシバZoッ5fα孟ε7耀〃bあα，コウシュンシバZ．況虚プ6μα，シバ（ノシバ）Z．ブ妙。アz記αな

どからなる人工草地である。黒部川下流（中ノロ）の河辺の砂礫地にコマツナギ，メマツヨイ，

ミヤコグサなどを混生したシバ群落が二次植生，半自然植生として限られた面積でみられる。ま

たブナクラス域を中心とした牛や馬の放牧地ではカモガヤ，オオアワガエジ，ホソムギなどの播

種された牧草が消滅するほど過放牧されるとオオバコ，スズメノカタビラなどを混生してシバ群

落が斑紋状に生心し始める。これら草丈が20cm以下で地下茎をのばしてその生育域を広げるイ

ネ科シバ属Zoッ5如が高い植被率で生育する植生が，今回シバ群落にまとめられた。シバ群落は

ゴルフ場敷地を除いて一般に小菊積であるため，縮尺！：50000の現存植生図には必ずしも図示

されない。

　ゴルフ場を始め公園，運動場などに芝生として利用されているコウライシバの自生地は礒本の

九州南端から琉球列島全域にかけての海岸最前線にみられる。海岸隆起サンゴ礁上で海からの影

響をまともに受ける立地に生育しており，ソナレムグラを混生し，ソナレムグラーコウライシバ

群集にまとめられる。シバの自生地は大平洋に面した日本南部の海岸の岩礫地に小面積ながらみ

られる。

　こ：次草原としてのシバ群落は，優占種であるシバが自生のものと，播種・移植によるものとが

ある。前者は火入がたえず行われていたり，やや過放牧地となっており，後者はゴルフ場や公園

などの緑地として土地利用が行われており，いずれも頻度の高い草刈り，火入れ，放牧，施肥が

行なわれることによって持続している。ゴルフ場は，とくに施肥，定期的草刈り，慰土入れ等の

集約的管理が行われて持続している半自然生のシバ群落であり，その生育面積も広い。

　二次革原として持続して生育するシバ群落は，ノチドメ，スズメノや夢，シズメノヒエ，チチ

コグサ，ウマノアシガタなどがシバと結びついて特徴的に生育する。さらに，無施肥の刈り取り

草原，採草地（Wiesen）に生育するススキ草原と共通種であるススキ，トダシバ，アキノキリン

ソウ，タチツボスミレの生育もみられる。　　　　　　　　　　　　　（鈴　木　邦　雄）

5．路上雑草群落聖r批geseUschaft

　12）オオバコ群落（オオバコオーダー）

　　　P♂απ‘ασo　α8εαだ。α一GeseHschaft　（Pユa鍛tagi藍eta丑ia　asiat量cae　M量y3waki　1964）

　　　（】しegende　61，　Tab．　95）

　農耕地の間の農道や学校などのグラウンドで，たえずよく人に踏まれているところは土壌表層

が堅くなり，裸地化している。裸地に沿って道路上では帯状に，グラウンドなどでは同心円状
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に，人に踏まれながらオオバコ群落が発達している。

　たえず人や車に踏まれるというきびしい人為的な干渉下に綾刃状に地表に接した形で生育して

いる踏跡群落は北半球全域に宮地に接して広く見られる。富山県下でも海岸から剣山の登山道早

月尾根の海抜1900m以高の山地まで道ぞいに不連続にオオバコ群落が発達している。

　日本列島のオオバコ群落については，ヤブッバキクラス域ではニワホコリーカゼクサ群集が本

州，四国，九州でもっとも広い面積を占めている。銀鱗地や粘土質土壌条件などによって，やや

湿性立地ではニワホコリが欠け，クサイの月旦や常在度が高くなり，クサィーカゼクサ群集とな

り本州各地に分布している。またヤブッバキクラス域上限付近からブナクラス域にかけての山路

などではカワラスゲークサイ群集，クサイーミノボロスゲ群集が生育している。北海道や本州北

端部ではクサイーハイミチヤナギ群集，コシカギクーハイミチヤナギ群集が見られる（Miyawaki

1964，宮脇他1967，1972）。

　富山県下南西部の東砺波郡平村，北酉町の勝興寺や仏生寺から鞍馬にかけての広場や農道上の

オオバコ群落の植生調査結果がTab．95にまとめられている。6月の調査で，夏季雑草のニワホ

コリなどがまだ生育していないので，種組成はやや単純ではあるが以下の群集に分けられる。

　a　ニワホコリー嬉野クサ群集　Eragrostetum　multico－ferrug玉neae

　オオバコ，スズメノカタビラなどのオオバコクラス，オオバコオーダーの標樹種群，群集標章

種のカゼクサの他にシロツメクサ，アキメヒシバを高い常在度で伴っているのが一般的である

（宮渥易f盧　1972，　p．386）。

　グラウンド，農道上などの裸地に接してよく踏まれている立地に広く晃られる。植被率は40～

85％で，出現種数は7～12で，よく踏れているところは戸数が少いのが一般的である。

　b　クサイーカゼクサ群集　∫uncus　tenuis－Eragrostis　ferruginea－Ass．

　水田の農道や河川敷，樹陰の多い山道などニワホコリーカゼクサ群集域よりもやや湿性の立地

に生育している。勝興寺の境内や参道の石畳の西側路丘などで調査された（Tab．95）。クサイの

他に上級単位の標徴種であるオオバコ，スズメノカタビラ，シバ，ノチドメも高常薄墨で生育し

ている。

　c　カワラスゲークサイ群集　Carex　incisa－Juncus　tenuis・Ass．

　本州中部の丘陵，山地に分布している。樹林内の半帯地で，やや水分状態のよい山道，農道な

どに生育している。ブナクラス域の山道，登山道沿いなどにも広く生育している（宮脇，大場，

率寸1頼　1964）。

　富山県下の丘：陵，山地部にも各地に見られた。Tab．95には仏生寺から鞍馬にかけての路上の

植生調査例があげられている。クサイを欠き，ミゾソバがひかくてき優占しているがカワラスゲ

ークサイ群集に含まれる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（宮　脇　　　昭）
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　　　　　　Tab．95　オオバコ群落（オオバコオーダー）

迎α漉α80α5ガα漉α・Geselischaft（Plantag至netalia　asiat量cae）

　a　ニワホコリーカゼクサ暮β集

　　　　Eragrostetum　multico・ferruglneae
　b　クサイーカゼクサ群集

　　　Juncus　tenu三s・Eragrost三s　ferrug三nea－Ass．

　c　カワラスゲークサイ群集

　　　　Carex　incisa・Juncus　tenuis・Ass．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　a

Nr．　d，　Aufn。：

Probefl琶che（恥2）：

｝｛6he　d．　Vegetation（cm）l

Deckung　d，　Vegetation（％）：

Artenzah1：

調　査　番

調　査　面

植　　生

植　　被

出　現　種

号

積

高

率

数

　　…

　　l

　　i

　　i

　　1

　　［

　　i

　　i

＿＿L＿

1　　2　　3

2・5　5　　25

20　40　30

40　85　80
7　　12　　8

b　　　　　C

4　　5　　6

20　10　0・5

30　20　20

95　90　80
9　　9　　5

K。nn。・t。n　d．　Ass．：　　　　　　群集の標徴種　　l

　E解9ノ「o∫彦∫∫ノ診〃』部9ゼ2～θα　　　　　　　　　　カゼクサ　　　　｝1！・23・3i　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

　」廊η6鴛∫加πz厚∫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クサイ　　　　　　　　1　　・　　。

c・繊傭・・　　　　　　　カワラスゲ　i…
Kennarten　d．　h6heren　Einheiten；　　　　　　上級単位の標徴種　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
　測ごηz∫αgoα∫fα’∫oα　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ズ「オ！くコ　　　　　　　　i　2・3　2・3

P。。。。。。α　　　　　　　スズメノカタビラ1．＋．2

Beglei室墜一　　　　　　　　　　　　　　　　　随伴種　　　　　　　l

T・のZ伽・吻・〃・　　　　　　　シ・ツ・クサ　｝＋3・32・3
P∫妙・磁吻Z・・螺・　　　　　　　アキメヒシバ　11・2＋　・
R・・脚ブ、ψ・，繍　　　　　　 ギシギシ　　i・＋＋
Z卿・ブ卿加　　　　　　　シ．・　　　i・・＋・2
琢41η、。置蜘，，、。漉，，、。　　　　　　ノチドメ　　1・・1・2

　盆ノ勿〃〃冨αρガηαψ∫　　　　　　　　　　　　ヨモギ　　　　　1　十　十　　・

G。臓。“勲，“加習ご∫　　　　　卿、シ。ウ。」＋・

出現1回の種
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　Po㎏oηπ〃L”LZ〃z∂εノg厚　ミゾソバ2・3．

調査地

Fundorte（Nr．　d．　Aufn．）；Tairamufa（1，2），　ShoukQuli（3，4，5），　Kufama（6）．

調査年月日

Datum　d．　Aufn．：14．一型5．　VI　1972

1・2　　・

11●2　　1．2　　4・31

○

o
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・　i3・41
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2●2　十・2　　十　　一←・2
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十
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十・2
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　●

　●

●

●

o

●

●

■

十

　　　　　　　　　　　　　　　　　　εoηcん醐oZθノーαご餌∫ノゲ
　　　　　　　　　　　　　　　　　，
十，E〈～ぬ5麗z4〃z　6zプz戸θ～58，スギナ　十，な8海53’010π塘ノπ
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6．　耕作地（および耕作放棄地）雑草群落

　　Acker－und　Brachacker－U蕪kra装宅geseUschaften

　13）ヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落（耕作放棄畑地雑草群落）

　　　Erεgθroπcαπα4eπs’s一」醒rεσθroπ8配配αかθ泥8ε8－Gesellschaft（Brachacker・Gesellschafも）

　　　（1・ege論de　56）

　畑地において，定期的な耕作管理が停止されると，それまで作物との競争や集約的な人為的管

理によっておさえられていた植物が一斉に発芽生長をはじめる。畑地の土壌中には，周辺部から

飛散した畑地雑草，路傍雑草などの種子が埋土種子集団を形成している。

　耕作放棄後の初期の雑草フロラは，放棄される時期によってわずかに異なるが放棄後2～3年

｝塁には，越年生草本植物の多い群落となる。群落構成種には，ヒメムカシヨモギ，オ’オアレチノ

ギク，ヒメジョオン，ハルジョオン，ハルノノゲシ，オニタビラコ，アキ・ノノゲシなどの高茎の

草本植物が見られる。同時にカタバミ，ヨモギ，スギナ，ミミナグサなどの多年生華本植物も混

生している。

　耕作放棄後の時間がさらに経過するとススキ，チガヤなどの草原要素が侵入しはじめ，放棄よ

り5～6年後には多くの場所でススキ草漂にとって変わる。

　ヒメムカシヨモギーオオァレチノギク群落は，人口増加のはげしい大都市周辺の農耕地や近年

に開発されたニュータウンや工場用地などの周辺部に見られる。したがってこれらの増減は農業

立地の破壊の指標ともなる。

　14）カラスビシャク一跡シキソウ群集（畑地雑草群落）

　　　pineH童a　ternata－Euphorbia　pseudocha三naesyce－Ass．　Miyawak圭1969

　　　（Ackerunkra級t－Gese蓑lsc薮af乞）（Lege無de　57）

　各種の鏡菜類や作物類を栽培する畑地には作物とともに畑地雑草とよばれる一群が生育してい

る。作物とほぼ同じ高さにも生育するシロザ，ホナガイヌビユ，メヒシバ，エノコログサなどか

ら，エノキグサ，クワクサなどの直立形の植物，ツユクサ，ザクロソウ，ハコベ，オオイヌノフ

グリ，ホトケノザ，ニシキソウなどの分枝形植物，さらにカタバミなどのほふく形など様々の生

育形をもつ植物で帯成されている。これらの畑地雑草の多くは1年生草本植物で，しかも好窒素

性植物である。また多年生植物では，地中に珠芽をもつカラスビシャクは耕作のさいに散布が行

なわれる適応形を示している。

　當山県は沖積平野が広い面積をしめているが，耕作畑地に適した立地はひかくてき少ない。富

山市郊外に耕作地帯がみられるが多くの場合，平野と山地の境に細く帯状で小規模に点在してい

るにすぎない。県内の畑地雑草群落はカラスビシャクーニシキソウ群集にまとめられる。この群

集は，カラスビシャク，ニシキソウ，オオニワホコリなどの標微種によって識別されるもので，
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本州の北端をのぞく本州，四国，九州の全域に分布している。群落の構成種は上記の歯群に加

えて，ヒメジョオン，ヒメムカシヨモギなどのロゼット形植物も生育している。

　群落の季節相のちがいは，海岸付近の暖地で顕著である。春樹にはオオイヌノフグリ，ハコ

ベ，ホトケノザ，ノゲシなどの冷涼型の雑草でおおわれるが，夏季は暖帯性のイネ科，ヒユ科な

どの植物にとってかわる。

　15）茶畑・常緑果樹園雑草群落

　　　丁加αsεηθπ8ε8－G註rte轟，　Immαgr嚢皿e・Obstg益rten（Legende　58）

　富山県下の海岸沿いの暖地（魚津付近）には部分的に，茶の栽培が見られる。茶畑の雑草群落

は耕作地雑草群落のカラスビシャクーニシキソウ群集やヒメムカシヨモギ一纏オアレチノギク群

落と本質的に異なることはない。しかし，茶は永年作物のため，耕起の程度は一般の耕作地より

低く，したがって，より遷移の進んだ雑草群落となる。

　雑草のおもな種類は，ハルジオン，ヨモギ，ヤエムグラ，ジシバリ，カキドオシ，スイバなど

である。1：昌現種数は少なく，！0～15種類である。春季にはハコベ，ミミナグサ，オオイヌノフグ

リ，タチイヌノフグリなどがわずかな軟度で出現する。

　16）ミゾソバーアシボソ群落（耕作放棄：水田雑草群落）

　　　P吻goπ㏄’π転封πわerσεε一！腕cros吻επ’πひε7πεπθ麗7πvar．ρ吻8旗ん〃π’π・Gesellschafも（Legenδe

　　　59）

　水田耕作の停止は昭和45～46年ごろ余剰米の蓄積による，生産量調整が行なわれたいわゆる減

反政策による場合と，大都市周辺部の水田地帯が，工場用地や，宅地に転用する際の一時的な放

置の場合がある。いずれの場合も，毎年定期的に行なわれていた水田の耕作管理の淳止と1年時

に，休耕田となって湿生の雑草植物がただちに侵入し，数年後には密生した雑草群落となる。

　休耕田の雑草フロラはそれまで人為的な管理に適応していた水田雑草群落とは全く異なる種組

成をもっている。雑草の種類は，水田土壌の乾湿や排水，栄養塩類の量によって異なるが，一般

に，イヌビエ，アキメヒシバ，コブナグサ，チゴザサ，ヤナギタデ，ミゾソバ，タウコギ，アメ

夢カセンダングサ，イボクサ，オモダカ，コウガイゼキショウ，チョウジタデ，ハリイ，ミズガ

ヤツリなどの1年生草本植物を主とする好窒素姓植物が繁茂する。乾燥しやすい水田ではヌカキ

ビ，オオイヌタデ，ツユクサ，ヒメヘビイチゴ，ナズナなどが見られる。一方，湿田では，ウキ

ガヤ，イボクサ，タガラシ，ヒルムシロ，クログワイ，サンカクイなどが生育し，放棄後数年で，

チゴザサ，ヨシ，アゼスゲなどが侵入しはじめる。

　水田耕作放棄地に侵入する植物の多くは，灌がい排水路ぞいに生育するタウコギクラスの種群，

ヨシクラスの種群，さらに，乾性の水田では水田畦に生育するミゾカクシーオオジシバリ群集か

ら侵入するのが一般的である。
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　富山県下におけるミゾソバ，アシボソ群落の分布は，谷地田などの受光量の少ない，しかも生

産力の低い排水不良な水田に見られる。

　1ア）ウリカワーコナギ群集（水田雑草群落）

　　　Sagittaria　pygmaea・Monochoria　vaginalis－Assoz童a樋。飛Miyawaki

　　1969（Re量sfeld・Unkrau毛gesellschaft）（1・ege識de　60）

　イネが栽培される水田には，イネと競争あるいは共存するようにある種の野生植物が生育して

いる。これらの繁茂は，イネの収穫量を減ずる悪害草として，常に駆除の対象となる。しかし，

イネと全く似た生育形を持つタイヌビエをはじめ，機械的な除草作業をまぬがれる生育期間の短

い小形の植物も，地表面に接して生育している。これらのいわゆる，水田雑草は，古代よりイネ

の栽培管理に，適応した生活形をもつ植物の集まりとして，広く各地方の水田に固有の水田雑草

群落を形成している。長い間人力あるいは一部機械力によって水田雑草とりが行おれてきた。そ

の間，嫌がられながらも水田の主のようにほぼ安定した群落として存続してきた。近年除草剤に

よる化学的な駆除によって，水田雑草フロラや群落はきわめて単調になってきている。

　水田雑草群落の植物社会学的な研究はすでに世界との比較によって明らかにされている（Mi－

yawaki　1960）。富山県の水田雑草群落はウリカワーコナギ群集に所属される。

　ウリカワーコナギ群集の種組成は，ウリカワ，コナギなどの群集標四種の他にキカシグサ，マ

ツバイ，イヌビエ，タマガヤッリなどの約10種内外の草本植物で構成されている。これらはすべ
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Phot．109　水田地に群生するヒロバイヌノヒゲ。
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て1年生植物でしかも好窒素性植物である。また多くの種は水散布で繁殖する。

　土壌条件はいわゆる水田土壌であるが，排水のよい土壌では，アゼナ，チョウジタデなどが生

じ（アゼナ亜群集），イネの収量も高い。一方排水不良の湿田ではミズオオバコの常在度が高い

傾向がある。このような湿田はイネは徒長ぎみでしかもコメの収量は低い。

　富山梁内では富山湾に面して，庄川，神通川，常願寺刈などによって形成された大きな沖積平

野，富山平野が広がっている。かつて，この地域は，扇状地や自然堤防，後背湿地などが散在し

ていたが，数千年にわたる農民の努力によって，現在見渡す限り水田（ウリカワーコナギ群集）

となっている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（奥　田　重　俊）


